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2006
年
度
ゐ
の
は
な
同
窓
会
学
外
研
究
助
成
は
次
の
２
名
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

植
田
伸
夫

（
介
護
老
人
保
健
施
設
秋
桜
、
老
人
学
・
臨
床
栄
養
学
・
臨
床
検
査
学
、
千
葉
大
・
昭
34
）

「
超
高
齢
者
の
臨
床
生
化
学
、
脂
質
栄
養
学
」

室
谷
典
義

（
千
葉
社
会
保
険
病
院
、
消
化
器
外
科
・
血
液
浄
化
、
千
葉
大
・
昭
55
）

「
臓
器
不
全
患
者
に
対
す
る
外
科
手
術
及
び
管
理
」

　

ゐ
の
は
な
同
窓
会
賞
受
賞
候
補
者
応
募
要
項

　

第
12
回
（
二
〇
〇
七
年
度
）
ゐ
の
は
な
同
窓
会
賞
の
受
賞
候
補
者
を
左
記
に
よ
り
募
集
致
し
ま
す
。

一
、
受
賞
対
象
者

①
学
術
賞　

本
会
員
で
、
医
学
研
究
あ
る
い
は
医
療
活
動
の
顕
著
な
業
績
に
よ
り
、
学
術

的
あ
る
い
は
社
会
的
に
高
い
貢
献
を
し
た
個
人
ま
た
は
グ
ル
ー
プ
。
特
に
学
外
の

教
育
研
究
診
療
機
関
に
居
ら
れ
る
方
と
、
学
内
で
は
学
位
取
得
後
の
層
か
ら
の
応

募
を
歓
迎
い
た
し
ま
す
。

②
功
労
賞　

医
学
お
よ
び
広
く
文
化
の
各
領
域
に
お
い
て
、
千
葉
大
学
医
学
部
お
よ
び
千

葉
大
学
ゐ
の
は
な
同
窓
会
に
多
大
の
貢
献
を
し
た
者
。

二
、
表
彰

①
学
術
賞　
（
三
件
以
内
）
盾
お
よ
び
副
賞
（
総
額
二
百
万
円
程
度
）
を
贈
呈
し
ま
す
。

②
功
労
賞　
（
三
件
以
内
）
盾
お
よ
び
薄
謝
を
贈
呈
し
ま
す
。

三
、
応
募
方
法

　

所
定
の
申
請
用
紙
に
よ
り
、
二
〇
〇
六
年
12
月
１
日
か
ら
二
〇
〇
七
年
１
月
31
日
ま
で

の
間
に
申
請
し
て
下
さ
い
。

四
、
受
賞
者
の
決
定

　

選
考
委
員
、
常
任
理
事
会
の
議
を
経
て
、
会
長
が
行
い
ま
す
。

　

審
査
結
果
は
二
〇
〇
七
年
５
月
中
頃
ま
で
に
各
申
請
者
に
通
知
す
る
と
共
に
、
ゐ
の
は

な
同
窓
会
報
に
掲
載
し
ま
す
。

五
、
問
い
合
わ
せ
お
よ
び
申
請
用
紙
請
求
先

千
葉
大
学
医
学
部
内　

ゐ
の
は
な
同
窓
会
事
務
室

ゐ の は な 同 窓 会 報

　

同
窓
会
館
の
設
立
の
た
め
の
募
金
活
動
に
つ
い
て
、
本
年
６
月
の
ゐ
の
は
な
同
窓
会
総
会
に
お
い

て
決
定
す
べ
く
、
常
任
理
事
会
等
で
協
議
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
こ
の
募
金
活
動
と
は
別
個
に
、

千
葉
大
学
本
部
に
お
い
て
、
千
葉
大
学
基
金
と
い
う
名
称
で
、
教
育
活
動
支
援
の
た
め
募
金
活
動
が
開

始
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
但
し
、
千
葉
大
学
現
職
員
以
外
の
医
学
部
卒
業
生
に
つ
い
て
は
、
同
窓
会
館
設
立

の
た
め
の
募
金
活
動
と
同
時
期
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
調
整
中
で
す
。
従
っ
て
、
万
が
一
、千
葉
大
学
基
金
に

関
す
る
お
知
ら
せ
が
あ
り
ま
し
て
も
対
応
せ
ず
、
ゐ
の
は
な
同
窓
会
総
会
で
の
決
定
に
基
づ
く
お
知
ら
せ
ま

で
お
待
ち
下
さ
い
。（
千
葉
大
学
基
金
の
詳
細
は
次
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
）
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ゐ
の
は
な
同
窓
会
館

　
　
　

           

新
設
の
準
備
始
ま
る

　

同
窓
会
館
は
昭
和
26
年
に
建
設
さ
れ
た
木
造
の
建
築
物
で
、
亥
鼻
キ
ャ
ン
パ
ス
の
西
側
に
あ
り
、

様
々
な
活
動
で
利
用
さ
れ
、
改
築
が
長
年
懸
案
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
老
朽
化
が
激
し

い
た
め
に
改
築
は
不
可
能
な
状
況
で
す
。
そ
こ
で
、
新
た
に
21
世
紀
版
同
窓
会
館
を
設
立
す
る
こ
と

が
適
切
と
考
え
ら
れ
、
同
窓
会
館
設
立
検
討
委
員
会
が
立
ち
上
げ
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
そ

の
検
討
委
員
会
に
よ
り
会
館
設
立
案
が
作
成
さ
れ
、
19
年
度
の
総
会
で
提
案
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

本
号
で
は
、
同
窓
会
館
設
立
検
討
委
員
会
の
立
ち
上
げ
に
至
る
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
、
平
成
18

年
末
ま
で
の
協
議
の
内
容
を
特
集
号
に
掲
載
す
る
こ
と
に
よ
り
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

同
窓
会
館
設
立
検
討
委
員
会
委
員

　

委
員
長　

伊
藤
晴
夫
（
副
会
長
）

　

委　

員　

渡
辺　

武
（
会
長
）　

小
幡　

裕
（
副
会
長
）　

大
井
利
夫
（
副
会
長
）　

瀧
口
正
樹
（
庶
務
）

　
　
　
　
　

伊
豫
雅
臣
（
会
計
）　

済
陽
高
穂
（
事
業
）　　

大
濱
博
利
（
事
業
）　　

吉
原
俊
雄
（
事
業
）

　
　
　
　
　

鈴
木
信
夫
（
広
報
・
編
集
）

整
形
外
科
学

　

守
屋　

秀
繁　

教
授

日　

時　

 

平
成
19
年
２
月
１
日
（
木
）
午
後
３
時

場　

所　

附
属
病
院
第
一
講
堂
（
３
階
）

演　

題　

 「
私
の
歩
ん
で
き
た
整
形
外
科
学
の
道
」

胸
部
外
科
学
（
肺
研
第
一
）

　

藤
澤　

武
彦　

教
授

日　

時　

 

平
成
19
年
２
月
５
日
（
月
）
午
後
３
時

場　

所　

附
属
病
院
第
一
講
堂
（
３
階
）

演　

題　
「
温
故
知
新
」

自
律
機
能
生
理
学
（
生
理
学
第
二
）

　

福
田　

康
一
郎　

教
授

日　

時　

 

平
成
19
年
２
月
８
日
（
木
）
午
後
３
時

場　

所　

附
属
病
院
第
一
講
堂
（
３
階
）

演　

題　
「
呼
吸
の
化
学
調
節
」

小
児
外
科
学

　

大
沼　

直
躬　

教
授

日　

時　

 

平
成
19
年
２
月
16
日
（
金
）
午
後
３
時

場　

所　

附
属
病
院
第
一
講
堂
（
３
階
）

演　

題　
「
小
児
が
ん
の
治
療
戦
略
」

先
端
応
用
外
科
学
（
外
科
学
第
二
）

　

落
合　

武
徳　

教
授

日　

時　

 

平
成
19
年
２
月
20
日
（
火
）
午
後
３
時

場　

所　

附
属
病
院
第
一
講
堂
（
３
階
）

演　

題　
「
医
学
の
進
歩
・
大
学
の
貢
献
」

最
終
講
義

の
ご
案
内

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
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本
年
８
月
１
日
付
け
で
、
平

澤
博
之
前
教
授
の
後
任
と
し
て

救
急
集
中
治
療
医
学
教
授
に
就

任
い
た
し
ま
し
た
織
田
成
人
と

申
し
ま
す
。
就
任
に
あ
た
り
同

窓
の
諸
先
生
方
に
一
言
ご
挨
拶

申
し
上
げ
ま
す
。
私
は
、
1978

年
（
昭
和
53
年
）
に
千
葉
大
学

を
卒
業
し
、
第
二
外
科
に
入
局

い
た
し
ま
し
た
。
８
年
間
の
外

科
医
と
し
て
の
修
練
の
後
、
研

究
の
指
導
を
受
け
て
い
た
平
澤

先
生
の
ご
厚
意
に
よ
り
1986
年
４

月
に
米
国
デ
ュ
ー
ク
大
学
麻
酔

科
に
留
学
致
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、
1988
年
７
月
に
帰
国
後
、
平

澤
先
生
の
お
誘
い
も
あ
り
救
急

部
・
集
中
治
療
部
の
助
手
と
し

て
採
用
さ
れ
、
そ
の
後
は
一
貫

し
て
救
急
、
集
中
治
療
の
専
門

医
と
し
て
診
療
、
研
究
、
教
育

に
携
わ
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

当
院
の
救
急
部
・
集
中
治
療
部

は
、
急
性
臓
器
不
全
患
者
を
は

じ
め
と
す
る
重
症
患
者
に
対
す

るcritical care

を
得
意
と
し

て
お
り
ま
す
。
私
は
そ
の
中
で

も
、
特
に
こ
の
領
域
で
死
亡
率

の
高
い
多
臓
器
不
全
の
病
態
生

理
の
解
明
と
治
療
法
の
確
立
を

研
究
テ
ー
マ
と
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。
現
在
、
重
症
患
者
に
対

し
て
広
く
施
行
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
持
続
的
血
液
濾
過
透
析

（C
H

D
F

）
は
、
わ
が
国
で
は

じ
め
て
我
々
が
臨
床
導
入
し
、

そ
の
有
用
性
を
研
究
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。
特
に
、PM

M
A

膜
ヘ
モ
フ
ィ
ル
タ
ー
を
用

い
たC

H
D

F

（PM
M

A
-

C
H

D
F

）
が
単
な
る
腎
補
助

療
法
と
し
て
の
み
で
な
く
、
血

中
か
ら
サ
イ
ト
カ
イ
ン
を
は
じ

め
と
す
る
各
種
メ
デ
ィ
エ
ー
タ

を
除
去
す
る
こ
と
に
よ
り
多
臓

器
不
全
の
発
症
予
防
や
治
療

に
有
用
で
あ
る
こ
と
を
報
告

し
、
こ
の
分
野
で
は
わ
が
国
で

も
有
数
の
研
究
実
績
と
臨
床
成

績
を
誇
っ
て
お
り
ま
す
。
現
在

教
室
で
は
、
大
学
院
生
を
中
心

に
侵
襲
に
対
す
る
生
体
反
応
を

左
右
す
る
サ
イ
ト
カ
イ
ン
関
連

遺
伝
子
多
型
の
研
究
や
そ
れ
に

基
づ
い
た
治
療
法
の
確
立
、
再

生
医
療
の
救
急
領
域
へ
の
応
用

な
ど
、
最
先
端
の
研
究
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。
前
任
の
平
澤
教

授
は
、
臨
床
に
密
接
に
関
連
す

る
基
礎
研
究
を
積
極
的
に
行

い
、
そ
れ
を
実
際
に
臨
症
例
に

応
用
す
る
と
い
うacadem

ic 
critical care

を
提
唱
さ
れ
ま

し
た
。
私
は
、
平
澤
教
授
の
こ

の
考
え
を
継
承
し
、
基
礎
研
究

に
基
づ
い
た
最
新
の
治
療
法
を

積
極
的
に
導
入
し
て
、
大
学
病

院
な
ら
で
は
の
最
先
端
の
医
療

を
提
供
で
き
る
よ
う
努
力
す
る

所
存
で
す
。
ま
た
、
大
学
は
教

育
機
関
と
し
て
優
秀
な
医
師
を

育
て
る
こ
と
も
重
要
な
役
割
で

す
。
従
来
大
学
病
院
の
救
急
部

で
は
、
主
に
三
次
救
急
患
者
を

対
象
に
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

卒
後
研
修
必
修
化
に
よ
っ
て
救

急
研
修
が
必
修
と
な
っ
た
こ
と

を
受
け
、
プ
ラ
イ
マ
リ
ケ
ア
研

修
の
充
実
を
図
る
た
め
に
一

次
、
二
次
の
救
急
患
者
も
積
極

的
に
診
療
す
る
よ
う
に
し
て
お

り
ま
す
。
さ
ら
に
優
秀
な
救
急

科
専
門
医
、
集
中
治
療
専
門
医

を
数
多
く
育
成
し
、
関
連
病
院

で
あ
る
成
田
赤
十
字
病
院
や
君

津
中
央
病
院
な
ど
の
救
命
救
急

セ
ン
タ
ー
や
千
葉
市
立
青
葉
病

院
救
急
部
な
ど
、
地
域
拠
点
病

院
の
救
急
医
療
を
さ
ら
に
充
実

さ
せ
る
べ
く
努
力
す
る
所
存
で

す
。若
輩
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

今
後
と
も
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。最
後
に
な
り
ま
す
が
、

我
々
の
救
急
部
・
集
中
治
療
部

は
24
時
間
体
制
で
重
症
患
者
を

受
け
入
れ
て
お
り
ま
す
。
皆
様

の
病
院
で
重
症
化
し
た
症
例
が

あ
り
ま
し
た
ら
是
非
ご
連
絡
下

さ
い
。

　

平
成
18
年
８
月
１
日
付
け
で

帝
京
大
学
ち
ば
総
合
医
療
セ
ン

タ
ー
麻
酔
科
教
授
に
就
任
い
た

し
ま
し
た
。

　

私
は
昭
和
59
年
千
葉
大
学
を

卒
業
後
、
初
代
米
沢
利
英
教
授

の
主
宰
す
る
麻
酔
科
に
入
局
い

た
し
ま
し
た
。
こ
の
時
、
千
葉

大
卒
の
同
級
生
が
８
人
入
局
い

た
し
ま
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な

大
勢
の
入
局
者
は
そ
れ
ま
で

も
、
そ
れ
か
ら
も
な
か
っ
た
と

の
こ
と
で
す
。
研
修
医
の
人
数

が
多
か
っ
た
た
め
、
お
互
い
に

競
っ
て
麻
酔
症
例
を
重
ね
た
こ

と
を
思
い
出
し
ま
す
。
２
年
目

か
ら
３
年
間
松
戸
市
立
病
院
へ

出
張
し
、
新
生
児
や
心
臓
手
術

の
麻
酔
を
含
め
数
多
く
の
麻
酔

症
例
を
経
験
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。
昭
和
63
年
に
は
千
葉
大

学
に
も
ど
り
、
水
口
公
信
教

授
、
飯
島
一
彦
助
教
授
の
も

と
、
手
術
麻
酔
に
加
え
、
緩
和

医
療
、
疼
痛
治
療
の
勉
強
を
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
、
同

時
に
第
二
生
理
学
教
室
（
現
、

自
律
機
能
生
理
学
）
に
て
、
疼

痛
治
療
に
用
い
る
低
出
力
レ
ー

ザ
ー
の
鎮
痛
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
研

究
を
現
福
田
康
一
郎
教
授
の

ご
指
導
の
も
と
に
行
い
ま
し

た
。
そ
の
後
平
成
２
年
よ
り
５

年
間
千
葉
労
災
病
院
麻
酔
科
に

勤
務
い
た
し
ま
し
た
が
、
岡
田

智
志
保
麻
酔
科
部
長
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
第
二

生
理
学
教
室
で
の
研
究
も
継
続

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
平

成
７
年
よ
り
、
現
在
国
立
が
ん

セ
ン
タ
ー
中
央
病
院
に
い
る
夫

と
と
も
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
あ

る
ス
ロ
ー
ン
ケ
タ
リ
ン
グ
が
ん

セ
ン
タ
ー
へ
２
年
間
留
学
い
た

し
ま
し
た
。
緩
和
医
療
の
パ
イ

オ
ニ
ア
で
あ
り
、W

H
O

が

ん
疼
痛
治
療
指
針
を
ま
と
め
た

K
athleen Foley

先
生
の
も

と
で
、
最
新
の
緩
和
ケ
ア
を
勉

強
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

個
々
の
患
者
の
ケ
ア
に
明
確
な

ゴ
ー
ル
を
設
定
し
、
そ
の
ゴ
ー

ル
達
成
の
た
め
多
方
面
の
専
門

家
が
協
力
し
合
う
と
い
う
緩
和

ケ
ア
の
シ
ス
テ
ム
に
は
、
目
を

見
張
る
も
の
が
あ
り
、
大
変
勉

強
に
な
り
ま
し
た
。
緩
和
ケ
ア

の
勉
強
と
平
行
し
て
、
当
が
ん

セ
ン
タ
ー
に
隣
接
す
る
コ
ー
ネ

ル
大
学
医
学
部
で
、
薬
理
学
教

室
のC

harles Inturrisi

教

授
の
も
と
、
モ
ル
ヒ
ネ
耐
性
、

神
経
障
害
性
疼
痛
の
研
究
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
帰
国

後
、
研
究
を
継
続
す
る
た
め
、

福
田
康
一
郎
教
授
を
頼
っ
て
第

二
生
理
学
教
室
に
研
究
生
と
し

て
入
り
、
そ
の
後
、
本
年
の
７

月
ま
で
当
教
室
に
所
属
し
、
国

立
が
ん
セ
ン
タ
ー
中
央
病
院
で

緩
和
医
療
を
行
っ
て
い
る
夫
と

連
携
し
て
が
ん
性
疼
痛
や
内
因

性
鎮
痛
機
序
に
関
す
る
研
究
を

行
う
と
同
時
に
、
学
部
学
生
、

大
学
院
生
の
教
育
に
力
を
注
い

で
参
り
ま
し
た
。
ま
た
、
麻
酔

科
西
野
卓
教
授
の
ご
厚
情
に
よ

り
、
手
術
麻
酔
、
ペ
イ
ン
ク
リ

ニ
ッ
ク
な
ど
臨
床
も
継
続
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

帝
京
大
学
ち
ば
総
合
医
療
セ

ン
タ
ー
に
就
任
す
る
こ
と
は
、

自
分
に
と
っ
て
大
変
大
き
な
決

断
で
し
た
。
第
二
の
人
生
に
足

を
踏
み
入
れ
る
よ
う
な
気
持
ち

で
、
赴
任
い
た
し
ま
し
た
。
当

医
療
セ
ン
タ
ー
の
発
展
と
地
域

医
療
に
貢
献
す
べ
く
全
力
を
尽

く
す
と
同
時
に
、
研
究
、
教
育

に
力
を
注
ぎ
、
充
実
し
た
麻
酔

科
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
、
胸

を
ふ
く
ら
ま
し
て
お
り
ま
す
。

当
医
療
セ
ン
タ
ー
に
は
、
和
田

佑
一
院
長
を
始
め
、
同
窓
の
諸

先
生
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
り
、
新

し
い
麻
酔
科
の
立
ち
上
げ
に
多

大
な
ご
支
援
を
い
た
だ
き
大
変

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
、

千
葉
大
学
と
の
交
流
を
ま
す
ま

す
深
め
て
い
け
れ
ば
と
願
っ
て

お
り
ま
す
。
同
窓
会
の
皆
様
の

ご
指
導
、
ご
支
援
を
い
た
だ
け

ま
す
よ
う
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

帝
京
大
学
ち
ば
総
合
医
療
セ

ン
タ
ー
小
児
科
の
太
田
節
雄
と

申
し
ま
す
。
こ
の
た
び
前
院
長

の
精
神
科
竹
内
龍
雄
教
授
、
千

葉
大
学
小
児
病
態
学
河
野
陽
一

教
授
の
ご
高
配
を
賜
り
、
平
成

18
年
４
月
１
日
付
け
で
、
教
授

に
昇
任
い
た
し
ま
し
た
。

　

私
は
千
葉
市
の
隣
の
四
街
道

市
で
生
ま
れ
育
ち
、
高
校
卒
業

ま
で
千
葉
県
を
出
る
こ
と
の
な

か
っ
た
生
粋
の
千
葉
県
人
で
あ

り
ま
す
。
昭
和
59
年
に
群
馬
大

学
を
卒
業
後
、
直
ち
に
千
葉
大

ゐ の は な 同 窓 会 報
　
　

千
葉
大
学
大
学
院
医
学
研
究
院

　
　
　

再
建
医
学
講
座
救
急
集
中
治
療
医
学
（
旧
救
急
医
学
）

織　

田　

成　

人
（
昭
53
）　

　
　

帝
京
大
学
ち
ば
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
麻
酔
科

下　

山　

恵　

美
（
昭
59
）　

　
　

帝
京
大
学
ち
ば
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
小
児
科

太　

田　

節　

雄
（
群
馬
大
・
昭
59
）　
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学
小
児
科
に
入
局
し
、
中
島
博

徳
先
生
、
新
美
仁
男
先
生
、
そ

し
て
現
教
授
の
河
野
陽
一
先
生

の
も
と
で
小
児
科
学
の
勉
強
を

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

小
児
科
に
入
っ
て
最
初
に
受

け
持
っ
た
の
が
白
血
病
の
患
者

さ
ん
で
し
た
。小
児
白
血
病
は
、

よ
う
や
く
治
る
人
が
出
始
め
、

少
し
ず
つ
そ
れ
が
増
え
始
め
た

と
い
っ
た
時
期
で
あ
り
ま
し
た

が
、
目
の
前
で
亡
く
な
っ
て
い

く
患
者
さ
ん
も
数
多
く
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。
少
し
で
も
多

く
の
白
血
病
の
患
者
さ
ん
に
健

康
に
な
っ
て
も
ら
っ
て
そ
の
喜

び
を
分
か
ち
合
い
た
い
、
そ
し

て
残
念
な
が
ら
亡
く
な
っ
て
い

か
れ
る
患
者
さ
ん
の
た
め
に
も

何
か
が
で
き
る
は
ず
だ
と
い
う

両
方
の
思
い
か
ら
、
血
液
腫
瘍

を
サ
ブ
ス
ペ
シ
ャ
ル
と
し
て
選

び
ま
し
た
。
血
液
腫
瘍
学
は
佐

藤
武
幸
先
生
、
沖
本
由
理
先
生

は
じ
め
諸
先
輩
方
に
ご
指
導
い

た
だ
き
、
ま
た
佐
藤
先
生
の
ご

高
配
に
よ
り
、
平
成
３
年
か
ら

２
年
間
米
国
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学

ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・
デ
ィ

コ
ネ
ス
病
院
（
当
時
）
に
留
学

し
、
巨
核
球
関
連
の
遺
伝
子
ク

ロ
ー
ニ
ン
グ
の
仕
事
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。当
時
は「
ト

ロ
ン
ボ
ポ
エ
チ
ン
の
発
見
」
が

世
界
中
の
血
液
学
研
究
者
た
ち

の
目
標
だ
っ
た
の
で
す
が
、
私

の
在
米
中
に
別
の
グ
ル
ー
プ
が

ク
ロ
ー
ニ
ン
グ
に
成
功
し
た
と

い
う
一
報
が
は
い
り
、「
寸
前

ま
で
行
っ
て
い
た
の
に
」
と
ラ

ボ
の
皆
で
悔
し
が
っ
た
こ
と
が

懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

帰
国
後
は
東
京
小
児
が
ん
研
究

グ
ル
ー
プ
あ
る
い
は
日
本
小
児

白
血
病
研
究
グ
ル
ー
プ
の
一
員

と
し
て
臨
床
研
究
を
推
進
し
て

お
り
ま
す
。

　

平
成
９
年
よ
り
帝
京
大
学
医

学
部
附
属
市
原
病
院
（
現
帝

京
大
学
ち
ば
総
合
医
療
セ
ン

タ
ー
）
小
児
科
に
赴
任
し
、
寺

島
周
先
生
、
猪
股
弘
明
先
生
の

も
と
で
、
救
急
を
中
心
と
し
た

地
域
小
児
医
療
の
充
実
を
目
指

し
、
ま
た
血
液
腫
瘍
疾
患
の
専

門
医
と
し
て
診
療
、
臨
床
研
究

を
担
当
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

私
は
決
し
て
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

な
人
間
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
お

二
人
の
築
き
上
げ
て
こ
ら
れ
た

帝
京
の
小
児
科
と
い
う
も
の

を
、
私
な
り
の
味
付
け
を
し
な

が
ら
、
で
き
る
だ
け
イ
ン
タ
ク

ト
な
ま
ま
に
次
の
世
代
に
引
き

継
ぐ
と
い
う
こ
と
を
最
低
限
の

目
標
と
し
て
や
っ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て

研
修
医
と
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る

先
生
方
や
小
児
科
専
門
の
若
手

の
先
生
方
に
「
帝
京
の
小
児
科

に
来
て
よ
か
っ
た
」
と
感
じ
て

も
ら
え
る
よ
う
に
努
力
し
て
ま

い
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、

や
る
気
の
あ
る
若
い
先
生
方

の
、
そ
の
意
欲
を
削
ぐ
こ
と
だ

け
は
決
し
て
し
な
い
よ
う
に
と

心
が
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

私
自
身
ま
だ
ま
だ
若
輩
者
で

す
。
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
指
導

を
、
時
に
は
厳
し
く
（
多
く
は

暖
か
く
）
お
願
い
で
き
れ
ば
幸

い
に
存
じ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

地
域
そ
し
て
千
葉
県
の
小
児
医

療
、
研
究
、
教
育
に
全
力
を
注

い
で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
、
2006
年
４
月
１
日
付
け

で
帝
京
大
学
大
学
院
文
学
研
究

科
臨
床
心
理
学
専
攻
（
修
士
課

程
）・
心
理
学
専
攻
（
博
士
後

期
過
程
）・
文
学
部
心
理
学
科

教
授
に
昇
格
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
じ
め
に
、
ゐ
の
は
な

同
窓
会
の
先
生
方
に
、
本
学
入

学
以
来
こ
れ
ま
で
、
未
熟
な
私

を
根
気
よ
く
ご
指
導
い
た
だ
い

た
こ
と
に
対
す
る
お
礼
を
述
べ

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
く
存
じ
上

げ
ま
す
。

　

私
は
1985
年
に
本
学
医
学
部
を

卒
業
し
、
総
合
病
院
国
保
旭
中

央
病
院
で
の
臨
床
研
修
、
神
経

精
神
科
医
員
を
経
て
、
帝
京
大

学
医
学
部
附
属
市
原
病
院
（
現

帝
京
大
学
ち
ば
総
合
医
療
セ
ン

タ
ー
）
精
神
科
に
て
竹
内
龍
雄

現
名
誉
教
授
の
も
と
、
臨
床
・

研
究
・
教
育
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　

こ
の
間
専
ら
、
故
野
澤
栄
司

看
護
学
部
名
誉
教
授
の
も
と
、

ま
た
、
1990
年
か
ら
は
北
山
修
現

九
州
大
学
大
学
院
人
間
環
境
学

研
究
院
教
授
が
開
設
さ
れ
た
北

山
医
院
（
現
北
山
研
究
所
・
南

青
山
心
理
相
談
室
）
に
於
い

て
、
精
神
分
析
的
精
神
療
法
の

研
修
・
実
践
・
教
育
・
研
究
を

行
っ
て
参
り
ま
し
た
。

　

2001
年
４
月
帝
京
大
学
市
原
病

院
精
神
科
病
棟
閉
鎖
に
前
後
し

て
文
学
部
に
異
動
（
医
学
部
精

神
神
経
科
学
兼
担
）
し
て
か
ら

は
、
こ
う
し
た
経
験
を
生
か
し

て
、
主
に
臨
床
心
理
士
の
育
成

に
携
わ
っ
て
お
り
ま
す
。

　

か
つ
て
、
あ
る
人
か
ら
、「
エ

ビ
デ
ン
ス
の
明
確
で
な
い
治
療

を
患
者
さ
ん
に
施
す
の
は
無
責

任
で
あ
る
」
と
い
う
耳
の
痛
い

ご
助
言
を
い
た
だ
い
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
確
か
に
、
認
知
行

動
療
法
以
外
の
心
理
療
法
・
精

神
療
法
の
多
く
は
、
人
そ
れ
ぞ

れ
の
個
別
性
を
重
視
す
る
こ
と

に
こ
だ
わ
る
あ
ま
り
、
機
序
や

成
果
に
関
す
る
エ
ビ
デ
ン
ス

は
、
乏
し
い
と
言
わ
ざ
る
を
得

ま
せ
ん
。
た
だ
私
は
、
医
師
と

し
て
精
神
医
療
の
臨
床
現
場
で

患
者
さ
ん
と
関
わ
っ
て
い
く
中

で
、
一
人
の
人
間
と
し
て
別
の

人
間
と
関
わ
っ
て
い
く
こ
と
そ

の
こ
と
自
体
の
重
要
性
を
痛
感

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ

う
し
た
中
で
、
故
野
澤
栄
司
先

生
か
ら
い
た
だ
い
た
「
君
は
、

人
と
人
と
の
関
係
で
人
が
変
わ

り
う
る
と
は
思
え
な
い
の
か
」

と
い
う
一
言
が
こ
の
道
に
踏
み

込
む
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

　

精
神
分
析
は
、
疾
患
や
症
状

を
標
的
に
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

い
つ
か
は
死
ぬ
こ
と
が
わ
か
っ

て
し
ま
っ
て
い
る
人
間
そ
れ
ぞ

れ
の
い
わ
ば
実
存
的
な
悩
み
に

別
の
人
間
と
し
て
ど
う
関
わ
っ

て
い
く
か
を
模
索
す
る
営
み
だ

と
も
言
え
そ
う
で
す
。
こ
う
し

た
領
域
に
た
か
が
一
医
師
の
分

際
で
関
わ
る
の
は
不
遜
な
の
で

は
な
い
か
、
と
い
う
議
論
は
あ

る
か
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、

人
と
関
わ
る
仕
事
で
あ
る
以

上
、
こ
う
し
た
領
域
を
追
求
す

る
医
師
が
少
し
は
い
て
も
い
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

も
ち
ろ
ん
、
少
し
で
も
第
三

者
性
（
一
般
性
、
普
遍
性
）
を

高
め
る
た
め
に
、
学
会
や
カ
ン

フ
ァ
レ
ン
ス
な
ど
で
の
議
論
に

よ
る
切
磋
琢
磨
、
厳
格
な
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
は
重
視

さ
れ
て
お
り
ま
す
し
、
精
神
分

析
家
に
な
る
た
め
に
は
、
自
分

自
身
が
分
析
を
受
け
、
自
分
が

い
か
に
病
的
で
あ
る
か
を
痛
感

す
る
必
要
が
あ
る
と
さ
え
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
「
超
高
層
ビ
ル
に
対
す
る
法

隆
寺
」
と
い
う
比
喩
を
用
い
た

方
が
お
ら
れ
た
よ
う
に
、
未
だ

に
約
100
年
前
のFreud, S. 

の

文
献
が
引
用
さ
れ
、
最
先
端
の

医
学
・
脳
科
学
と
は
程
遠
い
領

域
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
後
も

研
鑽
を
積
み
つ
つ
後
進
の
指
導

に
あ
た
っ
て
行
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
18
年
９
月
１
日
付
け

で
、
新
海
浤
教
授
の
後
任
と
し

て
伝
統
あ
る
基
質
代
謝
治
療
学

(

旧
皮
膚
科
学)

教
授
に
着
任

い
た
し
ま
し
た
。
私
は
1981
年
に

東
大
理
学
部
生
物
化
学
科
、
87

年
に
千
葉
大
医
学
部
を
卒
業
し

ま
し
た
。
千
葉
大
在
学
中
は
、

夏
休
み
な
ど
に
旧
第
二
生
化
、

橘
・
森
研
究
室
で
、
当
時
、
千

葉
大
で
始
ま
っ
た
ば
か
り
の
遺

伝
子
ク
ロ
ー
ニ
ン
グ
を
瀧
口
正

樹
先
生
（
現
遺
伝
子
生
化
学
教

授
）
か
ら
習
い
分
子
生
物
学
の

洗
礼
を
受
け
ま
し
た
。
卒
業
後

は
故
郷
に
戻
り
、
北
海
道
大
学

医
学
部
皮
膚
科
に
入
局
し
ま
し

た
。
臨
床
研
修
（
北
大
附
属
病

院
・
札
幌
市
立
病
院
）、留
学（
テ

キ
サ
ス
大
学
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ス
タ

ン
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
皮
膚

科
）
後
に
、
92
年
か
ら
は
北
大

皮
膚
科
助
手
、
病
棟
医
長
（
院

内
講
師
）
と
し
て
、
研
修
医
・

医
員
を
指
導
し
、
重
症
疾
患
を

含
め
た
多
く
の
皮
膚
疾
患
を
経

験
い
た
し
ま
し
た
。
97
年
か
ら

は
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ス
タ
ン
メ
デ
ィ

カ
ル
セ
ン
タ
ー
皮
膚
科
のA

s-
sistant professor

と
し
て
樹

状
細
胞
に
よ
る
免
疫
制
御
の
研

究
を
い
た
し
ま
し
た
。
2003
年
帰

国
後
は
山
梨
大
皮
膚
科
の
島
田

眞
路
教
授
に
師
事
し
、
研
究
の

み
な
ら
ず
臨
床
と
教
育
に
参
加

す
る
場
を
数
多
く
与
え
ら
れ
ま

し
た
。そ
し
て
巡
り
め
ぐ
っ
て
、

今
回
、
母
校
で
働
く
場
を
与
え

ら
れ
た
こ
と
を
心
か
ら
光
栄
に

思
い
ま
す
。
私
の
こ
の
よ
う
な

様
々
な
施
設
で
の
臨
床
、研
究
、

教
育
の
経
験
を
生
か
し
、
浅
学

菲
才
の
身
で
す
が
、精
一
杯
頑
張
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

臨
床
で
は
、
患
者
様
の
人
権

を
尊
重
し
た
安
全
で
最
良
の
医

ゐ の は な 同 窓 会 報

　
　

帝
京
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
臨
床
心
理
学
専
攻

　
　

心
理
学
専
攻
・
文
学
部
心
理
学
科

池　

田　

政　

俊
（
昭
60
）　

　
　

千
葉
大
学
大
学
院
医
学
研
究
院

　
　
　
　
　
　
　
　

基
質
代
謝
治
療
学
（
旧
皮
膚
科
学
）

松　

江　

弘　

之
（
昭
62
）　
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療
の
提
供
を
心
が
け
ま
す
。
そ

の
た
め
に
は
、
医
療
ス
タ
ッ
フ

や
地
域
医
療
機
関
と
の
密
接
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
も
っ

と
も
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
皮
膚
症
状
が
全
身
疾
患
の

一
症
状
で
あ
る
こ
と
も
多
く
、

他
科
と
の
密
接
な
連
携
も
図
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま

た
地
域
の
中
核
病
院
と
し
て
地

域
医
療
機
関
と
の
密
接
な
関
係

を
構
築
し
、
病
診
連
携
の
充
実

を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
現
医
局
員
の
数

で
は
地
域
医
療
機
関
の
皮
膚
科

に
十
分
な
人
員
を
配
置
す
る
の

は
不
可
能
で
、
皮
膚
科
を
志
す

後
期
研
修
医
を
増
や
し
、
皮
膚

科
診
療
の
質
的
、
量
的
向
上
を

図
る
こ
と
が
急
務
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。し
ば
ら
く
の
間
、

何
卒
ご
理
解
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

研
究
で
は
、
私
は
炎
症
・
免

疫
・
ア
レ
ル
ギ
ー
領
域
で
研
究

を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
生
体

内
で
起
こ
る
こ
れ
ら
の
互
い
に

影
響
し
合
う
複
雑
な
反
応
は
、

言
う
ま
で
も
な
く
ほ
と
ん
ど
の

疾
患
の
病
態
形
成
に
関
係
し
て

い
ま
す
。
皮
膚
に
お
け
る
こ
れ

ら
の
反
応
の
科
学
的
理
解
を
深

め
、
よ
り
良
い
治
療
に
役
立
て

る
の
が
私
の
リ
サ
ー
チ
の
目
標

で
す
。
免
疫
・
ア
レ
ル
ギ
ー
学

の
み
に
囚
わ
れ
ず
に
、
他
の
生

命
科
学
の
分
野
の
進
歩
を
取
り

入
れ
た
独
自
性
の
あ
る
研
究
を

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
学
内
外
の
他

分
野
の
多
く
の
研
究
者
と
の
共

同
研
究
を
含
め
た
交
流
に
努
め

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

臨
床
・
教
育
・
研
究
の
す
べ

て
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
発
展
さ
せ
、

人
材
の
育
成
・
社
会
貢
献
に
寄
与

す
る
こ
と
が
、
医
学
部
・
大
学
病

院
の
使
命
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
す
べ
て
の
こ
と
に
邁

進
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
同
窓
会
、
学
内
他

の
教
室
の
皆
様
か
ら
の
ご
支
援
、

ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
平
成
18
年
度
日

本
医
師
会
最
高
優
功
賞
の
栄
誉

に
思
い
も
よ
ら
ず
浴
し
ま
し

た
。
日
本
医
師
会
か
ら
の
突
然

の
お
知
ら
せ
に
戸
惑
う
ば
か
り

で
し
た
。
医
局
紛
争
で
大
学
を

辞
し
、
一
介
の
町
医
者
と
し
て

細
々
と
市
井
の
人
々
の
診
療
に

当
た
っ
て
い
る
毎
日
で
、
立
派

な
業
績
も
無
く
過
ご
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。
理
由
を
日
本
医
師

会
に
お
尋
ね
し
ま
す
と
、
長
年

日
本
医
師
会
学
術
企
画
委
員
を

や
っ
て
い
た
だ
い
た
た
め
、
と

い
う
こ
と
で
し
た
。

　

思
え
ば
、
15
年
前
千
葉
県
医

師
会
理
事
に
な
っ
た
ば
か
り
の

時
、
当
時
の
渡
辺
武
県
医
師
会

長
（
現
ゐ
の
は
な
同
窓
会
長
）

よ
り
日
本
医
師
会
の
委
員
を
や

る
よ
う
に
命
じ
ら
れ
、
ど
ん
な

仕
事
を
す
る
の
か
よ
く
わ
か
ら

な
い
ま
ま
に
お
引
き
受
け
い
た

し
ま
し
た
。
仕
事
は
主
に
月
一

回
の
日
本
医
師
会
雑
誌
企
画
編

集
会
議
、「
論
説
と
話
題
」「
海

外
短
信
」
の
原
稿
執
筆
、
投
稿

原
稿
の
査
読
、
日
本
短
波
放
送

の
医
師
会
提
供
番
組
の
企
画
立

案
と
出
演
、
日
本
テ
レ
ビ
の
医

師
会
提
供
番
組
「
Oh
診
！
」
出

演
な
ど
で
し
た
。
委
員
は
殆
ど

が
東
京
の
大
学
の
著
名
な
先
生

ば
か
り
で
、
田
舎
医
者
に
と
っ

て
意
見
を
述
べ
る
の
も
気
後
れ

が
し
て
い
ま
し
た
。
当
時
日
本

医
師
会
の
学
術
担
当
理
事
は
幸

い
に
も
論
文
を
書
く
と
き
に
お

世
話
に
な
っ
た
故
松
石
久
義
先

生
（
昭
33
）
で
し
た
。
先
生
か

ら
「
日
本
医
師
会
雑
誌
は
我
々

開
業
医
の
雑
誌
な
の
だ
か
ら
日

常
診
療
に
す
ぐ
役
立
つ
も
の
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
開
業
医

の
目
線
で
意
見
を
ど
し
ど
し
言

う
よ
う
に
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
先
生
が
医

師
会
雑
誌
を
担
当
さ
れ
て
か

ら
表
紙
が
親
し
み
や
す
く
な

り
、
内
容
も
あ
ま
り
難
し
く
な

く
我
々
開
業
医
で
も
よ
く
理
解

で
き
る
よ
う
企
画
編
集
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た

「A
B

C

シ
リ
ー
ズ
」
と
し
て

開
業
医
の
知
っ
て
い
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
各
科
の
知
識
を
教
科

書
様
の
装
丁
で
別
冊
と
し
て
出

し
ま
し
た
。
特
に
「
心
電
図
の

A
B

C

」「
胸
部
Ｘ
線
写
真
の

教
授
昇
任

腫
瘍
内
科
学

横
須
賀　

收
（
昭
50
）

　
（
肝
胆
膵
重
粒
子
線
治
療
学

講
師
よ
り
）

助
教
授
昇
任

麻
酔
学

磯
野　

史
朗
（
昭
59
）

　
（
附
属
病
院
麻
酔
・

　
　

 

疼
痛
・
緩
和
医
療
科

講
師
よ
り
）

眼
科
学

三
田
村
佳
典　
（
北
大
・
昭
62
）

　
（
札
幌
医
科
大
学
講
師
よ
り
）

講
師
昇
任

生
殖
機
能
病
態
学

三
橋　
　

暁
（
弘
前
大
・
平
２
）

（
同
助
手
よ
り
）

人
事
異
動

A
B

C

」
は
好
評
で
し
た
。
勉

強
会
で
各
地
の
先
生
方
に
お
会

い
す
る
と
、
最
近
の
日
本
医
師

会
雑
誌
は
読
み
や
す
く
、
わ
か

り
や
す
く
な
っ
た
と
い
う
評
価

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
受
賞
は
日
本
医
師
会

会
員
の
先
生
方
の
ご
支
援
と
ご

鞭
撻
の
賜
物
と
厚
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、「
ゐ
の
は
な
同

窓
会
報
」
に
原
稿
を
載
せ
て
い

た
だ
い
た
栄
誉
に
感
謝
し
、
同

窓
会
の
更
な
る
ご
発
展
な
ら
び

に
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
ご
活

躍
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

眼
科

菅
原　

岳
史
（
岩
手
医
大
・
昭
63
）

　
（
岩
手
県
立
胆
沢
病
院

眼
科
長
よ
り
）

集
中
治
療
部

貞
廣　

智
仁
（
平
４
）

（
同
助
手
よ
り
）

小
児
外
科

菱
木　

知
郎
（
平
５
）

（
同
助
手
よ
り
）

ア
レ
ル
ギ
ー
・
膠
原
病
内
科

渡
邊　

紀
彦
（
平
３
）

（
同
助
手
よ
り
）

他
大
学
教
授
昇
任

熊
本
大
学
大
学
院

医
学
薬
学
研
究
部

山
本　

達
郎
（
昭
57
）

　
　
　
（
千
葉
大
麻
酔
学

助
教
授
よ
り
）

ゐ の は な 同 窓 会 報

千葉医学雑誌82巻 ５ 号目次

　総 説
　　食道外科の進歩　― Ⅰ  食道癌手術死亡率95％からゼロへ ―

　　　落合武徳

　症 例
　　Gastric GIST and sigmoid colon neurofibroma in a patient of neurofibromatosis 
　　　type 1

　　　Mitutune Washiro, Kenji Oda, Hirokazu Oshima, Toshio Omori
　　　Yuji Himeno, Kazuhiro Seike, Keiji Koda and Masaru Miyazaki

　研 究 紹 介
　　記憶と学習の分子メカニズムの解明は，高度情報化社会に人類が適応していく
　　　方法の答えを出す事ができるか

　　　清水栄司

　海 外 だ よ り
　　NIH留学記 　　　黒田文伸

　学 会
　　第1115回千葉医学会例会・整形外科例会
　　第1121回千葉医学会例会・第14回千葉泌尿器科同門会学術総会
　　第1123回千葉医学会例会・千葉大学大学院医学研究院腫瘍内科学例会

　研 究 報 告 書
　　平成17年度猪之鼻奨学会研究補助金による研究報告書

　編 集 後 記

千葉医学雑誌82巻 ６ 号目次

　総 説
　　コンピテンス基盤型教育　Competency-based Education

　　　田川まさみ　田邊政裕

　原 著
　　千葉県における多発性硬化症患者の臨床像

　　　森　雅裕　桑原　聡　早川　省　金坂俊秀　服部孝道

　症 例
　　Early occurrence of lumbar sequestrated nucleus pulposus after
　　　spinal fusion for lumbar degenerative spondylolisthesis: a case report

　　　Yoshihiro Sakuma, Seiji Ohtori, Takana Koshi, Gen Inoue
　　　Toshinori Ito, Hideshige Moriya and Kazuhisa Takahashi

　海 外 だ よ り
　　NIHでの留学体験記 　　　笠松厚志

　学 会
　　第1124回千葉医学会例会・第 5回呼吸器内科例会（第19回呼吸器内科同門会）
　　第1126回千葉医学会例会・第39回麻酔科例会・第67回千葉麻酔懇話会
　　第 6回千葉緩和医療研究会

　編 集 後 記

　82巻総目次・索引

日
本
医
師
会

　

最
高
優
功
賞
を

　
　

受
賞
し
て

栗
原　

伸
夫
（
昭
38
）
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新
年
早
々
、
お
め
で
た
く
な

い
話
で
恐
縮
で
す
が
、
毎
日
の

よ
う
に
新
聞
、
テ
レ
ビ
な
ど
で

医
療
事
故
が
報
道
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
平
成
17
年
10
月
に
松
戸

市
立
病
院
で
も
重
大
な
事
故
が

起
こ
っ
て
し
ま
っ
た
の
は
、
皆

様
ご
承
知
の
通
り
で
あ
り
ま

す
。

　

患
者
サ
イ
ド
か
ら
は
「
医
療

過
誤
」
に
見
え
、
医
療
者
側
か

ら
言
え
ば
「
合
併
症
」
と
い
う

事
例
は
い
ま
ま
で
に
も
少
な
か

ら
ず
あ
り
ま
し
た
が
、
今
回
の

よ
う
な
「
過
誤
」
が
明
ら
か
で
、

重
大
な
事
態
に
至
っ
た
ケ
ー
ス

は
、
当
院
創
立
以
来
56
年
目
に

し
て
初
め
て
で
あ
り
ま
し
た
。

毎
月
の
命
日
に
は
お
悔
や
み
に

う
か
が
っ
て
謝
罪
し
て
い
ま
す

が
、
町
で
同
じ
年
頃
の
お
子
さ

ん
を
見
か
け
る
と
、
胸
が
締
め

付
け
ら
れ
る
思
い
が
し
ま
す
。

患
者
さ
ん
の
安
全
を
守
る
こ
と

は
、
職
員
の
安
全
を
守
る
こ
と

に
も
つ
な
が
り
ま
す
が
、
か
と

い
っ
て
消
極
的
な
医
療
に
な
っ

て
は
、
病
院
の
存
在
価
値
が
な

く
な
り
ま
す
。

　

９
年
前
に
松
戸
市
弓
道
連
盟

が
主
催
し
た
初
心
者
教
室
で
始

め
た
弓
道
に
は
ま
り
込
ん
で
、

土
曜
、
日
曜
は
ほ
と
ん
ど
道
場

に
通
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
弓
道

教
本
第
１
巻
に
は
、
基
本
と
し

て
「
身
体
の
構
え
や
起
居
進
退

は
し
っ
か
り
と
心
に
銘
じ
、
心

に
覚
え
て
動
作
す
る
こ
と
」、

「
目
は
常
に
半
眼
に
開
き
、
全

体
が
目
に
映
る
こ
と
」。
す
な

わ
ち
、
自
分
の
目
の
前
の
こ
と

だ
け
で
は
な
く
、
周
囲
の
状
況

に
い
つ
も
心
を
配
る
こ
と
と
書

い
て
あ
り
ま
す
。
弓
矢
と
い
う

危
険
な
飛
び
道
具
を
扱
う
武
道

で
は
、
必
要
不
可
欠
な
心
構
え

で
あ
り
ま
す
。
一
瞬
の
油
断
で

自
分
が
怪
我
を
し
、
他
人
を
傷

つ
け
る
こ
と
が
起
こ
り
得
ま

す
。

　

こ
れ
は
、
ま
さ
に
医
療
行
為

に
も
当
て
は
ま
る
教
え
で
し
ょ

う
。

　

医
療
行
為
の
途
中
に
電
話
に

出
た
た
め
に
、
薬
を
間
違
え
た

な
ど
の
事
例
は
多
く
あ
り
ま

す
。
動
作
中
に
他
の
事
に
心
を

奪
わ
れ
る
こ
と
は
、
忙
し
い
現

場
で
は
珍
し
い
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
い
つ
も

「
心
に
覚
え
、
心
に
銘
じ
」、
決

し
て
上
の
空
で
動
作
し
な
い
こ

と
が
大
切
で
す
。

　

し
か
し
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ

ラ
ー
は
ゼ
ロ
に
は
な
り
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
、
自
分
だ
け
で
は

な
く
、
他
人
の
行
為
に
も
い
つ

も
気
を
配
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

お
互
い
に
ミ
ス
を
カ
バ
ー
す
る

こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

ま
た
、
良
い
弓
射
に
は
「
身

体
の
安
定
」「
心
の
安
定
」「
弓

技
の
安
定
」
が
必
要
で
す
。
こ

れ
ら
の
「
身
、
心
、
弓
」
の
そ

れ
ぞ
れ
を
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く
向

上
さ
せ
て
い
く
の
が
日
常
の
稽

古
で
あ
り
ま
す
。

　

我
々
、
医
療
人
は
、
と
も
す

る
と
患
者
さ
ん
の
「
身
体
」
を

治
療
す
る
「
技
術
」
を
、
優
先

さ
せ
て
し
ま
い
、
患
者
さ
ん
の

「
心
」
を
忘
れ
る
こ
と
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

弓
道
場
に
掲
げ
ら
れ
て
い

る
「
礼
記―

射
義
」
の
一
部

に
「
内
志
正
し
く
、
外
体
直
く

し
て
、
然
る
後
に
弓
矢
を
と
る

こ
と
審
固
な
り
」「
射
は
仁
の

道
な
り
。
射
は
正
し
き
を
己
に

求
む
」
と
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
心
が
け
て
稽
古
を
続
け
れ

ば
、
立
派
な
人
格
者
に
な
り
そ

う
な
も
の
で
す
が
、
な
か
な
か

そ
の
よ
う
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

頭
で
は
理
解
し
て
い
る
こ
と
を

実
行
す
る
こ
と
は
容
易
な
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

と
い
う
わ
け
で
、
日
々
反
省

し
、
明
日
は
基
本
に
戻
る
こ
と

を
誓
い
、
大
き
な
事
件
が
無

か
っ
た
日
は
神
に
感
謝
し
て
、

ア
モ
バ
ン
を
飲
ん
で
、
ベ
ッ
ド

に
入
る
毎
日
で
あ
り
ま
す
。
医

療
事
故
が
な
く
な
り
、｢

患
者

様｣

か
ら
、
再
び
「
お
医
者
様
」

と
呼
ば
れ
る
日
を
夢
見
て
い
る

う
ち
に
定
年
が
迫
っ
て
き
ま
し

た
。

脳
神
経
外
科
医
を
希
望
す
る
後

期
研
修
医
が
激
減
し
、
将
来
の

救
急
医
療
に
も
危
機
的
状
況
が

予
想
さ
れ
る
と
報
道
さ
れ
て
い

た
。
そ
ん
な
現
実
の
中
で
、
文

科
省
が
公
募
し
た
「
地
域
医
療

人
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
、「
離

島
医
療
人
養
成
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
（R

IT
O

プ
ロ
と
略
）」
が

採
択
さ
れ
、
私
が
構
想
を
練
っ

た
せ
い
か
、R

IT
O

プ
ロ
専

門
部
会
長
を
併
任
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
沖
縄
の
離
島
医
療
の

現
実
に
関
わ
っ
て
み
る
と
、
医

師
の
地
域
偏
在
化
も
含
め
た
対

応
に
関
心
を
持
た
ざ
る
を
得
な

く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
興
味
が

有
れ
ば
、
是
非
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（h

ttp://w
w

w
.h

osp.
u-ryukyu.ac.jp/edupro/

index.htm
l

）
に
ア
ク
セ
ス

し
て
欲
し
い
。

　

私
の
実
家
は
千
葉
の
九
十
九

里
、
片
貝
で
あ
る
。
当
時
私
た

ち
家
族
の
住
居
は
東
京
に
あ

り
、
祖
父
一
人
が
片
貝
に
住
ん

で
い
た
。
月
に
一
度
内
科
医
の

父
が
、
私
を
連
れ
て
祖
父
の
往

診
に
い
っ
て
い
た
。
こ
の
往
診

は
祖
父
が
片
貝
の
自
宅
で
亡
く

な
る
ま
で
続
い
た
。
祖
父
は
、

父
に
地
元
で
の
地
域
医
療
を
望

ん
で
い
た
の
だ
と
思
う
が
、
結

局
父
の
思
い
も
あ
っ
て
、
実

現
し
な
か
っ
た
。
父
の
往
診

は
、
祖
父
の
思
い
を
実
行
で
き

な
か
っ
た
気
持
ち
の
表
れ
で
も

あ
っ
た
の
か
と
推
測
し
て
い

る
。
そ
の
父
も
数
年
前
に
他
界

し
た
が
、父
の
住
ま
い
近
く
に
、

医
大
病
院
が
あ
り
、
両
親
に
緊

急
事
態
が
あ
っ
た
時
に
は
、
す

ぐ
に
同
病
院
に
収
容
し
て
も

ら
っ
て
い
た
。
現
在
母
が
時
々

お
世
話
に
な
っ
て
い
る
。
私
な

ど
遠
く
離
れ
て
勤
務
し
て
い
る

と
、
家
族
の
自
宅
近
く
に
緊
急

で
受
け
入
れ
て
く
れ
る
総
合
病

院
が
あ
り
、
し
か
も
専
門
医
が

診
療
し
て
く
れ
る
こ
と
は
、
非

常
に
心
強
い
。
地
域
医
療
は
こ

う
あ
る
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
と

思
う
し
、
住
民
も
そ
う
願
う
の

は
人
情
で
あ
る
。

　

離
島
・
へ
き
地
の
患
者
に

と
っ
て
深
刻
な
の
は
、
専
門
医

の
減
少
化
と
地
域
偏
在
化
で
あ

る
。
大
都
市
で
こ
の
よ
う
な
問

題
が
起
き
な
い
の
は
、
子
供
の

教
育
や
生
活
環
境
の
便
利
さ
と

症
例
数
の
多
さ
で
専
門
医
の
就

職
希
望
者
は
多
く
、
専
門
医
不

足
な
ど
地
域
医
療
が
深
刻
な
問

題
に
な
る
こ
と
は
な
い
か
ら
で

あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
専
門
医
数
の
不

足
、
専
門
医
の
地
域
偏
在
化
が

起
こ
っ
て
い
る
こ
と
は
、
診
療

科
の
自
由
選
択
制
に
問
題
が
あ

る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
思

う
。
日
本
に
お
い
て
専
門
医
数

や
専
門
医
の
地
域
適
正
化
を
実

現
す
る
に
は
、
色
々
関
連
す
る

機
関
す
べ
て
が
揃
っ
て
適
正
化

調
整
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
、
実
現
ま
で
は
容
易
で

は
な
い
が
、
い
ず
れ
は
、
や
ら

な
け
れ
ば
い
け
な
い
問
題
で
あ

る
と
思
う
。

　

当
面
の
打
開
策
と
し
て
、
専

門
科
医
師
の
少
な
い
地
域
に

あ
っ
て
は
、
地
域
同
士
が
連
携

し
、
過
剰
な
診
療
科
や
専
門
医

数
を
抱
え
た
地
域
と
連
携
す
る

こ
と
を
模
索
す
る
な
ど
の
方
策

は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

専
門
医
の
不
足
し
て
い
る
地

域
を
、
特
化
型
医
療
連
携
地
域

と
設
定
し
、
赴
任
し
た
特
化
専

門
医
に
は
、
地
域
単
位
で
特
典

措
置
を
与
え
、
一
方
で
、
ゆ
と

り
あ
る
医
療
、
主
体
的
な
医
療

が
出
来
る
よ
う
に
支
援
す
る
の

で
あ
る
。
週
１
〜
２
日
医
療
支

援
し
、
数
日
は
自
分
の
趣
味
的

生
活
を
し
、
残
り
を
家
族
サ
ー

　

私
は
脳
神
経
外
科
専
門
医

で
、
沖
縄
の
琉
球
大
学
医
学
部

に
赴
任
し
て
か
ら
も
う
10
年
に

な
る
。
10
年
経
つ
が
ま
だ
沖
縄

に
脳
神
経
外
科
専
門
医
は
人
口

に
見
合
う
程
、
充
分
の
数
が
い

な
い
。
さ
ら
に
人
口
１
〜
５
万

人
の
離
島
が
久
米
島
、宮
古
島
、

石
垣
と
３
つ
あ
り
、
そ
の
離
島

に
も
充
分
の
専
門
医
が
い
な

い
。
陸
続
き
の
へ
き
地
と
違
っ

て
、
脳
神
経
外
科
患
者
の
救
急

搬
送
等
で
深
刻
な
問
題
を
抱
え

て
い
る
。
少
し
前
に
全
国
的
に
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院
を
紹
介
す
る
会
で
さ
せ
て

頂
い
た
。
ま
だ
反
応
は
な
い

が
、
私
は
い
ず
れfreshm

an, 
m

iddle class, senior doctor

が
関
心
を
も
た
れ
る
こ
と
を
期

待
し
、
さ
ら
に
、
ゐ
の
は
な
同

窓
会
も
こ
の
「
離
島
・
へ
き
地

医
療
支
援
医
師
の
会
」
の
設
立

の
力
に
な
っ
て
欲
し
い
と
願
わ

ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
遙
か
離

れ
た
沖
縄
か
ら
の
切
実
な
願
い

で
あ
り
、
新
春
の
話
題
と
受
け

止
め
て
下
さ
れ
ば
幸
せ
で
あ

る
。

は
さ
ら
に
統
合
し
、
大
講
座
制

の
下
に
必
要
な
学
部
教
育
の
ス

タ
ッ
フ
の
み
残
す
体
制
へ
移
行

す
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
昔

と
違
っ
て
良
い
教
科
書
が
出
版

さ
れ
て
い
る
の
で
、
多
分
知
識

の
伝
達
と
い
う
意
味
で
は
そ
れ

程
支
障
は
な
い
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
が
、
大
教
授
の
そ
の
人
の

学
問
を
背
負
っ
た
姿
を
示
す
こ

と
の
で
き
る
授
業
な
ど
を
思
い

出
す
と
、
迫
力
不
足
は
否
め
ま

せ
ん
。
各
教
室
に
平
等
な
研
究

体
制
を
、
人
員
や
ス
ペ
ー
ス
、

研
究
費
な
ど
の
面
で
保
証
す
る

こ
と
は
も
は
や
で
き
ま
せ
ん
。

私
の
所
属
す
る
先
端
医
学
講
座

は
本
来
、
大
学
院
重
点
講
座
と

し
て
設
置
さ
れ
た
大
講
座
で
、

免
疫
学
、
分
子
遺
伝
学
、
再
生

医
学
、
脳
科
学
な
ど
を
含
む
７

部
門
か
ら
構
成
さ
れ
、
先
端
医

学
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
に
於
い

て
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
私

は
免
疫
学
の
部
門
（
分
子
細
胞

免
疫
・
ア
レ
ル
ギ
ー
学
）
を
担

当
し
研
究
を
進
め
る
と
同
時

に
、
講
座
主
任
、
セ
ン
タ
ー
長

を
兼
ね
て
、
先
端
医
学
講
座
の

教
授
と
、
同
数
の
そ
れ
以
外
の

講
座
の
教
授
を
も
っ
て
構
成
さ

れ
る
運
営
協
議
会
を
主
宰
し

て
、
セ
ン
タ
ー
、
先
端
医
学
講

座
の
運
営
を
し
て
い
ま
す
。
特

に
基
礎
と
臨
床
の
融
合
し
た
医

科
学
分
野
の
研
究
が
主
体
で
あ

り
、
基
礎
と
臨
床
を
問
わ
ず
研

究
を
目
指
す
人
々
の
機
動
的
な

ビ
ス
に
あ
て
る
よ
う
な
１
週
間

の
ゆ
と
り
あ
る
生
活
は
何
人
か

の
グ
ル
ー
プ
を
作
れ
ば
可
能
で

あ
る
と
思
う
。こ
の
実
現
に
は
、

県
や
、
地
域
自
治
体
、
医
師
会
、

関
連
す
る
大
学
医
学
部
及
び
附

属
病
院
、
基
幹
病
院
、
学
会
等

が
連
携
し
て
、
巨
大
な
支
援
医

師
の
会
を
作
る
事
に
よ
っ
て
可

能
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
あ

る
。

　

医
師
の
希
望
を
尊
重
し
た
、

支
援
医
師
登
録
表
を
作
り
、
望

ん
で
い
る
診
療
科
、労
働
期
間
・

条
件
、
と
望
ま
れ
て
い
る
地
域

の
診
療
環
境
を
マ
ッ
チ
ン
グ
す

る
役
を
、
こ
の
支
援
医
師
の
会

が
担
う
の
で
あ
る
。
最
近
の

ニ
ュ
ー
ス
で
、
厚
労
省
が
医
師

バ
ン
ク
の
実
現
に
乗
り
出
し
た

事
が
話
題
に
な
っ
て
い
た
が
、

そ
れ
と
は
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
違
う

支
援
医
師
の
会
や
特
化
型
医
療

連
携
地
域
・
体
制
の
設
立
や
一

方
で
は
診
療
科
の
仕
事
内
容
に

見
合
っ
た
経
済
的
配
慮
、
例

え
ば
、surgical fee

やhigh 
risk fee

制
度
等
の
設
立
を
早

急
に
す
べ
き
と
思
う
が
、
こ
の

よ
う
な
話
は
遠
い
夢
な
の
だ
ろ

う
か
。

　

大
学
医
局
と
関
連
病
院
と
の

あ
り
方
が
大
き
く
変
わ
っ
た
現

在
、
地
域
基
幹
病
院
も
卒
後
医

師
の
臨
床
教
育
は
言
う
に
及
ば

ず
、
将
来
の
医
師
像
・
魂
を
形

成
す
る
大
事
な
初
期
の
全
人
教

育
を
も
担
う
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
の
上
適
正
な
地
域
医
療
の
あ

り
方
に
も
、
責
任
の
一
端
を
持

つ
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

従
っ
て
地
域
医
療
は
、
そ
の
地

域
の
大
学
、
基
幹
病
院
双
方
が

専
門
医
数
の
地
域
適
正
化
、
診

療
科
の
地
域
適
正
化
を
考
え
、

地
域
人
口
に
見
合
っ
た
専
門
医

の
人
員
配
置
を
考
慮
し
な
く
て

は
な
ら
な
い
時
代
と
な
っ
た
の

だ
と
思
う
。　
　

　

昨
年
は
琉
球
大
学
医
学
部
の

R
IT

O

プ
ロ
の
案
内
を
、
ゐ

の
は
な
同
窓
会
報
や
研
修
病

と
を
考
え
る
と
、
な
お
さ
ら
自

分
で
研
究
し
論
文
を
書
く
と
い

う
経
験
の
大
事
さ
が
、
良
き
臨

床
医
を
目
指
す
皆
さ
ん
に
も
痛

感
さ
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
我
々
の
先
端
医
学
講
座

は
、
臨
床
各
科
か
ら
の
大
学
院

生
や
研
究
生
の
多
様
な
要
望
に

も
で
き
る
だ
け
応
じ
ら
れ
る
様

ス
タ
ッ
フ
を
そ
ろ
え
準
備
し
て

い
ま
す
。
例
え
ば
私
の
部
門
で

は
、
免
疫
学
、
ア
レ
ル
ギ
ー
学

を
専
攻
す
る
基
礎
系
の
博
士
研

究
員
や
修
士
、
大
学
院
生
が
ス

タ
ッ
フ
の
指
導
の
下
で
研
究
室

の
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
研
究
に
従

事
し
て
い
ま
す
が
、
臨
床
各
科

の
免
疫
・
ア
レ
ル
ギ
ー
グ
ル
ー

プ
の
大
学
院
生
や
研
究
生
も
活

発
に
研
究
し
て
い
ま
す
。
消
化

器
、
呼
吸
器
、
皮
膚
、
産
婦
人

科
な
ど
の
各
科
か
ら
来
て
い
る

先
生
方
は
、
主
と
し
て
そ
れ
ぞ

れ
の
科
に
関
連
す
る
疾
病
の
分

子
医
学
的
研
究
に
携
わ
っ
て
い

ま
す
。
先
端
医
学
講
座
で
研
鑽

を
積
ん
で
各
科
に
戻
っ
た
先
生

方
は
、
そ
こ
で
研
究
グ
ル
ー
プ

の
中
心
と
な
っ
て
チ
ー
ム
を
組

織
し
て
行
く
こ
と
に
よ
っ
て
臨

床
的
研
究
課
題
を
発
掘
し
、
さ

ら
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
た
共
同

研
究
へ
と
発
展
さ
せ
て
い
く
体

制
を
構
築
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

最
近
は
特
に
基
礎
系
の
教
室

の
活
性
化
の
た
め
に
年
功
序
列

を
廃
止
し
て
、
ス
タ
ッ
フ
の
任

期
制
の
導
入
が
図
ら
れ
て
い
ま

　

医
学
部
で
も
そ
の
生
き
残
り

を
賭
け
た
再
編
、
改
革
が
進
ん

で
い
ま
す
。
特
に
人
員
削
減
を

中
心
に
し
た
効
率
化
を
目
指
し

て
基
礎
系
の
教
室
の
縮
小
が
図

ら
れ
て
い
ま
す
。
英
国
の
サ
ッ

チ
ャ
ー
女
史
が
首
相
時
代
に
、

何
の
役
に
も
立
た
な
い
古
典
学

科
な
ど
大
学
に
必
要
な
い
と
い

う
主
旨
の
こ
と
を
言
っ
て
い
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
類
似
の

状
況
が
基
礎
系
の
講
座
を
襲
っ

て
い
る
よ
う
に
も
見
え
ま
す
。

以
下
、
主
と
し
て
日
大
医
学
部

の
例
を
取
り
上
げ
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

解
剖
学
、
病
理
学
、
生
理
学
、

微
生
物
学
、
衛
生
学
、
生
化
学

な
ど
そ
れ
ぞ
れ
２
講
座
あ
っ
た

も
の
が
１
講
座
へ
、
さ
ら
に
教

員
は
１
講
座
５
人
の
体
制
か
ら

４
人
へ
と
縮
小
さ
れ
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
経
営
改
善
の
た
め

に
先
ず
人
件
費
を
削
減
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
は
深

刻
な
問
題
で
す
が
、
不
採
算
部

門
の
人
減
ら
し
は
止
む
を
得
な

い
面
が
あ
り
ま
す
。
将
来
的
に

す
。
若
い
時
の
一
時
期
を
除
い

て
、
後
は
何
も
せ
ず
に
定
年
ま

で
不
良
債
権
の
如
く
溜
っ
て
し

ま
う
と
い
っ
た
人
事
の
停
滞
を

打
破
す
る
た
め
に
も
任
期
制
の

導
入
は
必
要
で
し
ょ
う
。
し
か

し
そ
の
期
間
が
短
い
場
合
に

往
々
に
し
て
後
向
き
の
姿
勢
の

み
強
調
さ
れ
て
し
ま
い
、
良
貨

を
駆
逐
す
る
悪
貨
の
滞
留
を
防

ぐ
効
果
は
あ
る
も
の
の
、
実
際

に
は
業
績
を
挙
げ
て
い
る
ア

ク
テ
ィ
ヴ
な
研
究
者
に
と
っ

て
は
、
展
望
（
希
望
）
が
な

く
、
落
ち
着
い
て
研
究
で
き
な

い
環
境
に
な
っ
て
し
ま
う
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。
業
績
の
評
価
制

を
し
っ
か
り
さ
せ
、
そ
の
基
準

を
ク
リ
ア
ー
し
た
人
達
が
継
続

し
て
落
ち
着
い
た
研
究
の
で
き

る
体
制
を
志
向
し
て
、
我
々
も

来
年
度
か
ら
の
助
手

－

助
教

－

準
教
授
制
へ
の
移
行
に
備

え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
文
科

省
の
勧
め
る
こ
の
方
式
は
ア
メ

リ
カ
の
シ
ス
テ
ム
を
取
り
入
れ

た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
独

立
し
て
研
究
す
る
準
教
授
を
作

る
た
め
に
は
、
も
ち
ろ
ん
独
立

し
て
研
究
す
る
能
力
を
保
持
し

て
い
る
こ
と
が
前
提
で
あ
り
ま

す
が
、
加
え
て
自
分
自
身
で
研

究
費
を
取
得
し
か
つ
研
究
の
ス

ペ
ー
ス
が
確
保
さ
れ
る
必
要
が

あ
り
、
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
が
要

求
さ
れ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、

小
さ
な
大
学
で
こ
の
制
度
を
立

ち
上
げ
る
の
は
か
な
り
困
難
が
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集
団
た
る
こ
と
を
目
標
に
し
て

い
ま
す
。
先
端
医
学
講
座
の

総
定
員
の
枠
内
で
、
主
と
し

てactivity

と
必
要
性
に
応
じ

て
部
門
の
ス
タ
ッ
フ
の
配
分
が

決
ま
り
ま
す
。
助
手
か
ら
教
授

ま
で
全
て
公
募
の
シ
ス
テ
ム
を

採
っ
て
い
ま
す
。
部
門
の
統
廃

合
や
新
し
い
部
門
の
設
置
な
ど

機
動
的
に
対
応
し
、
人
事
も
他

講
座
と
の
行
き
来
を
含
め
て
流

動
的
に
し
て
行
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
形
で

active

な
研
究
体
制
を
保
ち
つ

つ
、
方
向
性
と
し
て
は
前
述
の

如
く
学
部
の
基
礎
系
の
教
育
体

制
の
効
率
化
を
進
め
よ
う
と
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

大
学
院
へ
進
学
す
る
医
師
の

数
は
減
少
し
て
来
て
い
ま
す

が
、
特
に
若
い
中
の
一
時
期
、

学
位
の
取
得
を
目
指
し
て
研
究

を
成
し
遂
げ
論
文
を
書
く
と
い

う
経
験
を
積
む
こ
と
は
、
臨
床

医
に
な
る
先
生
方
に
と
っ
て
は

最
初
で
最
後
の
貴
重
な
機
会
で

し
ょ
う
。
臨
床
の
場
に
於
い
て

も
、
論
理
的
に
物
を
考
え
検
証

し
て
行
く
姿
勢
は
重
要
で
、
こ

の
研
究
の
経
験
の
有
る
無
し
は

か
な
り
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す

と
思
わ
れ
ま
す
。
即
ち
良
き
臨

床
医
に
な
る
た
め
に
も
、
医
学

研
究
の
経
験
を
積
ん
で
欲
し
い

と
思
う
訳
で
す
。
医
師
は
患
者

さ
ん
の
た
め
に
、
生
涯
に
亘
っ

て
日
進
月
歩
の
医
学
知
識
を
身

に
着
け
て
行
く
必
要
が
あ
る
こ

ゐ の は な 同 窓 会 報

　
「
遠
き
に
在
り
て
憶
う
故
郷
は
」

　
　
　
　
　
　

日
本
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科

　
　
　
　
　
　

先
端
医
学
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
長　

　
　
　
　
　
　

分
子
細
胞
免
疫
・
ア
レ
ル
ギ
ー
学
教
授

羅　
　
　

智　

靖
（
昭
55
）
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予
想
さ
れ
ま
す
。

　

私
の
場
合
は
自
ら
進
ん
で
新

天
地
を
求
め
、
東
京
へ
と
出
た

訳
で
す
が
、
遠
き
に
在
り
て

憶
う
故
郷
は
、
や
は
りbitter 

and sw
eet

で
す
ね
。
母
校
を

後
に
し
た
諸
先
輩
の
先
生
方
が

皆
さ
ん
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
よ
う

に
、
本
家
本
元
の
確
固
と
し
た

存
続
と
益
々
の
発
展
を
切
に
願

わ
ず
に
は
居
ら
れ
ま
せ
ん
。

き
ち
ん
と
し
た
プ
ロ
ト
コ
ー
ル

を
備
え
、
治
療
に
要
す
る
予
定

時
間
の
設
定
（
１
回
１
時
間
、

10
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
合
計
10
時
間

な
ど
）も
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

認
知
行
動
療
法
の
効
果
は
、
理

論
的
に
は
、
生
物
学
的
な
基
盤

に
支
え
ら
れ
て
い
て
、
条
件
付

け
と
そ
の
消
去
の
よ
う
な
学
習

理
論
に
よ
っ
て
、
説
明
さ
れ
ま

す
。
無
意
識
的
な
恐
怖
の
情
動

記
憶
と
い
う
の
は
、
原
始
的
な

脳
の
一
部
で
あ
る
扁
桃
体
が
担

当
す
る
と
考
え
ま
す
。
私
の
神

経
情
報
統
合
生
理
学
で
は
、
こ

の
不
安
と
恐
怖
の
分
子
メ
カ
ニ

ズ
ム
の
解
明
の
た
め
に
、
遺
伝

子
操
作
に
よ
る
実
験
動
物
モ
デ

ル
と
ヒ
ト
の
神
経
生
理
学
的
検

査
を
併
用
し
た
ア
プ
ロ
ー
チ
を

す
す
め
て
お
り
ま
す
。
話
を
元

に
戻
し
ま
す
と
、「
認
知
行
動

療
法
」
は
、
今
後
、
非
常
に
幅

の
広
い
疾
患
に
、
そ
の
適
応
範

囲
が
拡
大
さ
れ
て
い
く
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
た
と
え
ば
、

禁
煙
外
来
で
の
ニ
コ
チ
ン
依
存

症
の
人
や
、
糖
尿
病
外
来
で
の

血
糖
自
己
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
で

き
な
い
人
、
肥
満
外
来
で
の
カ

ロ
リ
ー
制
限
が
で
き
な
い
人
な

ど
、「
体
に
悪
い
と
わ
か
っ
て

い
て
も
、
自
分
の
考
え
方
（
認

知
）
や
行
動
の
パ
タ
ー
ン
が
変

え
ら
れ
な
い
」
た
め
に
、
慢
性

疾
患
の
症
状
が
持
続
す
る
患
者

さ
ん
は
多
い
と
思
い
ま
す
。
認

知
の
歪
み
、
あ
る
い
は
、
悪
し

る
よ
う
に
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

行
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
今
後

は
、
チ
ー
ム
医
療
と
し
て
、
い

わ
ゆ
る
「
心
理
職
」
を
は
じ
め

と
し
た
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
の
方
に

も
、「
認
知
行
動
療
法
士
」
と

し
て
、
医
療
機
関
で
活
躍
し
て

も
ら
う
た
め
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

が
重
要
に
な
っ
て
く
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
残

念
な
が
ら
、「
認
知
行
動
療
法

士
」
と
い
う
国
家
資
格
は
、
現

在
、存
在
し
な
い
わ
け
で
す
が
、

エ
ビ
デ
ン
ス
の
あ
る
認
知
行
動

療
法
を
医
療
機
関
で
患
者
さ
ん

に
提
供
し
て
い
く
た
め
に
、
医

師
だ
け
で
な
く
、
コ
メ
デ
ィ
カ

ル
に
関
し
て
も
、
き
ち
ん
と
し

た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
経
て
、
マ

ン
パ
ワ
ー
を
増
や
せ
ば
、
心
の

疾
患
だ
け
で
な
く
、
生
活
習
慣

病
を
は
じ
め
と
し
た
多
く
の
慢

性
疾
患
に
対
し
て
も
、
治
療
実

績
を
伴
う
「
認
知
行
動
療
法
」

を
行
う
こ
と
が
可
能
に
な
り
、

bio-psycho-social m
edi-

cal m
odel

に
た
っ
た
治
療

が
、
多
く
の
医
療
機
関
で
可
能

に
な
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
が
、
次
世
代
に
残
し
た
い

健
康
の
理
想
だ
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
貴
重
な
紙
面
を
お
借
り

し
て
、
提
言
を
述
べ
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
本
年
の
同
窓
会

の
皆
様
の
ご
多
幸
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
年

も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
ご
指
導
ご

鞭
撻
の
ほ
ど
、
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

た
言
葉
に
、P

T
SD

（Post 
T

raum
atic Stress D

isor-
der

：
心
的
外
傷
後
ス
ト
レ
ス

障
害
）
と
い
う
心
の
病
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
パ
ニ
ッ
ク
障

害
、
強
迫
性
障
害
、
社
会
不
安

障
害
な
ど
、
不
安
と
恐
怖
に
関

す
る
類
縁
の
疾
患
が
多
く
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ら
の
疾
患
の
恐
怖

を
軽
減
す
る
の
に
非
常
に
有
効

な
治
療
法
が
、
認
知
行
動
療

法
で
す
。E

vidence-based 
M

edicine

の
流
れ
は
、
当
然

の
よ
う
に
心
理
療
法
に
も
及
ん

で
い
て
、
無
作
為
割
付
試
験

(random
ized controlled 

trials: R
C

T
)

を
行
っ
て
、
薬

物
療
法
に
勝
る
と
も
劣
ら
な
い

治
療
成
績
を
出
し
て
い
る
の
が

認
知
行
動
療
法
な
の
で
す
。
薬

物
療
法
に
反
応
し
な
い
難
治
症

例
に
、
認
知
行
動
療
法
を
適
応

し
て
、
良
好
な
結
果
を
得
る
場

合
も
多
く
あ
り
ま
す
。
千
葉
大

学
医
学
部
附
属
病
院
は
、
精
神

神
経
科
の
伊
豫
雅
臣
教
授
の
も

と
、
認
知
行
動
療
法
を
臨
床
の

現
場
で
実
践
し
、
そ
の
治
療
成

績
を
公
表
し
て
い
る
、
日
本
で

は
、
数
少
な
い
医
療
機
関
の
ひ

と
つ
で
あ
り
ま
し
て
、
私
も
微

力
な
が
ら
、
お
手
伝
い
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
心
理

療
法
と
い
う
と
、
な
に
か
得
体

の
し
れ
な
い
不
確
か
な
も
の
の

よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
お
持
ち
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
認
知
行
動

療
法
は
、標
的
症
状
も
明
確
で
、

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
昨
年
４
月
か
ら
、

医
学
部
３
年
生
に
対
す
る
教
育

と
し
て
、
神
経
生
理
学
を
担
当

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

が
、
記
憶
や
情
動
と
い
っ
た
高

次
脳
機
能
を
専
門
と
し
て
い
る

こ
と
も
あ
り
、
生
理
学
の
後

に
、
医
学
教
育
委
員
長
の
田
辺

政
裕
教
授
の
お
す
す
め
も
あ
っ

て
「
人
の
行
動
と
心
理
」
に
関

す
る
コ
ア
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
講

義
も
実
施
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。こ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、

【
人
の
行
動
】【
行
動
の
成
り
立

ち
（
本
能
や
学
習
行
動
な
ど
）】

【
動
機
づ
け
】【
ス
ト
レ
ス
】【
生

涯
発
達
（
こ
こ
ろ
の
発
達
な

ど
）】【
個
人
差
（
性
格
や
役
割

理
論
、ジ
ェ
ン
ダ
ー
な
ど
）】【
対

人
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
】【
対

人
関
係
】
の
項
目
か
ら
な
っ
て

お
り
ま
す
。
医
師
は
、
基
本
的

に
患
者
さ
ん
と
接
す
る
対
人
的

な
職
業
で
す
の
で
、
学
部
学
生

に
、「
人
の
行
動
と
心
理
」
に

つ
い
て
の
基
本
を
理
解
し
て
も

ら
お
う
と
い
う
も
の
で
す
。
正

常
な
行
動
と
認
知
を
理
解
し
て

お
く
と
、
人
の
行
動
と
認
知
に

関
し
て
、
無
意
識
的
に
悪
い
パ

タ
ー
ン
が
で
き
あ
が
っ
て
し
ま

い
、
病
気
に
な
る
例
に
つ
い
て

も
わ
か
り
や
す
く
な
る
と
思
い

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
疾
患
の
治

療
法
と
し
て
、
認
知
の
歪
み
、

あ
る
い
は
、
悪
し
き
行
動
習
慣

の
修
正
を
め
ざ
す
認
知
行
動
療

法
と
い
う
心
理
療
法
（
精
神
療

法
）
が
、
現
在
、
世
界
的
に
注

目
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
た
と
え

ば
、
昨
今
、
大
き
な
天
災
や
事

故
、
犯
罪
が
起
こ
っ
た
後
に
、

必
ず
、
耳
に
す
る
よ
う
に
な
っ

き
行
動
習
慣
を
、
い
か
に
、
修

正
し
て
い
く
か
が
、
認
知
行
動

療
法
の
認
知
行
動
療
法
た
る
由

縁
で
す
の
で
、
こ
の
よ
う
な
患

者
さ
ん
に
、
認
知
行
動
療
法
を

適
応
し
て
い
く
余
地
は
十
分
に

あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
治
療

効
果
が
実
証
さ
れ
な
い
う
ち

は
、
そ
れ
ら
の
疾
患
に
、
正
式

な
認
知
行
動
療
法
の
適
応
は
考

え
ら
れ
な
い
わ
け
で
す
か
ら
、

治
療
効
果
を
、R

C
T

の
よ
う

な
臨
床
試
験
の
形
で
、
実
証
し

て
い
く
こ
と
が
前
提
と
な
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
新
春
提
言
で
す

が
、
こ
の
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な

領
域
で
有
望
な
認
知
行
動
療
法

を
、
今
後
、
ど
の
よ
う
に
医
療

機
関
に
普
及
し
て
い
く
か
と
い

う
話
題
で
す
。
ひ
と
つ
に
は
、

特
定
の
疾
患
ご
と
に
、
認
知
行

動
療
法
の
保
険
診
療
の
点
数
化

を
求
め
て
い
く
と
い
う
こ
と
で

し
ょ
う
。
認
知
行
動
療
法
が
、

経
済
的
に
見
合
わ
な
い
と
い
う

問
題
は
、
本
邦
で
の
治
療
成
績

を
も
っ
て
、
厚
生
労
働
省
に
働

き
か
け
て
、
保
険
診
療
に
組
み

込
ん
で
も
ら
う
こ
と
が
重
要
と

考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め

に
、
大
学
病
院
で
は
、
高
度
先

進
医
療
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
認

知
行
動
療
法
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
も
う
ひ
と
つ
に
は
、
認

知
行
動
療
法
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
た
め
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の

問
題
で
す
。
現
在
、私
た
ち
は
、

医
師
が
認
知
行
動
療
法
を
で
き

　

昭
和
45
年
に
千
葉
大
学
医
学

部
を
卒
業
後
、
６
年
間
の
米
国

生
活
を
挟
み
、
平
成
４
年
ま
で

14
年
間
千
葉
大
学
医
学
部
に
在

籍
し
、
そ
の
後
現
在
ま
で
東
京

大
学
医
学
部
で
14
年
間
が
経
過

し
た
。
従
っ
て
ほ
ぼ
同
期
間
を

千
葉
大
、
東
大
で
過
ご
し
た
こ

と
に
な
る
。
勿
論
年
齢
も
置
か

れ
た
立
場
も
両
者
で
は
違
う

が
、
こ
こ
で
は
少
し
そ
の
14
年

間
を
振
り
返
っ
て
み
た
い
。

　

昭
和
39
年
に
入
学
し
た
千
葉

大
学
医
学
部
に
は
、
チ
ャ
レ
ン

ジ
精
神
、
ま
た
あ
る
意
味
で
の

東
京
大
学
医
学
部
に
対
す
る
何

ら
か
の
競
争
心
と
も
言
う
べ

き
も
の
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
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エ
ビ
デ
ン
ス
の
あ
る
認
知
行
動
療
法
の

　
　
　
　
　

医
療
機
関
で
の
普
及
の
た
め
に

　
　
　

千
葉
大
学
大
学
院
医
学
研
究
院

　
　
　
　
　
　
　
　

神
経
情
報
統
合
生
理
学
教
授

清　

水　

栄　

司
（
平
２
）

　

千
葉
大
学
と
東
京
大
学
の
14
年
間

　
　

東
京
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
消
化
器
内
科
教
授

小　

俣　

政　

男
（
昭
45
）



い
る
よ
う
に
思
う
。
そ
も
そ
も

怠
惰
な
人
間
で
あ
る
自
身
に

と
っ
て
、
こ
れ
は
あ
る
意
味
大

変
で
あ
る
が
、
同
時
に
常
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
で
あ
れ
か

し
、
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
有

難
い
。
こ
れ
が
〝
許
容
さ
れ
な

い
〞
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

　

物
事
、
尺
度
に
よ
っ
て
は
い

く
ら
で
も
そ
の
価
値
観
は
変
え

う
る
。
従
っ
て
千
葉
大
学
で
あ

ろ
う
が
東
京
大
学
で
あ
ろ
う
が

そ
の
尺
度
は
多
分
一
つ
の
は
ず

で
あ
っ
て
、
大
学
に
よ
っ
て
違

う
は
ず
も
な
い
。
臨
床
に
し
て

も
教
育
に
し
て
も
、
は
た
ま
た

研
究
に
し
て
も
あ
る
種
一
定

の
、
且
つ
広
い
尺
度
と
い
う
も

の
が
よ
り
明
確
に
存
在
し
は
じ

め
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。
具

体
的
に
言
う
事
は
枚
数
の
関
係

で
避
け
る
が
、
た
と
え
ば
最
近

の
患
者
さ
ん
の
臨
床
に
対
す
る

要
求
は
そ
の
手
術
の
数
、
或
い

は
予
後
の
成
績
に
よ
っ
て
判
断

さ
れ
る
ほ
ど
、
情
報
が
開
示
さ

れ
は
じ
め
て
い
る
。
そ
う
す
る

と
あ
る
意
味
、
ど
こ
に
所
属
し

て
い
よ
う
と
も
何
を
し
よ
う
が

客
観
的
な
尺
度
と
い
う
も
の
が

一
面
導
入
せ
ざ
る
を
え
な
い
と

い
う
状
況
下
に
あ
る
と
思
う
。

そ
の
尺
度
に
基
づ
い
て
事
を
は

か
る
と
い
う
こ
と
は
、
大
変
公

平
で
清
々
し
い
。

　

こ
の
拙
文
を
寄
稿
中
に
、
か

つ
て
私
が
所
属
し
た
千
葉
大
学

第
一
内
科
の
教
授
に
横
須
賀
收

氏
が
内
定
し
た
と
い
う
知
ら
せ

が
飛
び
込
ん
で
き
た
。
千
葉
大

学
医
学
部
が
大
き
な
尺
度
の
も

と
、
常
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
で

あ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
精
神

が
今
後
も
綿
々
と
継
続
し
て
い

く
事
を
祈
念
し
て
や
ま
な
い
。

う
。
地
理
的
に
も
極
め
て
近
い

国
立
大
学
で
も
あ
り
、
そ
の

伝
統
に
お
い
て
も
違
い
が
あ

り
、
し
か
も
創
成
期
の
教
授
陣

は
多
く
東
大
出
身
者
に
よ
っ
て

占
め
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
な

が
ら
そ
の
後
、
中
山
恒
明
先
生

を
は
じ
め
、
千
葉
大
学
出
身
の

教
授
が
輩
出
さ
れ
た
。
い
ず
れ

に
せ
よ
、
近
い
が
故
に
そ
の
存

在
を
多
か
れ
少
な
か
れ
皆
が
意

識
し
て
い
た
と
思
う
。
私
も

そ
の
一
人
で
あ
っ
た
。
し
か

し
、
千
葉
大
学
医
学
部
を
卒
業

し
奥
田
邦
雄
教
授
の
第
一
内
科

に
入
局
し
た
時
、
違
っ
た
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
受
け
た
。
そ
れ
は
日

本
国
内
で
の
比
較
（N

ational 
Standard

）
で
は
な
く
、
世

界
と
い
う
基
準
で
も
の
を
見
る

と
い
う
、
今
で
言
う
グ
ロ
ー
バ

ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
で
あ
る
。
尺

度
（
計
る
も
の
さ
し
）
が
違
う

と
物
が
違
っ
て
見
え
る
と
い

う
、
ま
さ
し
く
目
か
ら
鱗
が
落

ち
た
。
そ
の
瞬
間
、
東
大

－

千
葉
大
と
い
う
一
種
の
わ
だ
か

ま
り
が
消
え
去
っ
て
し
ま
っ

た
。

　

東
大
に
行
っ
て
か
ら
の
こ
の

14
年
間
は
一
言
で
言
う
な
ら

ば
、
な
か
な
か
〝
許
容
さ
れ
な

い
〞
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
う

述
べ
る
と
あ
る
種
の
誤
解
を
招

く
か
も
し
れ
な
い
。
少
し
説
明

を
す
る
と
、
常
に
、
焦
燥
感
と

こ
れ
で
は
十
分
で
は
な
い
と
い

う
意
識
に
よ
り
取
り
巻
か
れ
て
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最
近
、
ゐ
の
は
な
同
窓
会
を
名
乗
り
、
会
員
の
現
住
所
を
聞
き
出
そ
う
と
す
る
悪

質
な
電
話
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

当
事
務
局
が
電
話
で
個
人
情
報
を
お
聞
き
す
る
こ
と
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

お
答
え
に
な
ら
ぬ
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ゐ の は な 同 窓 会 報



（ 9 ）　特　　  集 第 144 号

リ
ー
ラ
イ
フ
を
満
喫
し
て
い
ま

す
。

　

私
ど
も
の
教
室
は
臨
床
検
査

医
学
講
座
（
検
査
部
）
と
し
て

設
立
さ
れ
、
本
来
は
診
療
科
で

は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
私
が

着
任
し
て
か
ら
は
新
た
に
糖
尿

病
内
科
と
し
て
外
来
、
病
棟
６

床
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
ま

た
千
葉
か
ら
大
澤
春
彦
助
教
授

（
昭
59
）、大
沼
裕
講
師
（
平
２
）

が
加
わ
り
小
さ
い
な
が
ら
も
糖

尿
病
内
科
教
室
と
し
て
の
陣
容

が
整
い
ま
し
た
。
幸
い
検
査
部

の
技
師
さ
ん
た
ち
は
向
学
心
が

旺
盛
で
博
士
課
程
に
入
り
研
究

に
も
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

新
設
医
大
の
例
に
漏
れ
ず
大

学
は
松
山
市
か
ら
外
れ
た
空
気

の
良
い
西
日
本
一
の
石
鎚
山
系

の
ふ
も
と
に
あ
り
、
最
初
か
ら

臨
床
研
究
は
困
難
な
状
況
で
し

た
。
と
こ
ろ
が
市
内
の
古
く
か

ら
あ
る
大
病
院
の
糖
尿
病
専
門

医
の
先
生
方
は
多
数
の
患
者
を

抱
え
、
ま
た
一
緒
に
勉
強
し
よ

う
と
い
う
友
好
的
な
雰
囲
気
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
某
メ
ー

カ
ー
に
依
頼
し
愛
媛
県
糖
尿
病

懇
話
会
を
設
立
し
臨
床
的
な
共

同
研
究
を
始
め
ま
し
た
。
最
初

の
仕
事
が
成
人
発
症
１
型
糖
尿

病
の
実
態
調
査
で
し
た
。
今
ま

で
こ
の
よ
う
な
大
規
模
調
査
の

研
究
は
無
く
、
千
葉
か
ら
国
内

留
学
の
竹
田
治
代
先
生
が
愛
媛

ス
タ
デ
ィ
と
し
て
博
士
号
に
ま

と
め
国
際
誌
に
発
表
し
ま
し

た
。
こ
の
研
究
の
過
程
で
新
し

く
日
本
で
発
見
さ
れ
た
１
型
糖

尿
病
の
サ
ブ
タ
イ
プ
、
劇
症
１

型
糖
尿
病
の
頻
度
が
思
っ
た
よ

り
高
い
こ
と
を
見
つ
け
ま
し

た
。
そ
こ
で
私
が
糖
尿
病
学
会

の
理
事
を
し
て
い
た
関
係
で
、

劇
症
１
型
糖
尿
病
調
査
委
員
会

を
立
ち
上
げ
委
員
長
と
し
て
全

国
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
千
葉

中
央
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
の

金
塚
東
先
生
（
昭
48
）
も
委
員

と
し
て
加
わ
り
日
本
に
お
け
る

劇
症
１
型
糖
尿
病
の
実
態
を
解

明
し
国
際
誌
に
発
表
、
そ
の
診

断
基
準
も
作
成
し
ま
し
た
。
こ

の
調
査
研
究
は
現
在
も
継
続
し

て
お
り
ま
す
。

　

基
礎
的
研
究
で
は
千
葉
大
学

時
代
に
平
良
真
人
先
生
（
昭

56
）、
島
田
典
生
先
生
（
昭
57
）

が
世
界
に
先
駆
け
イ
ン
ス
リ
ン

レ
セ
プ
タ
ー
遺
伝
子
異
常
症
を

発
見
す
る
な
ど
、
糖
尿
病
の
遺

伝
子
解
析
で
は
先
駆
的
な
研
究

を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
愛
媛

で
も
大
澤
助
教
授
を
中
心
に
精

力
的
に
行
っ
て
お
り
ま
す
。
幸

い
2004
年
に
ア
デ
ィ
ポ
サ
イ
ト
カ

イ
ン
（
脂
肪
細
胞
か
ら
分
泌
さ

れ
る
生
理
活
性
物
質
）
の
ひ
と

つ
で
あ
る
イ
ン
ス
リ
ン
抵
抗
性

を
き
た
す
レ
ジ
ス
チ
ン
の
プ

ロ
モ
ー
タ
ー
の
１
塩
基
多
型
、

SN
P-420

のG
/G

型
が
２

型
糖
尿
病
の
疾
患
感
受
性
遺
伝

子
で
あ
る
こ
と
を
同
定
い
た
し

ま
し
た
。
す
な
わ
ちG

/G

型

の
場
合
、
転
写
因
子Sp

が
特

異
的
に
結
合
し
転
写
活
性
を
増

強
し
、
血
中
レ
ジ
ス
チ
ン
タ
ン

パ
ク
が
増
え
る
こ
と
を
明
ら
か

に
し
、
そ
の
結
果
イ
ン
ス
リ
ン

抵
抗
性
を
き
た
し
、
２
型
糖
尿

病
を
発
症
す
る
と
い
う
ス
ト
ー

リ
ー
が
考
え
ら
れ
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
多
数
の
２
型
糖
尿
病
候

補
遺
伝
子
が
発
表
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
遺
伝
子
多
型
か
ら
表
現

型
に
至
る
一
連
の
課
程
を
明
ら

か
に
し
た
の
は
本
研
究
が
世
界

で
初
め
て
で
、
米
国
人
類
遺
伝

学
雑
誌
で
も
エ
デ
ィ
ト
リ
ア
ル

に
取
り
上
げ
ら
れ
注
目
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
2004
年
暮
れ
の
朝
日

新
聞
に
今
年
の
４
大
発
見
の
一

つ
と
し
て
サ
ン
ト
リ
ー
の
青
い

バ
ラ
と
と
も
に
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
研
究
で
大
澤
助
教
授

が
ゐ
の
は
な
同
窓
会
賞
学
術
賞

を
い
た
だ
き
こ
の
場
を
借
り
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
の

他
、
私
ど
も
の
教
室
で
は
イ
ン

ス
リ
ン
作
用
の
分
子
機
構
に
つ

い
て
大
沼
講
師
（
現
在
米
国
バ

ン
ダ
ー
ビ
ル
ト
大
学
留
学
中
）

が
、
ま
た
ア
デ
ィ
ポ
サ
イ
ト
カ

イ
ン
の
研
究
、
イ
ン
ス
リ
ン
抵

抗
性
に
関
連
し
た
転
写
因
子
の

研
究
、
動
脈
硬
化
の
研
究
な
ど

も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
教
室
員
は
大
学
院
生
、

研
究
生
、
研
修
医
を
含
め
総
勢

10
名
ば
か
り
で
す
が
何
し
ろ
小

さ
な
教
室
な
の
で
和
気
藹
々
と

や
っ
て
お
り
、
学
生
の
評
判
も

上
々
で
す
。
千
葉
大
学
の
学
生

さ
ん
、
卒
業
生
の
方
で
何
年
か

糖
尿
病
の
臨
床
と
研
究
、
あ
る

い
は
つ
い
で
に
四
国
の
カ
ン
ト

リ
ー
ラ
イ
フ
も
楽
し
ん
で
み
よ

う
と
い
う
方
は
大
歓
迎
で
す
の

で
い
つ
で
も
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
ま
た
四
国
で
は
数
年
前
に

高
知
医
大
元
副
学
長
小
越
章
平

先
生
（
昭
36
）
を
支
部
長
と
し

て
、
内
海
武
彦
先
生 

（
昭
44
）、

山
本
日
出
樹
先
生
（
昭
50
）
の

ご
尽
力
で
四
国
ゐ
の
は
な
会
が

設
立
さ
れ
、
以
後
毎
年
各
県
回

り
持
ち
で
〝
ゐ
の
は
な
の
か
お

り
〞
を
楽
し
ん
で
お
り
ま
す
。

　

紙
面
の
都
合
上
紹
介
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
千
葉
大
学
時
代

に
糖
尿
病
研
究
室
で
一
緒
に
仕

事
を
し
た
橋
本
尚
武
先
生
（
昭

55
）、鈴
木
義
史
先
生
（
昭
59
）、

徳
山
芳
治
先
生
（
昭
61
）、
八

木
一
夫
先
生
（
昭
62
）
を
は
じ

め
多
く
の
先
生
方
が
そ
れ
ぞ
れ

千
葉
県
を
中
心
に
糖
尿
病
専
門

医
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
を
聞
く
に
つ
れ
、
千
葉

大
学
第
二
内
科
で
私
の
ま
い
た

一
粒
の
種
が
こ
こ
ま
で
大
き
く

成
長
し
た
か
と
心
か
ら
喜
ん
で

お
り
ま
す
。

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
月
日
が
た
つ

の
は
早
い
も
の
で
愛
媛
大
学
へ

赴
任
し
10
年
が
過
ぎ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
こ
こ
で
ひ
と
く
ぎ
り

と
い
う
こ
と
で
会
員
の
先
生
方

に
私
ど
も
の
教
室
の
紹
介
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

糖
尿
病
内
科
を
立
ち
上
げ
て

欲
し
い
と
誘
わ
れ
、
ま
た
な
ん

と
な
く
温
暖
の
地
に
あ
こ
が
れ

千
葉
か
ら
愛
媛
に
や
っ
て
来
ま

し
た
。
し
か
し
相
変
わ
ら
ず
の

情
報
音
痴
の
た
め
か
地
元
で
は

糖
尿
病
診
療
を
し
て
い
る
某
科

が
い
た
り
、
冬
に
は
雪
は
降
る

は
の
誤
算
続
き
で
し
た
が
ど
う

に
か
環
境
に
も
な
じ
ん
で
き
た

今
日
こ
の
頃
で
す
。
幸
い
長
女

が
医
学
部
に
来
て
く
れ
た
お
か

げ
で
家
内
も
一
緒
に
住
む
よ
う

に
な
り
小
犬
一
匹
と
カ
ン
ト

Ⅰ　

は
じ
め
に

　

環
境
生
命
医
学
教
室
（
旧
解

剖
学
第
一
講
座
）
で
は
医
学
部

で
の
教
育
科
目
と
し
て
肉
眼
解

剖
学
（
骨
筋
学
を
含
む
）
と
発

生
学
を
担
当
し
て
い
る
。
肉
眼

解
剖
学
の
教
育
は
単
に
講
義
・

実
習
を
行
う
の
み
な
ら
ず
倫
理

教
育
的
な
面
も
合
わ
せ
持
っ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
肉
眼
解
剖

学
に
お
け
る
よ
り
良
い
教
育
法

を
求
め
て
、
現
在
我
々
が
取
り

組
ん
で
い
る
方
法
論
を
紹
介
し

た
い
。
そ
の
他
の
学
内
外
向
け

の
教
育
活
動
に
つ
い
て
も
簡
単

に
紹
介
す
る
。

Ⅱ　

�

解
剖
学　

ー
医
師
の
倫
理

性
の
涵
養
の
場
と
し
て
の

評
価

　

医
師
の
倫
理
性
の
養
成
は
医

師
養
成
教
育
の
基
幹
に
関
わ
る

問
題
で
あ
り
、
医
学
部
全
体
の

中
で
折
に
ふ
れ
、
こ
と
に
ふ
れ

て
多
様
な
形
で
行
わ
れ
て
い

る
。
こ
う
い
う
中
に
あ
っ
て
肉

眼
解
剖
学
お
よ
び
実
習
は
、
医

学
の
基
礎
を
教
え
る
と
い
う
こ

と
と
同
時
に
医
学
教
育
の
初
期

段
階
に
お
け
る
倫
理
性
の
主
体

的
学
習
に
大
き
な
役
割
を
果
た

し
う
る
、
と
思
わ
れ
る
。
少
し

説
明
を
加
え
る
と
、
ま
だ
人
生

経
験
も
乏
し
く
魂
も
柔
ら
か
な

若
者
達
が
、
解
剖
学
実
習
で
は

目
の
前
に
人
の
死
と
い
う
現
実

を
突
き
付
け
ら
れ
る
。
さ
ら
に

そ
の
御
遺
体
を
自
ら
の
手
で
解

剖
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
た
め
人
間
の
生
と
死
と
い

う
も
の
を
直
視
し
再
考
せ
ざ
る

を
得
な
く
な
る
。
ま
た
「
解

剖
」
と
い
う
自
分
の
行
為
に
つ

い
て
、
こ
れ
ま
で
の
常
識
の
タ

ブ
ー
を
乗
り
越
え
、
こ
れ
を
肯

定
に
変
え
る
事
を
迫
ら
れ
る
こ

と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
精
神

作
業
の
方
向
付
け
に
大
き
な
役

割
を
果
た
す
の
は
こ
れ
か
ら
自

分
が
解
剖
し
よ
う
と
す
る
御
遺

体
が
献
体
に
よ
る
も
の
で
あ

り
、
医
学
の
発
展
を
願
っ
て
の

無
条
件
・
無
報
酬
の
篤
志
に
よ

る
も
の
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
事
を
知
る
時
、
学
生
達
は

ゐ の は な 同 窓 会 報
　

糖
尿
病
遺
伝
子
解
析
の
先
駆
的
研
究

　
　
　

愛
媛
大
学
医
学
部
分
子
遺
伝
制
御
内
科
教
授
（
糖
尿
病
内
科
）

牧　

野　

英　

一
（
昭
42
）

　

肉
眼
解
剖
学
に
お
け
る

　
　
　
　
　

よ
り
良
い
教
育
を
求
め
て

　
　
　

千
葉
大
学
大
学
院
医
学
研
究
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

環
境
生
命
医
学
助
教
授

門　

田　

朋　

子
（
大
阪
大
・
昭
42
）
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人
の
心
の
高
邁
さ
、「
献
体
」

に
込
め
ら
れ
て
い
る
「
人
か
ら

人
へ
の
限
り
無
い
善
意
」
に
感

じ
入
り
、
倫
理
的
に
一
段
高
い

と
こ
ろ
に
素
直
に
導
か
れ
、
御

遺
体
を
師
と
観
て
学
習
し
て
い

く
、
と
い
う
心
の
再
編
に
達
す

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

Ⅲ　

�

効
果
的
解
剖
教
育
法
の
特

徴

　

前
記
に
述
べ
た
よ
う
な
倫
理

教
育
と
実
務
的
な
肉
眼
解
剖

学
習
得
を
両
立
さ
せ
る
た
め
、

我
々
は
以
下
の
よ
う
な
目
標
に

そ
っ
て
教
育
を
行
っ
て
い
る
。

⑴�

解
剖
学
実
習
ま
で
の
基
礎
講

義

　

少
な
い
講
義
時
間
内
で
、
系

統
解
剖
学
（
総
論
、
内
臓
学
、

脈
管
学
、
末
梢
神
経
学
）
に
つ

い
て
要
点
を
絞
っ
て
講
義
す
る

と
共
に
講
義
プ
リ
ン
ト
、
ス
ラ

イ
ド
を
多
用
し
、
理
解
の
向
上

を
は
か
っ
て
い
る
。

⑵
実
習
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
実
施

① 

実
習
開
始
に
先
立
ち
、
実

習
の
意
義
に
つ
い
て
説
明
す

る
と
と
も
に
、
実
習
に
立
ち

向
か
う
心
構
え
を
説
く
。

② 

ビ
デ
オ
学
習
：
献
体
を
志

し
た
人
々
の
心
の
軌
跡
を
紹

介
し
た
ビ
デ
オ
（
日
本
篤
志

献
体
協
会
製
作
）を
み
せ
て
、

「
篤
志
献
体
」
さ
れ
た
方
々

の
無
償
の
善
意
と
い
う
行
為

に
つ
い
て
考
え
さ
せ
理
解
さ

せ
る
。

③
千
葉
白
菊
会
の
紹
介
と
交

流
：
学
生
達
が
千
葉
白
菊
会

の
会
員
の
方
々
に
直
接
お
会

い
し
、
会
員
の
方
々
に
「
献

体
を
決
心
す
る
ま
で
」
の
経

緯
に
つ
い
て
話
し
て
頂
く
。

こ
の
時
に
聞
く
生
々
し
い
人

生
経
験
や
献
体
を
決
意
す
る

に
至
っ
た
お
気
持
を
聞
い
て

思
わ
ず
涙
す
る
学
生
も
多

い
。
次
い
で
対
話
の
時
間
を

設
け
、
お
互
い
の
心
の
交
流

を
は
か
っ
て
い
る
。

⑶�

実
習
の
手
引
き
作
成
と
配

付
、
予
習
復
習
の
徹
底

　

現
在
の
実
習
内
容
に
あ
わ
せ

た
「
新
実
習
の
手
引
き
」
を
新

た
に
編
纂
し
、
学
生
に
配
付
し

て
い
る
。
こ
の
「
手
引
き
」
は

剖
出
手
順
の
説
明
を
左
ペ
ー

ジ
、
そ
れ
に
対
応
す
る
解
剖
図

を
右
ペ
ー
ジ
に
載
せ
、
よ
り
明

解
な
理
解
を
は
か
っ
て
い
る
。

こ
の
手
引
き
を
用
い
た
予
習
は

必
須
と
す
る
。
実
習
グ
ル
ー
プ

は
３
名
構
成
と
し
て
効
率
的
な

解
剖
を
は
か
っ
て
い
る
。

⑷�

実
習
講
義
と
ビ
デ
オ
学
習
に

よ
り
実
習
内
容
の
理
解
度
を

高
め
る

　

実
習
講
義
に
よ
り
重
要
臓
器

の
外
観
・
構
成
と
共
に
正
確
で

効
率
的
な
剖
出
手
順
を
解
説
す

る
（
教
室
製
作
の
解
剖
ビ
デ
オ

や
市
販
の
教
材
ビ
デ
オ
を
利

用
）。

⑸�

ポ
イ
ン
ト
課
題
学
習
と
レ

ポ
ー
ト
作
成

①
実
習
内
容
か
ら
10
箇
所
ほ
ど

の
重
要
ポ
イ
ン
ト
課
題
を
出

題
し
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
の

レ
ポ
ー
ト
（
ス
ケ
ッ
チ
、
剖

出
所
見
、
考
察
）
を
提
出
さ

せ
、
重
要
構
造
に
つ
い
て
の

理
解
を
深
め
さ
せ
る
。
破
格

構
造
の
発
見
と
そ
れ
に
つ
い

て
の
レ
ポ
ー
ト
提
出
も
奨
励

し
て
い
る
。

②
前
述
の
レ
ポ
ー
ト
に
つ
い

て
は
、
学
生
の
論
文
作
成
能

力
や
自
主
的
学
習
能
力
の
活

性
化
と
い
う
観
点
か
ら
評
価

し
、
学
士
試
験
の
成
績
に
加

算
し
た
も
の
を
最
終
成
績
と

す
る
。
こ
の
評
価
法
に
つ
い

て
は
あ
ら
か
じ
め
学
生
に
知

ら
せ
、
彼
等
の
学
習
意
欲
の

向
上
に
役
立
た
せ
る
。

⑹
実
習
時
に
お
け
る
倫
理
教
育

①
実
習
開
始
時
お
よ
び
終
了
時

に
、
御
遺
体
へ
黙
祷
を
捧
げ

る
。

②
納
棺
式
の
挙
行
：
最
終
実
習

時
間
に
学
生
達
自
身
で
御
遺

体
を
納
棺
さ
せ
る
。
最
後
に

関
係
者
全
員
参
加
の
下
、
納

棺
式
を
行
い
献
花
し
て
御
遺

体
へ
の
畏
敬
と
感
謝
の
気
持

を
表
す
。

③
実
習
感
想
文
の
提
出
：
実
習

を
あ
ら
た
め
て
振
り
返
る
事

に
よ
り
学
生
達
の
心
の
内
部

に
芽
生
え
た
「
医
学
お
よ
び

医
師
」
の
あ
る
べ
き
姿
に
対

す
る
自
覚
を
真
摯
に
見
つ
め

さ
せ
る
。

④
解
剖
慰
霊
祭
へ
の
全
員
参

し
た
。
参
加
者
の
37
％
は
「
小

児
外
科
」
を
知
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
本
人
ま
た
は
家
族
が
小
児

外
科
を
標
榜
し
て
い
る
病
院
を

受
診
し
た
こ
と
が
あ
る
人
は

21
％
で
、
小
児
外
科
の
病
気
で

手
術
を
受
け
た
人
が
家
族
に
い

る
と
答
え
た
人
は
31
％
で
し
た

が
、
小
児
外
科
を
標
榜
し
て
い

る
病
院
で
受
け
た
人
は
そ
の
う

ち
の
１
／
３
で
し
た
。
講
座
の

内
容
に
つ
い
て
は
、
92
％
が

「
わ
か
り
や
す
い
」
と
答
え
ま

し
た
。

　

第
２
回
目
の
市
民
公
開
講
座

は
「
キ
ャ
ッ
チ
し
て
こ
ど
も

のSO
S

」
と
題
し
て
平
成
17

年
６
月
４
日(

日)

、
ぱ
・
る
・

る
プ
ラ
ザ
千
葉
で
開
催
し
ま
し

た
。
こ
ど
も
に
よ
く
み
ら
れ
る

訴
え
‘
お
腹
が
痛
い
’‘
う
ん

ち
に
血
が
混
じ
る
’‘
頭
を
ぶ

つ
け
た
’‘
胸
や
お
腹
を
う
っ

た
’‘
や
け
ど
’
に
関
連
し
た

疾
患
に
つ
い
て
解
説
、
質
疑
応

答
を
行
い
ま
し
た
。
約
170
名
の

参
加
者
が
あ
り
、
前
回
と
同
様

に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま

し
た
。
参
加
者
の
住
所
や
講
座

開
催
を
知
っ
た
き
っ
か
け
は
前

回
と
ほ
ぼ
同
様
で
し
た
。
参
加

者
の
26
％
が｢

小
児
外
科｣

と

い
う
科
を
知
ら
な
か
っ
た
と
回

答
し
て
お
り
、
前
回
の
37
％
に

比
べ
る
と
約
10
％
下
が
っ
て
い

ま
す
。

　

２
回
の
市
民
公
開
講
座
の
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
講
座
の
内

加
：
謝
辞
を
捧
げ
、
献
体
に

よ
り
医
学
の
発
展
に
尽
く
し

て
く
だ
さ
っ
た
御
霊
に
感
謝

の
気
持
を
表
す
。

Ⅳ　

�

そ
の
他
の
学
内
外
に
対
す

る
解
剖
学
教
育

　

平
成
17
年
度
開
設
の
修
士
課

程
大
学
院
の
学
生
に
対
し
、
夏

季
に
解
剖
学
講
義
・
見
学
実
習

を
１
週
間
連
続
で
行
っ
て
い

る
。
ま
た
県
内
外
の
医
療
教
育

機
関
（
看
護
学
校
、
作
業
療
法

士
養
成
校
な
ど
）
の
学
生
（
年

間
1,000
名
以
上
）
に
対
し
実
習
見

学
指
導
を
行
っ
て
い
る
。
ど
ち

ら
の
場
合
も
少
人
数
グ
ル
ー
プ

構
成
と
し
て
、
肉
眼
解
剖
学
の

基
礎
に
つ
い
て
十
分
理
解
で
き

る
様
、
指
導
に
心
を
配
っ
て
い

る
。

Ⅴ　

そ
の
他
の
教
育
活
動

　

当
教
室
の
主
要
研
究
課
題
で

あ
る
「
環
境
内
化
学
物
質
の
人

体
へ
の
影
響
」
に
つ
い
て
年
数

回
の
市
民
講
座
を
大
学
内
外
で

開
設
し
、
市
民
へ
の
啓
蒙
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
詳
し
い

事
は
〝N

PO

次
世
代
環
境
健

康
学
セ
ン
タ
ー
〞
の
方
で
多
く

の
報
告
書
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

準
備
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
ら

を
参
照
さ
れ
た
い
。

　

｢

愛
と
未
来
、
そ
こ
に
輝
け

る
こ
ど
も
達｣
は
、
当
小
児
外

科
教
室
が
第
42
回
日
本
小
児
外

科
学
会
総
会
を
平
成
17
年
６
月

１
日
よ
り
３
日
ま
で
３
日
間
に

わ
た
り
主
催
し
た
際
の
テ
ー
マ

で
す
。

　

日
本
小
児
外
科
学
会
が
創
設

さ
れ
て
か
ら
40
年
、
医
療
法
に

よ
り
「
小
児
外
科
」
が
診
療
科

名
と
し
て
一
般
標
榜
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
か
ら
26
年
経
ち
ま

す
が
、
一
般
市
民
、
行
政
の
み

な
ら
ず
医
療
関
係
者
、
医
学
生

等
の
間
に
お
い
て
も
、「
小
児

外
科
」
の
実
態
や
役
割
が
十
分

に
は
理
解
さ
れ
て
い
な
い
の
が

現
状
で
す
。
医
学
部
に
お
け
る

教
育
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
行

政
、
市
民
、
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
、

各
種
メ
デ
ィ
ア
へ
の
働
き
か
け

が
重
要
な
こ
と
と
考
え
、「
小

児
外
科
」
に
関
す
る
市
民
公
開

講
座
を
開
催
す
る
に
至
り
ま
し

た
。

　

第
１
回
目
の
市
民
公
開
講
座

は
、
平
成
15
年
10
月
26
日
（
日
）

に
千
葉
市
文
化
セ
ン
タ
ー
で

｢

こ
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
の

た
め
に
〜
小
児
外
科
を
知
っ
て

い
ま
す
か
？
〜｣

を
開
催
し
ま

し
た
。
開
催
に
あ
た
り
、
千
葉

市
、
千
葉
県
医
師
会
、
千
葉
市

医
師
会
の
後
援
を
得
る
と
と
も

に
、
小
児
外
科
科
長
の
大
沼
直

躬
教
授
が｢

千
葉
日
報｣

に
小

児
救
急
医
療
の
最
前
線
に
つ
い

て
２
回
に
わ
た
り
寄
稿
し
ま
し

た
。
ま
た
、
講
座
開
催
を
知
ら

せ
る
た
め
に
新
聞
（
毎
日
、
朝

日
、
読
売
、
千
葉
日
報
）、
市

政
だ
よ
り
、
タ
ウ
ン
誌
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
案
内
を
載
せ
ま

し
た
。
千
葉
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

に
は
医
局
員
が
出
演
し
て
宣
伝

を
行
い
、
ポ
ス
タ
ー
を
作
製

し
、
病
院
、
診
療
所
、
保
育
園
、

幼
稚
園
、
区
役
所
、
図
書
館
、

郵
便
局
に
掲
示
し
ま
し
た
。
講

演
は｢

身
の
ま
わ
り
の
外
科

の
病
気｣

と
い
う
こ
と
で
、
疾

患
と
し
て
は
脱
腸
（
鼠
径
ヘ
ル

ニ
ア
）、
出
臍(

臍
ヘ
ル
ニ
ア)

、

停
留
睾
丸
、
包
茎
、
腸
重
積
、

異
物
誤
嚥
を
と
り
あ
げ
、
ス
ラ

イ
ド
を
使
っ
た
解
説
を
行
い
、

最
後
に
参
加
さ
れ
た
方
々
と
質

疑
応
答
を
行
い
ま
し
た
。
参
加

者
は
約
120
名
で
、
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
も
実
施
し
ま
し
た
。
参
加

者
は
千
葉
市
内
が
70
％
と
最
も

多
く
、
講
座
開
催
を
知
っ
た
情

報
源
は
病
院
・
診
療
所
の
ポ
ス

タ
ー
、
次
い
で
市
政
だ
よ
り
で
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容
に
つ
い
て
は
「
わ
か
り
や
す

く
勉
強
に
な
っ
た
」
と
い
う
意

見
が
多
か
っ
た
こ
と
は
、
市
民

公
開
講
座
の
目
的
を
お
お
む
ね

果
た
す
こ
と
が
で
き
た
と
考
え

ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
あ
ら

た
め
て
小
児
外
科
の
認
知
度
が

低
い
と
い
う
こ
と
も
明
ら
か
と

な
り
ま
し
た
。
今
後
と
も
小
児

外
科
の
必
要
性
、
診
療
内
容
に

つ
い
て
積
極
的
に
一
般
社
会
へ

向
け
て
広
報
し
て
い
く
た
め
公

開
講
座
を
開
催
し
て
い
く
予
定

で
す
。

　

参
加
者
の
声
を
紹
介
し
ま

す
。

・
今
回
初
め
て
小
児
外
科
と

い
う
分
野
を
知
り
ま
し
た
。

も
っ
と
も
っ
と
小
児
外
科
に

つ
い
て
知
る
機
会
が
あ
っ
た

ら
と
思
い
ま
す
。

・
高
齢
化
で
老
人
医
療
も
大
切

で
し
ょ
う
が
、
日
本
や
世
界

の
将
来
を
支
え
る
こ
ど
も
た

ち
の
た
め
の
医
者
は
本
当
の

意
味
で
必
要
だ
と
思
い
ま

す
。

・
ス
ラ
イ
ド
を
使
っ
て
説
明
し

て
い
た
だ
い
た
の
で
、
わ
か

り
や
す
く
、
よ
く
理
解
で
き

ま
し
た
。
身
近
な
内
容
だ
っ

た
の
で
と
て
も
役
に
立
ち
ま

し
た
。
ま
た
、
託
児
室
を
利

用
し
た
お
か
げ
で
落
ち
着
い

て
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
今
後
も
参
加
し
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

・
説
明
が
丁
寧
で
わ
か
り
や
す

か
っ
た
で
す
。
あ
と
か
ら
見

直
し
が
で
き
る
よ
う
に
レ
ジ

メ
を
用
意
す
る
と
も
っ
と
よ

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

で
、
基
本
的
な
診
療
の
上
に
さ

ら
に
最
先
端
の
治
療
に
も
触
れ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
小
児
病

院
コ
ー
ス
は
、
８
週
間
を
千
葉

県
こ
ど
も
病
院
で
研
修
す
る

コ
ー
ス
で
す
。
小
児
の
プ
ラ
イ

マ
リ
ケ
ア
を
身
に
つ
け
る
こ
と

が
で
き
、
さ
ら
に
多
く
の
分
野

別
の
専
門
医
の
指
導
の
も
と
に

幅
広
い
医
療
を
体
験
す
る
こ
と

が
特
徴
で
す
。
一
般
病
院
コ
ー

ス
は
、
８
週
間
を
急
性
型
病
院

で
研
修
す
る
コ
ー
ス
で
す
。
大

学
病
院
や
こ
ど
も
病
院
で
は
多

症
例
は
経
験
で
き
に
く
い
コ
モ

ン
デ
ィ
ジ
ー
ズ
に
接
す
る
機
会

を
多
く
し
た
プ
ラ
イ
マ
リ
ケ
ア

コ
ー
ス
で
す
。
さ
ら
に
、
乳
児

健
診
、
予
防
接
種
を
経
験
す
る

こ
と
で
予
防
医
学
と
し
て
の
小

児
医
療
も
経
験
で
き
ま
す
。
基

本
的
な
コ
ー
ス
は
前
記
の
３

コ
ー
ス
で
す
が
、
さ
ら
に
選
択

コ
ー
ス
と
し
て
１
か
月
間
の
地

域
小
児
医
療
を
経
験
で
き
る
プ

ラ
イ
マ
リ
ケ
ア
コ
ー
ス
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
コ
ー
ス
は
臨
床
経

験
豊
か
で
ま
た
教
育
に
熱
心
な

実
地
小
児
科
医
と
と
も
に
一
次

医
療
機
関
で
の
診
療
、
病
児
保

育
な
ど
の
小
児
科
医
の
行
な
っ

て
い
る
幅
広
い
活
動
に
も
ふ
れ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

後
期
研
修

　

大
学
医
学
部
に
よ
っ
て
は
２

〜
３
の
専
門
分
野
の
み
を
中
心

に
診
療
し
て
い
る
施
設
も
あ
り

ま
す
が
、
千
葉
大
学
小
児
科
で

は
様
々
な
小
児
の
疾
患
を
診
療

す
る
こ
と
の
で
き
る
医
師
を
育

て
る
こ
と
も
目
標
に
、
20
年
以

上
に
わ
た
り
７
つ
の
専
門
領
域

（
免
疫
・
ア
レ
ル
ギ
ー
、循
環
器
、

内
分
泌
、
感
染
症
、
神
経
、
代

謝
・
肝
臓
、
血
液
・
腫
瘍
）
に

つ
い
て
継
続
し
た
教
育
、
研
究

を
行
っ
て
き
て
い
ま
す
。
後
期

研
修
は
小
児
科
専
門
医
取
得
を

目
標
に
し
て
い
ま
す
が
、
小
児

科
専
門
医
の
受
験
に
必
要
と
さ

れ
る
10
分
野
の
症
例
が
必
ず
経

験
で
き
ま
す
。
一
般
病
院
や
専

門
領
域
の
偏
っ
た
大
学
病
院
で

の
研
修
に
よ
り
達
成
す
る
の
は

大
変
で
す
。
後
期
研
修
の
初
年

度
研
修
は
基
本
的
に
千
葉
大
学

附
属
病
院
で
の
研
修
で
す
が
、

２
年
目
以
降
は
新
生
児
専
門
施

設
に
お
け
る
１
年
間
の
新
生
児

研
修
を
含
む
、
関
連
基
幹
病
院

の
１
年
ご
と
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
で
の
一
般
小
児
科
研
修
に
よ

り
医
師
６
年
目
の
小
児
科
専
門

医
取
得
を
目
指
し
ま
す
。ま
た
、

千
葉
大
学
小
児
科
で
カ
バ
ー
し

て
い
な
い
専
門
領
域
に
つ
い
て

は
専
門
医
の
い
る
関
連
病
院
で

の
研
修
が
可
能
で
す
。

　

成
人
領
域
で
は
い
き
す
ぎ
た

専
門
性
が
問
題
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
小
児
科
は
以
前
か
ら
総

合
診
療
科
と
し
て
全
人
的
医
療

を
行
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
し

か
し
な
が
ら
、
21
世
紀
の
小
児

科
医
は
幅
広
い
小
児
全
般
に
わ

た
る
知
識
と
診
療
能
力
の
他
に

内
科
と
同
様
の
専
門
性
が
患
者

さ
ん
か
ら
求
め
ら
れ
る
の
は
確

初
期
研
修

　

千
葉
大
学
医
学
部
附
属
病
院

卒
後
臨
床
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

の
小
児
科
の
基
本
研
修
期
間
は

２
か
月
間
で
す
。
特
徴
と
し
て

は
、
研
修
医
の
ニ
ー
ズ
に
あ
わ

せ
て
３
種
類
の
コ
ー
ス
を
用
意

し
て
あ
る
こ
と
で
す
。
大
学
病

院
コ
ー
ス
は
、
８
週
間
を
千
葉

大
学
で
研
修
す
る
コ
ー
ス
で

す
。
大
学
研
修
で
は
、
病
棟
回

診
や
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
通
し

て
、
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
小
児

の
診
か
た
や
考
え
方
を
習
得
で

き
ま
す
。
大
学
病
院
に
は
７
つ

の
臨
床
専
門
班
が
あ
り
ま
す
の

実
で
す
。
そ
の
よ
う
な
点
か
ら

７
つ
の
専
門
領
域
を
カ
バ
ー
し

て
い
る
千
葉
大
学
小
児
科
は
後

期
研
修
施
設
と
し
て
も
優
れ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
千
葉
大
小
児
科
に
は

学
閥
が
あ
り
ま
せ
ん
。
約
半
数

が
千
葉
大
学
以
外
の
卒
業
生

で
、
卒
業
大
学
に
よ
る
区
別
は

一
切
あ
り
ま
せ
ん
。
男
女
も
ほ

ぼ
同
数
で
す
。
小
児
科
医
に

と
っ
て
重
要
な
患
者
さ
ん
を
全

体
的
に
と
ら
え
る
（general 

な
）
能
力
の
涵
養
に
加
え
、
さ

ら
に
将
来
必
ず
要
求
さ
れ
る
専

門
性
も
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で

き
る
の
が
千
葉
大
学
小
児
科
の

後
期
研
修
の
特
徴
と
い
え
ま

す
。

　

こ
れ
ま
で
の
医
学
部
教
育
は

知
識
偏
重
の
傾
向
が
あ
り
ま
し

た
。 

医
師
は
人
の
体
に
傷
を

つ
け
る
こ
と
を
許
さ
れ
て
い
る

職
業
で
す
。
し
か
し
そ
の
資
格

を
得
る
ま
で
に
、
技
術
を
学

ぶ
機
会
が
な
い
こ
と
は
、
考

え
て
み
れ
ば
奇
妙
な
こ
と
で

す
。 
学
生
の
ク
リ
ニ
カ
ル
ク

ラ
ー
ク
シ
ッ
プ
や
研
修
医
の

ロ
ー
テ
ー
ト
制
度
の
導
入
は
、

そ
れ
ら
の
問
題
の
解
消
を
目
指

し
た
も
の
で
す
が
、
現
実
に
患

者
に
対
し
て
侵
襲
の
あ
る
医
療

行
為
を
や
ら
せ
る
こ
と
は
難
し

く
、
法
的
に
も
事
前
の
練
習
と

技
術
評
価
を
行
う
こ
と
が
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
背

景
の
も
と
、「
患
者
に
侵
襲
的

行
為
を
行
う
前
に
動
物
を
用
い

て
技
術
を
磨
く
」
こ
と
を
目

的
と
し
て
、 

我
々
は
平
成
17
年

に Surgical Skill L
abo

を

設
立
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
動
物

（
ブ
タ
）
を
使
っ
た
外
科
基
本

手
技
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
す
。

　

対
象
は
学
生
、
初
期
研
修
医

（
ロ
ー
テ
ー
タ
ー
）
及
び
後
期

研
修
医
（
外
科
医
１
年
生
）
で
、

一
回
の
実
習
に
合
計
６
〜
７
人

が
参
加
し
ま
す
。 

実
習
は
動

物
実
験
棟
でSPF

の
ブ
タ
１

頭
を
用
い
、 

学
生
のB

SL

に

合
わ
せ
て
隔
週
の
火
曜
日
の
朝

９
時
か
ら
夜
８
時
頃
ま
で
行
っ

て
い
ま
す
。
実
習
の
前
の
週
に

は
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
を
用
い
た

ド
ラ
イ
ラ
ボ
実
習
を
行
い
、
主

に
手
術
器
械
の
使
い
方
と
結

紮
、
縫
合
を
指
導
し
て
い
ま
す
。

　

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
す
が
、
ブ

タ
の
麻
酔
は
、
挿
管
は
指
導
医

が
行
う
以
外
、
導
入
、
維
持
と

も
学
生
が
行
っ
て
お
り
ま
す
。

手
術
内
容
は
、
学
生
が
胆
摘
、

脾
摘
、
腎
摘
、
消
化
管
（
小
腸
）

切
除
・
吻
合
、
初
期
研
修
医
が

胃
切
除
・
再
建
、
後
期
研
修
医

が
腹
腔
鏡
手
術
（
低
位
前
方
切

除
）
を
行
い
ま
す
。
す
べ
て
実
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の
特
徴

　
　
　

千
葉
大
学
大
学
院
医
学
研
究
院
小
児
病
態
学
講
師

下　

条　

直　

樹
（
昭
54
）

　

新
た
な
外
科
基
本
手
技
の
教
育

　
　
　
　

Surgical�Skill�L
abo

の
開
設

　
　

千
葉
大
学
医
学
部
附
属
病
院
食
道
・
胃
腸
外
科
助
手

清　

水　

孝　

徳
（
平
３
）

▲

�

第
一
回��

市
民
講
座

▲�

第
二
回��

市
民
講
座
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際
の
ヒ
ト
に
行
っ
て
も
許
さ
れ

る
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
を
求
め
て
い

ま
す
。
術
中
に
強
調
す
る
教
育

項
目
は
、
結
紮
、
切
離
、
剥
離
、

切
開
、
縫
合
に
つ
い
て
で
、
特

に
結
紮
を
一
番
厳
し
く
指
導
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
術
中
に
は

外
科
の
手
術
の
基
本
的
な
約
束

事
、
清
潔
操
作
、
安
全
で
正
し

い
器
械
の
使
い
方
な
ど
が
指
導

の
中
心
と
な
っ
て
お
り
、
術
者

の
左
手
と
右
手
が
そ
れ
ぞ
れ
何

の
働
き
を
す
る
か
、
前
立
ち
は

術
野
の
展
開
と
カ
ウ
ン
タ
ー
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
指
導
し

ま
す
。
器
械
出
し
も
学
生
に
行

わ
せ
、
器
械
の
扱
い
に
慣
れ
、

針
な
ど
も
安
全
に
扱
え
る
よ
う

に
指
導
し
て
い
ま
す
。

　

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
は
一
回

約
11
万
円
、
年
間
約
300
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。
高
額
で
は
あ

り
ま
す
が
、
教
育
効
果
を
考
え

る
と
十
分
に
費
用
に
見
合
っ
た

も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
ま
す
。
現
在
はN

PO

法
人

「
先
端
医
療
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
か

ら
経
済
的
支
援
を
受
け
て
い
ま

す
が
、
こ
のL

abo

の
構
想
の

根
本
と
な
っ
て
い
る
教
育
理

念
、
学
生
が
対
象
と
い
う
こ
と

を
考
え
れ
ば
、
将
来
的
に
は
医

学
部
の
公
費
負
担
が
望
ま
し
い

と
考
え
ま
す
。

　

学
生
の
反
応
を
み
る
と
、
ア

ン
ケ
ー
ト
で
一
番
多
か
っ
た
声

は
、
大
学
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と

し
て
も
っ
と
早
い
時
期
、
で

き
れ
ばB

SL

の
始
ま
る
前
に

行
っ
て
欲
し
い
と
い
う
も
の
で

し
た
。
そ
う
す
れ
ば
他
の
外
科

系
のB

SL

に
も
役
立
つ
、
と

い
う
考
え
で
す
。
ま
た
手
術
の

実
習
で
も
外
科
医
が
何
を
し
よ

う
と
し
て
い
る
の
か
解
る
よ
う

に
な
り
面
白
く
な
っ
た
と
の
意

見
も
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
実
習
を
行
っ
て
き
て
の

感
想
で
す
が
、
学
生
は
実
技
の

習
得
に
と
て
も
飢
え
て
い
る
と

い
う
こ
と
を
強
く
感
じ
ま
し

た
。
ま
た
、
腹
腔
鏡
手
術
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
と
は
違
い
、
手
術

手
技
の
教
育
は
生
体
組
織
を
扱

わ
な
い
と
わ
か
ら
な
い
部
分
が

大
き
く
、
ド
ラ
イ
ラ
ボ
で
は
難

し
い
と
感
じ
ま
し
た
。
学
生
の

態
度
で
す
が
、
ブ
タ
一
匹
の
命

を
奪
う
と
い
う
意
識
か
ら
か
、

そ
れ
ま
で
見
た
こ
と
の
無
い
真

剣
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
そ
し

て
学
生
が
手
を
動
か
す
こ
と
、

手
術
の
楽
し
さ
を
知
る
こ
と

は
、
少
し
大
変
な
実
習
で
あ
っ

て
も
教
育
者
と
し
て
の
喜
び
、

励
み
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

学
生
教
育
に
こ
の
よ
う
な
実

習
を
行
っ
て
い
る
大
学
は
他
に

見
ら
れ
ず
、
複
数
の
大
学
か
ら

内
容
の
問
い
合
わ
せ
を
受
け
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

L
abo

を
始
め
て
み
て
、
我
々

自
身
も
重
要
性
に
改
め
て
気
付

い
た
点
も
多
く
、
今
後
、
更
に

発
展
さ
せ
て
学
内
に
「
外
科
手

術
手
技
教
育
セ
ン
タ
ー
」
を
設

　

環
境
労
働
衛
生
学
教
室
で

は
、
環
境
衛
生
学
と
労
働
衛
生

学
を
主
体
と
し
た
研
究
を
行
っ

て
い
る
。「
衛
生
学
」
は
社
会

医
学
分
野
に
属
し
、
社
会
的
要

因
（
職
業
・
環
境
・
地
域
社
会
・

経
済
条
件
な
ど
）
と
健
康
・
疾

病
と
の
関
係
を
疫
学
的
に
研
究

す
る
こ
と
に
よ
り
、
健
康
向
上

の
方
策
を
考
究
す
る
学
問
で
あ

る
。
そ
の
歴
史
は
、
19
世
紀
の

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
、
産
業
革
命
後

に
都
市
化
が
拡
が
り
、
住
環
境

の
悪
化
な
ど
が
引
き
起
こ
さ
れ

た
結
果
、
伝
染
病
が
蔓
延
し
た

こ
と
に
対
応
す
る
中
で
生
ま
れ

た
も
の
で
あ
る
。
臨
床
医
学
が

個
人
水
準
で
健
康
を
扱
う
の
に

対
し
て
、
社
会
医
学
は
社
会
を

対
象
と
し
て
健
康
を
取
り
扱
う

と
さ
れ
て
い
る
。
疫
学
者
の
草

分
け
的
存
在
で
あ
り
、「
疫
学

の
父
」
と
し
て
知
ら
れ
る
イ
ギ

　

社
会
に
目
を
向
け
た

　
　
　
　
「
好
奇
心
」
の
あ
る
医
師
に

　
　

千
葉
大
学
大
学
院
医
学
研
究
院
環
境
労
働
衛
生
学
助
教
授

諏
訪
園　
　
　

靖
（
平
6
）

リ
ス
の
医
師
、
ジ
ョ
ン
・
ス
ノ

ウ
（
1813
〜
1858
）
は
、
ロ
ン
ド
ン

で
の
コ
レ
ラ
流
行
の
際
、
そ
の

死
亡
者
を
地
図
上
に
プ
ロ
ッ
ト

し
、B

road street

の
ひ
と
つ

の
井
戸
周
辺
に
死
亡
者
が
集
積

し
て
い
る
こ
と
を
見
出
し
た
。

そ
し
て
、
こ
の
井
戸
の
水
が
コ

レ
ラ
の
原
因
で
あ
る
と
結
論
づ

け
た
。
ス
ノ
ウ
は
コ
レ
ラ
患
者

の
「
住
居
分
布
」
と
い
う
社
会

的
背
景
に
も
注
目
し
た
の
で
あ

る
。
ス
ノ
ウ
の
説
得
に
よ
り
そ

の
井
戸
の
ポ
ン
プ
の
ハ
ン
ド
ル

が
取
り
外
さ
れ
た
あ
と
、
コ
レ

ラ
の
流
行
は
終
焉
し
た
の
だ
っ

た
。こ
れ
は
1883
年
に
ロ
ベ
ル
ト
・

コ
ッ
ホ
が
コ
レ
ラ
菌
を
発
見
す

る
30
年
も
前
の
話
で
あ
る
。

　

感
染
症
が
猛
威
を
振
る
っ
た

19
世
紀
、
20
世
紀
、
さ
ら
に
21

世
紀
へ
と
時
代
の
移
り
変
わ
り

と
と
も
に
、
医
療
が
対
象
と
す

る
疾
病
構
造
も
、
感
染
症
か
ら

生
活
習
慣
病
へ
と
シ
フ
ト
し
て

き
た
。
生
活
習
慣
病
と
言
っ
て

も
、
喫
煙
や
飲
酒
と
い
っ
た
習

慣
の
み
な
ら
ず
、
勤
務
時
間
や

休
日
日
数
な
ど
、
個
人
の
み
の

努
力
で
は
変
容
が
難
し
い
社
会

的
要
因
も
大
き
く
関
係
し
て
い

る
部
分
が
あ
る
。
臨
床
医
学
の

場
に
お
い
て
、
個
々
の
患
者
に

つ
い
て
病
態
の
全
体
像
を
捉
え

る
た
め
に
は
、
む
し
ろ
こ
れ
ま

で
以
上
に
社
会
医
学
的
視
点
を

持
つ
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
き

て
い
る
と
考
え
る
。
し
た
が
っ

て
、
検
査
デ
ー
タ
等
の
患
者
の

身
体
的
な
状
況
の
把
握
と
と
も

に
、
患
者
を
取
り
巻
く
社
会
生

活
全
般
に
目
を
向
け
る
こ
と
も

必
要
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
臨

床
医
学
に
お
い
て
も
社
会
医
学

的
視
点
は
極
め
て
重
要
で
あ

り
、
学
生
の
社
会
医
学
的
視
点

を
養
う
た
め
に
は
、
や
は
り
好

奇
心
を
持
っ
て
社
会
に
目
を
向

け
て
、
多
く
の
体
験
を
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
考
え
に

基
づ
き
、
当
講
座
が
担
当
す
る

「
衛
生
学
」
の
講
義
や
、
基
礎

医
学
講
座
に
学
生
が
数
名
配
属

さ
れ
て
行
う｢

基
礎
医
学
ゼ

ミ｣

の
演
習
で
は
、
学
外
か

ら
産
業
医
学
や
臨
床
医
学
、
海

外
医
療
の
専
門
家
を
招
聘
し
、

社
会
で
の
経
験
や
活
動
に
基
づ

い
た
講
義
を
行
っ
て
い
た
だ
い

て
い
る
。
ま
た
、「
衛
生
学
」

の
実
習
、「
自
主
研
究
」
の
実

習
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
業
種
の

企
業
を
訪
問
し
、
産
業
医
学
の

現
場
を
経
験
す
る
こ
と
に
重
点

を
お
い
て
い
る
。

　

一
方
、
実
際
に
は
社
会
に
起

こ
る
さ
ま
ざ
ま
な
事
象
を
す
べ

て
経
験
す
る
こ
と
は
不
可
能
で

あ
り
、
そ
の
代
わ
り
に
新
聞
や

書
物
に
触
れ
る
機
会
を
増
や
す

こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
そ
の
観

点
か
ら
、
１
年
次
、
２
年
次
を

対
象
と
し
た
医
学
概
論
チ
ュ
ー

ト
リ
ア
ル
で
は
、
最
近
読
ん
だ

本
に
つ
い
て
、
毎
年
の
初
回
の

話
題
と
し
て
取
り
上
げ
て
い

る
。
受
験
直
後
の
１
年
次
学
生

に
つ
い
て
は
止
む
を
得
な
い
の

か
も
し
れ
な
い
が
、
２
年
次
に

な
る
と
よ
く
読
書
を
す
る
学
生

と
全
く
読
ま
な
い
学
生
と
分
か

れ
る
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
、
受

験
直
後
の
１
年
次
学
生
で
も
在

学
中
に
は
た
く
さ
ん
本
を
読
み

た
い
と
話
す
学
生
も
多
く
、
喜

ば
し
い
こ
と
で
あ
る
。
医
学
生

に
も
な
っ
て
「
本
を
読
み
ま

し
ょ
う
」
な
ど
、
ナ
ン
セ
ン
ス

と
考
え
る
向
き
も
あ
る
だ
ろ
う

が
、
社
会
医
学
的
視
点
を
養
う

た
め
に
は
医
学
系
の
書
物
だ
け

で
な
く
、
色
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の

書
物
を
読
む
こ
と
も
好
ま
し

く
、
人
間
性
の
涵
養
に
も
つ
な

が
る
の
で
、
特
徴
あ
る
教
育
活

動
と
ま
で
は
い
え
な
い
だ
ろ
う

が
、
学
生
に
は
改
め
て
読
書
を

薦
め
て
い
る
次
第
で
あ
る
。

　千葉大学附属図書館亥鼻分館所蔵の浮世絵および古医学書の展覧会が、９月
２日～ 10月29日に千葉市美術館で開催された。
　「病い」「治療」「懐妊･育児」「薬」「信仰」「社会不安」をサブテーマとして、
はしか絵、疱瘡絵、くすりの宣伝などの浮世絵が、それらの中の文字を読みや

すく印刷した添書きと共に
展示されていた。鮮やかな
色彩の浮世絵から江戸時代
の病についての庶民の様子
や当時の医学・医療がどの
ようなものであったかが垣
間見られた。また、貴重な
古医学書も多数紹介されて
いた。

立
し
、
学
外
か
ら
も
学
生
、
研

修
医
が
参
加
で
き
る
よ
う
な
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
作
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

ゐ の は な 同 窓 会 報

「浮世絵に見る薬と病い」



　

千
葉
労
災
病
院
は
昭
和
40
年

に
労
働
福
祉
事
業
団
に
よ
り
設

立
さ
れ
市
原
医
療
圏
の
中
核
病

院
と
し
て
揺
る
ぎ
な
い
地
位
を

占
め
て
き
ま
し
た
が
、
経
営
母

体
は
平
成
16
年
に
独
立
行
政
法

人
労
働
者
健
康
福
祉
機
構
と
な

り
ま
し
た
。
独
立
行
政
法
人
は

健
全
経
営
が
必
須
と
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
労
災
病
院
群
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
の
健
全
経
営
を
続
け
て

き
た
本
院
も
今
回
の
医
療
費
改

定
で
は
減
収
見
込
み
で
頭
を
痛

め
て
い
ま
す
。
数
年
以
内
に

2,000
病
院
は
消
え

る
と
予
想
さ
れ

て
い
ま
す
が
日

本
か
ら
病
院
が

無
く
な
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
千
葉
大
学

に
近
い
と
い
う

利
点
に
よ
り
昨

今
の
医
師
不
足

に
お
い
て
も
大

学
各
診
療
科
の

ご
協
力
を
頂
き

生
き
残
る
病
院

と
な
る
よ
う
に

努
力
し
て
い
ま

す
。

　

当
院
の
理
念
は
、
地
域
住
民

と
勤
労
者
に
最
も
信
頼
さ
れ
る

病
院
と
な
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
が
、
地
域
住
民
に
は
地
域
医

師
も
含
み
ま
す
。
患
者
と
医
師

に
頼
り
に
さ
れ
る
病
院
で
な
け

れ
ば
生
き
残
れ
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
に
、
安
全
で
質
が
高
く
透

明
性
の
高
い
医
療
、
地
域
が
必

要
と
す
る
医
療
、
お
よ
び
患
者

と
診
療
所
医
師
の
視
点
に
た
っ

た
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
努
め
て
き

ま
し
た
。

　

具
体
策
と
し
て
、
安
全
体
制

の
確
立
、
日
本
医
療
機
能
評
価

機
構
基
準
を
満
た
す
基
本
的
病

院
機
能
整
備
、
救
急
医
療
体
制

整
備
、接
遇
教
育
や
環
境
整
備
、

地
域
が
要
求
す
る
診
療
科
整
備

な
ど
を
続
け
て
い
ま
す
。
運
営

面
で
は
急
性
期
病
院
の
性
格
強

化
、
病
院
運
営
の
要
で
あ
る
病

床
管
理
体
制
整
備
、
病
診
連
携

強
化
、
自
主
的
業
務
改
善
活
動

（T
Q

M

活
動
）、
得
意
分
野

の
明
確
化
な
ど
に
力
を
注
い
で

い
ま
す
。

　

急
性
期
病
院
と
し
て
現
在
平

均
在
院
日
数
は
13
日
台
と
な

り
、
年
間
救
急
搬
送
患
者
数
は

４
年
前
の
1,100
か
ら
3,200
に
増
え
、

D
PC

病
院
に
し
ま
し
た
。
ま

た
在
院
日
数
短
縮
と
病
床
管
理

体
制
強
化
が
あ
い
ま
っ
て
新
入

院
患
者
数
は
6,100
か
ら
8,800
に
、
手

術
件
数
も
2,100
か
ら
3,300
に
増
え
て

い
ま
す
。

　

病
診
連
携
に
関
し
て
は
鎗
田 

努
市
原
市
医
師
会
長
率
い
る
医

師
会
活
動
参
加
を
主
軸
に
、
開

放
型
病
床
設
置
や
逆
紹
介
率
と

紹
介
率
の
向
上
に
努
め
、
地
域

医
療
支
援
病
院
に
あ
と
一
歩
で

す
。
ま
た
市
原
シ
ー
ム
レ
ス
医

療
研
究
会
を
立
ち
上
げ
地
域
連

携
パ
ス
を
ツ
ー
ル
と
し
た
地
域

医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
を
始

め
ま
し
た
。

　

得
意
分
野
と
し
て
は
、
地
域

が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
と
し

て
の
が
ん
治
療
、
千
葉
県
ア
ス

ベ
ス
ト
対
策
セ
ン
タ
ー
で
も
あ

る
呼
吸
器
セ
ン
タ
ー
、
整
形
内

視
鏡
手
術
の
脊
椎
腰
痛
セ
ン

タ
ー
や
人
工
関
節
手
術
、
高
圧

酸
素
治
療
、
糖
尿
病
関
連
疾
患

治
療
、
最
新
のE

SW
L

を
備

え
た
尿
路
結
石
治
療
、
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
地
域
の
要
望
か
ら
本
年
４

月
に
腫
瘍
・
血
液
内
科
と
形
成

外
科
を
開
設
し
、
10
月
か
ら
は

内
科
的
高
度
心
血
管
治
療
も
始

め
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
地
域
の
人
々
も

認
め
る
本
院
の
変
化
は
、
全
て

職
員
自
ら
の
改
善
活
動
の
結
果

で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
し
か
し
解
決
困
難

な
課
題
も
多
く
、
一
部
診
療
科

の
医
師
不
足
に
加
え
て
特
に
今

は
看
護
師
不
足
が
大
き
な
足
か

せ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
専
門
職

は
専
門
職
務
に
集
中
で
き
る
よ

う
に
外
部
委
託
の
補
助
者
を
多

数
求
め
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
も

人
材
不
足
で
す
。IC

U

と
救

急
部
の
開
設
、
リ
ニ
ア
ッ
ク
更

新
、
電
子
カ
ル
テ
導
入
、
患
者

お
よ
び
職
員
満
足
度
向
上
も
課

題
で
す
。
労
働
者
健
康
福
祉
機

構
そ
の
も
の
の
閉
鎖
的
自
己
完

結
型
環
境
の
打
破
も
労
災
病
院

発
展
の
た
め
に
不
可
欠
で
す
。

　

平
成
21
年
度
か
ら
の
病
院
改

築
が
夢
で
す
が
、
な
り
は
小
さ

く
と
も
高
機
能
高
回
転
高
品
質

の
病
院
と
し
て
日
本
で
も
指
折

り
の
優
良
病
院
と
な
る
よ
う
に

職
員
一
同
力
を
尽
く
し
て
い
ま

す
の
で
お
力
添
え
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

附
属
病
院
ニ
ュ
ー
ス
（
平
成

18
・
７
～
18
・
10
）

○
診
療
教
授
の
称
号
付
与
（
平

成
18
年
７
月
）

　

附
属
病
院
に
お
け
る
診
療
・

研
究
・
教
育
体
制
の
充
実
を
図

る
た
め
、
特
に
臨
床
面
で
優
れ

た
業
績
の
あ
る
医
学
研
究
院
又

は
附
属
病
院
の
助
教
授
又
は
講

師
に
対
し
て
「
診
療
教
授
」
の

称
号
を
付
与
す
る
こ
と
を
決
定

し
た
。
な
お
、
現
在
適
任
者
を

選
考
中
で
あ
る
。

○
看
護
師
確
保
対
策
室
の
設
置

（
平
成
18
年
10
月
）

　

附
属
病
院
に
お
け
る
看
護
師

確
保
対
策
・
離
職
防
止
策
を
恒

常
的
に
進
め
て
い
く
た
め
の
組

織
と
し
て
、
医
師
、
看
護
部
及

び
事
務
部
で
構
成
す
る
「
看

護
師
確
保
対
策
室
」（
室
長
：

齋
藤
病
院
長
）
を
設
置
し

た
。
な
お
、
現
在
同
室
を

中
心
に
全
国
の
看
護
師
・

助
産
師
養
成
施
設
に
対
し

て
看
護
職
員
の
募
集
（
訪

問
）
を
医
師
、
看
護
師
及

び
事
務
職
員
の
協
力
の
も

と
展
開
し
て
い
る
。

○
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に

よ
る
医
療
費
の
精
算
（
平

成
18
年
10
月
）

　

患
者
サ
ー
ビ
ス
（
満
足

度
）
の
向
上
を
図
る
た
め
、
現

金
に
加
え
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
（
デ
ビ
ッ
ト
カ
ー
ド
は
不

可
）
の
利
用
が
可
能
な
診
療
費

自
動
支
払
機
を
導
入
し
た
。

○
千
葉
大
学
名
誉
博
士
号
に
つ

い
て
（
平
成
18
年
10
月
）

　

本
学
に
お
け
る
教
育
研
究
上

多
大
な
功
績
を
残
し
た
と
し

て
、
日
本
医
師
会
会
長　

唐
澤

祥
人
氏
（
昭
和
43
年
３
月
千
葉

大
学
医
学
部
卒
業
）
に
対
し

て
、
千
葉
大
学
名
誉
博
士
号
の

称
号
が
贈
ら
れ
た
。

　

千
葉
市
立
青
葉
病
院
は
2003
年

５
月
、
旧
千
葉
市
立
病
院
の
真

向
か
い
に
地
下
１
階
、
地
上
５

階
の
新
病
院
を
新
築
し
名
称
を

変
え
開
院
し
ま
し
た
。
千
葉
市

立
海
浜
病
院
と
と
も
に
千
葉
市

民
の
健
康
を
支
え
る
中
核
病
院

と
し
て
再
整
備
さ
れ
た
も
の

で
、
千
葉
市
医
師
会
と
の
連
携

に
よ
る
在
宅
医
療
支
援
を
含
め

た
地
域
連
携
と
、
市
民
か
ら
要

望
の
強
い
救
急
医
療
の
充
実
が

中
心
で
す
が
、
血
液
疾
患
・
感

染
症
・
精
神
医
療
な
ど
の
特
殊

医
療
や
、
高
齢
化
対
応
・
災
害

時
対
応
な
ど
を
主
要
な
課
題
と

し
て
い
ま
す
。

　

新
病
院
の
設
立
に
は
、
前
院

長
の
平
井
昭
先
生
（
現
名
誉
院

長
）
の
並
々
な
ら
ぬ
努
力
に
負

う
と
こ
ろ
が
大
き
く
、
立
ち
上

げ
ま
で
の
ご
苦
労
談
が
千
葉
県
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▪ 

独
立
行
政
法
人
労
働
者
健
康
福
祉
機
構

　
　
　

千
葉
労
災
病
院

　
　

地
域
医
療
支
援
病
院
を
目
指
し
て

院
長　

深　

尾　
　
　

立
（
昭
39
）　

千
葉
大
学
医
学
部

病
院
長　

齋　

藤　
　
　

康　▲ 唐澤会長（左）に名誉博士記を
手渡す齋藤病院長（右）

▪ 

千
葉
市
立
青
葉
病
院

　

医
療
の
主
体
は
「
人
」
を
忘
れ
ず

院
長　

更　

科　

廣　

實
（
昭
42
）　



ゐ
の
は
な
会
誌
（
2004
年
）
に
詳

細
に
記
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

と
く
に
早
い
時
期
（
1992
年
頃
）

か
ら
電
子
カ
ル
テ
を
基
幹
と
す

る
情
報
シ
ス
テ
ム
の
採
用
を
決

断
さ
れ
、
開
院
と
同
時
に
立
ち

上
げ
た
完
全
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
の

電
子
カ
ル
テ
は
、
こ
れ
か
ら
の

時
代
を
切
り
開
く
新
し
い
先
駆

け
と
な
り
ま
し
た
。
開
院
後
３

年
に
し
て
こ
の
運
用
も
軌
道
に

乗
り
、
問
診
、
診
察
、
検
査
、

画
像
診
断
、
処
方
、
予
約
な
ど

の
情
報
が
一
元
化
さ
れ
、
こ
れ

に
よ
る
情
報
の
共
有
化
と
各
職

種
間
の
連
携
に
よ
り
理
想
的
な

チ
ー
ム
医
療
が
育
っ
て
き
ま
し

た
。
ま
だ
ま
だ
多
く
の
改
良

点
・
整
備
事
項
が
残
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
次
世
代
電
子
カ
ル
テ

に
伴
う
技
術
改
良
を
見
据
え
な

が
ら
、
海
浜
病
院
と
の
情
報
シ

ス
テ
ム
の
共
同
開
発
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
両
病

院
が
協
力
し
て
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ

ン
ト
ホ
ス
ピ
タ
ル
を
目
指
し
、

地
域
へ
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
さ

ら
な
る
向
上
を
図
っ
て
行
き
ま

す
。

　

当
院
の
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
、

医
療
の
主
体
は
「
人
」
で
あ

り
『
人
と
人
の
間
』
に
し
か
存

在
し
な
い
こ
と
を
忘
れ
な
い
た

め
、『
わ
か
り
や
す
く
納
得
の

い
く
医
療
を
、
心
の
こ
も
っ
た

笑
顔
で
』
と
い
う
基
本
理
念
を

宣
言
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
十
分

な
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン
セ
ン

ト
の
も
と
、
透
明
性
の
あ
る
医

療
、
患
者
さ
ん
が
安
心
し
て
治

療
を
受
け
ら
れ
る
癒
し
の
場
の

提
供
を
目
指
し
た
も
の
で
、
す

べ
て
の
職
員
が
こ
の
理
念
に
沿

い
一
致
団
結
し
努
力
し
て
い
ま

す
。

　

私
は
1996
年
に
千
葉
大
学
第
一

外
科
か
ら
当
院
へ
外
科
部
長
と

し
て
赴
任
し
、
今
年
４
月
に
院

長
に
就
任
し
ま
し
た
。
診
療
局

長
・
副
院
長
と
し
て
の
10
年
間

に
、
平
井
前
院
長
や
千
葉
市
医

師
会
の
先
輩
方
か
ら
地
域
医
療

の
現
状
と
問
題
点
、
青
葉
病
院

と
し
て
の
取
り
組
み
方
な
ど
を

教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
は
救
急
医
療
を
含
め
さ
ら

な
る
「
医
療
の
質
」
の
向
上
を

目
指
し
な
が
ら
、
臨
床
研
修
医

や
看
護
師
の
養

成
に
力
を
注
ぎ

た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ

ら
を
通
し
、「
与

え
る
こ
と
が
ま

た
、
受
け
る
こ

と
で
あ
る
」
と

い
う
良
寛
の
こ

こ
ろ
を
、
多
く

の
職
員
に
伝
え

ら
れ
れ
ば
と
念

じ
て
い
ま
す
。

　

幸
に
し
て
、

当
院
は
千
葉
大

学
医
学
部
附
属

病
院
に
隣
接

し
、
良
い
立
地

条
件
に
恵
ま
れ
て
お
り
、
各
科

の
ス
タ
ッ
フ
に
は
そ
れ
ぞ
れ
実

力
の
あ
る
医
師
60
名
が
揃
い
、

少
し
ず
つ
診
療
実
績
も
向
上
し

て
参
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
旧
市

立
病
院
時
代
か
ら
育
ま
れ
て
き

た
職
員
全
体
の
家
庭
的
雰
囲
気

も
残
っ
て
お
り
、
各
科
・
各
部

署
間
の
垣
根
の
低
い「
人
の
和
」

が
す
く
す
く
育
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
こ
と
は
院
長
と
し
て

冥
加
に
尽
き
ま
せ
ん
が
、
今
後

の
当
院
の
発
展
の
た
め
に
諸
先

輩
の
ご
指
導
を
仰
ぎ
、
当
院
の

ご
紹
介
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

（
千
葉
市
立
青
葉
病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w.city.chiba.jp/
hokenfukushi/kenkou/
aobabyoin/contents/

）

　

千
葉
県
こ
ど
も
病
院
は
1988
年

に
設
立
さ
れ
た
小
児
の
総
合
医

療
施
設
で
、
一
般
の
医
療
機
関

で
は
対
応
が
困
難
な
こ
ど
も
の

病
気
に
対
し
て
専
門
診
療
科
の

立
場
か
ら
診
断
と
治
療
お
よ
び

付
随
す
る
相
談
や
指
導
を
行
っ

て
い
ま
す
。
現
在
は
小
児
の

内
科
系
診
療
科
12
科
、
外
科

系
診
療
科
10
科
の
診
療
体
制

で
、PIC

U

、N
IC

U

を

含

め
て
203
床
の
稼
働
病
床
を
65
人

の
医
師(

医
員
含
む)

と
253
人

の
看
護
師
な
ど
合
計
373
人
の
職

員
で
運
営
し
て
い
ま
す
。
2005
年

度
の
病
院
指
標
は
外
来
延
べ
患

者
数
78,827
人
、
入
院
延
べ
患
者
数

60,629
人
、
病
床
稼
働
率
86.5
％
、
平

均
在
院
日
数
15.1
日
で
し
た
。
2002

年
３
月
に
は
全
国
の
小
児
総
合

医
療
施
設
と
し
て
初
め
て
日
本

医
療
機
能
評
価
機
構
の
認
定
を

受
け
た
ほ
か
、
2004
年
12
月
に
は

千
葉
市
か
ら
県
内
３
番
目
の
地

域
医
療
支
援
病
院
の
承
認
を
得

て
、
名
実
と
も
に
県
内
小
児
医

　

小
児
科

の
病
床
数

は
全
国
で
36,189

床(

2002
年)

あ

り
、
そ
の
う

ち
自
治
体
病

院
が
持
つ
病

床
数
が
13,196
床

（
36.5
％
）
を
占

め
、
以
下
大

学
附
属
病

院
（
16.0
％
）、

国
立
病
院
系

（
13.9
％
）、
日

赤
（
5.7
％
）と

続
き
ま
す
。

こ
れ
に
対
し

私
立
・
医
療

法
人
立
病
院

の
小
児
科
病

床
数
は
全
体
の
9.2
％
に
過
ぎ

ず
、
人
手
が
か
か
り
不
採
算
部

門
と
言
わ
れ
る
小
児
医
療
は
圧

倒
的
に
自
治
体
を
中
心
と
す
る

公
的
機
関
に
依
存
し
た
状
況
が

明
ら
か
で
す
。
さ
ら
に
少
子
化

傾
向
に
呼
応
す
る
よ
う
に
、
2004

年
10
月
時
点
で
小
児
科
を
標
榜

す
る
一
般
病
院
は
7,999
施
設
中
3,231

施
設 (

40.4
％)

と
な
り
、
1994
年

の
3,938
施
設 (

45.6
％)

か
ら
毎
年

減
少
を
続
け
て
い
ま
す
。
一
般

診
療
所
も
同
期
間
に
34.3
％
か
ら

27.3
％
へ
と
減
少
し
ま
し
た
。
こ

の
間
に
小
児
科
医
は
全
体
で
13,446

人
か
ら
14,677
人
へ
、
ま
た
病
院
勤

務
医
も
7,714
人
か
ら
8,393
人
へ
と
増

加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
マ
ク

ロ
的
に
は
小
児
科
医
の
不
足
は

絶
対
数
の
不
足
か
ら
来
る
と
い

う
よ
り
も
、
病
院
数
の
減
少
に

伴
う
偏
在
も
し
く
は
集
約
の
結

果
で
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

し
か
し
医
師
数
が
減
っ
て
い
な

い
と
し
て
も
、
残
っ
た
病
院
の

小
児
病
床
に
は
よ
り
重
症
度
の

高
い
患
者
が
増
加
す
る
こ
と
に

な
り
、
病
院
勤
務
医
の
繁
忙
感

は
年
々
増
し
て
い
ま
す
。
15
才

未
満
の
小
児
人
口
10
万
人
に
対

す
る
我
が
国
の
小
児
科
医
数
は

79.9
人
で
ア
メ
リ
カ
の
56.5
人
に
比

べ
て
多
い
も
の
の
、
一
施
設
あ

た
り
の
小
児
科
医
数
が
2.5
人
と

少
な
い
こ
と
も
、
一
人
の
医
師

が
離
脱
す
る
と
そ
の
分
の
負
担

療
の
セ
ン
タ
ー
的
施
設
と
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

当
院
を
含
め
た
県
立
の
７
病

院
は
2004
年
度
か
ら
県
庁
健
康
福

祉
部
の
管
轄
を
離
れ
、
事
業
管

理
者
と
し
て
の
病
院
局
長
の
も

と
に
公
営
企
業
法
の
全
部
適
用

（
全
適
）
に
よ
る
事
業
展
開
を

行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
経
営
形

態
変
化
の
根
底
に
は
千
葉
県
を

始
め
と
す
る
全
国
の
自
治
体
病

院
の
65.4
％
（
2004
年
度
）
が
経
常

損
益
で
赤
字
を
出
し
て
い
る
一

方
で
、
2001
年
か
ら
全
適
に
移
行

し
た
埼
玉
県
病
院
事
業
が
収
支

を
改
善
し
た
と
い
う
事
実
が
あ

り
ま
す
。
す
な
わ
ち
千
葉
県
の

病
院
事
業
に
お
い
て
も
厳
し
い

財
政
状
況
を
考
慮
し
て
、
良
質

な
公
的
医
療
の
提
供
を
進
め
る

一
方
で
経
営
意
識
を
も
っ
た
病

院
運
営
が
求
め
ら
れ
た
も
の
と

考
え
ま
す
。
そ
れ
は
当
院
の
よ

う
な
小
児
専
門
医
療
の
現
場
に

お
い
て
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
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葉
県
こ
ど
も
病
院

　

千
葉
県
こ
ど
も
病
院
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

院
長　

伊　

達　

裕　

昭
（
昭
50
）　

2005
年
の
合
計
特
殊
出
生
率
が
1.25
と
過
去
最
低
を
更
新
し
、

2004
年
を
ピ
ー
ク
に
我
が
国
は
い
よ
い
よ
人
口
減
少
時
代
に

入
り
ま
し
た
。
他
に
類
を
見
な
い
少
子
高
齢
化
社
会
で
の

小
児
医
療
お
よ
び
千
葉
県
こ
ど
も
病
院
の
現
状
に
つ
い

て
、
私
見
を
述
べ
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。



増
に
耐
え
き
れ
ず
雪
崩
現
象
の

よ
う
に
医
師
の
離
職
が
進
む
要

因
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

小
児
医
療
従
事
者
、
特
に
病

院
勤
務
医
に
掛
か
る
負
担
は

様
々
で
す
。
た
と
え
ば
小
児
救

急
医
療
は
成
人
の
そ
れ
と
異
な

り
、
た
ぶ
ん
に
時
間
外
診
療

の
求
め
に
通
じ
る
も
の
が
あ

り
、
必
ず
し
も
重
症
で
は
な
く

と
も
時
間
外
の
突
発
的
な
症
状

に
対
し
て
親
の
不
安
を
軽
減
で

き
る
よ
う
な
対
応
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
そ
の
一
方
で
受
診
す
る

親
は
専
門
性
を
求
め
て
夜
間
・

休
日
も
病
院
の
小
児
科
医
の
診

察
を
希
望
す
る
た
め
、
彼
ら
に

当
直
・
休
日
勤
務
が
重
な
り
過

酷
な
状
況
に
陥
る
傾
向
が
あ
り

ま
す
。
少
な
い
こ
ど
も
を
大
切

に
育
て
よ
う
と
す
る
時
代
の
変

化
と
、
子
育
て
の
経
験
者
が
同

居
し
な
い
若
い
親
が
増
加
し
た

核
家
族
化
の
社
会
構
造
が
そ
の

背
景
に
存
在
し
ま
す
。
ま
た
病

院
小
児
科
医
の
平
均
年
齢
が
39.8

才
（
2002
年
）
で
あ
る
の
に
対
し
、

診
療
所
小
児
科
医
は
58.4
才
で
、

60
才
以
上
が
40.4
％
を
占
め
る
こ

と
も
、
一
次
救
急
医
療
体
制
の

維
持
が
困
難
で
病
院
勤
務
医
に

負
担
が
増
す
原
因
に
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
他
、
在
院
日
数
の

短
縮
化
が
も
た
ら
す
入
院
患
者

の
重
症
化
、
患
者
の
権
利
意
識

や
医
療
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
と
多

様
化
へ
の
対
応
、
診
療
上
の
ト

ラ
ブ
ル
か
ら
訴
訟
の
リ
ス
ク
に

さ
ら
さ
れ
る
ス
ト
レ
ス
、
勤
務

に
見
合
う
だ
け
の
処
遇
が
与
え

ら
れ
な
い
こ
と
へ
の
不
満
な
ど

が
、
い
ま
小
児
医
療
従
事
者
全

体
を
疲
弊
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

本
来
、
労
働
集
約
的
で
あ
る

は
ず
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
医
療

従
事
者
の
使
命
感
、
倫
理
観
と

自
己
犠
牲
に
依
存
し
て
き
た
こ

れ
ま
で
の
医
療
体
制
は
も
は
や

崩
壊
寸
前
で
す
。
医
師
の
パ

タ
ー
ナ
リ
ズ
ム
か
ら
患
者
の
意

思
尊
重
へ
と
医
療
が
変
化
す
る

中
で
、
患
者
の
満
足
度
向
上
も

重
要
な
課
題
で
す
が
、
そ
れ
は

医
療
従
事
者
の
仕
事
や
職
場
に

対
す
る
満
足
度
が
向
上
す
る
こ

と
無
し
に
は
達
成
で
き
な
い
課

題
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

当
院
の
場
合
は
小
児
の
総
合

医
療
施
設
と
し
て
小
児
科
診
療

の
み
な
ら
ず
外
科
系
診
療
科
に

つ
い
て
も
各
専
門
領
域
の
小
児

の
専
門
家
に
よ
る
対
応
が
求
め

ら
れ
て
お
り
、
医
師
充
足
の
問

題
は
よ
り
深
刻
で
す
。
幸
い
千

葉
大
学
の
各
診
療
科
の
強
い
ご

支
援
を
い
た
だ
く
こ
と
で
診
療

体
制
の
縮
小
な
ど
の
措
置
を
と

る
こ
と
な
く
経
過
で
き
て
は
い

ま
す
が
、
日
々
の
病
院
運
営
に

は
薄
氷
を
踏
む
思
い
で
す
。

　

こ
う
し
た
小
児
医
療
の
現
況

を
考
慮
し
、
小
児
救
急
に
つ
い

て
は
当
院
が
地
域
医
療
支
援
病

院
と
し
て
千
葉
市
・
山
武
郡
・

茂
原
市
長
生
郡
・
市
原
市
の
各

医
師
会
と
の
間
に
連
携
（
登
録

医
350
名
）
を
進
め
、
千
葉
市
周

辺
地
域
を
含
め
た
二
次
救
急
の

依
頼
に
も
積
極
的
に
対
応
す
る

よ
う
体
制
を
整
備
し
ま
し
た
。

今
後
は
さ
ら
に
他
の
二
次
医
療

圏
に
支
援
機
能
を
拡
大
し
て
、

各
地
域
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
二
次

救
急
に
対
応
す
る
こ
と
も
考
え

て
い
ま
す
。
し
か
し
当
院
が
一

次
救
急
を
含
め
て
県
内
全
域
の

小
児
患
者
を
同
レ
ベ
ル
で
診
る

こ
と
は
現
在
の
病
院
体
制
の
中

で
は
不
可
能
で
あ
り
、
地
域
特

性
を
考
慮
し
た
小
児
科
医
の
集

約
化
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
整

備
す
る
必
要
性
が
明
ら
か
で

す
。
当
院
は
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
中
核
病
院
と
し
て
、
各
地

域
小
児
科
セ
ン
タ
ー
病
院
か
ら

紹
介
さ
れ
た
入
院
治
療
を
要
す

る
患
者
に
対
応
す
べ
き
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
他
に
も
県

全
域
の
小
児
医
療
提
供
体
制
の

中
で
は
周
産
期
医
療
、
小
児
在

宅
医
療
の
充
実
な
ど
が
今
後
引

き
続
き
解
決
す
べ
き
課
題
と
し

て
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
少
子
化
社
会
に
加

え
医
療
費
抑
制
・
医
師
偏
在
の

医
療
環
境
の
中
で
、
小
児
医
療

の
未
来
は
暗
い
の
で
し
ょ
う

か
？
厚
労
省
が
研
修
２
年
目
の

医
師
2,154
人
を
対
象
に
行
っ
た
意

識
調
査
で
は
、
小
児
科
は
外
科

と
並
ん
で
「
専
門
と
し
た
い
診

療
科
」
の
８
％
を
占
め
、
内
科

の
14
％
に
次
ぐ
希
望
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
し
て
今
夏
の
県
立
病

院
群
の
レ
ジ
デ
ン
ト
応
募
状
況

を
見
て
も
小
児
科
志
望
者
は
多

く
、
こ
ど
も
達
を
愛
し
、
こ
ど

も
達
の
健
康
の
た
め
に
力
に
な

り
た
い
と
思
う
こ
れ
ら
の
若
い

医
師
達
が
い
る
限
り
、
小
児
医

療
の
未
来
は
決
し
て
暗
く
は
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て

適
切
な
研
修
、
指
導
の
場
を
提

供
す
る
こ
と
で
彼
ら
の
医
師
と

し
て
の
夢
の
実
現
を
支
援
し
、

千
葉
県
の
小
児
医
療
の
す
そ
野

を
広
げ
る
こ
と
も
当
院
が
果
た

す
べ
き
大
き
な
役
目
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
ま
す
。

　

個
人
が
人
そ
れ
ぞ
れ
の
夢
を

も
ち
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
生

き
て
い
く
よ
う
に
、
組
織
に
は

組
織
と
し
て
の
夢
と
目
標
が
あ

り
ま
す
。
現
在
の
医
療
環
境
は

こ
う
し
た
夢
や
目
標
を
抱
き
に

く
い
状
況
か
も
知
れ
ま
せ
ん

が
、「
最
高
水
準
の
医
療
と
保

健
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と

で
、
未
来
あ
る
こ
ど
も
達
の
心

身
の
健
全
な
育
成
を
め
ざ
す
」

と
い
う
当
病
院
が
組
織
と
し
て

掲
げ
る
夢
の
実
現
に
向
け
て
、

今
後
も
微
力
を
尽
く
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

ゐ
の
は
な
同
窓
会
の
皆
様
の

ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

(

千
葉
県
こ
ど
も
病
院

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
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平
成
18
年
６
月
24
日
長
野
市

の
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
に

て
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。
会
長

熊
谷
信
夫
（
昭
28
）・
会
員
総

数　

74
名
、
参
加
会
員
22
名

　

今
回　

①
会
則
の
改
正
②
三

年
に
一
度
の
同
窓
会
報
の
発
行

が
決
議
さ
れ
た
。

　

つ
ぎ
に
千
葉
大
学
ゐ
の
は
な

同
窓
会
副
会
長
小
幡
裕
先
生
よ

り
「
千
葉
大
学
ゐ
の
は
な
同
窓

会
の
現
況
」、
お
も
に
千
葉
大

学
医
学
部
創
立
135
周
年
記
念
事

業
計
画
の
こ
と
、
唐
澤
祥
人
氏

の
日
本
医
師
会
長
就
任
に
つ
い

て
お
話
頂
い
た
。

　

記
念
講
演
は
千
葉
大
学
大
学

院
脳
外
科
教
授
佐
伯
直
勝
先
生

よ
り
「
脳
神
経
外
科
医
療
の
進

歩―

低
侵
襲
医
療
を
中
心
に
」

と
題
し
、
内
視
鏡
に
よ
る
脳
外

科
手
術
に
つ
い
て
ご
講
演
い
た

だ
い
た
。

　

懇
親
会
で
は
、一
人
ず
つ
、
新

人
は
自
己
紹
介
、
古
参
会
員
は
思

い
出
話
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で

の
報
告
を
し
合
い
、
和
気
あ
い
あ

い
の
う
ち
に
終
了
、
三
年
後
の
再

会
を
約
束
し
散
会
と
な
っ
た
。

出
席
者
：
左
か
ら

前
列
：
菅
谷
健
彦
（
昭
33
）、

武
市
亨
（
昭
28
）、
佐
伯
直
勝

（
昭
50
）、
小
幡
裕
（
昭
28
）、

熊
谷
信
夫
（
昭
28
）、
重
松
秀

一
（
昭
39
）、
春
日
建
邦
（
昭

34
）、
横
山
宏
（
昭
34
）

中
列
：
夏
目
隆
一
（
昭
32
）、

福
田
淳
（
昭
41
）、
吉
田
貞
利

（
昭
33
）
野
本
高
志
（
昭
38
）、

秋
谷
徹
（
昭
50
）、
笠
井
妥
陵

（
昭
42
）、
宮
坂
斉
（
昭
42
）、

野
口
徹
男
（
昭
34
）
内
藤
威

（
昭
48
）

後
列
：
柳
沢
寛
一
（
昭
40
）、

内
田
治
男
（
昭
59
）、
熊
谷
信

平
（
平
13
院
）、
栗
田
純
夫
（
昭

59
）、
松
林
巖
（
昭
54
）、
森
広

雅
人
（
平
７
）

写
真
撮
影
前
に
退
出
：
片
倉
達

（
山
梨
医
・
平
５
）（

内
藤　

威
）

ゐ の は な 同 窓 会 報



名
で
、
そ
れ
ぞ
れ
自
己
紹
介
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
、
母
校
か
ら
の
ゲ
ス
ト

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
昨

年
、
母
校
よ
り
山
梨
大
学
附
属

病
院
救
急
部
・
集
中
治
療
部
の

教
授
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
松
田

先
生
よ
り
、
ご
自
身
の
研
究
の

歩
み
や
、
救
急
部
・
集
中
治
療

部
で
の
実
績
や
症
例
の
提
示
、

千
葉
大
学
医
学
部
の
様
子
、
な

ど
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ

き
、
会
員
一
同
興
味
深
く
拝
聴

い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
現
在
、
山
梨
大
学
医

学
部
皮
膚
科
に
お
ら
れ
る
松
江

弘
之
助
教
授
が
、
こ
の
度
、
母

校
の
皮
膚
科
教
授
に
就
任
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
、
出
席
し
た
会

員
一
同
よ
り
お
祝
い
を
申
し
上

げ
、
ま
た
、
ご
本
人
よ
り
ご
挨

拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

幹
事
（
中
澤
肇
、相
原
正
男
）

よ
り
会
務
報
告
・
会
計
報
告
が

あ
り
、
懇
親
会
で
は
、
出
席
の

会
員
一
人
一
人
が
近
況
や
、
な

つ
か
し
い
思
い
出
話
を
話
さ

れ
、
な
ご
や
か
に
楽
し
い
一
時

を
過
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

出
席
者
：
左
か
ら

前
列
：
小
林
清
房
（
昭
27
）、

　

沖
縄
ゐ
の
は
な
同
窓
会
は
会

長
の
嶺
井
進
先
生
（
昭
38
、
脳

外
）
他
会
員
48
名
で
構
成
さ
れ

て
い
て
、年
１
回
同
窓
会
総
会
・

懇
親
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

昨
年
（
平
成
17
年
）
は
会
員
の

照
屋
功
先
生
（
昭
44
）、
上
江

州
邦
弘
先
生
（
昭
47
）
が
ご
逝

去
さ
れ
、
ま
た
会
員
の
ご
子
息

や
ご
両
親
が
亡
く
な
ら
れ
た
り

と
辛
い
一
年
だ
っ
た
の
で
す

が
、
今
年
は
そ
う
い
う
不
幸
も

な
く
会
員
は
皆
元
気
で
懇
親
会

に
参
加
し
、
予
定
時
間
も
オ
ー

バ
ー
す
る
ほ
ど
歓
談
に
興
じ
て

い
ま
し
た
。
懇
親
会
は
例
年
だ

と
７
〜
８
月
に
行
わ
れ
る
の
で

す
が
、
今
年
は
人
間
ド
ッ
ク
学

生
は
同
じ
囲
碁
ク
ラ
ブ
と
い
う

こ
と
で
世
代
を
超
え
た
話
に
弾

ん
で
い
る
よ
う
で
し
た
。
吉
井

輿
志
彦
先
生
（
昭
44
）
は
、
筑

波
大
か
ら
琉
大
へ
赴
任
さ
れ
た

ご
自
分
の
体
験
も
ふ
ま
え
、
沖

縄
が
癒
し
の
島
で
あ
る
こ
と
を

話
し
、
沖
縄
へ
移
住
す
る
こ
と

を
勧
め
て
い
ま
し
た
。

　

来
年
は
団
塊
の
世
代
が
大
量

退
職
す
る
こ
と
で
、
沖
縄
へ
の

移
住
も
注
目
さ
れ
て
い
る
昨
今

で
す
が
、
沖
縄
ゐ
の
は
な
同
窓

会
に
は
県
外
の
会
員
も
多
く
、

千
葉
大
卒
で
沖
縄
県
内
で
就
職

或
い
は
生
活
し
た
こ
と
の
あ
る

人
や
千
葉
大
以
外
で
も
千
葉
県

出
身
で
県
内
に
在
住
し
て
い
る

方
な
ど
す
べ
て
歓
迎
し
て
い
ま

す
。
ご
縁
が
あ
る
と
思
わ
れ
る

方
か
ら
の
ご
連
絡
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

事
務
局
：
沖
縄
赤
十
字
病
院

電
話  

０
９
８-

８
５
３-

３
１
３
４

FA
X

  

０
９
８-

８
３
３-

４
７
９
３

E
-m

ailm
iya-16@

nirai.ne.jp

　

小
児
科　

宮
城
裕
之

　

外　

科　

大
嶺　

靖

出
席
者
：
左
か
ら

前
列
：
安
里
洋
（
昭
33
）、
真

壁
仁
（
専
27
）、
岩
垂
信
（
昭

26
）、
小
野
幸
雄
（
昭
37
）、
嶺

井
進
（
昭
38
）、村
上
信
乃
（
昭

39
）

中
列
：
伊
佐
真
之
（
昭
62
）、

真
栄
城
弘
史
（
昭
44
）、
吉
井

輿
志
彦（
昭
44
）、堀
川
義
文（
昭

43
）、
仲
尾
清
（
昭
43
）、
大
久

保
和
明
（
昭
47
）、
渡
邉
夫
人
、

小
野
夫
人
、古
謝
景
春（
昭
39
）、

渡
邉
攻
（
昭
40
）

後
列
：
山
城
豊
（
昭
53
）、
宮
城

武
篤
（
昭
55
）、大
嶺
靖
（
昭
57
）、

中
山
朝
行
（
昭
51
）、
崎
山
八
郎

（
昭
58
）、
潮
平
芳
樹
（
昭
55
）、

与
儀
裕
（
昭
45
）、宮
城
裕
之
（
昭

52
）、
喜
屋
武
邦
雄
（
昭
56
）

（
宮
城
裕
之
）
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平
成
18
年
７
月
14
日
に
、
山

梨
ゐ
の
は
な
同
窓
会
が
甲
府
市

の
「
古
名
屋
ホ
テ
ル
」
で
、
会

員
41
名
中
18
名
の
出
席
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
物
故
会
員
（
岩
沢
敬

先
生
、
池
谷
清
一
先
生
）
へ
黙

祷
し
、
次
に
横
山
宏
会
長
よ
り

ご
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。ま
た
、

横
山
会
長
が
山
梨
支
部
を
代
表

し
て
出
席
さ
れ
た
「
全
国
ゐ
の

は
な
会
総
会
」、「
東
京
ゐ
の
は

な
会
」、「
栃

木
ゐ
の
は
な

会
」、「
唐

澤
先
生
激
励

会
」
な
ど
の

ご
報
告
を
し

て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

今
回
、
新

し
く
入
会
さ

れ
た
先
生

は
、
松
田
兼

一
先
生
（
平

元
、
山
梨
大

学
附
属
病
院

救
急
部
・
集

中
治
療
部
教

授
）、
野
口

佐
綾
香
先
生

（
平
15
、
山

梨
大
学
医
学

部
小
児
科
、

医
員
）
の
２

横
山
宏
（
専
25
）、
佐
々
木
芳

岡
（
専
19
）、
原
山
嘉
彦
（
専

24
）、
山
下
泰
徳
（
昭
28
）

中
列
：
野
口
佐
綾
香
（
平
15
）、

花
輪
孝
雄
（
昭
45
）、
山
口
正

敏
（
昭
39
）、保
坂
達
（
専
27
）、

相
原
正
男
（
昭
56
）、
古
屋
好

美
（
昭
53
）

後
列
：
松
田
兼
一
（
平
元
）、

鶴
田
好
孝
（
昭
54
）、
松
江
弘

之
（
昭
62
）、清
水
天
（
昭
39
）、

三
井
静
（
昭
38
）、中
澤
肇
（
昭

52
）

写
真
撮
影
前
に
退
出
：
近
藤
茂

（
専
27
）

（
中
澤　

肇
）

会
が
沖
縄
で
あ
る
と
い
う
こ
と

で
、
そ
れ
に
併
せ
て
９
月
14
日

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

沖
縄
は
、
以
前
は
世
界
一
の

長
寿
国
で
あ
る
日
本
の
な
か
で

も
、
さ
ら
に
男
女
共
に
日
本
一

で
あ
る
と
い
う
文
字
通
り
世
界

一
の
長
寿
県
で
あ
り
ま
し
た

が
、
最
近
は
そ
れ
も
危
う
い
も

の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
男

性
で
は
１
位
か
ら
26
位
に
下
落

し
〝
26
シ
ョ
ッ
ク
〞
な
ど
と
言

わ
れ
話
題
に
も
な
っ
て
い
ま

す
。
日
常
の
生
活
、
特
に
車

社
会
に
お
け
る
運
動
不
足
や

フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
に
代
表
さ

れ
る
食
生
活
の
欧
米
化
な
ど
の

変
化
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
今
回
沖
縄
で
人
間

ド
ッ
ク
学
会
が
開
催
さ
れ
る
こ

と
は
極
め
て
意
義
が
大
き
く
、

さ
ら
に
、
注
目
の
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
が
取
り
上
げ
ら
れ

た
こ
と
は
タ
イ
ム
リ
ー
な
テ
ー
マ

で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
懇
親
会
に
は
、
県
外

か
ら
ゲ
ス
ト
と
し
て
、
小
野
幸

雄
先
生
ご
夫
妻
、
渡
邉
攻
先
生

ご
夫
妻
、
村
上
信
乃
先
生
に
参

加
し
て
い
頂
き
例
年
以
上
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。
小
野
先
生

と
会
員
の
与
儀
先
生
、
伊
佐
先
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ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
』に
つ
い
て
、

そ
の
診
断
基
準
か
ら
、リ
ス
ク
、

予
防
法
ま
で
、
実
際
の
症
例
を

交
え
な
が
ら
、
非
常
に
分
か
り

易
く
お
話
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

全
員
で
武
城
教
授
を
囲
ん
で

の
記
念
撮
影
を
行
っ
た
後
、
部

屋
を
懇
親
会
場
に
移
し
、
本
多

満
先
生
の
「
乾
杯
」
の
御
発
声

で
懇
親
会
に
移
り
ま
し
た
。

　

尚
、
当
日
の
出
席
者
は
、
本

位
田
泰
介
会
長
（
昭
28
）
以
下
、

左
記
の
如
く
で
あ
る
。

　

宮
川
準
安
房
医
師
会
会
長
と

上
村
公
平
（
昭
50
）
先
生
は
遅

れ
て
き
た
の
で
写
真
に
入
っ
て

い
ま
せ
ん
。

出
席
者
：
左
か
ら

前
列
：
関
谷
信
平
（
昭
38
）、

原
久
彌（
昭
34
）、貴
家
昭
而（
昭

30
）、
武
城
英
明
（
昭
58
）、
本

位
田
泰
介
（
昭
28
）、
山
田
教

和
安
房
医
師
会
元
会
長
、
青
木

謹
（
昭
36
）、
本
多
満
（
昭
37
）

後
列
：
辻
博
勝
（
平
２
）、
天

野
晋
（
平
３
）、
伊
賀
寧
（
聖

マ
リ
ア
ン
ナ
医
大
・
平
２
）、

渡
辺
啓
治（
昭
61
）、三
田
謙（
平

３
）、
三
階
貴
史
（
平
８
）

（
天
野　

晋
）

　

18
年
度
総
会
報
告

　

平
成
18
年
７
月
８
日
（
土
）

午
後
３
時
よ
り
、
Ｊ
Ｒ
千
葉
駅

ビ
ル
・
ペ
リ
エ
ホ
ー
ル
に
於
い

て
18
年
度
総
会
が
開
催
さ
れ

た
。
栗
原
伸
夫
（
昭
38
）
理
事

の
司
会
に
よ
り
、
初
め
に
17
年

度
物
故
会
員
30
名
の
ご
冥
福
を

祈
っ
て
黙
祷
を
捧
げ
た
。
続
い

て
大
濱
会
長
が
挨
拶
し
、
こ
の

一
年
を
振
り
返
る
と
、
異
常
気

象
に
よ
る
様
々
な
災
害
・
人
為

的
ミ
ス
に
よ
る
交
通
事
故
や
事

件
、
ま
た
未
成
年
者
に
よ
る
殺

害
事
件
の
多
発
そ
し
て
今
月
の

５
日
に
は
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル

発
射
な
ど
、
毎
日
報
道
さ
れ
る

様
々
な
事
柄
に
、
憂
い
や
怒
り

を
感
ず
る
日
々
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
、
唯

一
の
朗
報
は
同
窓
の
43
年
卒
唐

澤
祥
人
先
生
が
４
月
１
日
に
行

な
わ
れ
た
日
本
医
師
会
会
長
選

挙
に
当
選
さ
れ
た
こ
と
で
あ

る
。

　
「
ゐ
の
は
な
同
窓
会
」
の
渡

辺
武
会
長
は
唐
澤
先
生
が
立
候

補
さ
れ
る
と
聞
く
や
、
直
ち
に

１
月
発
行
の
「
ゐ
の
は
な
会

報
」
に
激
励
文
と
唐
澤
先
生
の

立
候
補
挨
拶
状
を
同
封
す
る
こ

と
を
決
断
さ
れ
、
全
国
の
同
窓

生
に
協
力
を
呼
び
か
け
ら
れ

た
。
特
に
地
元
で
あ
る
「
東
京

ゐ
の
は
な
会
」
を
始
め
と
す
る

各
県
「
ゐ
の
は
な
会
」
に
よ
る

選
挙
活
動
が
活
発
に
行
な
わ

れ
、
役
員
選
挙
の
結
果
第
17
代

会
長
に
唐
澤
先
生
が
大
差
で
当

選
さ
れ
た
。

　

さ
て
「
千
葉
県
ゐ
の
は
な

会
」
の
現
状
は
発
足
後
10
年
を

迎
え
る
が
、
相
変
わ
ら
ず
の
沈

滞
ム
ー
ド
で
、
会
員
数
2.000
人
を

擁
す
る
に
も
拘
ら
ず
、
総
会
へ

の
出
席
者
は
数
十
人
と
い
う
現

状
で
あ
る
。
大
学
の
お
膝
元
と
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い
う
こ
と
も
あ
り
、
同
窓
会
会

員
と
し
て
の
メ
リ
ッ
ト
が
少
な

い
と
い
う
こ
と
も
あ
る
か
と
思

わ
れ
る
。
昨
年
11
月
に
行
な
っ

た
会
員
の
意
識
調
査
で
は
「
会

誌
」
第
６
号
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
、
特
に
若
年
層
の
無

関
心
さ
が
目
立
つ
。
今
後
如
何

に
活
性
化
す
る
か
、
多
く
の
会

員
の
方
々
か
ら
ご
意
見
を
頂
き

努
力
し
て
い
き
た
い
と
述

べ
た
。

　

恒
例
に
よ
り
議
長
に
会

長
を
選
出
し
議
事
に
入

り
、
17
年
度
事
業
報
告
と

18
年
度
事
業
計
画
案
に
つ

い
て
加
部
恒
雄
（
昭
44
）

理
事
が
説
明
し
、
17
年

度
会
計
報
告
を
阿
部
一
憲

（
昭
39
）
理
事
、
監
査
報

告
を
小
林
延
年
（
昭
33
）

監
事
が
行
い
総
会
議
事
が

す
べ
て
承
認
さ
れ
た
。

　

続
い
て
来
賓

講
演
と
し
て
大

藤
正
雄
（
昭
29
）

副
会
長
が
座
長

を
務
め
て
、「
新

医
師
臨
床
研
修

制
度
の
千
葉
大

学
附
属
病
院
へ

の
影
響
と
、

そ
の
対
策
」

と
題
し
て
総

合
医
療
教
育

研
修
セ
ン

タ
ー
の
田
辺

政
裕
教
授
が

　

平
成
18
年
６
月
９
日
（
金
）

午
後
６
時
30
分
よ
り
、
安
房
ゐ

の
は
な
会
総
会
が
、
館
山
市
八

幡
の
「
た
て
や
ま
夕
日
海
岸
ホ

テ
ル
」
に
於
い
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
回
は
本
学
内
分
泌
代
謝
内

科
教
授
（
臨
床
遺
伝
子
応
用
医

学
）
武
城
英
明
先
生
を
お
迎
え

し
て
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

定
例
総
会
は

本
位
田
会
長
の

挨
拶
に
始
ま

り
、
平
成
17
年

度
の
収
支
会
計

報
告
、
監
査
報

告
と
円
滑
に
進

行
し
、
無
事
終

了
致
し
ま
し

た
。

　

武
城
英
明
教

授
に
は
、「
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム

の
臨
床

－

脂

質
管
理
の
実

際

－

」
と
題

す
る
講
演
を
し

て
頂
き
ま
し

た
。
最
近
、
何

か
と
話
題
で
、

マ
ス
コ
ミ
を

賑
わ
せ
て
い
る

『
メ
タ
ボ
リ
ッ
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総会風景 会長挨拶

▲

懇
親
会
風
景

遠藤順子先生講演
竹蓋先生乾杯

懇親会風景

懇親会風景

田辺教授講演



　

昭
和
30
年
卒
業
の
昨
年
の
ク

ラ
ス
会
は
卒
後
50
周
年
を
記
念

し
、
記
念
誌
を
発
行
し
、
盛
大

に
実
施
さ
れ
た
が
、
今
年
は
箱

根
湯
本
の
富
士
屋
ホ
テ
ル
で
６

月
10
日
、
つ
つ
ま
し
く
実
施
さ

れ
た
。

　

湯
本
を
選
ん
だ
の
は
混
雑
を

避
け
、
到
着
も
容
易
で
日
帰
り

の
人
に
も
便
利
と
考
え
て
の
こ

と
で
あ
る
。
箱
根
は
過
去
２
回

ク
ラ
ス
会
に
利
用
し
て
い
る
の

で
、
今
更
観
光
で
も
な
い
と
思

い
、
翌
日
の
計
画
は
特
に
し
な

か
っ
た
。

　

当
日
出
席
し
た
の
は
級
友
23

名
と
ご
婦
人
３
人
の
26
名
だ
っ

た
。

　

過
去
１
年
間
に
亡
く
な
っ
た

級
友
は
大
條
景
一
郎
君
、
福
田

俊
夫
君
、
堀
宏
行
君
の
３
名

だ
っ
た
。
３
人
の
冥
福
を
祈
っ

た
後
、
浅
見
敦
君
の
発
声
に
よ

る
乾
杯
で
宴
会
に
入
っ
た
。

　

歓
談
盛
り
上
が
っ
た
と
こ
ろ

幼
児
虐
待
が
増
加
し
て
い
る
事

に
言
及
し
、
そ
の
原
因
の
一
つ

と
し
て
戦
後
の
育
児
が
母
乳
か

ら
粉
乳
に
変
遷
し
た
事
を
挙
げ

て
い
た
。
老
人
施
設
に
携
わ
る

わ
っ
た
。

　

来
年
の
五
五
会
を
何
処
で
や

る
か
の
話
し
合
い
で
は
千
葉
か

東
京
に
固
定
す
る
案
に
決
ま
り

そ
う
だ
っ
た
が
、
埼
玉
県
で
引

き
受
け
た
い
と
言
う
案
が
出

て
、
結
局
、
埼
玉
の
横
田
君
が

　

千
葉
医
科
大
学
昭
和
19
年

（
1944
年
）
10
月
入
学
、
同
23
年

（
1948
年
）
９
月
卒
業
の
ク
ラ
ス

は
、
土も

ぐ
ら龍
会
と
称
し
例
年
９
月

に
会
合
を
持
つ
こ
と
に
し
て
い

る
。
土
龍
会
の
謂
は
以
前
、
伊

東
和
人
君
が
本
誌
に
詳
述
し
て

い
る
が
、
今
年
も
９
月
30
日

（
土
）
午
後
４
時
、
東
京
丸
の

内
、
日
本
工
業
倶
樂
部
会
館
に

於
て
、
宮
崎
、
柴
田
両
当
番
幹

事
の
司
会
で
開
催
さ
れ
た
。
共

に
卒
業
し
た
120
数
人
の
ク
ラ
ス

メ
ー
ト
は
、
卒
後
58
年
と
も
な

る
と
、
次
第
に
少
な
く
な
り
、

現
存
す
る
者
も
全
員
傘
寿
を
超

え
た
今
回
の
出
席
者
は
12
名
だ

け
と
な
っ
た
。

　

昨
年
は
元
気
で
参
会
し
た
窪

田
金
次
郎
、
萩
原
彌
四
郎
両
君

が
、今
年
に
な
っ
て
他
界
さ
れ
、

姿
を
見
る
事
が
出
来
な
く
な
っ

て
痛
恨
至
極
。
又
、
欠
席
の
返

信
に
も
体
調
不
良
の
理
由
が
多

く
、
止
む
を
得
な
い
事
乍
ら
残

念
で
あ
る
。

　

会
は
前
記
両
君
を
追
悼
し
黙

祷
。
次
い
で
再
会
の
乾
杯
、
歓

談
に
移
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
体

驗
に
基
い
た
含
蓄
あ
る
話
題
が

多
く
、
窪
谷
君
は
、
最
近
の
乳

で
一
人
３
分
の
近
況
報
告
に

移
っ
た
。

　

数
え
年
77
（
喜
寿
）
の
者
ど

も
に
し
て
は
元
気
で
仕
事
に
趣

味
に
頑
張
っ
て
い
る
姿
が
見
ら

れ
た
。
そ
の
後
は
二
次
会
、
三

次
会
と
歓
談
が
深
夜
ま
で
に
ぎ

岩
間
、
宮
崎
両
君
と
自
身
で
体

験
し
た
板
垣
君
は
老
人
介
護
問

題
に
つ
い
て
論
じ
、
多
賀
谷
君

は
精
神
神
経
科
的
話
題
を
、
杉

山
君
は
地
域
医
療
に
つ
い
て

等
。
又
そ
の
他

の
者
も
自
身
の

今
迄
の
体
験
を

話
し
た
。
私
共

は
昭
和
６
年

（
1931
年
）
に
始

ま
っ
た
日
中
戦

争
以
来
、
昭
和

20
年
の
太
平
洋

戦
争
終
結
に
至

る
期
間
及
び
戦

後
の
混
乱
期
に

少
青
年
時
代
を

過
し
た
。
卒
業

後
は
土
龍
の
諺

通
り
世
に
出
て

優
れ
た
業
績
を

あ
げ
た
多
く
の

ク
ラ
ス
メ
ー
ト

が
居
る
。

　

来
し
か
た
現

在
、
話
は
つ
き

ず
時
間
が
移
っ

た
が
、
午
後
６

時
過
ぎ
、
次

回
幹
事
を
上

野
、
板
垣
両
君

が
勞
を
と
っ
て

く
れ
る
こ
と
に

な
り
、
再
会
を

期
し
て
散
会
し

た
。

出
席
者
：
左
か

ら前
列
：
窪
谷
満
雄
、宮
崎
隆
次
、

杉
山
靜
也
、
上
野
高
次
、
吉
岡

宏
三
、
岩
間
定
夫
、
板
垣
修
造
、

多
賀
谷
讓

後
列
：
前
田
裕
、
奈
良
四
郎
、

柴
田
鐡
郎

写
真
外
、
工
藤
興
一（吉

岡
宏
三
）
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講
演
さ
れ
、
多
く
の
デ
ー
タ
に

よ
る
分
析
と
今
後
の
問
題
点
に

つ
い
て
示
さ
れ
た
。

　

次
に
特
別
講
演
と
し
て
大
濱

会
長
の
座
長
に
よ
り
、「
心
あ

た
た
か
な
医
療
を
求
め
て
」
と

題
し
て
故
・
遠
藤
周
作
氏
の
夫

人
、
遠
藤
順
子
先
生
が
講
演
さ

れ
た
。
夫
の
作
家
活
動
と
闘
病

生
活
を
支
え
な
が
ら
、
95
年

に
遠
藤
周
作
氏
が
「
文
化
勲

章
」
を
受
章
し
た
翌
年
73
歳
で

永
眠
さ
れ
た
後
も
、「
夫
の
宿

題
」
と
し
て
そ
の
遺
志
を
継

ぎ
、
様
々
な
活
動
に
精
力
的
に

取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
こ
と
、

そ
し
て
夫
の
介
護
・
看
護
の
経

験
か
ら
「
心
あ
た
た
か
な
医

療
」
の
実
現
に
向
け
て
、
一
市

民
の
目
線
か
ら
の
提
言
や
医
療

に
携
わ
る
人
た
ち
へ
の
「
さ
さ

や
か
な
お
願
い
」
な
ど
を
語
ら

れ
た
。

　

そ
の
後
別
室
に
於
い
て
、
市

村
公
道
（
昭
35
）
理
事
の
司
会

に
よ
り
懇
親
会
が
開
か
れ
た
。

大
濱
会
長
の
開
会
の
辞
に
続

き
、
ゐ
の
は
な
同
窓
会
の
渡
辺

武
会
長
の
挨
拶
が
あ
り
、
久
し

ぶ
り
に
ご
出
席
さ
れ
た
最
高
齢

の
竹
蓋
壮
一
郎
（
昭
18
）
先
生

の
矍
鑠
た
る
乾
杯
の
音
頭
で
盛

り
上
が
っ
た
。

　

出
席
者
全
員
に
自
己
紹
介
と

近
況
報
告
を
し
て
頂
き
、
栗
原

伸
夫
理
事
の
閉
会
の
辞
で
お
開

き
と
な
っ
た
。

（
大
濱
博
利
）

ゐ の は な 同 窓 会 報



　

わ
が
昭
和
38
年
卒
ク
ラ
ス
会

は
回
り
持
ち
で
地
方
巡
業
中
で

あ
る
。
平
成
18
年
９
月
30
日
、

初
秋
の
駿
河
の
国
は
三
島
市
三

島
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ

た
。

　

出
席
者
30
名
（
夫
婦
同
伴
者

６
名
）
で
幹
事
は
三
島
市
で
開

業
し
て
い
る
新
堀
茂
君
。
昨
年

は
甲
府
で
行
っ
た
が
今
年
は
よ

う
こ
そ
駿
河
の
国
へ
、
甲
斐
を

見
る
よ
り
駿
河
よ
い
、
秋
の
陽

は
つ
る
べ
落
と
し
、
私
た
ち
の

生
涯
も
ま
さ
に
そ
の
時
期
に
さ

し
か
か
ろ
う
と
し
て
い
る
と
開

催
の
挨
拶
。

　

こ
の
一
年
で
２
人
の
友
を
亡

く
し
た
が
、
会
に
先
立
ち
黙
祷

を
行
な
っ
た
。
長
老
の
沖
田
正

彦
君
の
乾
杯
の
音
頭
に
続
い
て

出
席
者
全
員
近
況
報
告
を
行

な
っ
た
。
現
在
の
生
活
状
況
や

健
康
状
態
に
つ
い
て
話
題
が
集

中
し
た
。
医
療
の
第
一
線
を

退
く
と
様
々
な
生
活
を
楽
し

平
成
十
八
年
度

　

卒
後
50
周
年
記
念

　
　
　
　

祝
賀
会
開
催
と

　
　
「
潮
音
」
特
集
号
の
発
刊

　

平
成
18
年
９
月
９
日
（
土
）

夕
、
わ
が
ク
ラ
ス
は
、
今
年
卒

後
五
十
周
年
を
迎
え
る
に
当
た

り
、
記
念
祝
賀
会
を
、
Ｊ
Ｒ
錦

糸
町
駅
に
近
い
東
武
ホ
テ
ル
レ

バ
ン
ト
東
京
に
て
開
催
し
た
。

出
席
者
は
、
級
友
30
名
、
奥
様

10
名
、
都
合
40
名
の
多
数
で

あ
っ
た
。

　

記
念
写
真
撮
影
後
、
第
一
部

は
松
丸
信
太
郎
君
の
司
会
で
開

会
。
先
ず
、
こ
の
50
年
間
に
亡

く
な
っ
た
級
友
が
27
名
お
り
、

謹
ん
で
黙
祷
を
捧
げ
た
。
つ
い

で
、
ご
婦
人
方
の
ご
紹
介
後
、

小
野
よ
り
ご
挨
拶
。
卒
後
50
周

年
の
お
祝
辞
を
申
し
上
げ
、
わ

が
ク
ラ
ス
会
誌
「
潮
音
」
記
念

特
集
号
の
発
刊
の
経
緯
を
述
べ

た
。
か
つ
て
、山
口
慶
三
君
が
、

平
成
12
年
（
2000
年
）
10
月
、
ミ

レ
ニ
ア
ム
を
記
念
し
て
、
わ
が

ク
ラ
ス
会
の
歩
み
を
写
真
と
感

想
文
と
と
も
に
詳
細
に
編
集
さ

れ
発
刊
さ
れ
た
の
で
、今
回
は
、

級
友
の
こ
の
50
年
の
回
顧
を
中

心
に
寄
稿
し
て
い
た
だ
い
た
。

北
川
君
の
巻
頭
言
を
は
じ
め
、

36
名
（
７
割
）
の
方
の
寄
稿
が

あ
り
、
感
謝
を
述
べ
た
。
本
誌

は
、
級
友
が
こ
の
50
年
間
真
摯

に
歩
ま
れ
た
人
生
の
軌
跡
、
思

い
出
が
如
実
に
記
載
さ
れ
、
た

い
へ
ん
感
銘
を
与
え
る
も
の
で

あ
っ
た
。
本
誌
は
ゐ
の
は
な
同

窓
会
に
も
寄
贈
し
た
。

　

つ
ぎ
に
、
当
日
、
一
番
の
遠

方
（
兵
庫
）
よ
り
参
加
し
た
宇

佐
美
君
よ
り
、
シ
ャ
ン
パ
ン
で

乾
杯
の
音
頭
が
あ
り
、
祝
宴
が

始
ま
っ
た
。
会
食
の
合
間
に
、

今
回
は
、
予
め
200
字
以
内
の
近

況
報
告
を
頂
き
、
編
集
し
て
お

配
り
し
て
あ
る
の
で
、
各
人
か

ら
は
、
簡
単
な
ス
ピ
ー
チ
を
頂

い
た
。
年
の
せ
い
か
、
後
期
高

齢
者
に
属
す
る
わ
れ
わ
れ
は
、

仕
事
の
面
で
は
多
少
セ
ー
ブ
す

る
傾
向
に
あ
り
（
中
に
は
現
役

と
変
わ
ら
ず
張
り
切
っ
て
い
る

方
も
お
ら
れ
る
が
）
一
病
否
多

病
息
災
と
い
う
わ
け
で
、
健
康

に
は
皆
注
意
を
払
っ
て
い
る
。

趣
味
に
も
お
お
い
に
エ
ン
ジ
ョ

イ
さ
れ
、
余
生
を
元
気
に
楽
し

む
傾
向
に
あ
る
の
は
喜
ば
し
い
。

　

ま
た
、
亡
く
な
っ
た
級
友
の

奥
様
、
相
楽
弘
子
様
、
徳
山
昭

子
様
両
ご
夫
人
に
も
ご
出
席
頂

き
、
い
つ
も
ク
ラ
ス

会
に
喜
ん
で
出
席
さ

れ
た
亡
く
な
っ
た
友

人
が
出
席
で
き
な
い

の
は
た
い
へ
ん
残
念
に
思
う
の

で
あ
る
が
、
今
回
は
、
及
ば
ず

な
が
ら
奥
様
方
の
お
力
添
え

に
、
あ
る
い
は
、
お
心
の
支
え

に
多
少
な
り
と
も
お
役
に
立
つ

こ
と
が
で
き
れ
ば
幸
と
い
う

こ
と
で
、
お

誘
い
申
し
上

げ
、
旧
交
を

温
め
、
お
楽

し
み
い
た
だ

い
た
。

　

第
二
部

は
、
山
口
庚

兒
君
の
司
会

に
よ
り
、
本

学
昭
和
45
年

卒
の
シ
ャ
ン

ソ
ン
歌
手
宮

薗
洋
子
先
生

を
お
招
き
し

て
、
盛
大
な

リ
サ
イ
タ
ル

シ
ョ
ー
を
開

催
し
た
。
先

生
お
得
意
の

有
名
な
シ
ャ

ン
ソ
ン
と
カ

ン
ツ
ォ
ー
ネ
、「
ナ
ポ
リ
の
恋

人
」・「
巴
里
の
空
の
下
」・「
巴

里
の
屋
根
の
下
」・「
枯
葉
」・

「
ヴ
ェ
ニ
ス
の
夏
の
日
」、
心
に

し
み
と
お
る
よ
う
な
「
昔
の

唄
」、
タ
ン
ゴ
の
「
小
雨
降
る

径
」、
江
利
チ
エ
ミ
の
「
テ
ネ

シ
ー
ワ
ル
ツ
」、
チ
ャ
ッ
プ
リ

ン
の
映
画
に
あ
る
「
ば
ら
色
の

人
生
」、
最
後
に
、「
愛
の
賛
歌
」

な
ど
全
十
曲
、
ア
ン
コ
ー
ル
曲

と
と
も
に
、
約
１
時
間
熱
唱
し

て
い
た
だ
き
、
若
き
頃
親
し
ん

だ
曲
に
懐
か
し
さ
を
覚
え
、
わ

れ
を
忘
れ
て
、
心
行
く
ま
で
愉

し
む
こ
と
が
で
き
、
生
涯
こ
こ

ろ
に
残
る
会
と
な
っ
た
。

　

わ
れ
わ
れ
は
人
生
の
最
終
段

階
に
あ
る
が
、
同
級
生
は
心
の

財
産
で
あ
り
、
人
生
の
励
み
で

あ
り
、
今
後
も
い
つ
ま
で
も
支

え
あ
っ
て
楽
し
く
生
き
て
行
き

た
い
と
思
う
。

　

最
後
に
、
次
回
の
幹
事
は
、

千
葉
の
森
博
志
、
香
田
真
一
、

庵
原
昭
一
の
３
君
に
お
願
い

し
、
来
年
も
、
元
気
に
再
会
で

き
る
こ
と
を
祈
念
し
て
、
午
後

９
時
散
会
し
た
。

出
席
者
：
左
か
ら

前
列
：
志
村
公
男
、志
村
夫
人
、

上
原
す
ゞ
子
、
杉
山
伸
子
、
川

上
夫
人
、
相
楽
夫
人
、
庵
原
夫

人
、
関
光
倫

二
列
目
：
五
味
淵
夫
人
、
蟹
沢

夫
人
、
北
川
定
謙
、
白
井
敏
雄
、

高
沢
五
郎
、
山
口
慶
三
、
高
野

昇
、
蟹
沢
成
好
、
北
川
夫
人
、

徳
山
夫
人

三
列
目
：
小
野
夫
人
、
＊
山
口

庚
兒
、
加
藤
繁
夫
、
川
上
秀
一
、

宇
佐
美
暢
久
、
西
沢
護
、
神
尾

鋭
、
船
橋
夫
人

四
列
目
：
＊
小
野
清
四
郎
、
山

野
元
、
森
博
志
、
香
田
真
一
、

杢
保
文
彦
、
井
幡
宏
、
五
味
淵

諒
一
、
船
橋
茂

後
列
：
＊
松
丸
信
太
郎
、
海
老

原
雄
一
、
小
沢
彊
、
庵
原
昭
一
、

遠
藤
光
夫

森
碧
（
円
内
）

＊
印
は
今
回
の
幹
事

（
小
野
清
四
郎
）

中
心
に
な
り
帝
国
ホ
テ
ル
で
や

る
事
に
決
っ
た
。
我
々
の
仲
間

は
ま
だ
ま
だ
若
い
で
す
。

出
席
者
：
左
か
ら

前
列
：
新
井
多
喜
男
、村
瀬
靖
、

伊
藤
敏
夫
、
宮
内
好
正
、
永
野

俊
雄
、
富
田
裕
、
渡
辺
英
詩
、

高
橋
康

二
列
目
：
横
田
俊
二
、
山
本
輝

通
、
志
村
昭
光
、
小
林
富
久
、

中
島
和
彦
、
吉
原
一
郎
、
秋
元

駿
一

三
列
目
：
浅
利
行
男
、
藤
山
嘉

信
、
浅
見
敦
、
野
沢
陽
一
郎
、

鈴
木
裕
太
郎
、
上
牧
順
三

後
列
：
秋
元
夫
人
、宮
内
夫
人
、

中
野
政
雄
、
中
島
夫
人
、
加
濃

正
明

（
宮
内
好
正
）
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唐
澤
医
師
会
長

　
　
　

就
任
祝
賀
会
報
告

　

今
回
千
葉
大
学
医
学
部
卒
業

生
で
は
初
の
日
本
医
師
会
長
が

誕
生
し
ま
し
た
。
彼
は
私
た
ち

の
同
級
生
の
唐
澤
祥
人
君
で

す
。昭
和
43
年
卒
業
と
言
え
ば
、

あ
の
学
園
紛
争
が
日
本
全
国
で

吹
き
荒
れ
て
い
た
最
中
の
卒
業

で
し
た
。
国
家
試
験
ボ
イ
コ
ッ

ト
、
イ
ン
タ
ー
ン
制
度
廃
止
と

言
う
非
常
事
態
の
中
で
の
卒
業

で
、
数
々
の
難
題
が
集
積
し
、

ク
ラ
ス
メ
ー
ト
は
連
日
徹
夜
で

討
論
集
会
を
開
い
て
お
り
ま
し

た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
皆
大
学

を
卒
業
し
、
各
々
が
研
修
の
場

を
探
し
て
自
主
研
修
を
し
て
お

り
ま
し
た
。
そ
の
中
を
、
独
自

の
道
を
歩
き
続
け
て
来
た
唐
澤

君
が
晴
れ
て
東
京
都
医
師
会
長

を
経
て
、
日
本
医
師
会
長
に
推

挙
さ
れ
た
の
で
す
か
ら
、
私
た

ち
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
は
我
が
事
の

様
に
皆
喜
び
、
祝
福
し
た
の
で

す
。

　

今
回
の
祝
賀
会
は
医
師
会
長

と
し
て
落
ち
着
き
を
取
り
戻

し
、
多
少
余
裕
が
出
て
来
た
で

あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
８
月
20
日

に
東
京
駅
の
大
丸
の
ル
ビ
ー

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

幹
事
の
呼
び
か
け
に
総
勢
42
名

の
同
級
生
が
集
ま
っ
た
の
で

す
。
外
国
か
ら
は
タ
イ
国
の
パ

ン
ロ
ッ
プ
君
が
、
そ
し
て
上
海

か
ら
は
ヨ
ン
君
が
出
席
し
、
医

師
会
長
就
任
を
祝
い
ま
し
た
。

久
し
ぶ
り
に
集
ま
っ
た
同
級
生

は
皆
初
め
は
年
輪
を
感
じ
さ
せ

る
年
相
応
な
ス
タ
イ
ル
で
三
々

五
々
集
ま
り
ま
し
た
が
、
時
の

経
過
を
待
た
ず
直
ぐ
に
あ
の
若

か
っ
た
時
代
の
同
級
生
に
戻
っ

て
い
た
の
で
す
か
ら
同
級
生
は

本
当
に
特
殊
な
の
だ
と
今
更
な

が
ら
実
感
さ
せ
ら
れ
た
も
の
で

す
。
そ
の
中
で
、
卒
業
当
時
と

殆
ど
変
わ
ら
な
い
（
顔
つ
き
も

体
格
も
）
唐
澤
会
長
が
現
れ
、

皆
と
親
し
く
語
り
合
っ
た
の
で

す
。
超
多
忙
で
あ
ろ
う
唐
澤
君

で
す
が
、
こ
の
日
ば
か
り
は
公

務
を
忘
れ
て
皆
と
楽
し
く
過
ご

せ
た
と
思
い
ま
す
。
ク
ラ
ス
会

の
幹
事
長
の
盛
克
己
君
の
お
祝

い
の
言
葉
に
続
い
て
、
唐
澤
君

の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
が
、
さ

す
が
日
本
医
師
会
長
！
短
時
間

の
う
ち
に
会
長
に
成
っ
た
経
緯

か
ら
、
日
本
の
医
療
情
勢
の
分

析
ま
で
を
し
っ
か
り
と
語
り
か

け
て
く
れ
、
同
級
生
一
同
感
激

と
同
時
に
期
待
を
寄
せ
て
見

守
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
何
年
た
っ
て
も
同

級
生
で
、
や
は
り
若
か
っ
た
時

の
思
い
出
や
家
族
の
話
に
花
を

咲
か
せ
て
お
り
ま
し
た
。
日
本

医
師
会
長
と
い
え
ば
今
後
の
日

本
の
医
療
情
勢
に
影
響
力
を
与

え
る
医
師
側
の
最
短
距
離
に
居

る
人
物
で
す
の
で
皆
の
期
待
は

一
段
と
ヒ
ー
ト
ア
ッ
プ
し
た
こ

と
と
思
わ
れ
ま
す
。
３
時
間
の

歓
談
の
後
に
ヨ
ン
君
が
書
い
た

記
念
の
額
を
大
切
に
抱
い
て
超

多
忙
な
唐
澤
君
は
ル
ビ
ー
ホ
ー

ル
を
後
に
し
ま
し
た
が
、
そ
の

後
姿
を
見
送
っ
て
私
た
ち
は

皆
、
同
級
生
か
ら
日
本
医
師
会

長
が
輩
出
し
た
こ
と
に
改
め
て

喜
び
を
噛
み
締
め
て
い
た
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。
一
部
の
人
た

ち
は
二
次
会
に
行
っ
た
様
で
す

が
、
殆
ど
の
人
は
翌
日
の
仕
事

を
控
え
て
い
た
為
、
名
残
を
惜

し
み
な
が
ら
会
場
を
後
に
し
ま

し
た
。

　

同
級
生
一
同
、
唐
澤
君
に
は

く
れ
ぐ
れ
も
健
康
に
十
分
留
意

し
て
明
日
の
日
本
の
医
療
の
充

実
に
努
め
て
頂
き
た
い
と
思
っ

た
次
第
で
す
。
唐
澤
会
長
、
是

非
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

出
席
者
：
左
か
ら

前
列
：
鳥
居
雅
江
、神
津
玲
子
、

盛
克
己
、Sesin Jong

、
唐
澤

祥
人
、Pallop C

haruvanij

、

和
泉
佳
子
、
藤
塚
万
里
子
、
千

葉
彌
幸

二
列
：
鳥
居
敏
明
、
斉
藤
弘
司
、

栗
山
喬
之
、
古
山
信
明
、
堀
川
義

文
、
中
村
宏
、
鈴
木
昭
一
、
星

野
聡
、
保
坂
忠
成
、
玉
井
輝
章

三
列
：
青
木
靖
雄
、久
野
宗
寛
、

藤
塚
光
慶
、
鹿
島
孝
、
高
山
直

秀
、
長
谷
川
洋
機
、
薗
部
友
良
、

佐
藤
英
樹
、
鈴
木
秀

四
列
：
岩
間
汪
美
、一
瀬
正
治
、

河
村
浩
一
、
東
紘
一
郎
、
松
清

央
、
磯
村
勝
美
、
滝
川
弘
志
、

海
野
健

後
列
：
田
代
亜
彦
、国
保
能
彦
、

小
山
哲
夫
、
佐
野
元
昭
、
和
田

源
司
、
竜
崇
正

（
中
村　

宏
）

み
、
一
方
健
康
状
態
が
そ
ろ
そ

ろ
気
に
な
る
年
頃
に
突
入
し
た

よ
う
だ
。
学
生
時
代
に
も
ど
っ

た
よ
う
に
愉
快
な
ヤ
ジ
が
飛
び

交
い
、
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
の
良
さ

が
心
に
し
み
る
よ
う
で
あ
っ

た
。
沖
縄
浦
添
市
の
嶺
井
進
君

か
ら
10
年
古
酒
泡
盛
原
酒
「
千

年
の
響
」
が
差
し
入
れ
ら
れ
皆

で
本
場
の
珍
し
い
泡
盛
を
堪
能

し
た
。
ま
ろ
や
か
で
味
わ
い

深
い
後
味

の
爽
や
か

な
美
酒
で

あ
っ
た
。

幹
事
の
新

堀
君
か
ら

は
我
々
が

卒
業
し
た

年（
1963
年
）

に
仕
込
ま

れ
た
フ
ラ

ン
ス
産
ブ

ラ
ン
デ
ー

が
提
供
さ

れ
た
。
こ

れ
も
美
酒

で
あ
っ

た
。

　

わ
い
わ

い
ガ
ヤ
ガ

ヤ
騒
い
で

い
る
う
ち

に
あ
っ
と

い
う
間
に

２
時
間
半

が
過
ぎ
、

後
は
二
次

会
で
飲
み
か
つ
談
笑
し
て
夜
の

更
け
る
の
も
忘
れ
た
。

　

翌
日
は
一
時
雨
に
降
ら
れ
た

が
ゴ
ル
フ
組
、
観
光
組
に
分
か

れ
更
な
る
旧
交
を
温
め
た
。

出
席
者
：
左
か
ら

前
列
：
木
下
敏
子
、香
西
夫
人
、

松
井
夫
人
、
新
堀
夫
人
、
加
藤

夫
人
、
野
本
夫
人
、
薗
部
夫
人
、

三
井
夫
人

中
列
：
平
形
征
、
北
村
温
、
山

岸
勲
、
寺
島
市
郞
、
野
本
高
志
、

三
井
静
、
土
屋
信
、
沖
田
正
彦
、

長
山
忠
雄
、
大
津
裕
司
、
嶺
井

進後
列
：
加
藤
友
衛
、
尾
崎
賢
太

郎
、
谷
修
一
、
守
矢
和
人
、
木

下
昌
、
新
堀
茂
、
栗
原
伸
夫
、

三
木
亮
、
松
井
宣
夫
、
香
西
襄
、

熊
田
正
義

（
栗
原
伸
夫
）
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昨
年
３
月
、
東
京
山
の
上
ホ

テ
ル
で
開
催
さ
れ
た
本
会
の
席

上
で
、
青
木
・
長
谷
川
幹
事
よ

り
来
年
は
別
府
で
開
く
よ
う
要

請
さ
れ
そ
の
幹
事
を
お
引
き
受

け
し
、
そ
の
席
で
早
く
も
日
時

ま
で
決
定
さ
れ
た
。

　

先
ず
５
月
19
日
（
金
）
18
時

30
分
、
別
府
市
北
浜
の
ホ
テ
ル

ニ
ュ
ー
ツ
ル
タ
に
お
い
て
第
１

回
懇
親
会
を
催
し
５
月
20
日

（
土
）
朝
か
ら
①
国
東
半
島
史

跡
め
ぐ
り
（
宇
佐
神
宮  

富
貴

寺  

真
木
大
堂 
熊
野
麿
崖
仏
）

＆「
昭
和
の
町
」（
豊
後
高
田
市
）

バ
ス
ツ
ア
ー　

②
別
府
の
森
ゴ

ル
フ
場
に
て
ゴ
ル
フ
プ
レ
ー
の

ど
ち
ら
か
に
参
加
し
て
頂
い
た

が
い
ず
れ
の
グ
ル
ー
プ
も
非
常

に
満
足
し
て
ホ
テ
ル
に
帰
ら
れ

た
。
18
時
30
分
よ
り
第
２
回
懇

親
会
に
移
り
、
近
況
そ
の
他
記

入
さ
れ
た
欠
席
者
の
ハ
ガ
キ
を

回
覧
し
つ
つ
、
関
さ
ば
・
関
あ

じ
を
十
分
に
堪
能
さ
れ
、
豊
富

な
経
験
談
や
多
彩
な
話
題
で
歓

談
は
尽
き
ず
、
二
次
会
は
同
ホ

テ
ル
の
ロ
ビ
ー
に
席
を
変
え
、

名
残
は
尽
き
な

か
っ
た
が
つ
い

に
深
更
に
お
ひ

ら
き
と
な
っ

た
。

　

旧
友
の
中
に

は
矍
鑠
と
し
て

診
療
に
従
事
さ

れ
る
方
、
学
会

活
動
で
各
国
を

歴
訪
さ
れ
る

方
、
手
術
を
受

け
ら
れ
た
方
、

一
病
息
災
の
方

等
々
、
そ
れ
ぞ

れ
の
生
き
方
に

感
動
を
覚
え
非

常
に
有
意
義
な

時
間
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き

た
。
今
回
は
親

族
の
結
婚
、
葬

儀
、
看
護
、
介

護
、
個
人
的
な

旅
行
、
台
風
接

近
の
ニ
ュ
ー
ス
（
実
際
は
遠
方

に
迂
回
）
な
ど
に
よ
り
参
加
者

が
少
な
か
っ
た
が
、
特
に
ご
出

席
頂
い
た
４
名
の
奥
様
に
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

出
席
者
：
左
か
ら

前
列
：
稲
葉
夫
人
、藤
塚
夫
人
、

小
越
夫
人
、
下
鳥
夫
人
、
下
鳥

隆
生

後
列
：
稲
葉
和
也
、藤
塚
立
夫
、

小
越
章
平
、
近
藤
省
三
、
黒
田

健
昭
、
中
島
伸
之（

下
鳥
隆
生
）

　

昭
和
44
年
卒
ク
ラ
ス
会
が
平

成
18
年
７
月
16
日
（
日
）
に
清

水
厚
生
病
院
前
院
長
泉
屋
嘉
昭

君
の
幹
事
で
盛
大
に
開
か
れ
ま

し
た
。
場
所
は
富
士
山
の
絶
景

ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
清
水
区
の
日

本
平
ホ
テ
ル
で
18
時
よ
り
開
始

さ
れ
ま
し
た
。
同
日
朝
ゴ
ル
フ

大
会
参
加
組
み
は
前
日
宿
泊
者

15
名
と
泉
屋
君
を
入
れ
て
バ
ス

で
静
岡
カ
ン
ト
リ
ー
島
田
コ
ー

ス
に
向
か
い
ま
し
た
。
ゴ
ル
フ

場
で
土
川
君
が
合
流
し
総
勢
17

名
の
大
会
に
な
り
ま
し
た
。
こ

の
う
ち
御
婦
人
が
３
名
参
加
さ

れ
ま
し
た
。
前
日
ま
で
雨
が
続

い
て
い
て
天
候
が
心
配
で
し
た

が
運
良
く
降
ら
れ
る
こ
と
な

く
、
ま
た
暑
過
ぎ
る
こ
と
も
な

く
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。
ダ
ブ
ル
ペ
リ
ア
方
式
で
優

勝
は
泉
屋
君
、
準
優
勝
は
内
海

君
、
３
位
は
中
川
君
と
緒
方
君

と
い
う
結
果
で
し
た
。
ベ
ス
グ

ロ
賞
は
グ
ロ
ス
84
で
３
人
が
同

ス
コ
ア
で
し
た
が
後
半
の
成
績

が
良
か
っ
た
西
村
君
に
決
ま
り

ま
し
た
。女
性
３
人
は
奥
村
君
、

内
海
君
、
渡
辺
孝
太
郎
君
の
奥

様
方
で
女
性
の
ト
ッ
プ
は
ハ
ン

デ
に
恵
ま
れ
た
渡
辺
千
恵
子
様

が
９
位
に
入
ら
れ
ま
し
た
。
素

晴
ら
し
い
ゴ
ル
フ
場
で
仲
間
と

楽
し
い
時
間
が
も
て
た
こ
と
を

幹
事
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

夕
方
に
な
っ
て
ク
ラ
ス
会
開

催
30
分
前
よ
り
会
場
へ
集
ま
り

始
め
た
面
々
が
元
気
な
姿
で
握

手
を
交
わ
し
互
い
の
情
報
交
換

に
な
り
ま
し
た
。
会
に
先
き
立

ち
ホ
テ
ル
の
庭
で
富
士
山
と
清

水
港
を
背
景
に
し
総
勢
27
名
の

集
合
写
真
を
撮
り
ま
し
た
。
ク

ラ
ス
会
の
集
合
写
真
を
自
然
風

景
を
バ
ッ
ク
に
撮
っ
た
の
は
初

め
て
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。
思

い
出
に
残
る
写
真
と
な
り
ま
し

た
。

　

泉
屋
君
の
開
会
宣
言
と
司
会

に
よ
り
ク
ラ
ス
会
が
始
ま
り
、

常
任
幹
事
の
私
が
昨
年
四
国
琴

平
町
の
ク
ラ
ス
会
を
開
い
て
く

れ
た
内
海
君
御
夫
妻
に
お
礼
を

述
べ
、
次
に
物
故
者
２
名
の
報

告
を
し
ま
し
た
。
照
屋
功
君
が

平
成
17
年
11
月
27
日
63
才
前
立

腺
癌
で
亡
く
な
り
、
冨
山
学
人

君
が
平
成
17
年
12
月
28
日
61
才

肺
癌
の
た
め
逝
去
さ
れ
謹
ん
で

黙
祷
を
捧
げ
ま
し
た
。

　

学
会
会
長
を
さ
れ
た
方
が
３

名
お
ら
れ
ま
し
た
。
現
九
十
九

里
病
院
院
長
の
岡
崎
壮
之
君
が

日
本
ス
ポ
ー
ツ
整
形
外
科
学
会

の
会
長
を
さ
れ
た
こ
と
、
琉
球

大
学
脳
外
科
教
授
吉
井
與
志
彦

君
が
日
本
脳
腫
瘍
学
会
の
会
長

を
さ
れ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
千
葉
県
が
ん
セ
ン

タ
ー
消
化
器
外
科
浅
野
武
秀
君

が
第
14
回
日
本
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
外
科
学
会
会
長
と
第
33
回

膵
・
膵
島
移
植
研
究
会
の
当
番

世
話
人
を
さ
れ
ま
し
た
。
同
級

生
の
会
長
就
任
は
大
変
嬉
し
い

出
来
事
で
し
た
。
そ
の
後
、
各

人
が
近
況
報
告
を
し
て
楽
し

い
、
笑
い
の
絶
え
な
い
宴
会
が

進
み
ま
し
た
。
ゴ
ル
フ
の
表
彰

式
も
行
わ
れ
大
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

　

二
次
会
は
場
所
を
代
え
て
夜

遅
く
ま
で
カ
ラ
オ
ケ
と
話
が
続

き
ま
し
た
。
そ
の
席
で
私
と
高

良
君
で
今
後
の
ク
ラ
ス
会
出
席

者
を
増
や
す
戦
略
を
練
り
ま
し

た
。
ず
っ
と
出
席
し
て
い
な
い

人
が
数
多
く
い
る
た
め
卒
業
後

一
度
も
会
わ
ず
に
物
故
者
名
簿

に
載
っ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。
ク
ラ
ス
会
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
活
用
す
る
こ
と
、
生

き
て
る
う
ち
に
君
に
会
い
た
い

を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
し
て

幹
事
が
皆
に
電
話
す
る
こ
と
な

ど
を
考
え
ま
し
た
。
来
年
の
平

成
19
年
度
の
ク
ラ
ス
会
は
中
川

邦
夫
君
、
渡
辺
孝
太
郎
君
、
吉

井
田
美
子
君
の
幹
事
で
茨
城
県

つ
く
ば
市
で
開
か
れ
る
予
定
で

す
。
更
に
多
く
の
会
員
の
参
加

を
熱
望
し
て
い
ま
す
。

参
加
者
：
左
か
ら

前
列
：
渡
辺
孝
太
郎
夫
人
、
内

海
武
彦
夫
人
、
奥
村
康
夫
人
、

西
島
浩
、
奥
村
康
、
音
琴
勝
、

泉
屋
嘉
昭
、
緒
方
孝
平
、
石
川

達
雄

中
列
：
渡
辺
義
郎
、
渡
辺
孝
太

郎
、
間
山
素
行
、
土
川
秀
紀
、

窪
田
勝
也
、
高
良
宏
明
、
内
海

武
彦
、
佐
久
川
輝
章
、
園
田
俊

雄後
列
：
坂
本
建
彦
、佐
藤
政
教
、

東
山
義
龍
、
遠
藤
政
隆
、
中
川

邦
夫
、
山
本
健
介
、
篠
原
義
賢
、

市
川
武

（
西
島　

浩
）
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地
域
全
体
の
深
刻
な
問
題
で

す
。
今
ま
で
大
学
か
ら
の
医
師

派
遣
に
の
み
頼
っ
て
い
た
病
院

自
体
に
も
問
題
は
あ
る
と
思
い

ま
す
。
し
か
し
、
研
修
医
制
度

に
よ
る
医
師
不
足
は
短
期
的
な

問
題
で
、
長
い
目
で
見
れ
ば
研

修
医
制
度
は
必
要
だ
と
思
う
。

鈴
木
：
昔
、
研
修
医
制
度
が

あ
っ
た
ら
よ
か
っ
た
と
思
い
ま

す
か
。

若
山
：
思
う
。

曜
子
：
私
は
そ
う
は
思
わ
な
い
。

若
山
：
ど
う
し
て
？

曜
子
：
眼
科
の
場
合
は
６
年
間

で
専
門
医
に
な
れ
る
。
卒
後
２

年
間
の
研
修
で
内
科
、
外
科
な

ど
学
ん
で
も
将
来
生
か
さ
れ
な

い
事
の
方
が
多
い
と
思
う
。
２

年
間
が
も
っ
た
い
な
い
。

鈴
木
：
産
婦
人
科
な
ど
を
２
年

間
回
っ
て
も
、
単
な
る
見
学
者

で
あ
っ
て
勿
体
な
い
と
い
う
指

摘
も
あ
る
。

若
山
：
ゼ
ネ
ラ
ル
を
目
指
す
人

と
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
を
目
指
す

人
の
違
い
だ
と
思
う
。
眼
科
医

は
最
初
か
ら
後
者
で
、
外
科
医

は
ゼ
ネ
ラ
リ
ス
ト
で
す
。
求
め

る
も
の
が
違
う
。

鈴
木
：
研
修
医
制
度
に
バ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
っ
て
も
良
い
。

若
山
：
必
要
だ
と
思
う
。
僕
は

学
生
時
代
か
ら
主
張
し
て
い

た
。
今
ま
で
色
々
な
医
師
と

会
っ
た
が
、
人
間
と
し
て
首
を

か
し
げ
る
医
者
、
常
識
は
ず
れ

の
診
断
・
治
療
を
す
る
医
者
、

患
者
さ
ん
と
話
が
出
来
な
い
医

者
な
ど
な
ど
本
当
に
玉
石
混
交

で
あ
っ
た
。
医
師
と
し
て
の
最

低
限
の
基
礎
に
な
る
も
の
を
研

修
で
習
得
す
る
と
い
う
意
味
に

お
い
て
、
後
期
研
修
２
年
間
は

あ
っ
て
良
い
と
思
う
。
た
だ
志

望
す
る
科
に
よ
っ
て
ロ
ー
テ
イ

ト
す
る
科
を
選
択
出
来
る
道
を

確
保
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
か

も
し
れ
な
い
。

医
師
の
偏
在
化
は
、
ス
ー
パ
ー

ロ
ー
テ
イ
ト
が
原
因
で
は
な
い

鈴
木
：
医
師
偏
在
化
問
題
の
解

決
策
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
で

も
意
見
が
２
種
類
あ
り
ま
す
。

一
つ
は
、
従
来
の
よ
う
に
、
医

師
の
偏
在
化
も
含
め
て
、
大
学

が
中
心
と
な
っ
て
色
ん
な
混
乱

を
も
う
一
度
再
編
す
る
努
力
を

し
て
欲
し
い
、
と
い
う
意
見
で

す
。
も
う
一
つ
は
、
も
う
大
学

は
役
割
を
終
え
た
旧
来
の
こ
と

が
出
来
な
い
シ
ス
テ
ム
に
な
っ

て
い
る
か
ら
、
行
政
組
織
や
同

窓
会
も
含
め
て
新
た
な
組
織
で

若
い
医
師
を
教
育
・
養
成
し
て
、

き
ち
ん
と
し
た
医
療
圏
を
確
立

す
る
努
力
を
す
べ
き
じ
ゃ
な
い

か
。
人
材
が
一
杯
い
る
千
葉
の

場
合
は
、
後
者
で
も
や
っ
て
い

け
る
と
い
う
意
見
で
す
。

曜
子
：
大
学
は
若
い
医
師
を
き

ち
ん
と
教
育
し
て
一
人
前
の
医

師
に
養
成
し
て
か
ら
、
地
域
医

療
を
し
て
い
る
病
院
に
供
給
す

る
使
命
を
果
し
て
も
ら
わ
な
け

れ
ば
と
思
う
。

若
山
：
ス
ー
パ
ー
ロ
ー
テ
イ
ト

の
研
修
制
度
は
、
大
学
の
医
局

制
度
を
壊
す
と
思
う
。

曜
子
：
医
師
は
何
処
に
い
っ

ち
ゃ
っ
て
い
る
の
か
し
ら
。

鈴
木
：
都
会
に
集
中
し
て
い
る

と
い
う
情
報
は
あ
り
ま
す
。

若
山
：
根
本
的
な
原
因
は
ス
ー

パ
ー
ロ
ー
テ
イ
ト
の
た
め
だ
け

じ
ゃ
な
い
。
も
と
も
と
医
師
が

都
会
に
偏
在
化
し
て
い
た
ん
だ

か
ら
。
都
市
に
人
口
が
集
中
す

れ
ば
当
然
の
如
く
医
療
機
関
も

必
要
に
な
る
。
た
ま
た
ま
そ
う

い
う
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
加

速
し
て
い
る
よ
う
な
も
の
で

す
。
若
い
医
師
が
研
修
に
魅
力

を
感
じ
る
よ
う
に
大
都
市
の
大

病
院
も
努
力
し
て
い
る
。

曜
子
：
民
間
病
院
に
そ
ん
な
に

医
師
の
枠
が
あ
る
ん
で
す
か
。

若
山
：
だ
か
ら
、
２
年
間
の
研

修
を
終
え
て
勤
務
医
と
し
て
そ

の
病
院
に
入
ろ
う
と
思
っ
て

も
、
こ
れ
か
ら
は
入
れ
な
く
な

る
。
必
ず
溢
れ
て
く
る
。
以
前

の
大
学
の
医
局
の
よ
う
な
無
限

の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
は
な
い
。
そ

れ
だ
け
全
部
を
吸
収
す
る
キ
ャ

パ
シ
テ
ィ
は
な
い
と
思
う
。
４

年
後
５
年
後
に
そ
こ
か
ら
溢
れ

て
く
る
医
者
が
出
て
く
る
。
そ

の
医
師
達
が
何
処
へ
行
く
事
に

な
る
の
か
、そ
れ
を
大
学
が
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
出
来
る
の
か
？
新

た
な
組
織
が
担
え
る
の
か
？

若
い
頃
の
社
会
見
学
が
医
師
の

生
き
方
を
き
め
る
指
針
に
な
る

鈴
木
：
先
生
か
ら
、
若
い
医
学

生
、研
修
医
に
伝
え
た
い
こ
と
は
。

若
山
：
学
生
の
と
き
に
、
色
々

な
医
療
現
場
を
見
て
置
け
ば
よ

か
っ
た
、
と
反
省
し
て
い
る
。

都
会
の
病
院
や
僻
地
の
病
院
を

見
て
お
く
と
、
自
分
が
ど
う
い

う
医
者
に
な
ろ
う
か
と
い
う
意

識
を
持
っ
た
時
に
、
自
分
が
医

者
に
な
っ
て
か
ら
ど
う
い
う
生

き
方
を
目
指
す
か
の
将
来
像
が

見
え
て
来
る
よ
う
な
気
が
し
て

い
る
。
そ
れ
か
ら
、
国
立
大
を

出
た
人
は
金
儲
け
に
走
っ
ち
ゃ

い
け
な
い
ね
。
医
者
を
１
人
育

て
る
の
に
、
多
分
５
千
万
円
位

は
税
金
で
賄
わ
れ
て
い
る
。
だ

か
ら
、
国
民
の
御
蔭
で
医
者
に

し
て
も
ら
っ
た
、
そ
れ
く
ら
い

の
意
識
を
も
っ
て
然
る
べ
き
と

思
う
。
一
人
前
の
医
者
に
な
っ

た
ら
国
民
に
少
し
は
恩
返
し
を

し
て
も
良
い
ん
じ
ゃ
な
い
。

鈴
木
：
そ
う
は
い
っ
て
も
、
昔

は
無
給
だ
っ
た
。
勤
務
医
と

い
っ
て
も
給
料
は
安
い
し
、
勤

務
時
間
も
不
規
則
だ
か
ら
、
開

業
医
は
最
後
の
選
択
肢
に
な
っ

て
く
る
。

若
山
：
勤
務
医
に
な
ろ
う
が
、

開
業
医
に
な
ろ
う
が
、
ま
っ
た

く
個
人
の
自
由
で
そ
れ
ぞ
れ
の

年
代
で
医
師
と
し
て
自
分
が
満

足
出
来
る
も
の
を
選
択
す
れ
ば

良
い
。
た
し
か
に
勤
務
医
は
労

働
量
に
比
べ
て
報
酬
が
低
い
と

思
う
。
し
か
し
、
勤
務
医
だ
か

ら
こ
そ
出
来
る
事
が
た
く
さ
ん

あ
る
。
最
先
端
の
医
療
、
高
度

な
診
断
・
手
術
、
学
会
活
動
な

ど
開
業
す
る
と
困
難
に
な
る
事

も
多
い
。
開
業
医
が
バ
ラ
色
か

と
云
う
と
必
ず
し
も
そ
う
で
は

な
い
と
思
う
。
総
医
療
費
削
減

の
下
診
療
報
酬
は
ど
ん
ど
ん
下

げ
ら
れ
医
療
機
関
の
再
編
は
必

須
で
、
生
き
残
り
を
懸
け
て
努

力
し
て
い
る
。
何
が
自
分
に

と
っ
て
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
ー
と

す
る
か
自
ら
の
道
を
選
べ
ば
良

い
と
思
い
ま
す
。

鈴
木
：
入
院
病
床
が
あ
る
か

ら
、代
わ
り
の
医
師
を
頼
め
ず
、

学
会
や
研
究
会
な
ど
の
遠
出
が

出
来
な
い
よ
う
で
す
が
、
医
療

情
報
な
ど
の
入
手
は
ど
う
す
る

ん
で
す
か
。

若
山
：
あ
る
程
度
で
き
ま
す
。

研
究
会
も
こ
こ
か
ら
50
㎞
南
に

あ
る
名
寄
市
ま
で
な
ら
、
音
威

子
府
に
何
か
が
あ
っ
て
も
１
時

間
弱
で
戻
れ
る
の
で
行
け
る

が
、
旭
川
市
は
120
㎞
あ
り
、
車

で
片
道
２
～
３
時
間
か
か
る
の

で
研
究
会
が
旭
川
や
札
幌
に
な

る
と
行
け
な
い
。
そ
う
い
う
意

味
で
は
、
医
療
情
報
が
少
な
い

か
も
知
れ
な
い
。

同
窓
生
の
卒
後
動
向
調
査

は
、
同
窓
会
の
役
割

曜
子
：
卒
後
臨
床
研
修
が
終

わ
っ
た
人
が
今
何
処
に
い
る

か
、
統
計
み
た
い
な
も
の
を

取
っ
て
も
ら
う
と
助
か
る
ん
で

す
け
れ
ど
。

若
山
：
そ
の
後
の
進
路
把
握

は
、
臨
床
研
修
制
度
の
発
展
の

た
め
に
絶
対
に
必
要
だ
よ
ね
。

鈴
木
：
半
分
く
ら
い
は
解
ら
な

い
の
が
実
情
で
す
。
卒
年
毎
に

ク
ラ
ス
会
な
ど
を
開
い
て
同
窓

生
の
消
息
を
把
握
す
る
よ
う
に

し
な
い
と
、
卒
年
名
簿
か
ら
欠

け
て
し
ま
う
。
そ
れ
で
、
同
窓

会
と
し
て
ク
ラ
ス
会
開
催
を
支

援
し
て
い
る
ん
で
す
。

若
山
：
こ
れ
か
ら
は
も
っ
と
欠

け
る
か
も
し
れ
な
い
。
今
ま
で

は
大
学
の
医
局
に
入
り
、
横
の

繋
が
り
が
あ
る
か
ら
、
そ
こ
の

名
簿
で
追
跡
で
き
た
。

曜
子
：
医
局
が
な
く
な
る
と
、

人
の
異
動
情
報
が
途
絶
え
て
し

ま
う
。

鈴
木
：
こ
れ
か
ら
は
、
同
窓
会

名
簿
が
唯
一
の
情
報
源
に
な
る

け
ど
、
会
員
の
異
動
情
報
の
収

　

研
修
制
度
に
多
様
性
が
必
要

鈴
木
：
千
葉
県
内
の
数
百
床
以

上
あ
る
公
的
病
院
の
院
長
、
副

院
長
に
「
医
師
偏
在
化
」
に
つ

い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
し
ま

し
た
。
医
学
教
育
を
含
め
て
改

善
す
べ
き
点
が
色
々
指
摘
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
回
答
で
は
、

殆
ど
の
所
が
研
修
医
制
度
の
影

響
を
受
け
て
い
る
。
名
寄
市
立

病
院
な
ど
も
影
響
を
受
け
て
い

る
よ
う
で
す
が
、
３
年
前
に
こ

ち
ら
へ
赴
任
し
て
、
地
域
医
療

医
の
立
場
か
ら
今
の
研
修
医
制

度
に
つ
い
て
提
言
が
あ
れ
ば
。

若
山
：
研
修
医
制
度
を
評
価
し

て
い
る
の
は
、
以
前
か
ら
研
修

医
を
受
け
入
れ
て
い
る
病
院

で
、
大
学
病
院
な
ど
研
修
医
を

あ
ま
り
集
め
ら
れ
な
か
っ
た
病

院
が
評
価
し
て
い
な
い
の
が
実

態
で
し
ょ
う
。
地
域
の
中
核
病

院
か
ら
の
医
師
の
引
き
上
げ
は

第 144 号 駅前ミーティング（ 22 ）ゐ の は な 同 窓 会 報
　
医
師
の
生
き
か
た
を
決
め
る
の
に

         

若
い
時
の
医
療
現
場
体
験
が
必
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

音
威
子
府
村
診
療
所
所
長

若　

山　

芳　

彦
（
昭
47
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

音
威
子
府
村
診
療
所
副
所
長

若　

山　

曜　

子
（
昭
47
）

聞
き
手
：
鈴
木
信
夫
編
集
長

―

そ
の
２―



集
は
常
日
頃
か
ら
し
て
い
か
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

曜
子
：
ど
こ
か
で
、
そ
れ
を
確

認
し
て
管
理
し
て
い
な
い
と
バ

ラ
バ
ラ
に
な
っ
て
し
ま
う
。

若
山
：
例
え
ば
、
10
人
位
の
グ

ル
ー
プ
を
つ
く
っ
て
、
学
生
時

代
か
ら
皆
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

出
来
る
よ
う
に
し
て
お
か
な
い

と
駄
目
で
す
よ
。
同
級
生
の
絆

は
強
い
の
で
、
学
生
時
代
か
ら

部
活
や
教
室
な
ど
の
連
絡
役
を

決
め
て
、
卒
後
も
、
連
絡
役
が

同
窓
会
へ
必
ず
連
絡
す
る
よ
う

に
頼
ん
で
お
く
こ
と
で
す
。

鈴
木
：
そ
う
い
う
こ
と
も
念
頭

に
入
れ
て
学
生
会
員
制
度
を
昨

年
か
ら
設
け
た
ん
で
す
。
医
局

が
な
く
な
る
と
、
医
局
員
名
簿

の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
ど
う
す
る

か
で
す
ね
。

診
療
所
見
学
は
歓
迎

鈴
木
：
千
葉
の
学
生
が
、
低
学

年
で
も
夏
休
み
な
ど
を
利
用
し

て
見
学
も
兼
ね
て
希
望
が
あ
れ

ば
、来
さ
せ
て
も
い
い
で
す
か
。

若
山
：
勿
論
、
良
い
で
す
。
田

舎
に
興
味
が
あ
る
人
は
ウ
ェ
ル

カ
ム
で
す
。

鈴
木
：
寝
泊
り
は
。

曜
子
：
１
人
で
あ
れ
ば
、
当
直

室
。
バ
ス
、
ト
イ
レ
付
で
す
。

若
山
：
２
人
以
上
に
な
る
と
、

村
内
の
天
塩
川
温
泉
に
部
屋
を

と
る
。
こ
こ
か
ら
、
車
で
５
分

く
ら
い
の
所
に
あ
り
ま
す
。

鈴
木
：
１
週
間
位
学
生
さ
ん
が
寝

泊
り
し
な
が
ら
、
見
学
を
兼
ね
て

先
生
達
と
接
し
た
い
と
い
う
時
に
、

そ
の
シ
ス
テ
ム
し
か
な
い
で
す
ね
。

若
山
：
そ
れ
で
い
い
で
す
よ
。

鈴
木
：
会
報
で
紹
介
し
ま
す
の

で
、
宜
し
く
。

あ
り
ま
す
が
、
医
事
新
報
と
か

で
募
集
し
て
も
ど
ん
な
医
師
が

来
る
か
解
ら
な
い
。
患
者
さ
ん

は
医
師
の
と
こ
ろ
に
来
ま
す
か

ら
、
ど
ん
な
人
が
来
る
の
か
解

ら
な
い
、
と
い
う
不
安
が
あ
り

ま
す
。
同
門
の
繋
が
り
が
あ
れ

ば
、
安
心
し
て
呼
ぶ
こ
と
が
出

来
る
。
そ
れ
は
良
い
ア
イ
デ
ア

だ
と
思
い
ま
す
。

鈴
木
：
同
窓
会
名
簿
は
卒
年
別

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
自
分
の

周
り
に
ど
う
い
う
卒
業
生
が
い

る
の
か
が
直
ぐ
に
解
か
る
よ
う

な
地
域
別
名
簿
の
要
望
が
あ
っ

て
、
暫
定
版
を
作
り
ま
し
た
。

早
乙
女
：
そ
れ
は
助
か
り
ま

す
。
地
域
の
会
が
独
自
に
作
っ

た
名
簿
で
も
異
動
情
報
が
反
映

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
病
院
関
係

名
簿
が
き
ま
す
が
、
１
年
で
い

な
く
な
っ
て
も
、
そ
の
情
報
が

入
っ
て
こ
な
い
。
切
り
替
え
時

期
の
４
月
に
な
る
と
、
出
張
病

院
と
思
わ
れ
る
大
き
な
病
院
に

名
簿
の
提
供
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
。
同
窓
生
の
異
動
情
報
を

同
窓
会
で
把
握
し
て
地
区
ゐ
の

は
な
会
へ
タ
イ
ム
リ
ー
に
連
絡

し
て
貰
い
た
い
で
す
ね
。
今
年

の
名
簿
は
こ
れ
で
す
と
配
布
し

て
貰
い
た
い
。
行
っ
た
り
来
た

り
す
る
こ
と
が
多
い
若
い
医
師

の
異
動
情
報
は
、
非
常
に
重
要

に
な
り
ま
す
。
医
事
新
報
の
よ

う
な
募
集
情
報
を
会
報
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
て
見
ら
れ

る
と
こ
ち
ら
も
助
か
る
し
、
地

域
医
療
を
希
望
す
る
医
師
と
の

巡
り
合
い
も
で
き
、
新
た
な
可

能
性
が
生
ま
れ
て
く
る
。
お
互

い
に
好
都
合
で
す
。

鈴
木
：
ゐ
の
は
な
同
窓
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
掲
示
板
で
、
医
師

募
集
情
報
が
検
索
で
き
る
よ
う

に
す
る
検
討
を
し
て
い
ま
す
。

就
職
先
を
探
し
て

い
る
同
窓
生
に
登

録
し
て
貰
い
、
医

師
を
必
要
と
し
て

い
る
病
院
を
登
録

し
て
、
双
方
が
人

事
情
報
を
共
有
す

る
こ
と
で
す
。

早
乙
女
：
同
じ
病

院
に
全
員
が
残
れ

る
訳
が
な
い
か

ら
、
そ
の
人
達
が

病
院
を
探
す
時
に

な
っ
て
給
与
は
医
事
新
報
な
ど

で
見
ら
れ
る
け
ど
も
、
そ
こ
が

ど
う
い
う
病
院
か
は
解
ら
な

い
。
そ
れ
が
、
同
窓
生
が
歓
迎

し
て
く
れ
る
病
院
、
院
長
が
同

門
で
あ
る
な
ど
の
情
報
が
入
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
医
師
も

安
心
し
て
行
け
る
。
受
け
入
れ

る
病
院
も
安
心
し
て
来
て
貰
え

る
。
良
い
出
会
い
が
生
ま
れ

る
。
本
当
に
良
い
ア
イ
デ
ア
で

す
ね
。

鈴
木
：
病
院
情
報
は
普
段
か
ら

流
し
て
お
か
な
い
と
い
け
な
い

の
で
、
各
地
区
に
広
報
連
絡
員

を
設
け
て
貰
え
る
と
情
報
交
換

も
や
り
易
く
な
る
の
で
、
若
い

先
生
を
広
報
連
絡
員
に
任
命
し

て
頂
け
る
と
有
り
難
い
で
す
。

画
像
電
送
方
式
で
離
島
医
療

を
充
実

早
乙
女
：
こ
の
近
く
の
山
で
人

が
生
き
埋
め
に
な
り
、
現
場
へ

行
く
よ
う
に
救
急
隊
か
ら
要
請

が
あ
っ
た
。医
局
に
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
な
ど
で
関
連
の
情
報
検

索
を
す
る
よ
う
に
指
示
し
て
現

場
へ
向
か
っ
た
。
そ
の
結
果
を

現
場
に
到
着
し
て
か
ら
教
え
て

貰
い
対
応
し
た
ん
で
す
。
緊
急

時
の
情
報
検
索
シ
ス
テ
ム
が
あ

る
と
医
療
処
置
は
円
滑
に
や
れ

ま
す
。
網あ

じ
し
ま
地
島
（
宮
城
県
石
巻

市
網
地
島
）
に
網
小
医
院
を
開

設
し
て
お
り
ま
す
。
牡
鹿
半
島

の
近
く
に
あ
る
島
で
、
内
科
医

が
１
名
常
駐
し
て
い
ま
す
。
人

口
500
人
ぐ
ら
い
で
す
が
、
老
人

が
脳
梗
塞
を
起
こ
し
た
場
合
、

患
者
さ
ん
の
Ｃ
Ｔ
写
真
と
デ
ー

タ
が
と
ち
の
木
病
院
へ
送
ら
れ

て
く
る
。
こ
こ
に
い
る
脳
神
経

外
科
医
が
そ
れ
を
診
て
、
島
の

内
科
医
と
診
療
方
法
な
ど
を
電

話
で
指
示
を
出
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
を
受
け
た
島
の
内
科
医
が

応
急
処
置
を
し
ま
す
。
先
週

あ
っ
た
ん
で
す
が
、
お
ば
あ
さ

ん
が
転
倒
し
大
腿
骨
を
骨
折
し

て
、
そ
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
と
デ
ー

タ
が
送
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
整

形
外
科
医
は
そ
れ
を
診
て
応
急

処
置
を
指
示
し
て
、
手
術
は
来

週
に
し
ま
し
ょ
う
、
と
い
う
こ

と
で
栃
木
か
ら
島
の
病
院
へ

行
っ
て
手
術
し
て
帰
っ
て
き
ま

し
た
。
患
者
さ
ん
は
島
の
病
院

に
入
院
し
て
も
ら
う
だ
け
で
す

か
ら
、
そ
の
ま
ま
島
で
待
機
し

て
い
る
だ
け
で
す
。
こ
れ
ま
で

や
っ
て
き
た
私
の
医
療
は
、
直

す
こ
と
ば
っ
か
り
考
え
て
い
た

ん
で
す
。
違
う
ん
で
す
ね
。
自

分
が
今
ま
で
や
っ
て
き
た
医
療

生
涯
の
中
で
一
番
大
き
な
仕
事

は
こ
れ
だ
と
、
再
認
識
し
ま
し

た
。「
人
間
が
生
ま
れ
た
と
こ

ろ
で
死
ね
る
」
と
い
う
こ
と
の

大
切
さ
を
教
え
ら
れ
た
ん
で

す
。
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
て

や
っ
た
医
療
は
な
い
で
す
。

　

お
年
寄
り
の
患
者
さ
ん
が
生

同
窓
会
の
新
し
い
役
割

鈴
木
：
同
窓
会
は
、
そ
の
機
能

を
活
用
し
て
人
材
交
流
の
手
助

け
を
す
る
、
と
い
う
案
は
ど
う

考
え
ま
す
か
。

早
乙
女
：
そ
れ
は
、
大
賛
成
で

す
。
私
も
医
師
が
欲
し
い
時
が

ま
れ
育
っ
た
島
に
住
ん
で
い
る

の
は
、
他
へ
移
り
た
く
な
い
訳

で
す
。
と
こ
ろ
が
、今
ま
で
は
、

病
気
な
ど
で
健
康
に
自
信
が
な

く
な
る
と
、
そ
れ
を
診
て
く
れ

る
医
師
が
い
る
と
こ
ろ
へ
移
ら

ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
島
を
出

て
行
く
。
骨
に
な
っ
て
島
に

戻
っ
て
く
る
。
双
方
向
で
共
通

の
デ
ー
タ
を
や
り
と
り
し
て
診

療
す
る
シ
ス
テ
ム
の
お
陰
で
、

島
に
い
て
も
こ
ち
ら
に
い
る
の

と
同
じ
医
療
が
出
来
る
。
患
者

さ
ん
も
受
け
ら
れ
る
ん
で
す
。

患
者
さ
ん
に
と
っ
て
、
島
が
終

の
棲
家
に
な
っ
た
ん
で
す
。

鈴
木
：
遠
隔
医
療
を
実
地
体
験

さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
費

用
的
な
こ
と
は
ど
う
で
す
か
。

早
乙
女
：
半
分
は
国
の
補
助
を

受
け
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
1,500
万

円
は
自
己
負
担
し
て
い
ま
す
。
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島
に
終
の
棲
家
を

　
　
　
　
　

復
活
さ
せ
た
離
島
医
療

　
　
　

医
療
法
人  

陽
気
会
理
事
長
・
と
ち
の
木
病
院
理
事
長

早
乙
女　
　
　

勇
（
昭
48
）　

聞
き
手
：
鈴
木
信
夫
編
集
長

―
 

そ
の
２ ―

網小医院から電送された画像で
　　　　　　　　　相互診断する先生

　
　

第
35
回
日
本
小
児
神
経
外
科
学
会

　

会　

長
：
伊　

達　

裕　

昭
（
昭
50
）

（
千
葉
県
こ
ど
も
病
院　

病
院
長
）　

　

会　

期
：
平
成
19
年
５
月
31
日
・
６
月
１
日
・
２
日

　

場　

所
：
か
ず
さ
ア
カ
デ
ミ
ア
パ
ー
ク

　
　

特
別
講
演
情
報
提
供
の
お
願
い

　

平
成
19
年
（
５
月
～
12
月
）
開
催
予
定
の
学
会
で
、
特

別
講
演
を
予
定
さ
れ
て
お
ら
れ
、
本
会
報
に
て
講
演
内
容

を
紹
介
し
て
い
た
だ
け
る
先
生
は
、
特
別
講
演
を
行
う
学

会
名
、
日
時
、
演
題
等
を
同
窓
会
事
務
局
ま
で
お
知
ら
せ

下
さ
い
。



民
が
居
る
わ
け
で
す
。例
え
ば
、

研
修
の
一
環
と
し
て
地
域
の
中

核
病
院
で
働
き
な
さ
い
、
２
年

間
は
地
域
医
療
を
し
な
さ
い
、

と
行
政
が
言
え
な
い
の
か
。
ど

う
し
て
そ
こ
を
行
政
指
導
で
や

れ
な
い
の
か
、不
思
議
で
す
ね
。

医
者
は
、
人
間
と
人
間
と
の
付

き
合
い
の
中
で
認
め
合
う
仕
事

で
す
か
ら
、
田
舎
へ
行
け
ば
行

く
ほ
ど
医
療
全
般
を
診
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
で
す
か
ら
、
一

生
懸
命
調
べ
る
し
勉
強
も
す

る
。
専
門
医
に
聞
い
た
り
、
自

ら
切
磋
琢
磨
し
な
け
れ
ば
一
人

前
の
医
師
と
し
て
や
っ
て
行
け

ま
せ
ん
。
患
者
さ
ん
か
ら
は
喜

ば
れ
、
望
ま
れ
る
こ
と
で
報
わ

れ
る
。
自
分
が
や
り
た
い
仕
事

を
や
っ
て
で
す
。
こ
ん
な
有
難

い
仕
事
は
な
い
。
こ
う
い
う
素

晴
ら
し
い
感
動
を
ど
う
し
て
若

い
時
に
経
験
さ
せ
な
い
の
か
、

不
思
議
に
思
い
ま
す
。

鈴
木
：
最
近
検
討
さ
れ
て
い
る

開
業
医
の
条
件
と
し
て
、
地
域

医
療
の
１
年
間
義
務
化
は
、
ろ

く
な
医
療
を
し
な
い
か
ら
止
め

た
方
が
良
い
、
と
の
若
山
先
生

の
意
見
で
し
た
。

い
っ
た
場
合
は
良
い

の
で
す
が
、
マ
ッ
チ

ン
グ
が
う
ま
く
い
か

な
か
っ
た
場
合
に
、

周
り
の
状
況
が
良
く

判
ら
な
い
処
で
自
分

一
人
の
力
で
解
決
出

来
る
か
ど
う
か
。
医

局
に
属
し
て
い
れ

ば
、
医
局
の
仲
介
で

別
の
病
院
に
移
る
こ

と
が
出
来
ま
す
か

ら
、
医
局
が
あ
る
意

味
で
問
題
を
解
決
し

て
く
れ
て
い
た
と
い

え
ま
す
。
あ
の
先
輩

が
居
る
所
に
は
こ
の

人
は
無
理
だ
か
ら
別

の
と
こ
ろ
に
す
る
と

い
う
様
な
病
院
と
医
師
間
の
調

整
を
す
る
よ
う
な
医
局
の
采
配

が
あ
っ
た
。
勿
論
、
そ
れ
を
逆

手
に
と
っ
て
利
用
す
る
と
い
う

悪
い
面
も
な
か
っ
た
と
は
い
え

ま
せ
ん
が
、
そ
う
い
う
医
局
の

利
点
を
全
く
無
視
し
て
よ
い
か

が
こ
れ
か
ら
問
わ
れ
て
い
く
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

医
局
の
機
能
は
、
同
窓
会
が

補
う

鈴
木
：
そ
う
い
う
時
に
誰
が
サ

ポ
ー
ト
す
る
か
。
そ
れ
は
我
々

の
同
窓
会
組
織
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
す
。

武
内
：
今
日
こ
こ
に
来
た
理
由

に
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
同
窓
会

の
よ
う
な
組
織
に
、
崩
壊
し
つ

つ
あ
る
医
局
の
肩
代
わ
り
を
し

て
も
ら
い
た
い
と
い
う
希
望
が

あ
る
か
ら
で
す
。
い
ま
ま
で
医

局
が
果
た
し
て
き
た
機
能
を
補

う
よ
う
な
組
織
が
な
い
と
、
医

師
同
士
の
連
携
が
弱
く
な
り
、

お
互
い
の
事
情
を
知
る
機
会
が

失
わ
れ
孤
立
し
て
い
く
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
う

い
っ
た
意
味
で
も
病
理
を
や
り

た
い
と
い
う
医
師
が
い
る
と
い

う
情
報
を
伝
え
、
更
に
、
適
当

な
と
こ
ろ
に
紹
介
し
て
く
れ
る

よ
う
な
窓
口
と
な
る
組
織
が
ど

こ
か
に
な
い
と
駄
目
な
の
で

す
。
現
行
の
初
期
臨
床
研
修
を

終
え
て
か
ら
医
局
に
所
属
し
な

い
医
師
が
頼
れ
る
と
こ
ろ
の
一

つ
に
、
同
窓
会
の
様
な
組
織
を

考
え
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

佐
藤
：
そ
の
前
に
大
事
な
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
今
の
進
路
の
選

択
肢
に
病
理
が
あ
り
ま
せ
ん
。

武
内
：
で
す
か
ら
、
ど
こ
か
に

病
理
医
が
育
つ
環
境
を
作
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
初
期
研
修

を
終
え
た
医
師
の
な
か
か
ら
病

理
を
や
っ
て
も
良
い
と
考
え
て

い
る
医
師
を
見
つ
け
出
し
、
い

か
に
病
理
に
つ
な
ぎ
と
め
る
か

が
、
最
初
に
立
ち
は
だ
か
る
大

き
な
問
題
で
す
。
当
然
、
こ
こ

に
は
先
に
述
べ
た
資
金
面
の
問

題
も
絡
ん
で
く
る
。

鈴
木
：
そ
の
と
き
に
、
同
窓
会

で
さ
っ
き
の
資
金
的
な
問
題
を

解
決
で
き
れ
ば
、
し
め
た
も
の

で
す
。
そ
れ
以
外
に
、
ど
う
い

う
問
題
が
あ
り
ま
す
か
。

武
内
：
現
行
の
臨
床
研
修
シ
ス

テ
ム
が
始
ま
っ
た
時
点
で
、
大

部
分
の
病
理
医
は
研
修
シ
ス
テ

ム
の
な
か
か
ら
病
理
医
を
養
成

す
る
と
い
う
目
的
が
除
外
さ
れ

て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
気
付

い
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
の

な
か
で
、
病
理
医
と
し
て
養
成

で
き
る
よ
う
な
医
師
を
い
か
に

捕
捉
す
る
か
が
、
現
役
病
理
医

に
共
通
す
る
悩
み
で
あ
っ
て
、

他
の
問
題
を
考
え
る
前
に
解
決

し
な
い
と
い
け
な
い
と
思
っ
て

い
る
。
昔
は
、
最
終
的
な
志
望

を
決
定
す
る
際
に
多
く
の
選
択

肢
が
あ
っ
た
。言
い
換
え
れ
ば
、

医
師
を
育
成
す
る
シ
ス
テ
ム
に

あ
る
程
度
の
余
裕
が
あ
っ
た
の

で
、
病
理
の
よ
う
な
基
礎
系
に

属
す
る
よ
う
な
医
師
も
育
っ
て

い
た
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
余
裕
は
残
し
て
お
い

て
欲
し
か
っ
た
。
現
行
の
医
師

研
修
シ
ス
テ
ム
が
こ
の
ま
ま
続

い
て
い
く
と
、
今
後
、
病
理
医

へ
の
道
を
選
択
す
る
医
師
が
い

な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な

い
か
と
危
惧
し
て
い
ま
す
。

鈴
木
：
志
の
あ
る
先
生
達
が

色
々
な
医
療
問
題
に
つ
い
て
提

言
す
る
懇
話
会
を
作
ろ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
。
病
理
医
の
問

題
も
テ
ー
マ
の
ひ
と
つ
に
採
り

挙
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

佐
藤
：
今
の
話
を
聴
い
て
い
る

と
、
病
理
医
も
少
な
い
よ
う
で

す
が
、
日
本
に
必
要
な
医
師
の

数
、
産
婦
人
科
に
何
人
必
要
な

の
か
、
精
神
科
は
、
病
理
は
何

人
必
要
な
の
か
は
、
東
京
と
音

威
子
府
で
は
違
う
ん
で
す
。
で

も
点
数
は
同
じ
じ
ゃ
な
い
で
す

か
。
病
院
を
作
っ
た
と
し
て

も
、
病
院
の
基
準
は
、
東
京
も

大
阪
も
稚
内
も
同
じ
で
す
。
現

実
問
題
と
し
て
、
そ
ん
な
こ
と

は
あ
り
得
な
い
。
こ
れ
は
平
等

と
い
う
名
の
差
別
で
す
。
田
舎

で
は
病
院
経
営
が
出
来
な
い
か

ら
撤
退
さ
せ
る
制
度
に
な
っ
て

い
る
。

武
内
：
患
者
さ
ん
に
対
す
る
看

護
師
、
医
師
の
数
か
ら
い
っ
て

も
、
都
会
と
地
方
で
平
等
な
医

療
を
提
供
す
る
の
は
難
し
い
。

医
療
の
原
点
に
戻
ら
な
い

と
、
医
療
改
革
は
で
き
な
い

鈴
木
：
千
葉
県
が
ん
セ
ン
タ
ー

院
長
の
竜
崇
正
（
昭
43
）
先
生

は
、「
が
ん
セ
ン
タ
ー
や
大
学

な
ど
も
含
め
て
、
新
し
い
シ
ス

テ
ム
を
作
ら
な
け
れ
ば
医
療
シ

ス
テ
ム
は
崩
壊
し
て
し
ま
う
」

と
指
摘
し
て
い
ま
す
。

佐
藤
：
本
当
に
そ
う
だ
と
思
い

ま
す
。

武
内
：
そ
う
い
う
考
え
方
を
さ

れ
る
の
は
良
く
解
り
ま
す
。

鈴
木
：
崩
壊
し
そ
う
な
病
理
の

シ
ス
テ
ム
を
、
竜
先
生
の
考
え

の
よ
う
に
し
な
い
と
駄
目
で

し
ょ
う
か
。

武
内
：
現
行
の
臨
床
研
修
は
病

理
の
こ
と
を
考
慮
し
て
い
ま
せ

ん
か
ら
、
病
理
医
を
育
て
る
シ

ス
テ
ム
を
今
の
制
度
と
別
の
と

こ
ろ
に
作
ら
な
い
限
り
難
し

い
。

鈴
木
：
地
域
医
療
も
考
慮
さ
れ

て
い
な
い
。

佐
藤
：
国
立
大
学
は
、
医
師
の

教
育
・
養
成
に
物
凄
い
税
金
を

注
ぎ
込
ん
で
い
る
。
一
方
、
医

師
が
居
な
く
て
困
っ
て
い
る
国

武
内
：
地
域
医
療
の
領
域
は
よ

く
解
り
ま
せ
ん
が
、
最
初
か
ら

地
域
医
療
を
目
指
す
医
師
を
キ

チ
ン
と
育
て
る
シ
ス
テ
ム
が
有

る
の
か
無
い
の
か
。
も
う
ひ
と

つ
は
、
需
要
を
満
た
す
必
要
な

人
数
を
ど
の
よ
う
に
し
て
確
保

す
る
か
で
す
。
本
人
が
本
来
望

ま
な
い
と
こ
ろ
に
赴
任
さ
せ
る

に
は
あ
る
程
度
の
強
制
力
、
そ

れ
と
お
金
し
か
な
い
。
医
局
に

は
、
い
い
意
味
で
も
悪
い
意
味

で
も
所
属
す
る
医
師
に
対
す
る

強
制
力
が
あ
っ
た
の
で
、
医
師

を
配
分
す
る
役
割
を
か
な
り
果

た
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
医
局

の
良
い
面
を
全
く
理
解
せ
ず
に

医
局
を
壊
そ
う
と
し
て
い
る
。

北
海
道
の
よ
う
な
地
域
で
は
医

局
破
壊
の
影
響
は
、
か
な
り
大

き
い
と
思
い
ま
す
。

鈴
木
：
北
海
道
新
聞
で
医
療
崩

壊
シ
リ
ー
ズ
を
掲
載
し
て
い
ま

す
が
、
昨
日
の
記
事
で
は
、
審

議
会
の
議
論
で
は
纏
ま
ら
な
い

の
で
、
国
立
病
院
機
構
の
矢
崎

理
事
が
今
回
の
医
療
改
革
原
案

を
最
終
的
に
作
っ
て
み
た
。
厚

労
省
の
医
療
関
係
者
は
ほ
く
そ

笑
ん
で
い
る
、と
あ
り
ま
し
た
。

武
内
：
医
局
を
壊
す
こ
と
だ
け

が
目
的
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
達

せ
ら
れ
た
と
い
え
る
で
し
ょ

う
。
病
院
と
医
師
と
の
関
係
と

い
う
面
か
ら
見
る
と
、
研
修
を

終
え
た
医
師
が
医
局
に
係
わ
ら

な
い
で
、
自
分
で
病
院
を
選
ん

だ
と
し
ま
す
。
そ
れ
で
上
手
く
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医
師
会
に
欠
け
て
い
る
患
者

さ
ん
の
目
線

佐
藤
：
医
療
を
求
め
て
い
る
人

が
田
舎
に
取
り
残
さ
れ
て
い

る
。
都
会
に
は
沢
山
の
医
者
や

看
護
婦
が
い
て
医
療
が
受
け
ら

れ
る
。
稚
内
で
同
じ
よ
う
な
医

療
を
受
け
ら
れ
る
か
と
い
う

と
、
そ
う
で
は
な
い
。
医
師
の

地
域
的
な
偏
在
と
そ
れ
を
必
要

と
す
る
診
療
科
目
に
よ
る
人
数

調
整
を
何
処
が
し
て
い
る
の

か
。
行
政
で
す
か
、
違
い
ま
す

ね
。
医
師
会
で
も
な
い
。
ど
こ

も
や
っ
て
い
な
い
。
医
療
と
介

護
と
福
祉
の
世
界
を
何
処
が
動

か
し
て
い
る
の
か
、
何
を
基
準

に
、
何
が
平
等
で
、
何
を
必
要

と
し
て
い
る
か
が
全
然
見
え
て

こ
な
い
。
で
は
、
医
師
会
に
行

け
ば
い
い
の
か
。
医
師
会
に
足

を
引
っ
張
ら
れ
た
こ
と
は
あ
り

ま
す
が
、
助
け
ら
れ
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
札
幌
市
医
師
会

に
は
入
っ
て
い
ま
せ
ん
か
ら
、

変
な
奴
だ
と
い
う
言
い
方
を
さ

れ
る
。
医
師
会
が
国
民
に
信
頼

さ
れ
て
い
る
の
か
ど
う
か
、
あ

な
た
方
は
ご
存
知
で
す
か
と
、

こ
ち
ら
が
問
い
糾
し
た
い
。
地

域
や
僻
地
医
療
の
こ
と
、
医
師

の
偏
在
化
な
ど
の
問
題
を
医
師

個
人
の
問
題
に
帰
さ
な
い
で
、

医
師
会
は
自
分
の
足
元
を
謙
虚

に
見
詰
め
直
し
て
、
患
者
さ
ん

と
ち
ゃ
ん
と
話
を
さ
れ
た
ら
如

何
、
と
言
っ
て
い
る
だ
け
で

す
。
例
え
ば
、
産
婦
人
科
医
が

い
な
い
地
域
で
困
っ
て
い
る
な

ら
ば
、
そ
こ
へ
医
師
会
の
人
が

出
向
い
て
「
大
変
で
す
ね
、
何

と
か
し
て
医
師
会
も
協
力
し
た

い
」
と
云
う
だ
け
で
も
、
医
師

会
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
は
変
っ

て
く
る
筈
で
す
。
現
実
は
政
治

的
な
こ
と
ば
か
り
議
論
さ
れ
て

い
る
。医
師
会
は
圧
力
団
体
で
、

金
持
ち
が
何
を
言
っ
て
い
る
ん

だ
、
と
い
う
よ
う
な
意
識
で
し

か
国
民
に
見
ら
れ
て
い
な
い
。

医
師
会
が
、
医
者
と
し
て
国
民

医
療
の
た
め
に
立
ち
上
が
る
、

と
い
う
こ
と
を
み
ん
な
に
知
ら

し
め
る
努
力
を
し
て
頂
か
な
い

と
、
今
後
医
師
会
が
力
を
持
っ

て
い
け
る
と
は
思
え
な
い
。

鈴
木
：
非
常
に
重
要
な
こ
と
を

云
わ
れ
ま
し
た
。
唐
澤
先
生
を

応
援
し
た
先
生
達
は
、
今
の
問

題
を
痛
切
に
感
じ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
決
し
て
自
分
達
の
利

益
を
得
ん
が
た
め
に
唐
澤
先
生

を
推
し
た
と
私
は
考
え
て
い
ま

せ
ん
。
同
窓
会
は
医
学
部
卒
の

人
達
だ
け
の
会
の
よ
う
で
す

が
、
運
営
の
仕
方
に
よ
っ
て
は

フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
ん
で
す
よ
、

こ
の
組
織
は
。
同
窓
会
を
核
と

し
て
日
本
の
医
学
・
医
療
を
改

革
で
き
る
と
の
思
い
で
同
窓
会

活
動
に
係
わ
っ
て
い
ま
す
。
だ

か
ら
、
各
大
学
の
同
窓
会
の
連

合
体
を
作
り
た
い
。
そ
れ
を
土

台
に
し
て
日
本
医
師
会
と
連
携

し
て
政
府
を
動
か
す
。
少
な
く

と
も
、
日
本
の
医
学
・
医
療
の

側
面
を
、
地
域
医
療
、
病
理
医

の
組
織
を
作
り
な
が
ら
、
や
れ

る
と
こ
ろ
か
ら
や
っ
て
い
く
。

武
内
先
生
の
病
理
医
を
育
て
る

た
め
の
長
期
的
、
短
期
的
な
プ

ラ
ン
ニ
ン
グ
を
し
な
い
と
崩
壊

し
て
し
ま
う
。
旭
川
医
大
が
名

寄
市
立
病
院
か
ら
医
師
を
引
き

上
げ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
将
棋

倒
し
的
に
医
者
が
引
き
上
げ
ら

れ
、
医
師
の
偏
在
化
現
象
が
起

き
て
い
る
。
こ
れ
も
先
を
見
据

え
た
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
し
な
い

ま
ま
、
施
行
し
た
こ
と
が
原
因

で
し
ょ
う
。

武
内
：
大
学
と
か
で
研
究
を
し

て
い
る
医
師
が
い
て
、
そ
こ
か

ら
ま
た
、
病
院
の
方
へ
も
医
師

が
出
て
行
く
と
い
う
流
れ
が

あ
っ
た
ん
で
す
が
、
現
行
の
臨

床
研
修
制
度
は
そ
の
流
れ
を

切
っ
て
し
ま
っ
た
。
研
修
と
い

う
実
務
的
な
と
こ
ろ
か
ら
大
学

の
医
局
を
経
な
い
で
病
院
へ

入
っ
て
行
く
医
師
達
と
、
大
学

内
で
研
究
の
方
に
進
ん
で
行
く

医
師
達
の
流
れ
に
違
い
が
生

じ
、
お
互
い
が
交
わ
ら
な
い
恐

れ
が
出
て
き
た
の
で
、
今
後
、

そ
れ
を
ど
の
様
に
調
整
す
る
か

が
新
た
に
生
じ
た
大
き
な
問
題

で
す
。
こ
の
状
態
が
５
年
、
10

年
と
続
い
た
結
果
は
容
易
に
予

測
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
だ

か
ら
と
い
っ
て
、
病
院
側
か
ら

い
う
と
、
医
師
を
引
き
上
げ
ら

れ
る
不
安
は
あ
っ
て
も
、
医
局

に
所
属
し
な
い
で
い
る
医
師
達

の
動
向
を
把
握
し
て
医
局
と
は

別
な
と
こ
ろ
に
医
師
確
保
の
手

段
を
確
立
で
き
る
と
い
う
見
通

し
が
得
ら
れ
な
い
限
り
、
医
局

と
の
関
係
に
す
が
ら
ざ
る
を
得

な
い
の
で
し
ょ
う
。
そ
う
い
う

状
況
ま
で
を
予
測
し
対
策
を
講

じ
た
う
え
で
現
行
の
医
師
研
修

制
度
を
立
ち
上
げ
る
べ
き
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
医
師
と
い
っ

て
も
科
に
よ
っ
て
置
か
れ
て
い

る
状
況
が
異
な
っ
て
い
る
わ
け

で
す
か
ら
、
そ
の
事
情
を
無
視

し
て
同
列
で
や
る
と
い
う
こ
と

に
も
無
理
が
あ
っ
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。
診
療
科
に
よ
っ
て
は

現
行
の
臨
床
研
修
制
度
に
よ
る

志
望
者
が
減
り
厳
し
い
状
況
に

な
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
し

て
い
ま
す
。
病
理
医
と
麻
酔
科

医
が
少
な
い
と
の
指
摘
が
あ
り

ま
し
た
が
、
麻
酔
科
で
は
志
望

す
る
医
師
は
増
え
て
い
る
と
聞

い
て
お
り
状
況
は
異
な
っ
て
い

る
と
思
い
ま
す
が
、
長
い
期
間

の
予
測
と
な
る
と
両
科
と
も

に
、
厳
し
い
も
の
が
あ
る
よ
う

で
す
。
医
師
の
種
類
に
よ
っ
て

捕
ら
え
方
が
違
う
状
況
で
す
。

鈴
木
：
病
理
医
に
つ
い
て
の
問

題
点
は
、
他
の
科
と
は
違
う
と

い
う
こ
と
で
す
ね
。

武
内
：
絶
対
数
の
問
題
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
増
え
る
見
込
み
が

あ
り
ま
せ
ん
。
病
理
専
門
医
は

全
国
で
2,000
人
弱
で
す
か
ら
、
養

成
す
る
と
い
う
よ
り
も
現
役
で

働
い
て
い
る
病
理
医
の
争
奪
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

鈴
木
：
話
を
変
え
ま
す
が
、
ア

ン
ケ
ー
ト
で
挙
が
っ
て
い
る
の

は
、
マ
ス
コ
ミ
を
も
っ
と
医
者

側
に
つ
け
な
く
ち
ゃ
い
け
な

い
。
医
療
の
人
材
を
正
直
に
知

ら
せ
る
な
ど
、
社
会
対
策
を
し

な
く
ち
ゃ
な
ら
な
い
と
。

佐
藤
：
医
師
会
は
、
も
っ
と

も
っ
と
、
力
を
持
た
な
い
と
い

け
な
い
し
、
持
つ
べ
き
だ
と
思

う
。
余
り
に
も
国
民
か
ら
孤
立

し
て
い
ま
す
。一
般
の
人
達
は
、

医
師
会
は
凄
く
遠
い
存
在
だ
と

感
じ
て
い
る
と
思
う
。
風
邪
を

引
い
た
り
す
る
こ
と
は
日
常
茶

飯
事
で
、
医
療
は
非
常
に
身
近

な
こ
と
な
の
に
医
師
会
が
凄
く

遠
い
ん
で
す
。
医
師
会
は
何
を

し
て
い
る
の
か
、
あ
る
い
は
、

病
理
を
す
る
人
が
い
な
く
な
っ

た
ら
ど
う
い
う
事
態
が
起
こ
る

か
な
ど
、
一
般
の
人
が
解
る
訳

が
無
い
。
様
々
な
面
で
、
マ
ス

コ
ミ
対
策
を
疎
か
に
し
て
い
る

付
け
が
回
っ
て
い
る
。

武
内
：
殆
ど
の
人
は
、
病
理
の

恩
恵
を
蒙
っ
て
い
な
い
の
で

す
。
多
く
の
病
院
に
は
常
勤
病

理
医
が
い
な
い
わ
け
で
す
か

ら
、
言
い
換
え
れ
ば
、
病
理
医

が
い
な
い
と
こ
ろ
で
も
医
療
が

成
り
立
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

で
す
か
ら
、
病
理
医
が
関
係
し

て
い
る
医
療
と
、
関
係
し
て
い

な
い
医
療
と
の
差
を
見
よ
う
と

せ
ず
に
、
同
列
で
評
価
し
て
し

ま
う
の
で
す
。
た
ま
た
ま
何
か

で
知
っ
て
、
病
理
医
が
い
る
か

ど
う
か
を
気
に
留
め
て
下
さ
る

患
者
さ
ん
は
い
ま
す
が
少
数
で

す
。
病
理
医
の
存
在
を
知
ら
せ

る
た
め
、
ま
ず
、
常
勤
病
理
医

が
い
る
こ
と
を
病
院
が
表
記
す

る
こ
と
で
す
。
病
理
が
標
榜
科

に
な
っ
て
い
な
い
こ
と
が
原
因

か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
う
し

た
ア
ピ
ー
ル
も
必
要
で
す
。
こ

う
し
た
活
動
に
対
し
て
は
病
理

学
会
そ
の
も
の
が
怠
っ
て
い
ま

す
。

佐
藤
：
今
の
医
療
制
度
な
ど
に

つ
い
て
、
知
ら
な
い
人
が
沢
山

い
ま
す
。
行
政
が
や
ら
な
い
ん

だ
っ
た
ら
誰
が
や
る
の
か
、
と

い
う
問
題
も
あ
る
。

鈴
木
：
一
般
の
人
に
知
ら
し
め

る
に
は
、
費
用
が
掛
か
り
ま

す
。
で
す
か
ら
、
色
々
な
組
織

で
提
案
し
て
も
反
対
さ
れ
る
で

し
ょ
う
ね
。
そ
こ
で
、
我
々
は

『
会
報
』
以
外
に
『
会
誌
』
を

創
刊
し
よ
う
と
計
画
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
だ
け
の
会
報
の
記
事

の
中
に
は
、
一
般
の
方
々
に
も

興
味
を
持
っ
て
頂
け
る
も
の
が

多
数
あ
り
ま
す
。
一
方
、
こ
の

会
報
の
読
者
は
、
必
ず
し
も
医

師
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
学

生
会
員
の
父
兄
な
ど
を
含
め
る

と
、
１
万
人
以
上
の
読
者
は
い

る
で
し
ょ
う
。
一
般
の
人
達
へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
も
含
ん
だ
文

化
的
に
も
価
値
の
あ
る
会
誌
を

発
行
し
た
い
と
の
考
え
か
ら
で

す
。

佐
藤
：
是
非
、
そ
う
し
て
く
だ

さ
い
。
千
葉
大
を
離
れ
て
、
同

窓
の
方
と
お
逢
い
し
て
親
交
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
、
非
常
に

懐
か
し
か
っ
た
で
す
。

（ 25 ）  駅前ミーティング 第 144 号ゐ の は な 同 窓 会 報

ゐのはな同窓会の活動をより活性化するため、
地域で医療に携わっている先生と個別に対談す
る駅前ミーティングを開催しております。同窓
会に期待することを具体的に提案・提言して貰
い、その内容等を会報で紹介しております。地
域での活動内容、同窓生へのメッセージ、医療
への提言等を全国の会員へ、発信しませんか。
この駅前ミーティングをご希望の場合、事務局
へご連絡下さい。

　　お知らせ
中国地区の駅前ミーティングを、平成19年
１月に予定しております。次号以降に対談
の内容をお知らせいたします。



日　

時
： 

平
成
18
年
８
月
23
日

（
水
）
午
後
３
時
～

６
時

場　

所
： 

日
本
医
師
会
館　応

接
室

　

医
療
に
よ
る
国
際
貢
献

伊
藤
：
現
在
、
首
相
の
靖
国
神

社
参
拝
問
題
や
歴
史
認
識
の
問

題
な
ど
で
、
日
本
と
ア
ジ
ア
諸

国
と
の
関
係
が
ぎ
く
し
ゃ
く
し

て
お
り
、
今
後
、
ア
ジ
ア
外
交

が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
く
る

と
思
わ
れ
ま
す
。
日
本
の
医
療

と
海
外
、
あ
る
い
は
、
ア
ジ
ア

諸
国
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

唐
澤
：
日
本
の
医
師
も
、
も
っ

と
海
外
へ
羽
ば
た
く
医
療
を
目

指
す
べ
き
で
は
な
い
か
、
と
最

近
考
え
て
い
ま
す
。
医
療
を
通

じ
て
の
友
好
関
係
を
築
く
こ
と

は
可
能
で
し
ょ
う
。
ア
ジ
ア
の

平
和
維
持
、
緊
張
緩
和
に
意
味

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

鈴
木
：
日
本
医
師
会
に
は
、
海

外
医
療
機
関
と
連
携
を
図
る
部

門
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

唐
澤　

ご
存
知
の
通
り
世
界
医

師
会
（W

M
A

）
が
あ
っ
て
、

毎
年
、
総
会
を
開
い
て
い
ま

す
。
今
年
はW

M
A

ア
ジ
ア

地
域
総
会
が
あ
り
ま
す
。
も
う

ひ
と
つ
、C

M
A

A
O

（
シ
マ

オ
）
と
い
う
ア
ジ
ア
大
洋
州
医

師
会
連
合
も
あ
り
ま
す
。

伊
藤
：
千
葉
大
学
に
は
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
や
タ
イ
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
、
台
湾
な
ど
の
ア
ジ
ア
留
学

生
が
い
ま
し
た
ね
。
一
学
年
に

７
～
８
名
ぐ
ら
い
は
い
た
ん

じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

唐
澤　

他
の
医
大
に
も
ア
ジ
ア

か
ら
の
留
学
生
が
い
た
よ
う
で

す
が
、
特
に
、
千
葉
大
に
留
学

生
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。
い

ま
で
は
ア
ジ
ア
各
国
に
千
葉
大

の
同
窓
生
が
20
～
30
人
ぐ
ら
い

の
規
模
で
い
る
ら
し
い
で
す

ね
。
と
り
わ
け
タ
イ
は
多
く
50

名
以
上
だ
そ
う
で
す
。
こ
れ
だ

け
卒
業
生
が
ア
ジ
ア
に
い
る
の

は
珍
し
い
。

伊
藤
：
台
湾
で
は
「
千
葉
大
の

同
窓
会
を
や
ろ
う
」
と
い
う
話

が
あ
る
ぐ
ら
い
だ
そ
う
で
す
。

嬉
し
い
こ
と
で
す
。

鈴
木
：
同
窓
会
の
四
〇
（
ヨ
ン

マ
ル
）
会
が
留
学
生
を
支
援
す

る
奨
学
金
制
度
を
運
営
し
て
い

た
の
で
す
が
、
今
度
、
四
〇
会

の
先
生
達
が
全
員
退
官
な
さ
る

の
で
、
同
窓
会
が
奨
学
金
制
度

を
引
き
継
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
現
在
、
文
部
科
学
省
が
留

学
生
を
各
大
学
に
割
り
振
っ
て

い
る
の
で
す
が
、
日
本
で
医
師

免
許
を
取
得
し
て
も
自
国
で
活

か
せ
な
い
点
が
ネ
ッ
ク
に
な
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。

唐
澤
：
日
本
の
医
師
免
許
が
自

国
で
通
用
し
な
い
か
ら
で
し
ょ

う
か
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
国

家
間
で
解
決
す
べ
き
で
す
。
例

え
ば
、
ド
イ
ツ
は
日
本
の
医
師

免
許
を
認
め
て
い
ま
す
。

伊
藤
：
医
学
に
は
普
遍
性
が
あ

り
ま
す
か
ら
、
東
南
ア
ジ
ア
各

国
も
ド
イ
ツ
に
倣
っ
て
ほ
し
い

で
す
ね
。
こ
の
よ
う
な
不
平
等

条
約
的
な
も
の
は
国
が
改
正
に

取
組
ん
で
貰
い
た
い
で
す
ね
。

　

医
師
会
の
イ
メ
ー
ジ

伊
藤
：
根
本
的
な
話
に
な
り
ま

す
が
、
医
師
に
と
っ
て
医
師
会

に
加
入
す
る
こ
と
は
、
何
を
意

味
す
る
の
で
し
ょ
う
か
？　

加

入
に
は
メ
リ
ッ
ト
が
な
い
と
考

え
る
人
も
い
る
よ
う
で
す
が

…
…
。

唐
澤
：
現
在
、
全
国
で
約

16
万
3,000
名
も
の
医
師
が
医
師
会

に
加
入
し
て
い
ま
す
。
一
口
に

医
師
と
い
っ
て
も
、
開
業
医
か

ら
大
学
病
院
、
研
修
医
な
ど
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
が
あ
る
わ

け
で
す
が
、
医
師
会
を
通
じ
て

横
断
的
に
医
師
が
集
団
で
意
思

を
持
つ
。
つ
ま
り
、
大
き
な
力

と
使
命
を
も
っ
て
い
る
医
師
会

に
加
入
す
る
目
的
を
、
利
害
論

だ
け
で
片
付
け
て
欲
し
く
な
い

で
す
ね
。

鈴
木
：
国
民
も
医
師
会
に
対
す

る
誤
解
が
あ
る
、
と
思
い
ま

す
。
マ
ス
コ
ミ
の
報
道
等
で
、

医
師
会
が
あ
た
か
も
利
益
団
体

で
あ
る
か
の
よ
う
な
ネ
ガ
テ
ィ

ブ
な
印
象
が
染
み
込
で
し
ま
っ

て
、
な
か
な
か
修
復
が
難
し

い
。

唐
澤
：
メ
デ
ィ
ア
・
報
道
が
繰

り
返
す
と
社
会
通
念
に
な
り
ま

す
か
ら
ね
。「
日
本
医
師
会
は

欲
張
り
村
の
村
長
集
団
」
だ
、

な
ん
て
い
わ
れ
ま
す
（
笑
）。

マ
ス
コ
ミ
は
事
実
を
正
確
に
伝

え
て
欲
し
い
。
以
前
は
「
我
々

は
学
術
団
体
な
の
だ
か
ら
、
メ

デ
ィ
ア
の
報
道
に
は
超
然
と
し

て
、
放
っ
て
お
こ
う
」
と
い
う

態
度
を
医
師
会
は
と
っ
て
い

ま
し
た
。「
医
者
は
ゴ
チ
ャ
ゴ

チ
ャ
い
わ
ず
、
鷹
揚
に
構
え
て

い
れ
ば
い
い
」
と
。
し
か
し
、

今
は
マ
ス
コ
ミ
対
策
と
し
て
、

大
事
な
決
議
の
後
に
は
記
者
会

見
を
開
い
て
説
明
す
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。

伊
藤
：
私
は
、
民
間
が
医
局
の

よ
う
に
人
材
を
派
遣
す
る
医
療

ビ
ジ
ネ
ス
の
台
頭
に
注
目
し
て

い
る
の
で
す
が
、
大
学
で
は
な

く
民
間
が
行
う
と
な
る
と
、
医

師
の
教
育
は
ど
う
な
る
の
か
と

い
う
点
を
危
惧
し
ま
す
。

唐
澤
：
例
え
ば
、
い
ま
女
性
医

師
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
が
、

出
産
・
育
児
を
契
機
に
離
職
す

る
と
な
か
な
か
復
職
で
き
な

い
。
人
材
バ
ン
ク
に
登
録
し
て

い
た
と
し
て
も
、
な
ん
ら
か
の

形
で
診
療
を
継
続
し
て
い
な
い

と
、
す
ぐ
に
一
線
に
立
つ
の
は

難
し
い
で
し
ょ
う
。

伊
藤
：
医
師
会
で
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
す
る
方
法
は
な
い
の
で
す

か
。

唐
澤
：
研
修
や
勉
強
会
へ
の
参

加
を
促
し
て
、
履
修
者
に
は
証

明
書
を
渡
し
て
い
ま
す
。

鈴
木
：
厚
労
省
と
タ
イ
ア
ッ
プ

し
て
医
療
の
評
価
制
度
を
作
っ

て
い
ま
す
よ
ね
。

唐
澤
：
坪
井
元
会
長
は
、
医
師

免
許
の
更
新
制
を
提
唱
し
て
い

ま
し
た
。「
自
己
研
鑽
を
怠
ら

な
い
医
師
だ
け
が
国
民
を
安
心

せ
し
め
る
」
と
い
う
理
念
に
基

づ
く
も
の
で
す
。
ｅ
ラ
ー
ニ
ン

グ
の
概
念
を
取
り
入
れ
て
、
医

師
会
の
生
涯
学
習
制
度
を
確
立

さ
せ
て
み
る
の
も
良
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
ね
。
医
療
の
高
度
化

は
細
分
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
畑
違
い
の
分
野

に
疎
い
。
一
方
で
患
者
さ
ん
は

医
師
に
全
て
を
求
め
て
い
る
。

も
っ
と
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

を
す
る
必
要
が
あ
り
そ
う
で
す

ね
。

　

医
者
と
は
何
か

唐
澤
：
わ
れ
わ
れ
の
世
代
は
、

往
診
先
で
の
医
師
の
振
る
舞
い

方
を
学
ん
だ
も
の
で
す
。
例
え

ば
、
仏
壇
の
前
を
通
り
過
ぎ
て

は
い
け
な
い
。
ち
ゃ
ん
と
仏
壇

に
挨
拶
す
る
。
そ
れ
か
ら
、
医

師
の
座
る
位
置
、「
座
布
団
を

出
さ
れ
て
も
、
直
ぐ
に
座
る

な
」
と
か
…
…
。
ま
あ
、
社
会

常
識
で
す
が
、
今
の
若
い
先
生

た
ち
は
、
知
ら
な
い
で
し
ょ
う

ね
え
。
そ
れ
か
ら
、「
在
宅
医

は
家
族
に
希
望
を
与
え
る
役
目

が
あ
る
か
ら
、
明
る
く
務
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
深
刻
な
顔

し
て
行
っ
ち
ゃ
あ
駄
目
だ
」
と

よ
く
い
わ
れ
ま
し
た
よ
。

伊
藤
：
福
祉
や
介
護
と
の
連
携

に
つ
い
て
何
か
お
考
え
は
あ
り

ま
す
か
。

唐
澤
：
年
齢
を
考
え
れ
ば
、
私

も
遠
く
な
い
将

来
、
介
護
を

受
け
る
可
能
性

が
あ
る
。
や
は

り
自
分
が
受
け

た
い
介
護
を
提

供
し
た
い
。
想

像
力
が
大
切
で

し
ょ
う
。
そ
れ

か
ら
、
医
療
従

事
者
と
介
護
従

事
者
と
の
連
携

も
非
常
に
重
要

な
課
題
で
す
。

介
護
福
祉
士
や

介
護
支
援
専
門

員
な
ど
、
熱
心

に
高
度
な
介
護

を
し
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
方

で
も
主
治
医
と

の
連
携
と
な
る
と
、
な
か
な
か

難
し
い
。
こ
れ
を
解
決
す
る
に

は
、
ま
ず
、
医
師
側
か
ら
歩
み

寄
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
が
主
治
医
に
気
軽
に

相
談
で
き
る
環
境
が
必
要
で

す
。

鈴
木
：
地
域
医
療
に
つ
い
て
で

す
が
、
郵
政
の
民
営
化
の
と
き

に
僻
地
に
郵
便
が
届
か
な
く
な

る
可
能
性
が
問
題
と
な
り
ま
し

た
。
同
じ
よ
う
に
、
効
率
化
第

一
主
義
で
す
と
、
僻
地
の
医
療

が
切
り
捨
て
ら
れ
て
し
ま
う
可

能
性
が
あ
る
の
で
は
？

唐
澤
：
私
は
、
日
本
に
は
地
域

医
療
を
支
え
る
だ
け
の
財
源
が
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あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
厚

労
省
の
試
算
と
は
違
い
ま
す

が
…
…
。
い
ま
の
医
療
の
課

題
を
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、

ド
イ
ツ
な
ど
、
諸
外
国
と
対
比

す
る
と
見
え
て
く
る
も
の
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
の
調
査

研
究
を
日
医
総
研
（
日
本
医
師

会
総
合
政
策
研
究
機
構
）
で

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

鈴
木
：
北
海
道
の
あ
る
村
の
こ

と
で
す
が
、
医
師
夫
婦
が
僻
地

医
療
に
乗
り
出
し
ま
し
て
、
そ

こ
で
の
随
想
が
雑
誌
に
掲
載
さ

れ
た
。
そ
れ
を
読
ん
だ
四
国
の

医
師
か
ら
手
紙
が
来
た
。「
人

生
観
が
そ
っ
く
り
だ
、
私
も
同

じ
考
え
で
す
」
と
。
日
本
の
医

師
の
な
か
に
は
、
献
身
的
に
日

本
の
医
療
の
役
に
立
ち
た
い
と

お
考
え
の
方
が
い
る
。

唐
澤
：
唯
一
、
医
者
に
だ
け
許

さ
れ
た
特
権
は
、
人
の
死
に
立

ち
会
え
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ

こ
で
医
師
が
ど
の
よ
う
に
振
舞

い
、
ど
の
よ
う
な
態
度
で
臨
ん

で
い
る
か
…
…
患
者
さ
ん
も
そ

の
関
係
者
も
観
て
い
る
ん
で
す

ね
。
日
野
原
先
生
み
た
い
な
立

派
な
先
生
が
ひ
ょ
こ
っ
と
来

て
、
脈
取
り
な
が
ら
、「
君
、

も
う
安
心
し
て
死
ん
で
い
い
で

す
よ
」
な
ん
て
お
っ
し
ゃ
っ
た

な
ら
、
私
は
安
心
し
て
死
ね
る

ん
じ
ゃ
な
い
か
（
笑
）。
そ
う

い
え
ば
、
こ
の
前
、
往
診
先
か

ら
「
是
非
、
来
て
く
だ
さ
い
」

と
い
う
の
で
、
容
態
が
よ
く
な

い
の
か
と
思
っ
て
い
っ
た
ら
、

「
元
気
で
す
」
と
い
う
（
笑
）。

そ
れ
な
の
に
往
診
を
求
め
て
き

た
の
は
、
医
師
が
行
く
こ
と
で

日　

時　

 

平
成
18
年
９
月
４
日

　

午
後
７
時
～
９
時

場　

所　

 

Ｊ
Ｒ
新
橋
駅
前　

か
に
道
楽

医
師
の
地
域
偏
在
化
問
題

稲
葉
：
そ
も
そ
も
、
日
本
に
お

け
る
医
師
の
絶
対
数
が
少
な
い

の
で
あ
っ
て
、
各
国
と
比
較
し

て
も
非
常
に
少
な
い
こ
と
が
解

り
ま
す
。
こ
の
問
題
を
解
決
し

な
い
限
り
、
表
面
化
し
て
き
た

地
域
偏
在
化
問
題
は
解
決
で
き

上
国
並
に
抑
え
ら
れ
て
お
り
ま

す
。W

H
O

の
指
摘
を
待
つ

ま
で
も
な
く
、
医
療
水
準
は
世

界
の
ト
ッ
プ
で
あ
り
ま
す
。
な

ぜ
で
し
ょ
う
か
？　

医
療
従
事

者
、
特
に
医
師
の
献
身
的
（
自

己
破
滅
的
？
）
な
努
力
に
依
る

も
の
で
あ
る
こ
と
を
国
民
に
分

か
っ
て
も
ら
う
努
力
が
必
要
で

す
。（
開
業
し
て
い
る
）
診
療

所
の
医
師
の
年
間
所
得
が
各
国

に
比
し
て
高
い
と
の
マ
ス
コ
ミ

の
指
摘
が
あ
り
ま
す
が
、
日
本

の
診
療
所
の
医
師
はO

E
C

D

加
盟
国
の
医
師
の
平
均
3.5
倍
の

患
者
を
診
て
い
る
こ
と
は
知
ら

れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
医
師
、
看

護
師
、
助
産
師
、
検
査
技
師
、

レ
ン
ト
ゲ
ン
技
師
を
欧
米
並
み

に
揃
え
、
先
進
国
で
は
当
然
の

m
edical secretary

等
の

医
師
サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
の
導

入
が
今
必
要
と
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
医
療
費
30
兆
円
が
「
医
療

費
亡
国
論
」
に
繋
が
っ
て
お
り

ま
す
が
、
医
療
費
は
先
進
国
の

中
で
最
低
で
あ
り
、
し
か
も
そ

の
45
％
は
国
民
に
よ
っ
て
支
払

わ
れ
、
22
％
は
事
業
主
が
負
担

し
ま
す
。
税
金
は
僅
か
に
残
り

33
％
を
カ
バ
ー
す
る
だ
け
で
、

先
進
国
は
勿
論
、O

E
C

D
加

盟
国
で
も
国
民
の
健
康
に
お
金

を
惜
し
む
と
い
う
観
点
よ
り
わ

が
国
が
最
右
翼
で
あ
り
ま
す
。

医
療
費
の
50
％
は
人
件
費
に
消

え
、
48
％
が
医
薬
・
医
療
機

器
・
委
託
費
な
ど
に
費
や
さ
れ

ま
す
。
殆
ど
全
て
の
公
立
病
院

が
赤
字
経
営
に
陥
る
の
は
当
然

で
し
ょ
う
。
各
国
の
実
情
を
紹

介
し
、
日
本
の
現
実
を
国
民
に

知
ら
せ
、
選
択
し
て
戴
き
た
い

と
存
じ
ま
す
。

生
水
：
国
か
ら
の
指
示
で
、
県

が
主
導
で
分
娩
施
設
・
医
師
の

集
約
化
を
行
な
う
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
実
際
に
は
医
師

数
そ
の
も
の
が
不
足
し
て
い
る

の
で
、
国
が
考
え
て
い
る
ほ
ど

実
効
性
が
な
い
と
思
い
ま
す
。

医
療
資
源
で
あ
る
医
師
を
集
約

化
で
解
決
す
る
よ
り
も
、
医
師

の
絶
対
数
不
足
、
産
科
を
専
攻

と
す
る
後
期
研
修
医
を
増
や
す

な
ど
の
方
策
が
先
で
す
。
ま

た
、
妊
娠
中
に
は
胎
盤
早
期
剥

離
な
ど
の
重
篤
な
疾
患
が
突
然

発
症
し
、
緊
急
の
対
応
が
必
要

と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
速

や
か
に
処
置
が
で
き
れ
ば
母
子

と
も
に
救
命
可
能
で
す
が
、
対

応
が
遅
れ
れ
ば
不
幸
な
結
果
に

な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
産
科

疾
患
の
特
殊
性
を
考
慮
す
る

と
、
集
約
化
は
デ
メ
リ
ッ
ト
を

伴
う
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら

か
で
す
。
分
娩
施
設
数
を
大
き

く
減
ら
す
こ
と
な
く
、
医
師
当

た
り
の
負
担
を
軽
減
し
つ
つ
高

い
医
療
レ
ベ
ル
を
維
持
し
て
い

く
た
め
に
は
、
産
科
医
師
数
を

増
や
す
こ
と
が
も
っ
と
も
大
切

な
わ
け
で
す
。

助
産
師
の
問
題

稲
葉
：
助
産
師
の
数
も
余
り
に

も
少
な
過
ぎ
ま
す
。
あ
る
視
点

に
基
づ
き
、
助
産
師
の
数
を
増

や
す
こ
と
が
制
限
さ
れ
て
き
ま

し
た
け
れ
ど
も
、
そ
の
よ
う
な

こ
と
は
せ
ず
、
増
や
す
べ
き
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
そ
の
役
割
分
担
も
限
定
的

過
ぎ
ま
す
。
従
っ
て
、
杓
子
定

規
的
に
定
め
た
法
的
な
制
限
な

ど
は
、
実
態
に
即
し
て
い
ま
せ

ん
の
で
、
こ
の
ま
ま
で
す
と
全

国
の
病
院
・
診
療
所
で
の
産
科

業
務
は
破
綻
す
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
と
に
か
く
、
先
ず
は

助
産
師
の
数
の
増
大
化
を
図
る

べ
き
で
す
。
ま
た
、
そ
の
役
割

に
つ
い
て
は
、
医
師
と
連
携
し

て
役
割
分
担
を
す
べ
き
と
考
え

ま
す
。
正
常
妊
娠
、
正
常
分
娩

は
一
瞬
に
し
て
「
異
常
」
に
転

じ
ま
す
。
こ
れ
が
、
産
科
の
怖

い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
助
産

師
の
役
割
分
担
を
キ
チ
ン
と
整

理
し
て
、
医
療
の
実
情
に
充
分

配
慮
し
た
司
法
の
対
応
が
行
な

わ
れ
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

生
水
：
産
科
医
療
の
実
態
に
つ

い
て
社
会
的
な
理
解
が
充
分
で

あ
り
ま
せ
ん
。G

N
P

比
で
は

低
く
抑
え
ら
れ
た
医
療
費
で
あ

り
な
が
ら
、
日
本
で
は
世
界
的

に
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
産
科
医
療

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の

点
に
つ
い
て
社
会
的
認
知
度
が

低
過
ぎ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
少
な

い
医
師
や
助
産
師
数
で
こ
の
質

の
高
い
医
療
を
維
持
し
て
き
た

わ
け
で
す
が
、
こ
れ
は
産
科
医

師
・
助
産
師
に
過
酷
な
労
働
環

境
を
強
い
て
い
る
こ
と
に
つ
い

て
無
関
心
だ
か
ら
で
き
る
の
で

す
。
妊
娠
や
分
娩
が
有
し
て
い

る
本
質
的
な
リ
ス
ク
を
理
解
し

て
い
な
い
結
果
で
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
医
療
側
に
も
、
医

療
従
事
者
の
労
働
環
境
を
社
会

に
理
解
し
て
貰
う
た
め
の
努
力

が
不
足
し
て
い
た
と
思
い
ま

す
。医

師
の
待
遇

稲
葉
：
昼
夜
分
か
た
ず
働
い
て

い
る
医
師
の
実
情
は
余
り
に

も
悲
惨
で
す
。
給
与
に
つ
い

て
も
、
実
質
労
働
時
間
当
た

り
の
給
与
は
計
算
さ
れ
ま
せ

ん
。
従
っ
て
年
俸
は
そ
の
責
任

の
重
さ
に
比
例
し
た
も
の
で
は

な
く
、
他
の
職
種
と
比
べ
て
も

決
し
て
高
い
レ
ベ
ル
に
は
あ
り

ま
せ
ん
。
実
労
働
に
あ
わ
せ
て

給
与
を
支
払
え
ば
、
殆
ど
全

て
の
医
療
機
関
が
「
赤
字
財

政
」
と
な
り
ま
す
。
医
療
を
受

け
る
方
も
、
こ
の
よ
う
な
医
療

の
実
態
を
知
ら
さ
れ
て
お
ら

ず
、
医
療
労
働
者
の
置
か
れ
た

状
況
を
改
善
す
る
こ
と
に
理
解

を
示
せ
な
い
の
が
実
情
と
思
わ

れ
ま
す
。
医
師
は
厚
遇
さ
れ
て

い
る
と
い
う
よ
う
な
誤
解
は
な

る
べ
く
早
く
取
り
除
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
一
方
、
医
師
を
一

家
庭
が
明
る
く
な
る
か
ら
だ
と

い
う
ん
で
す
ね
。
医
師
に
は
、

人
に
安
心
を
与
え
る
使
命
が
あ

る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
従
っ

て
、
偏
在
化
で
は
な
く
医
師
数

の
絶
対
数
が
不
足
し
て
い
る
こ

と
に
基
づ
い
て
、
問
題
解
決
を

今
後
計
る
こ
と
が
必
須
で
す
。

な
お
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
日
本
と

同
様
に
医
師
数
が
少
な
く
な
り

過
ぎ
た
と
考
え
ら
れ
、
約
50
％

の
医
師
数
の
増
加
を
目
指
し
、

現
在
医
療
の
質
と
量
の
向
上
化

に
努
力
し
て
お
り
ま
す
。
今

回
、
日
本
で
は
10
大
学
に
お
い

て
毎
年
10
名
ず
つ
、
10
年
間
、

医
学
生
を
増
や
す
計
画
が
あ
り

ま
す
が
、
こ
れ
で
は
焼
け
石

に
水
で
あ
り
ま
す
。
も
っ
と
、

も
っ
と
増
大
す
べ
き
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
う
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
産
科
、
婦
人
科

に
お
け
る
医
師
が
少
な
い
、
と

い
う
よ
う
な
問
題
は
必
然
的
に

解
決
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
勿
論
、
医
療
費
も
増
大
し

ま
す
が
先
進
国
と
比
較
に
な
ら

ず
、
日
本
の
医
療
費
は
開
発
途
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産
科
婦
人
科
の
医
療
の

　
　
　
　
　
　
　

現
状
を
語
り
合
う

獨
協
医
科
大
学
産
科
婦
人
科
学
・
稲
葉
憲
之
教
授
、
千
葉
大

学
大
学
院
医
学
研
究
院
生
殖
機
能
病
態
学
・
生
水
真
紀
夫
教

授
に
参
加
し
て
頂
い
た
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
の
、
両
先
生
の
お

話
を
纏
め
た
も
の
で
す
。 

（
聞
き
手
：
鈴
木
信
夫
編
集
長
）

稲葉憲之先生生水真紀夫先生



人
の
人
間
と
し
て
捉
え
る
の
で

は
な
く
、
完
全
無
欠
な
医
療
技

術
者
で
あ
る
べ
き
と
の
要
求
の

み
か
ら
の
批
判
が
増
大
し
て
い

ま
す
。
過
労
死
寸
前
の
医
師
に

「
完
璧
な
」
医
療
安
全
を
求
め

る
こ
と
が
そ
も
そ
も
ナ
ン
セ
ン

ス
で
す
。
才
能
の
あ
る
産
科
・

婦
人
科
医
師
が
患
者
や
そ
の
家

族
か
ら
の
労
働
実
態
に
則
さ
な

い
発
言
や
訴
え
に
よ
り
、
第
一

線
か
ら
引
き
下
が
る
と
い
う
事

態
が
引
き
起
こ
さ
れ
て
い
ま

す
。
先
ず
は
医
師
の
労
働
環
境

を
整
え
、
医
療
活
動
に
適
切
な

評
価
を
行
い
、
医
療
活
動
の
内

容
を
保
障
す
る
シ
ス
テ
ム
作
り

を
国
が
構
築
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。「
刑
事
罰
」
で
は
解
決

さ
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
別
に
産

科
・
婦
人
科
医
だ
け
の
問
題
で

は
な
く
、
医
療
を
受
け
る
国
民

の
た
め
で
あ
り
、
関
連
す
る
学

会
、
特
に
日
本
医
師
会
が
社
会

に
広
報
活
動
を
通
じ
て
訴
え
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
で
な

け
れ
ば
国
も
国
民
も
動
き
ま
せ

ん
。無

過
失
賠
償
制
度

生
水
：
産
科
・
婦
人
科
医
の
減

少
が
目
立
つ
現
状
の
理
由
の
一

つ
に
は
、
訴
訟
事
例
が
増
加
し

て
き
た
と
い
う
現
状
が
あ
り
ま

す
（
総
数
は
他
科
に
比
し
多
い

の
で
す
が
、
最
近
で
は
新
受
件

数
、
つ
ま
り
あ
た
ら
し
く
訴
訟

が
始
ま
る
も
の
、
の
伸
び
率
は

鈍
り
、
他
科
の
そ
れ
よ
り
低
く

な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
）。
訴

訟
の
増
加
は
、
医
師
を
萎
縮
さ

せ
保
身
的
な
医
療
に
偏
向
し
た

結
果
、
患
者
に
も
マ
イ
ナ
ス
に

な
る
と
い
う
面
が
あ
り
ま
す
。

経
膣
分
娩
も
可
能
だ
ろ
う
と
思

い
つ
つ
も
帝
王
切
開
を
行
う
、

近
年
の
帝
切
率
の
上
昇
に
は
そ

う
い
っ
た
面
も
あ
る
よ
う
に
思

い
ま
す
。
脳
性
小
児
麻
痺
の

90
％
は
、
分
娩
前
つ
ま
り
妊
娠

中
の
原
因
に
よ
っ
て
起
こ
る
も

の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
分

娩
時
の
低
酸
素
血
症
な
ど
分
娩

に
関
連
す
る
も
の
は
10
％
程
度

で
す
。
こ
の
よ
う
な
現
実
に
鑑

み
、
最
近
「
無
過
失
補
償
制
度

の
創
設
」
が
真
剣
に
議
論
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
自
民

党
の
検
討
会
で
は
本
年
中
に
方

向
性
を
打
ち
出
す
こ
と
を
目
指

し
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
医
療
側
の
責
任
の
有

無
と
は
無
関
係
に
脳
性
小
児
麻

痺
な
ど
の
後
遺
症
の
あ
る
児
に

対
し
て
補
償
す
る
も
の
で
す
。

そ
の
場
合
、
原
因
を
明
ら
か
に

し
医
療
側
の
責
任
や
再
発
防
止

を
目
指
す
た
め
の
作
業
が
重
要

と
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
裁
判

と
は
別
の
場
で
行
わ
れ
る
こ
と

に
な
る
よ
う
で
す
。
で
き
る
限

り
早
期
に
こ
の
制
度
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
、
産
科
医
を
目
指
す
研

修
医
や
学
生
に
と
っ
て
、
萎
縮

す
る
こ
と
な
く
産
科
医
療
業
務

に
専
念
で
き
る
環
境
を
整
え
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

関
連
情
報

１　

 

日
本
の
医
療
施
設
の
従

事
者
（
医
師
）
数
は

256,668

人
（
病
院
：

163,683
人　

診
療

所
：

92,985
人
）

厚
労
省
発
行
「
平
成
16

（
2004
）
年
医
師
・
歯
科
医

師
・
薬
剤
師
調
査
の
概

況
」
に
よ
る
。

２　

 

人
口
1,000
人
当
た
り
の
医
師

数
比
較
（
2004
年
度
）

総
務
省
統
計
局
・
統
計
研
究

所
作
成
「
医
師
数
」
に
よ
る
。

３　

 

世
界
保
健
機
構
（W

H
O

）

は
2006
年
度
版
世
界
保
健
報

告
を
４
月
７
日
に
公
表
し

て
い
る
。

　
「（
前
略
）
日
本
は
平
均
寿
命

で
82
歳
の
世
界
最
長
寿
国
の
座

を
堅
持
し
な
が
ら
、
1,000
人
当
た

り
の
医
師
数
は
1.98
人
と
、
192

か
国
中
、
63
位
の
中
位
水
準
に

と
ど
ま
っ
た
。
一
位
サ
ン
マ
リ

ノ
の
47.35
人
に
は
遠
く
及
ば
ず
、

O
E

C
D

加
盟
国
（
30
か
国
）

の
中
で
は
最
低
ク
ラ
ス
。
同
様

に
看
護
師
は
27
位
、
歯
科
医

師
は
同
28
位
と
、
世
界
の
ト
ッ

プ
水
準
に
は
達
し
て
い
な
い
」

（
平
成
18
年
４
月
７
日
・

読
売
新
聞
）
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イタリア 6.1
ア メ リ カ
合 衆 国 5.5

ド イ ツ 3.6

フランス 3.3

スウェーデン 3.0

カ ナ ダ 2.1

ブラジル 2.1
オースト
ラ リ ア 2.5

日 本 2.0

イギリス 1.7

  ● 役員紹介 ●

理 事 長　木村定雄教授（写真中央）
運 営 部 長　医３　茂田　啓介
副運営部長　医３　豊田　行英
財務局局長　医３　片岡　　惇
総務局局長　医３　穴澤　梨江
競技企画局局長　医３　花木　裕一
広報局局長　医３　植田　真依
式典企画局局長　医３　吉田奈々絵
書記局局長　医３　山地　芳弘
渉外局局長　医３　奥山　　翼
エントリー局局長　医３　大和田　望
移管局局長　医３　中川　拓也

　平成19年度の第50回東日本医科学生総合体育大会で千葉大学医学部が 運営部として東海大学運営本部、東
京大学、北里大学医学部と共に主管することになりました。
　主管競技は硬式野球部、軟式テニス部、ヨット部、水泳部、弓道部、卓球部、ラグビー部と合計７競技を担
当します。ゐのはな同窓会からのご指導、ご援助の程何卒宜しくお 願いします。

医学部三年　茂田　啓介

電子カルテの設置を検討している
診療所・医院の先生方へ

本会報143号30面をご覧下さい。
たかくぼクリニックで「電子カルテ」の実際を見学できます。
導入方法や運用状況などを学ぶことも可能です。

場　所：たかくぼクリニック（埼玉県蕨市）
　　　　　　（最寄り駅：JR京浜東北線蕨駅または
　　　　　　　　　　　　　　　　JR埼京線戸田駅）

実施日：木・土曜日、午後１時～６時

見学ご希望の方は、下記宛にお申し込み下さい。

ゐのはな同窓会事務局
TEL：０４３－２０２－３７５０
FAX：０４３－２０２－３７５３
E-mail：indoso@graduate.chiba-u.jp

四大学で共同開催
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千
葉
大
学
名
誉
教
授 

萩
原

彌
四
郎
先
生
は
、
多
臓
器
不
全

に
陥
り
、
去
る
2006
年
７
月
４
日

ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
享
年
83

歳
で
し
た
。
先
生
は
2001
年
の
暮

れ
に
脳
梗
塞
を
患
い
、
千
葉
大

学
病
院
に
入
院
さ
れ
ま
し
た

が
、
年
明
け
て
程
な
く
退
院
で

き
、
そ
の
後
ご
自
宅
で
ゆ
っ
く

り
ご
静
養
さ
れ
、
次
第
に
ご
健

康
は
回
復
さ
れ
て
き
て
お
り
ま

し
た
。
退
院
直
後
に
お
宅
へ
お

見
舞
い
に
う
か
が
っ
た
と
き

も
、
健
康
な
と
き
と
あ
ま
り
変

わ
ら
な
い
普
段
の
ご
様
子
で
し

た
。
最
近
は
心
な
ら
ず
も
ご
無

沙
汰
ば
か
り
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
突
然
、
先
生
の
ご
訃
報
に

接
し
て
、
全
く
晴
天
の
霹
靂
で

し
た
。
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

   

先
生
は
1948
年
千
葉
医
科
大
学

を
卒
業
さ
れ
、
イ
ン
タ
ー
ン
を

　

次
い
で
上
京
し
、
都
立
豊
島

病
院
に
勤
務
し
、
東
京
の
ゐ
の

は
な
会
員
と
深
い
付
き
合
い
が

始
ま
っ
た
。

　

在
京
の
ゐ
の
は
な
会
員
と
一

緒
に
、
千
葉
大
第
一
内
科
三
輪

清
三
教
授
、
薬
理
の
小
林
龍
男

教
授
、
萩
原
彌
四
郎
教
授
、
公

衆
衛
生
の
相
磯
和
嘉
教
授
（
学

長
）、
田
波
潤
一
郎
教
授
、
肺

研
の
香
月
秀
雄
教
授
（
学
長
）

ら
諸
先
輩
ら
と
大
い
に
交
流
し

た
。

　

東
京
ゐ
の
は
な
会
は
、
次
第

に
組
織
化
し
盛
大
と
な
り
、
先

輩
後
輩
大
学
関
係
者
と
の
連
絡

が
多
く
な
っ
て
い
っ
た
。

　
　

名
尾
先
生
の

　
　
　
　

思
い
出
の
一
つ

　

千
葉
大
学
医
学
部
第
二
内
科

教
室
は
、
千
葉
大
学
出
身
者
が

教
授
に
な
ら
な
い
唯
一
の
教
室

で
あ
る
。
然
し
過
去
に
一
度
、

名
尾
良
憲
先
生
を
第
二
内
科
の

教
授
に
推
選
す
る
強
力
な
運
動

が
あ
っ
た
。

　

始
め
に
千
葉
大
学
医
学
部
教

授
の
代
理
と
し
て
、
耳
鼻
科
北

村
武
教
授
の
強
い
推
薦
が
あ
っ

た
が
、
名
尾
先
生
は
そ
の
任
に

あ
ら
ず
と
断
っ
た
。

　

次
い
で
小
児
科
の
久
保
政

次
教
授
が
教
授
会
の
推
薦
と

し
て
申
し
入
れ
た
が
固
辞
さ

れ
た
。

　

最
後
に
肺
研
の
渡
邊
昌
平
教

授
が
推
薦
の
た
め
上
京
し
、
ゐ

の
は
な
会
と
し
て
も
協
力
努
力

す
る
よ
う
要
望
し
た
が
名
尾
先

生
は
固
辞
さ
れ
た
。
田
坂
教
授

も
堂
野
前
先
生
も
要
望
な
さ
っ

た
の
に
と
、
わ
れ
わ
れ
は
大
変

残
念
で
あ
っ
た
。

　

時
代
的
に
も
荒
れ
て
い
た
時

代
で
、
先
生
も
相
当
に
悩
ん
だ

結
果
で
、
決
断
が
つ
か
な
か
っ

た
の
だ
ろ
う
。
そ
の
後
、
時
は

し
ば
ら
く
経
過
し
て
、
中
山
恒

明
教
授
の
紹
介
で
、
東
京
女
子

医
大
に
就
任
す
る
が
中
山
先
生

の
そ
ば
で
経
過
を
知
っ
て
い
る

だ
け
に
、
名
尾
先
生
は
運
の
良

い
方
と
思
っ
た
。

　

後
年
、
名
尾
先
生
が
三
楽
病

院
長
に
就
任
し
、
皆
を
驚
か
せ

堂
野
前
先
生
も
大
変
喜
ば
れ
た

と
聞
き
お
よ
ん
で
い
る
。

　

ま
た
名
尾
先
生
と
い
え
ば
寮

歌
祭
で
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
全
国
寮
歌

祭
で
は
、
時
々
テ
レ
ビ
の
画
面

に
出
た
。
カ
バ
ン

4

4

4

の
中
に
寮
歌

祭
用
の
帽
子
と
高
校
時
代
の
上

衣
を
入
れ
「
高
校
時
代
の
洋
服

屋
に
作
ら
せ
た
」
と
い
っ
て
ニ

コ
ッ
と
笑
う
名
尾
先
生
で
あ
っ

た
。

　

寮
歌
祭
に
就
い
て
は
薬
理
出

身
の
萩
原
教
授
や
２
内
科
出
身

の
茂
又
先
生
が
良
く
呼
び
出
さ

れ
て
い
た
の
を
し
ば
し
ば
拝
見

し
て
い
る
。

　

な
か
な
か
交
際
の
広
い
且
つ

　

畏
敬
名
尾
良
憲
先
生
が
、
本

年
10
月
初
旬
、
突
然
肺
炎
に
て

死
亡
さ
れ
た
。
大
変
驚
い
て
浦

和
で
行
わ
れ
た
10
月
10
日
の
お

通
夜
に
出
席
し
た
。

　

千
葉
大
学
医
学
部
ゐ
の
は
な

同
窓
会
と
千
葉
大
学
第
二
内
科

の
花
輪
が
、
沢
山
の
花
輪
の
中

に
見
受
け
ら
れ
た
。
名
尾
先
生

は
私
と
同
じ
第
二
内
科
出
身
で

堂
野
前
維
摩
郷
教
授
時
代
、
私

は
次
の
田
坂
定
孝
教
授
時
代
で

あ
る
。

　

私
の
学
生
時
代
に
は
、
第
二

内
科
の
伝
染
病
棟
に
お
ら
れ
た

よ
う
な
薄
い
記
憶
が
あ
る
。
先

生
は
応
召
後
、
召
集
解
除
と
な

り
、
津
海
軍
共
済
病
院
は
三
重

県
立
医
専
附
属
病
院
と
な
り
内

科
部
長
と
な
っ
た
。
後
に
県
立

医
大
に
昇
格
し
助
教
授
と
な
っ

た
。
そ
の
際
、
堂
野
前
教
授
に

は
個
人
的
に
も
大
変
お
世
話
に

な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

お
だ
や
か
な
先
生
で
あ
っ
た
。

　

最
後
に
ご
冥
福
を
祈
っ
て
筆

を
置
く
。

終
了
後
、
1949
年
小
林
龍
男
教
授

の
薬
理
学
の
教
室
に
入
り
、
研

究
者
と
し
て
の
道
に
進
ま
れ
ま

し
た
。
は
じ
め
の
頃
に
や
ら
れ

た
の
は
体
温
調
節
中
枢
の
あ
る

視
床
下
部
な
ど
の
中
枢
神
経
系

に
関
す
る
薬
理
学
的
研
究
で
あ

り
ま
し
た
。
そ
れ
に
は
体
温
の

測
定
が
指
標
と
な
り
ま
し
た

が
、
こ
れ
に
熱
伝
対
を
使
用
し

て
、
体
温
を
時
間
の
遅
れ
無
し

に
、
連
続
的
に
測
定
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
1958
年
に

はH
um

boldt

財
団
給
費
生

と
し
て
西
ド
イ
ツ
のH

eidel-
berg

大
学
お
よ
びM

arrburg

大
学
に
留
学
さ
れ
、
こ
こ
で
交

叉
熱
伝
対
法
を
用
い
て
の
臓
器

の
局
所
血
流
測
定
方
法
を
収
得

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
方
法
を
用

い
て
の
お
仕
事
が
、
ド
イ
ツ
留

学
中
も
帰
国
し
た
後
に
も
先
生

の
お
仕
事
の
主
体
と
な
り
、
脳

を
は
じ
め
と
し
て
、
心
筋
、
肝

臓
、
腎
臓
、
肺
臓
、
皮
膚
、
筋

肉
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
組
織
の
血

流
を
測
定
し
、
そ
れ
に
対
す
る

薬
物
の
作
用
を
研
究
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
さ
ら
に
こ
の
方
法
を

発
展
さ
れ
て
、
ダ
ブ
ル
サ
ー
ミ

ス
タ
ー
法
と
い
う
も
の
を
開
発

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
２
つ
の

サ
ー
ミ
ス
タ
ー
を
使
い
、
外
径

0.6
㎜
の
ガ
ラ
ス
管
に
封
入
し
、

こ
れ
を
脳
定
位
固
定
装
置
を
用

い
て
脳
内
の
い
ろ
い
ろ
の
部
位

に
挿
入
し
、
先
生
の
開
発
さ
れ

た
特
殊
血
流
測
定
装
置
に
接
続

し
て
、
脳
の
局
所
温
と
局
所
血

流
を
同
時
に
測
定
で
き
る
よ
う

に
し
た
も
の
で
す
。
こ
れ
を
用

い
て
実
に
精
力
的
に
仕
事
に
没

頭
さ
れ
、
そ
の
成
果
は
薬
物
療

法
の
基
礎
と
な
る
知
見
と
し
て

国
内
外
で
高
い
評
価
を
得
て
お

り
ま
す
。

　

1966
年
、
千
葉
大
学
医
学
部
に

脳
機
能
研
究
施
設･

向
神
経
薬

理
研
究
部
が
設
置
さ
れ
、
先
生

は
そ
の
初
代
教
授
に
就
任
さ
れ

ま
し
た
。
そ
し
て
先
生
の
開
発

さ
れ
た
ダ
ブ
ル
サ
ー
ミ
ス
タ
ー

法
に
よ
り
、
優
れ
た
業
績
を

続
々
と
発
表
さ
れ
、
ご
活
躍
さ

れ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
若
い
研

究
員
や
大
学
院
生
に
率
先
、
遅

く
ま
で
研
究
に
没
頭
さ
れ
、
研

究
に
対
す
る
飽
く
こ
と
な
き
情

熱
と
努
力
に
は
、
尊
敬
の
至
り

で
し
た
。
1970
年
に
は
先
生
は
脳

機
能
研
究
施
設
の
施
設
長
を
も

併
任
さ
れ
て
、
三
部
門
を
有
す

る
施
設
に
ま
で
拡
充
さ
れ
ま
し

た
。
1988
年
に
は
医
学
部
機
構
改

革
に
と
も
な
っ
て
、
同
施
設
は

環
境
疫
学
研
究
施
設
と
合
体
し

て
神
経
系
と
免
疫
系
を
包
括
す

る
高
次
機
能
制
御
研
究
セ
ン

タ
ー
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま

し
た
が
、
先
生
は
発
達
生
理
分

野
を
担
当
さ
れ
る
と
と
も
に
、

セ
ン
タ
ー
長
を
も
併
任
さ
れ
、

同
セ
ン
タ
ー
の
発
展
に
尽
く
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
学
会
活
動
も

日
本
薬
理
学
会
、
日
本
脈
管
学

会
、
日
本
生
理
学
会
、
日
本
平

滑
筋
学
会
等
そ
の
他
多
く
の
学

会
の
理
事
、
評
議
員
を
つ
と
め

ら
れ
、
多
大
の
貢
献
を
さ
れ
て

お
ら
れ
ま
す
。
先
生
の
永
年
に

わ
た
る
こ
れ
ら
の
ご
功
績
に
対

し
1999
年
勲
二
等
瑞
宝
章
が
授
与

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

先
生
は
研
究
面
ば
か
り
で
は

な
く
、
医
学
部
や
大
学
の
運
営

に
も
力
を
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

す
な
わ
ち
医
学
部
に
委
員
会
制

度
を
導
入
し
て
そ
の
委
員
長
と

な
っ
た
の
を
始
め
と
し
て
、
附

属
図
書
館
亥
鼻
分
館
長
、
医
学

部
長
、
大
学
評
議
員
、
千
葉
医

学
会
長
お
よ
び
監
事
、
千
葉
医

学
雑
誌
編
集
委
員
長
、
ゐ
の
は

な
同
窓
会
常
任
理
事
そ
の
他

数
々
の
要
職
を
歴
任
さ
れ
活
躍

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
医
学
部
長

の
と
き
に
は
全
国
医
学
部
長
・

病
院
長
会
議
の
監
事
、
専
門
委

員
会
委
員
長
と
し
て
、
教
育
環

境
の
整
備
に
意
を
尽
く
さ
れ
、

日
本
の
医
学
教
育
の
充
実
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

　

先
生
は
か
よ
う
に
永
年
に
わ

た
り
、
研
究
面
は
云
う
に
お
よ

ゐ の は な 同 窓 会 報

追　

悼　

文　
　
　

千
葉
大
学
医
学
部
脳
機
能
研
究
施
設
同
門
会　
　
　
　
　
　

北
里
大
学
名
誉
教
授　

加　

濃　

正　

明
（
昭
30
）

ゐ
の
は
な
同
窓
会
参
与　

貫　

洞　

一　

夫
（
昭
22
）



第 144 号 追　悼　文  （ 30 ）
　

今
日
（
平
成
18
年
９
月
30

日
）
届
い
た
千
葉
大
学
医
学
部

同
窓
会
報
「
ゐ
の
は
な
」
の

「
お
く
や
み
」
欄
に
何
げ
な
く

目
を
通
す
と
、
村
越
善
衛
先
生

の
お
名
前
が
あ
っ
た
。
晩
年
は

お
目
に
か
か
る
機
会
も
な
か
っ

た
が
、
先
生
に
は
格
別
お
世
話

に
な
っ
た
一
人
と
し
て
先
生
の

思
い
出
を
綴
っ
て
み
た
い
。

　

先
生
は
東
京
文
理
大
を
卒
業

さ
れ
て
、
千
葉
医
大
の
生
化
学

教
室
に
入
ら
れ
た
。
赤
松
茂
教

授
の
門
下
生
と
し
て
、
医
学
博

士
の
学
位
を
授
与
さ
れ
、
以

後
、
日
大
理
工
学
部
薬
学
科
の

教
授
と
な
ら
れ
た
。

　

実
は
、
私
は
先
生
が
若
き
日

に
中
学
の
教
師
を
さ
れ
た
時
の

教
え
子
な
の
で
あ
る
。
戦
後
間

も
な
い
昭
和
22
年
４
月
、
木
更

津
中
学
３
年
４
組
の
学
級
担
任

と
し
て
「
生
物
」
の
教
師
、
村

越
善
衛
先
生
が
着
任
さ
れ
た
。

軍
服
姿
で
教
壇
に
立
た
れ
た
と

こ
ろ
は
な
か
な
か
威
厳
が
あ
っ

た
。
当
時
復
員
さ
れ
た
若
手
の

教
師
は
皆
軍
服
の
ま
ま
で
あ
っ

た
。
背
広
、
ネ
ク
タ
イ
な
ど
は

と
て
も
手
に
入
ら
な
い
時
代

だ
っ
た
。
先
生
の
あ
だ
名
は

「
ペ
プ
シ
ン
」。
消
化
酵
素
で
あ

る
「
ペ
プ
シ
ン
」
と
い
う
言
葉

が
先
生
の
口
か
ら
出
た
こ
と
が

印
象
的
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
記

憶
に
あ
る
の
は
、
私
の
音
楽
の

成
績
の
こ
と
で
「
君
は
ど
う
し

て
こ
ん
な
に
音
楽
だ
け
成
績
が

悪
い
の
で
す
か
。
音
楽
の
先
生

が
若
い
女
性
だ
か
ら
と
馬
鹿
に

し
て
か
ら
か
っ
た
の
で
す
か
。」

「
・
・
・
」
私
に
と
っ
て
女
教

師
を
か
ら
か
う
な
ん
て
思
い
も

よ
ら
ぬ
こ
と
で
あ
る
。
実
は
私

は
音
痴
で
、
そ
れ
が
変
声
期
と

重
な
っ
た
た
め
、
声
を
出
せ
ば

と
ん
で
も
な
い
調
子
は
ず
れ
と

な
り
仲
間
の
失
笑
を
買
っ
た
の

で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
そ
の
後
し

ば
ら
く
ト
ラ
ウ
マ
と
な
り
、
歌

が
歌
え
な
く
な
っ
た
。
思
え
ば

私
の
成
績
を
惜
し
ん
で
の
温
か

い
お
心
か
ら
の
お
言
葉
だ
っ
た

の
で
あ
る
。

　

そ
の
後
先
生
は
中
学
教
師
を

辞
め
て
進
学
さ
れ
た
。
田
舎
教

師
に
は
飽
き
た
ら
ず
純
粋
に
学

問
の
道
に
進
ま
れ
た
の
だ
ろ

う
。
そ
れ
か
ら
、
５
年
後
、
私

は
木
更
津
高
校
を
卒
業
し
、
千

葉
大
学
医
学
部
に
進
学
し
た
。

そ
こ
で
有
名
な
赤
松
茂
教
授
の

「
生
化
学
」
の
講
義
を
聴
い
た
。

当
時
、
教
授
の
講
義
に
は
必
ず

助
手
が
つ
き
添
う
。
な
ん
と
、

そ
の
中
に
、
白
衣
を
着
た
村
越

先
生
が
い
た
の
で
あ
る
。
先
生

は
そ
こ
で
学
位
論
文
を
仕
上
げ

て
、
医
学
博
士
と
な
り
、
教
室

を
去
っ
て
行
か
れ
た
。
毎
年
の

年
賀
状
で
お
元
気
だ
と
ば
か
り

思
っ
て
い
た
が
突
然
の
訃
を

知
っ
て
驚
い
た
。
先
生
は
日
大

教
授
退
官
後
５
年
ほ
ど
、
某
製

薬
会
社
の
開
発
部
長
を
勧
め
ら

れ
た
。
し
か
し
、
平
成
12
年
よ

り
食
道
癌
を
は
じ
め
次
々
病
魔

に
冒
さ
れ
、
平
成
18
年
軟
口
蓋
の

腫
瘍
か
ら
全
身
衰
弱
を
来
し
て

７
月
19
日
逝
去
さ
れ
た
。
合
掌
。

ば
ず
、
大
学
内
外
の
運
営
面
に

お
い
て
も
多
く
の
寄
与
を
さ
れ

ま
し
た
。
何
事
に
も
確
固
た
る

信
念
を
も
っ
て
取
り
組
ま
れ
る

先
生
の
真
摯
な
態
度
が
、
多
方

面
に
わ
た
る
数
々
の
ご
功
績
に

結
び
つ
い
て
い
る
も
の
と
存
じ

ま
す
。
一
方
、
先
生
は
ま
こ
と

に
温
厚
な
お
人
柄
で
、
あ
ま
り

怒
ら
れ
た
こ
と
も
な
く
、
ま
た

決
し
て
高
ぶ
る
こ
と
も
あ
り
ま

せ
ん
。
教
室
員
、
大
学
院
生
は

じ
つ
に
気
安
く
、
遠
慮
な
く
教

え
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
の

で
す
。
そ
の
先
生
は
今
は
目
に

見
え
ぬ
境
へ
逝
か
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

　

今
は
た
だ
、
心
よ
り
先
生
の

御
魂
の
安
か
ら
ん
こ
と
を
願
う

ば
か
り
で
す
。

追
悼
式
式
辞

　

追
悼
式
委
員
長

　

千
葉
大
学
大
学
院
医
学
研
究
院
長

徳
久　

剛
史　

　

本
日
こ
こ
に
、
故
千
葉
大
学
大

学
院
医
学
研
究
院
教
授　

石
倉
浩

先
生
の
追
悼
式
を
開
催
す
る
に
当

た
り
、
千
葉
大
学
大
学
院
医
学
研

究
院
、
医
学
部
及
び
医
学
部
附
属

病
院
を
代
表
し
、
お
別
れ
の
言
葉

を
捧
げ
ま
す
。

　

先
生
は
、
昭
和
55
年
北
海
道
大

学
医
学
部
を
卒
業
後
、
北
海
道
大

学
大
学
院
医
学
研
究
科
に
入
学
さ

れ
、
病
理
学
を
専
攻
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
米
国
に
留
学
さ
れ
、
マ
サ

チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
総
合
病
院

と
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
医
学

部
の
客
員
研
究
員
と
し
て

主
に
婦
人
科
疾
患
の
病
理

学
を
研
究
さ
れ
、
華
々
し

い
成
果
を
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。
３

年
間
の
留
学
生
活
の
後
、
北
海
道

大
学
医
学
部
病
理
学
第
一
講
座
の

助
手
に
就
任
さ
れ
、
講
師
、
助
教

授
を
経
て
、
平
成
11
年
、
千
葉
大

学
医
学
部
病
理
学
第
二
講
座
の
教

授
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
以
来
、

８
年
余
に
亘
り
本
学
の
教
育
と
研

究
に
真
摯
に
努
め
、
先
生
の
温
厚

で
誠
実
な
人
柄
と
懇
切
丁
寧
な
指

導
は
、
多
く
の
学
部
学
生
や
大
学
院

生
に
多
大
な
感
化
を
与
え
ま
し
た
。

　

先
生
は
研
究
面
に
お
い
て
、「
肝

様
腺
癌
」
と
い
う
新
し
い
腫
瘍
概

念
を
世
界
に
先
駆
け
て
提
唱
さ
れ

ま
し
た
。
い
ま
や
「
肝
様
腺
癌
」

は
高
度
悪
性
腫
瘍
の
一
つ
と
し

て
教
科
書
に
も
記
載
さ
れ
、
肝

様
腺
癌
関
連
の
論
文
に
は
必
ず

先
生
の
業
績
が
引
用
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
先
生
は
、
肝
様
腺
癌

の
発
生
機
序
や
転
移
メ
カ
ニ
ズ

ム
の
解
明
か
ら
そ
の
治
療
法
の

開
発
に
至
る
ま
で
、
ま
さ
に
先

生
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
、

そ
の
研
究
に
全
力
を
投
入
さ
れ

ま
し
た
。

　

先
生
は
ま
た
、
あ
ら
ゆ
る
分

野
の
人
体
病
理
に
精
通
さ
れ
た

極
め
て
優
れ
た
病
理
医
で
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
特
に
婦
人

科
病
理
学
の
分
野
に
お
い
て
、
わ

が
国
を
代
表
す
る
病
理
医
の
一
人

と
し
て
世
界
的
に
も
ご
活
躍
さ
れ

ま
し
た
。
多
く
の
教
科
書
を
執
筆

さ
れ
、
卵
巣
が
ん
癌
取
扱
い
規
約

の
改
訂
に
際
し
て
は
病
理
側
の
委

員
長
を
務
め
ら
れ
る
な
ど
、
わ
が

国
の
病
理
学
の
発
展
に
多
大
な
貢

献
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

先
生
は
、
教
育
や
研
究
に
ご
多

忙
の
な
か
を
、
医
学
部
で
は
も
っ

と
も
重
責
の
ひ
と
つ
と
さ
れ

て
い
る
入
試
委
員
長
を
勤
め
ら

れ
て
お
り
ま
し
た
。
本
年
１
月

の
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
で

は
、
先
生
の
温
厚
な
お
人
柄
と

隙
の
な
い
統
率
の
と
れ
た
采
配

に
、
入
試
委
員
の
先
生
方
が
み

な
石
倉
先
生
の
た
め
に
頑
張
っ

て
い
る
と
感
じ
た
ほ
ど
で
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
益
々
の
ご
活
躍
が

期
待
さ
れ
た
先
生
を
突
然
に

失
っ
た
こ
と
は
ま
こ
と
に
残
念

で
な
り
ま
せ
ん
。
こ
こ
に
謹
ん

で
先
生
の
御
霊
に
追
悼
の
意
を

捧
げ
、
ご
冥
福
を
心
よ
り
お
祈

り
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
先

生
の
ご
業
績
に
敬
意
と
感
謝
を

表
し
、
式
辞
と
い
た
し
ま
す
。

追
悼
の
辞

　
　

ゐ
の
は
な
同
窓
会
会
長　

渡
辺　
　

武　

　

今
は
亡
き
石
倉
先
生
に
、
千
葉

大
学
ゐ
の
は
な
同
窓
会
を
代
表
し

て
、
こ
こ
に
追
悼
の
言
葉
を
述
べ

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

先
生
は
７
年
前
に
新
進
気
鋭
の

千
葉
大
学
医
学
部
病
理
学
教
授
と

し
て
赴
任
さ
れ
ま
し
た
。
大
変
嘱

望
さ
れ
学
生
に
も
人
気
が
高
く
同

窓
会
と
し
て
も
期
待
し
て
お
り
ま

し
た
。
そ
れ
が
あ
ま
り
に
も
急
変

な
事
態
に
言
葉
も
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
た
だ
痛
切
な
悲
し
み
で
す
。

　

先
生
ご
自
身
に
と
っ
て
も
残
念

の
き
わ
み
で
あ
っ
た
こ
と
で
し
ょ

う
。
ま
し
て
や
突
然
残
さ
れ
た
若

い
ご
遺
族
の
悲
し
み
は
い
か
ば
か

り
で
あ
り
ま
し
ょ
う
か
。
今
は
た

だ
た
だ
一
日
も
早
い
心
の
ご
回
復

を
祈
る
ば
か
り
で
す
。

　

先
生
、
ど
う
ぞ
安
ら
か
に
お
休

み
下
さ
い
。
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

ゐ の は な 同 窓 会 報

　

三　

枝　

一　

雄
（
昭
32
）

お
く
や
み

谷　

と
志
子　
（
東
京
女
子
専
昭
９

）

名
尾　

良
憲　
（
昭
13
）

斉
藤　

宗
寿　
（
昭
16
⑫
）

牛
尾　
　

衛　
（
慈
恵
医
大
16
）

草
間　
　

昇　
（
昭
17
）

熊
坂　

年
成　
（
昭
18
）

内
田　

ふ
き　
（
群
馬
師
範
昭
18
）

篠
崎　

忠
吉　
（
専
20
）

若
山　
　

享　
（
専
24
）

黄　
　

彩
延　
（
昭
28
）

梅
村　

喜
夫　
（
昭
29
）

松
尾　

成
久　
（
昭
29
）

阪
口　

禎
男　
（
昭
38
）

松
原　

宏
昌　
（
富
山
医
薬
昭
58
）

髙
橋　

龍
平　
（
平
16
）

故 

石
倉　

浩 

教
授　

追
悼
式
開
催

　

去
る
平
成
18
年
５
月
27
日
に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
石
倉
浩

先
生
の
追
悼
式
が
、
平
成
18
年
11
月
９
日
千
葉
大
学
大
学
院

医
学
研
究
院
主
催
に
よ
り
、
亥
鼻
キ
ャ
ン
パ
ス
記
念
講
堂
に

お
い
て
し
め
や
か
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ゐ
の
は
な
同
窓
会
よ
り
遺
児
育
英
資
金
と
し
て
10
万
円
を

差
し
上
げ
ま
し
た
。



思
い

出

　

敗
戦
前
後　
　
　
　
　
　
　
　
　

桑　

田　

次　

男　
（
昭
19
）

思
い

出

　
啼
泣
の
声
消
え
た
時　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

―

東
京
空
襲
の
思
い
出―

金
沢
医
大
名
誉
教
授
小
児
科　
　
　
　
　
　
　

四　

家　

正
一
郎　
（
昭
26
）
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り
行
く
の
か
全
く
予
想
す
る
こ

と
は
出
来
な
か
っ
た
。

　

敗
戦
後
、
営
庭
で
は
山
の
よ

う
な
書
類
が
焼
か
れ
た
。
私

の
泊
ま
っ
て
い
た
部
隊
本
部

の
図
書
館
室
に
は
、
何
故
か

E
ncyclopedia　

B
ritanica

の
１
セ
ッ
ト
が
あ
っ
て
、
ど
う

せ
焼
く
の
だ
か
ら
欲
し
け
れ
ば

持
っ
て
行
っ
て
も
よ
い
と
の
こ

と
で
あ
っ
た
が
、
し
か
し
、
如

何
せ
ん
大
分
の
本
を
持
ち
運
び

出
来
な
い
の
で
持
ち
出
し
は
断

念
し
た
。

　

数
日
後
、
私
は
軍
医
少
尉
に

任
命
さ
れ
た
。
所
謂
ポ
ツ
ダ
ム

少
尉
で
あ
っ
た
。
将
校
は
ア
メ

リ
カ
軍
の
俘
虜
に
な
る
と
い
う

流
言
が
あ
っ
た
が
、
如
何
に
な

り
行
く
と
も
恐
れ
あ
ら
じ
、
と

い
う
の
が
当
時
の
私
の
心
境
で

あ
っ
た
。

　

８
月
末
日
に
は
厚
木
飛
行
場

に
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
飛
来
す
る

で
あ
ろ
う
と
言
う
こ
と
で
あ
っ

た
。
そ
の
た
め
、
部
隊
は
20
日

過
ぎ

－

正
確
な
日
は
失
念

－

ま

で
に
多
摩
川
以
東
に
夜
間
移
動

せ
よ
と
の
軍
命
で
あ
っ
た
。
そ

し
て
、
部
隊
は
夜
間
行
軍
を
し

て
下
総
中
山
の
競
馬
場
ま
で
移

動
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
私
は

車
輌
に
同
乗
さ
せ
て
も
ら
う
こ

と
が
出
来
て
中
山
に
向
か
っ
た
。

　

そ
の
夜
の
こ
と
で
今
で
も
私

の
脳
裏
に
焼
き
つ
い
て
い
る
光

景
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
両
国
橋

を
越
え
て
か
ら
の
、
私
の
見
た

江
東
の
街
の
様
相
で
あ
る
。
ア

メ
リ
カ
空
軍
の
無
差
別
焼
夷
弾

攻
撃
に
よ
る
無
残
な
焼
野
原

で
、
家
々
の
残
骸
が
黒
々
と
闇

の
中
に
横
た
わ
っ
て
い
た
。
私

は
そ
の
時
見
た
鬼
気
迫
る
光
景

を
今
も
忘
れ
な
い
。
死
傷
者
は

十
数
万
に
達
し
た
と
の
こ
と
で

あ
る
。

空
爆
に　

　　

焼
き
払
わ
れ
し
江
東
の　

　　　

夜
道
を
行
け
ば　

　　　　　　
　

鬼
哭
啾
啾

　

当
時
中
山
の
競
馬
場
に
馬
は

１
頭
も
い
な
か
っ
た
。
馬
の
い

な
い
厩
舎
に
隊
員
は
数
日
宿
泊

し
、
８
月
31
日
遂
に
わ
が
部
隊

は
正
式
に
解
散
し
た
。
私
は
そ

で
あ
っ
た
。

　

カ
ラ
カ
ラ
と
い
う
音
と
共
に

油
脂
焼
夷
弾
の
落
下
音
が
聞
こ

え
て
き
た
。
昭
和
20
年
５
月
深

夜
で
あ
る
。
あ
ち
こ
ち
火
柱
が

上
が
り
燃
え
出
す
。
数
日
前
も

学
生
が
直
撃
を
う
け
た
。
二
階

建
の
学
生
寮
が
北
寮
、
西
寮
と

焼
失
し
、
昭
和
19
年
入
学
以

来
、
馴
れ
親
し
ん
で
い
た
東
京

高
等
学
校
の
わ
が
南
寮
も
劫
火

に
包
ま
れ
て
き
た
。
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
校
舎
の
か
げ
に
熱
風

を
避
け
て
数
人
が
踞
っ
て
い

る
。
皆
茫
然
と
し
て
失
神
状
態

の
よ
う
で
あ
る
。
安
全
な
方
向

に
移
動
す
る
よ
う
声
を
か
け
て

ま
わ
っ
た
。
広
い
グ
ラ
ン
ド
に

逃
げ
た
人
は
熱
風
に
や
ら
れ
た

ら
し
い
。
や
が
て
周
囲
を
火
に

包
ま
れ
校
内
プ
ー
ル
に
跳
び
込

ん
だ
。
水
深
は
1.5
メ
ー
ト
ル
か

ら
３
メ
ー
ト
ル
位
で
横
20
メ
ー

ト
ル
、
縦
50
メ
ー
ト
ル
位
で

あ
っ
た
と
思
う
。
す
で
に
学
外

の
人
が
数
人
あ
ま
り
の
熱
風

に
着
衣
の
ま
ま
入
っ
て
い
た
。

プ
ー
ル
サ
イ
ド
の
木
造
の
南
寮

の
柱
が
燃
え
て
落
下
し
頭
上
に

落
ち
て
く
る
。
水
面
を
火
焰
が

な
め
る
よ
う
に
這
う
。

　

頬
が
焼
け
る
の
で
水
中
に
頭

か
ら
も
ぐ
り
、
ま
た
顔
を
出
し

て
呼
吸
す
る
。
背
中
に
赤
子
を

お
ぶ
っ
た
若
い
母
親
が
「
○
○

ち
ゃ
ん
堪
忍
ね
」
と
繰
り
返
し

水
中
に
顔
を
出
没
し
な
が
ら
泣

い
て
呼
ん
で
い
る
よ
う
だ
。
母

　

入
隊
し
た
最
初
の
日
、
軍
医

に
面
接
を
し
た
。
今
ま
で
な
に

を
し
て
い
た
か
と
質
問
さ
れ
、

細
菌
学
を
や
っ
て
お
り
ま
し
た

と
答
え
た
ら
、
何
だ
、
同
僚
か

と
言
わ
れ
そ
れ
か
ら
待
遇
が
一

変
し
た
。

　

入
隊
に
当
た
り
臨
床
経
験
の

乏
し
い
私
が
心
配
し
た
の
は
、

処
方
箋
が
書
け
る
か
と
い
う
こ

と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ

は
全
く
杞
憂
で
あ
っ
た
。
当

時
、
部
隊
の
医
務
室
に
は
極
く

限
ら
れ
た
薬
剤
し
か
な
か
っ
た

か
ら
で
あ
る
。
入
隊
後
し
ば
ら

く
し
て
、
部
隊
か
ら
薬
草
の
栽

培
を
命
じ
ら
れ
た
。
兵
１
名
を

連
れ
て
、
用
賀
に
あ
っ
た
陸
軍

衛
生
材
料
廠
ま
で
出
張
し
、
薬

草
の
種
子
を
何
種
類
か
受
領
し

て
き
た
。
そ
し
て
、
衛
生
兵
を

指
揮
し
て
部
隊
の
一
部
を
耕
し

薬
草
の
種
を
蒔
い
た
が
、
こ
れ

は
収
穫
を
待
た
ず
に
敗
戦
と

な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

日
常
は
少
数
の
患
者
を
診
る

だ
け
で
、
時
に
は
衛
生
兵
に
講

　

私
は
昭
和
20
年
４
月
上
旬
に

召
集
令
状
、
所
謂
赤
紙
を
受
け

取
っ
た
。
入
隊
の
前
、
下
総
に

あ
る
郷
里
の
村
の
人
達
と
村
は

ず
れ
の
神
社
に
武
運
長
久
を
祈

り
、
翌
朝
、
駅
頭
で
万
歳
の
声

に
お
く
ら
れ
家
族
と
も
別
れ
た
。

　

虚
子
編
の
小
さ
な
「
季
寄

せ
」
と
ス
テ
ト
を
も
ち
、
弟
一

人
に
送
ら
れ
て
相
模
原
に
あ
っ

た
陸
軍
電
信
隊
に
入
隊
し
た
。

兵
隊
志
願
を
し
な
け
れ
ば
一
兵

卒
と
し
て
召
集
さ
れ
る
恐
れ
が

あ
っ
た
の
で
、
入
隊
の
前
年
12

月
に
神
奈
川
の
陸
軍
連
隊
に

１
ヶ
月
間
入
隊
し
て
訓
練
を
受

け
、
下
士
官
の
資
格
を
得
て
い

た
か
ら
、
衛
生
部
見
習
士
官
で

あ
っ
た
。
医
務
室
に
は
主
任
の

Ｏ
軍
医
中
尉
と
三
人
の
見
習
士

官
が
い
た
。

義
を
し
た
。
入
隊
し
て
く
る
補

充
兵
達
の
身
体
検
査
も
行
な
っ

た
。
夜
を
徹
し
て
の
部
隊
の
演

習
に
も
１
回
参
加
し
た
こ
と
が

あ
っ
た
。
６
月
頃
で
あ
っ
た

か
、
部
隊
に
赤
痢
患
者
が
発
生

し
、
初
め
医
務
室
に
患
者
を
収

容
し
て
い
た
が
、
段
々
と
そ
の

数
が
増
加
し
て
、
遂
に
近
く
の

陸
軍
病
院
に
患
者
を
移
送
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
患

者
の
兵
の
中
に
は
小
唄
勝
太
郎

の
養
子
が
い
て
、
あ
る
日
勝
太

郎
自
身
が
見
舞
い
に
来
て
、
医

務
室
に
姿
を
見
せ
た
こ
と
が

あ
っ
た
。
そ
の
日
は
慰
問
の
た

め
、
部
隊
で
歌
っ
た
の
か
も
し

れ
な
か
っ
た
。

　

陸
軍
の
部
隊
の
中
に
居
り
な

が
ら
、
戦
況
全
般
に
つ
い
て
の

情
報
は
全
く
乏
し
か
っ
た
。
高

等
工
業
出
身
の
無
線
の
技
術
将

校
に
聞
い
た
と
こ
ろ
に
よ
れ

ば
、
戦
況
は
甚
だ
不
利
で
敗
戦

も
遠
か
ら
ず
で
あ
ろ
う
と
の
こ

と
で
あ
っ
た
。
広
島
に
新
型
爆

弾
が
落
と
さ
れ
た
と
の
情
報
が

あ
っ
た
が
、
そ
の
被
害
は
知
る

べ
く
も
な
か
っ
た
。

　

８
月
15
日
に
は
重
大
発
表
が

あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
部
隊
本

部
の
前
に
部
隊
全
員
が
整
列
し

た
。
そ
し
て
天
皇
の
終
戦
宣
言

の
肉
声
を
始
め
て
聞
い
た
の
で

あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
何
か
遠
く

か
け
離
れ
た
所
か
ら
く
る
不
思

議
な
抑
揚
の
声
で
あ
っ
た
。
こ

の
先
、
ど
の
よ
う
な
事
態
に
な

　
｢

敵
Ｂ
29
機
は
目
下
駿
河
湾

上
空
を
北
上
し
つ
つ
あ
り
」
何

度
も
聞
い
た
ラ
ジ
オ
の
臨
時

ニ
ュ
ー
ス
で
あ
る
。
急
い
で
マ

ン
ト
を
羽
織
り
ゲ
ー
ト
ル
を
巻

き
学
生
寮
の
外
に
出
た
。
と
同

の
日
の
う
ち
に
下
総
の
実
家
に

帰
り
、
翌
９
月
１
日
か
ら
実
験

室
の
大
半
を
焼
失
し
た
千
葉
医

科
大
学
細
菌
教
室
に
戻
る
こ
と

が
出
来
た
。
入
隊
の
前
、
私
は

細
菌
学
教
室
の
助
手
で
あ
っ
た
。

戦
い
に　

　

破
れ
た
れ
ど
も
こ
の
国
に　

　　　

山
河
残
れ
り

　　　　
　　

希
望
は
捨
て
ず

苦
し
か
り
し
戦
い
終
わ
り　

　　

再
び
を
医
学
の
道
に　

　　　　
　　　
　　　

戻
る
喜
び

注
寄
稿
者
の
希
望
に
よ
り
、
著
書

の
エ
ッ
セ
ー
集
「
杏
林
閑
歩
」

（
平
成
８
年
５
月
発
行
）
よ
り

転
載
し
ま
し
た
。

時
に
け
た
た
ま
し
く
サ
イ
レ
ン

が
鳴
り
、
高
射
砲
の
音
、
サ
ー

チ
ラ
イ
ト
の
光
が
数
本
空
に
交

錯
し
た
。
銀
色
に
光
る
敵
機
が

群
れ
を
な
し
て
空
を
覆
っ
た
が

高
射
砲
弾
は
敵
機
ま
で
届
か
な

か
っ
た
。
数
日
前
も
昼
間
敵
機

が
上
空
に
飛
来
し
、
勇
敢
に
も

数
機
の
わ
が
戦
闘
機
が
迎
撃
し

た
が
、
敵
の
機
関
砲
に
撃
た
れ

飛
行
士
が
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
で
脱

出
し
た
の
を
目
撃
し
た
ば
か
り

ゐ の は な 同 窓 会 報

戦
争
体
験

　

前
号
に
ひ
き
つ
づ
き
、
新
た
に
お
二
人
の
先
生
に
ご
寄

稿
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
掲
載
い
た
し
ま
す
。
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親
と
呼
吸
を
合
わ
せ
ら
れ
ず
赤

ん
坊
の
啼
泣
の
声
は
次
第
に
か

ぼ
そ
く
な
り
や
が
て
消
え
た
。

ど
の
位
時
間
が
経
過
し
た
ろ
う

か
。
左
右
を
眺
め
る
と
数
人

プ
ー
ル
に
跳
び
込
ん
で
い
た
人

の
姿
が
減
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

深
さ
を
予
め
知
ら
な
い
人
は
力

盡
き
て
沈
ん
で
し
ま
っ
た
の
か

も
知
れ
な
い
。

　

眼
の
前
の
プ
ー
ル
サ
イ
ド
に

荷
物
を
持
っ
て
駆
け
て
き
た
娘

さ
ん
の
モ
ン
ペ
に
火
が
つ
き
、

や
が
て
ば
っ
た
り
倒
れ
た
。
青

く
伸
び
か
か
っ
た
芝
草
が
眼
の

前
で
燃
え
て
ゆ
く
。
南
寮
の
最

後
の
柱
が
火
柱
と
な
っ
て
頭
上

に
落
下
し
て
く
る
。
夢
中
に

な
っ
て
読
ん
だ
図
書
室
の
ゲ
ー

テ
全
集
も
、
シ
ラ
ー
、
ヘ
ッ
セ
、

カ
ロ
ッ
サ
の
全
集
も
灰
と
な
っ

た
。
隣
接
し
て
い
た
音
楽
室
の

厖
大
な
レ
コ
ー
ド
も
す
べ
て
消

え
た
。
ボ
ロ
デ
ィ
ン
の
「
中
央

ア
ジ
ア
の
荒
原
に
て
」
を
想
い

出
し
た
。

　

気
が
つ
く
と
プ
ー
ル
の
中
も

プ
ー
ル
サ
イ
ド
の
周
辺
も
静
か

で
人
の
声
は
な
く
、
勢
力
は
衰

え
た
と
は
い
え
熱
風
と
焰
の
乱

舞
で
あ
る
。

　

白
々
と
夜
が
明
け
る
頃
友
人

が
来
た
。
５
〜
６
時
間
も
着
衣

の
ま
ま
プ
ー
ル
に
入
っ
て
お

り
、
プ
ー
ル
の
縁
に
交
互
に
つ

か
ま
っ
て
い
た
手
の
甲
と
頬
に

火
傷
が
残
っ
た
。「
ま
だ
こ
ん

な
所
に
入
っ
て
い
た
の
か
」
と

呼
ん
で
友
人
は
引
き
上
げ
て
く

れ
た
が
、
緊
張
の
所
為
か
あ
ま

り
疲
れ
は
感
じ
な
か
っ
た
。
彼

ら
は
焼
け
落
ち
た
方
へ
向
い
歩

い
て
き
た
と
い
う
。
地
上
に
は

黒
焦
げ
の
遺
体
が
累
々
と
し
て

い
た
。
数
人
で
手
分
け
し
て
ス

コ
ッ
プ
で
集
め
た
が
数
十
体
の

山
に
な
っ
た
。
炭
化
し
て
男
女

の
識
別
不
能
で
あ
っ
た
が
、
う

つ
臥
せ
は
男
性
で
あ
る
と
言
わ

れ
た
。

　

プ
ー
ル
で
は
数
人
が
遺
体
と

な
っ
て
浮
い
て
い
た
。
あ
の
若

い
親
子
も
残
念
な
が
ら
天
に
召

さ
れ
て
い
た
。
周
囲
は
全
く
の

焼
野
原
、
国
鉄
中
野
駅
か
ら
京

王
線
幡
ヶ
谷
駅
ま
で
見
通
せ
る

感
じ
で
あ
っ
た
。

　

道
路
に
出
る
と
防
火
用
水
の

槽
が
あ
っ
た
。
み
る
と
坐
し
た

婦
人
が
上
半
身
真
黒
に
焼
け
、

下
半
身
は
水
が
蒸
発
せ
ず
生
身

の
姿
で
あ
っ
た
の
で
愕
然
と
し

た
。
あ
ま
り
の
熱
さ
に
防
火
用

水
槽
に
跳
び
込
み
、
事
切
れ
て

し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
滂
沱

た
る
涙
を
禁
じ
え
な
か
っ
た
。

お
わ
り
に

　

昭
和
20
年
８
月
の
終
戦
は
勤

労
動
員
先
の
亀
有
日
立
工
場
で

迎
え
た
。
こ
の
前
に
は
五
反
田

の
駅
前
の
建
物
疎
開
の
た
め
動

員
さ
れ
た
。
ド
イ
ツ
語
の
亀
尾

英
四
郎
教
授
は
エ
ッ
ケ
ル
マ
ン

の
「
ゲ
ー
テ
と
の
対
話
」
の
訳

者
と
し
て
有
名
で
あ
っ
た
が
配

給
米
の
み
の
生
活
で
餓
死
さ
れ

た
。
高
等
学
校
の
校
舎
も
焼
失

し
た
た
め
半
年
位
は
一
高
の
明

寮
に
間
借
り
し
授
業
を
受
け

た
。

　

そ
の
後
に
三
鷹
の
中
島
飛
行

機
工
場
（
？
）
の
跡
地
の
建

物
に
移
転
し
て
授
業
を
受
け

た
。
数
年
間
旧
制
高
校
は
２
年

間
に
短
縮
さ
れ
て
い
た
が
、
わ

れ
わ
れ
の
年
度
か
ら
復
活
し
３

年
制
に
も
ど
っ
た
。
筆
者
に
召

集
令
状
が
来
た
の
が
終
戦
の
10

日
前
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
戦
地

に
は
行
か
な
か
っ
た
が
内
地
で

九
死
に
一
生
を
得
た
。

　

昭
和
22
年
４
月
千
葉
医
大
に

入
学
し
た
。
旧
千
葉
駅
は
鄙
び

た
駅
舎
で
、
出
る
と
両
側
に
は

ま
ぐ
り
や
あ
さ
り
を
売
る
小
母

さ
ん
が
並
ん
で
い
た
。
解
剖
の

鈴
木
重
武
教
授
や
森
田
秀
一
教

授
は
国
民
服
で
あ
っ
た
よ
う
に

思
う
。
並
木
重
郎
教
授
が
卒
業

試
験
の
前
「
イ
ン
ポ
テ
ン
ツ
」

の
講
義
を
数
回
さ
れ
た
の
も
印

象
深
い
。

　

総
武
線
は
し
ば
ら
く
の
間

「
か
つ
ぎ
屋
」
の
小
母
さ
ん
で

混
み
、
電
車
の
窓
ガ
ラ
ス
の
破

損
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
夏
休

み
の
他
に
「
食
糧
休
暇
」
が
数

日
あ
り
、
埼
玉
県
に
買
出
し
に

行
っ
た
り
し
た
。
想
い
出
は
盡

き
な
い
。

た
展
覧
会
で
あ
る
と
、
恒
例
の

来
会
者
方
々
の
声
を
耳
に
し
ま

し
た
。
今
年
度
は
体
調
、
そ
の

他
の
理
由
で
不
出
品
が
７
名
あ

り
ま
し
た
が
展
示
内
容
の
充
実

と
熱
心
な
合
評
が
物
足
り
な
さ

　

平
成
18
年
10
月
２
日
か
ら
８

日
ま
で
７
日
間
、
東
京
、
銀
座

の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ひ
ま
わ
り
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
度
新
入
会
者
は
内
田
邦

明
（
昭
47
）
さ
ん
で
す
。
出
品

者
は
14
名
、
不
出
品
者
７
名
。

展
示
さ
れ
た
作
品
は
書
１
点
、

パ
ス
テ
ル
３
点
、
水
彩
８
点
と

油
絵
13
点
、
計
25
点
の
多
彩
な

作
品
が
会
場
に
バ
ラ
ン
ス
よ
く

展
示
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
全

く
作
風
の
異
な
る
個
性
溢
れ
る

作
品
が
年
々
進
化
し
て
ゆ
く
さ

ま
を
展
観
す
る
の
が
楽
し
み

で
、
お
だ
や
か
な
調
和
の
と
れ

を
埋
め
た
感
じ
が
し
ま
し
た
。

10
月
７
日
午
後
、
台
風
16
号
も

東
北
に
去
り
、
14
名
の
会
員
と

家
族
３
名
の
参
加
を
え
て
近
く

の
中
納
言
に
集
合
し
て
、
名
実

と
も
に
ゐ
の
は
な
同
窓
会
の
文

化
事
業
の
一
翼
を
担
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
本
展
の
本
質
、
発

展
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
意
見

の
交
換
が
あ
り
ま
し
た
。
会
員

は
診
療
、
研
究
そ
の
他
の
公
務

に
多
忙
な
日
々
を
送
り
な
が

ら
、
芸
術
に
対
す
る
夢
捨
て
が

た
く
創
造
に
励
ん
で
お
り
ま

す
。
同
好
の
方
々
は
下
記
へ
ご

連
絡
の
上
、
入
会
、
出
品
の
程

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

幹
事　

石
谷
治
彦
（
昭
24
）、

山
口
庚
兒
（
昭
31
）、
島
田
哲
男

（
昭
41
）、
酒
井
忠
昭
（
昭
42
）

連
絡
先
：

ゐ
の
は
な
美
術
展
事
務
所

〒
１
６
９-

０
０
７
５

　
　

東
京
都
新
宿
区

高
田
馬
場 

1-

25-

29

石
谷
医
院
内

電
話  

０
３-

３
２
０
０-

０
０
７
８

Ｆ
Ａ
Ｘ  

０
３-

３
２
０
０-

０
２
５
３

E
-m

ail

：hisitani@

　
　

sjk.tokyo.or.jp

ゐ の は な 同 窓 会 報

　

石
谷
治
彦
（
昭
24
）

第31回　ゐのはな美術展　出品作品 
卒業 作　　　　　品

１ 加瀬　幸雄（Ｓ22年）①蟋蟀（こおろぎ）

２ 島田　哲男（Ｓ41年）①裸婦　②裸婦

３ 柴崎　　晃（Ｓ28年）①アイガーを望む（グリンデルワルドにて）②晩秋の谷川

４ 山川　晋吾（Ｓ24年）①レマン湖畔ローザンヌにて

５ 野口　眞利（Ｓ40年）①セーヌ河口　②カルバドスの静物

６ 石谷　治彦（Ｓ24年）①洛北の寺　②ボンジュール　③胡蝶蘭

７ 石井　邦夫（Ｓ26年）①寮歌祭　②チューリップの花

８ 今井　　力（Ｓ22年）①オンフルールの港（セーヌ河口）②サンモリッツ湖（スイス）

９ 山口　庚児（Ｓ31年）①大正池

10 榎本　貴夫（Ｓ47年）①のうぜん葛　②竜頭の滝

11 神山　英明（Ｓ22年）①ヴェネチア観光

12 吉川　広和（Ｓ40年）①孫達の新しいお城１　②孫達の新しいお城２③爺婆古城

13 漆原　昌人（Ｓ40年）①果物

14 川村　孝子（Ｓ36年）①裸婦　②静物

◎不出品者
　大村　　光（Ｓ17年）・長尾　　透（Ｓ16年）・酒井　忠昭（Ｓ42年）
　宮下　久夫（Ｓ38年）・齊藤　宗寿（Ｓ16年）・内田　邦明（Ｓ47年）

（順不同）

2006.10.2 ～ 8
ひまわりギャラリー　向日葵

18年度会計報告
17年度繰越金 192,785
18年度収入
　　会費　25,000×14名
　　　　　  5,000×７名 385,000
　　同窓会賛助金 200,000
　　計 585,000
18年度支出
案内ハガキ印刷 22,570
搬入、飾付 60,000
画廊代金 440,000
通信費 18,500
用品、印刷 10,000
懇親会費 15,895
計 566,965

18年度繰越金 210,820
18．10．8　　現在
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１　

は
じ
め
に

　

近
年
、
科
学
技
術
の
急
激

な
発
達
に
よ
り
、
学
術
的
知

識
（
学
術
知
）
が
急
激
に
増
大

し
て
い
る
。
電
子
・
情
報
・
化

学
・
遺
伝
子
な
ど
の
多
く
の
学

術
分
野
に
お
い
て
は
、
学
術
知

の
量
的
増
大
に
と
ど
ま
ら
ず
、

質
的
深
化
と
精
緻
化
が
進
ん
で

い
る
。
そ
の
反
面
、
科
学
技

術
・
学
術
知
の
全
体
像
と
社
会

的
影
響
を
理
解
す
る
こ
と
が
、

何
人
に
も
困
難
に
な
っ
て
い

る
。

　

こ
の
状
況
と
相
ま
っ
て
、
産

業
・
生
活
圏
に
お
け
る
物
質
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
情
報
の
流
通
・

蓄
積
・
消
費
が
急
速
に
増
大

し
、
そ
の
結
果
、
地
域
規
模
な

い
し
地
球
規
模
で
の
自
然
生
態

系
お
よ
び
人
工
生
態
系
の
複
雑

な
環
境
変
化
が
進
行
し
て
い

る
。
ま
た
、
そ
の
変
化
に
関
連

し
て
、
大
規
模
な
災
害
・
事
故

な
ど
の
社
会
問
題
が
発
生
し
て

い
る
が
、
そ
れ
ら
の
変
化
や
災

害
・
事
故
を
正
確
に
計
測
・
予

測
・
制
御
す
る
こ
と
は
し
ば
し

ば
困
難
で
あ
る
。
こ
の
困
難
を

克
服
す
る
た
め
に
、
20
世
紀
末

に
な
っ
て
、
大
量
の
学
術
知
の

構
造
化
・
体
系
化
・
数
理
モ
デ

ル
化
、
お
よ
び
数
理
モ
デ
ル
を

用
い
た
大
規
模
な
数
値
計
算

（
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
）、
画
像

情
報
処
理
・
通
信
・
検
索
技
術

に
よ
る
各
種
の
解
析
・
予
測
・

制
御
方
法
が
導
入
さ
れ
、
環
境

保
全
、
省
資
源
、
危
機
管
理
、

複
雑
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど

の
問
題
解
決
に
利
用
さ
れ
て
い

る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う

な
手
法
や
考
え
方
は
、
現
代
社

会
の
人
間
が
直
面
し
て
い
る
、

各
種
の
心
理
ス
ト
レ
ス
に
関
連

す
る
「
心
」
の
問
題
の
解
決
、

あ
る
い
は
健
康
と
安
心
に
関
す

る
問
題
解
決
に
、
そ
れ
ほ
ど
有

効
と
は
言
え
な
い
。
多
く
の

人
々
が
望
ん
で
い
る
人
間
の
生

活
の
質
の
向
上
や
真
の
幸
福
感

は
、
物
質
的
な
豊
か
さ
や
、
情

報
処
理
技
術
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

技
術
、
ナ
ノ
技
術
、
バ
イ
オ
技

術
な
ど
の
先
端
技
術
の
発
達
の

程
度
だ
け
で
は
計
れ
な
い
か
ら

で
あ
る
。

　

さ
ら
に
は
「
人
生
に
お
け
る

心
、
環
境
さ
ら
に
は
時
間
の
過

ご
し
方
に
関
す
る
根
元
的
な
価

値
」
の
向
上
は
、
上
記
科
学
技

術
の
各
種
の
量
的
成
長
度
や
便

利
さ
・
速
さ
等
に
係
わ
る
サ
ー

ビ
ス
度
の
成
果
と
は
直
結
し
な

い
。
21
世
紀
に
は
、
物
質
的
満

足
に
依
ら
な
い
、
真
の
心
の
豊

か
さ
を
我
々
が
取
り
戻
す
た
め

の
新
た
な
考
え
方
（
概
念
）、

方
法
論
、
科
学
技
術
、
産
業
、

行
政
を
発
展
さ
せ
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

　

本
稿
は
、
千
葉
大
学
が
、
学

部
横
断
的
・
学
術
領
域
横
断
的

に
、
上
述
の
問
題
に
取
り
組
む

た
め
の
議
論
の
き
っ
か
け
の
１

つ
に
な
る
こ
と
を
願
い
つ
つ
、

古
在
（
2006a
、
2006b
）
を
一
部
修

正
し
た
も
の
で
あ
る
。

２�　

現
代
都
市
に
お
け
る
心
理

ス
ト
レ
ス
と
環
境
ス
ト
レ
ス

　

現
代
社
会
、
特
に
、
先
端
技

術
が
装
備
さ
れ
た
人
口
過
密
な

都
市
の
住
民
は
種
々
の
心
理
ス

ト
レ
ス
と
環
境
ス
ト
レ
ス
に
直

面
し
て
い
る
（
図
１
）。
心
理

ス
ト
レ
ス
は
、
生
き
が
い
喪

失
、
ふ
れ
あ
い
喪
失
、
ひ
き
こ

も
り
、
ニ
ー
ト
（
未
就
学
、
未

就
職
、
か
つ
未
研
修
）、
う
つ

症
状
な
ど
を
引
き
起
こ
し
が
ち

で
あ
る
。
ま
た
環
境
ス
ト
レ
ス

は
、
廃
棄
物
の
増
大
、
環
境
汚

染
、
自
然
喪
失
、
資
源
枯
渇
な

ど
と
し
て
現
れ
て
い
る
。
そ
し

て
、
こ
れ
ら
の
現
象
は
、
社
会

規
範
（
ル
ー
ル
）
崩
壊
、
犯
罪

増
加
、
貧
困
層
の
拡
大
、
競
争

･

競
合
の
激
化
な
ど
に
関
連
し

て
い
る
。
さ
ら
に
、
少
子
高
齢

化
の
進
ん
だ
国
に
お
い
て
は
、

医
療
費
・
税
金
の
増
大
な
ど

が
、
上
記
問
題
を
さ
ら
に
複
雑

化
さ
せ
て
い
る
。
こ
れ
ら
ス
ト

レ
ス
間
の
相
互
関
係
は
複
雑
で

あ
り
、
各
ス
ト
レ
ス
の
解
消
を

一
つ
ず
つ
図
る
の
で
は
な
く
、

こ
れ
ら
ス
ト
レ
ス
発
生
の
根
源

と
要
因
間
の
関
係
を
見
極
め

て
、
ス
ト
レ
ス
発
生
の
仕
組
み

を
社
会
構
造
的
に
解
消
す
る
対

策
を
実
施
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

３　

心
と
環
境
の
時
代

　

21
世
紀
は
心
の
時
代
、

環
境
の
時
代
と
言
わ
れ
て

い
る
。
心
と
環
境
（
自

然
）
の
豊
か
さ
は
物
質

的
・
経
済
的
豊
か
さ
よ
り

価
値
が
高
い
と
す
る
人
々

が
増
え
て
い
る
。
実
際
、

過
去
数
十
年
間
、
物
質
的
豊
か

さ
を
得
る
代
償
と
し
て
、
資
源

の
浪
費
、
環
境
汚
染
な
ら
び
に

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
お
け
る
人

間
関
係
の
希
薄
化
が
も
た
ら
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
ま
ま
で

は
真
の
幸
福
感
は
味
わ
え
な
い

と
反
省
す
る
人
々
が
増
加
し
て

い
る
。
ま
た
、
こ
の
社
会
現
象

を
、
人
文
社
会
科
学
的
に
解
析

し
、「
心
と
環
境
」
を
重
視
す

る
方
向
に
、
政
策
を
転
換
す
べ

き
で
あ
る
と
の
提
言
が
増
え

て
い
る
（
た
と
え
ば
、
広
井
、

2001
）。 

環
境
や
資
源
に
関
す
る

地
球
規
模
的
問
題
は
、
日
本
の

社
会
問
題
の
根
源
と
根
底
で
は

強
く
つ
な
が
っ
て
い
る
。
ひ
き

こ
も
り
や
う
つ
症
状
は
、
他

人
・
社
会
・
環
境
・
自
然
と
の

関
係
性
が
う
ま
く
築
け
な
い
状

況
で
あ
り
、
こ
の
状
況
が
地
球

的
・
地
域
的
規
模
で
生
じ
て
い

る
の
が
、
南
北
格
差
・
戦
争
・

貧
困
・
環
境
破
壊
・
資
源
枯
渇

な
ど
で
あ
る
と
言
え
る
。
ま

た
、
日
本
に
お
け
る
ゼ
ロ
経
済

成
長
、
少
子
化
・
長
寿
化
、
人

口
減
少
な
ど
の
問
題
と
、
地
球

規
模
で
の
環
境
、
資
源
・
エ
ネ

ル
ギ
ー
、
食
料
、
南
北
格
差
・

戦
争
、
感
染
症
な
ど
の
問
題

も
、
他
人
・
社
会
・
環
境
・
自

然
と
の
関
係
性
が
う
ま
く
築
け

な
い
状
況
と
い
う
点
で
は
共
通

し
て
い
る
。

４　

モ
ー
ド
２
の
科
学

　

マ
イ
ケ
ル
・
ギ
ボ
ン
ズ
ら

(

1997)

は
、
新
し
い
知
識
生
産

方
法
あ
る
い
は
科
学
方
法
論
を

「
モ
ー
ド
２
の
科
学
」
と
呼
び
、

そ
の
意
味
と
意
義
を
述
べ
た
。

彼
ら
の
言
う
モ
ー
ド
２
の
科
学

と
は
、
社
会
に
解
放
さ
れ
た
科

学
研
究
、
す
な
わ
ち
、
市
民
、

産
業
界
、
政
府
の
専
門
家
な
ど

が
対
等
な
立
場
で
参
加
す
る
科

学
研
究
の
こ
と
で
あ
り
、
近

年
、
盛
ん
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

モ
ー
ド
２
で
は
、
問
題
設
定
が

社
会
的
ま
た
は
産
業
的
な
ア
プ

リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
決
ま

る
の
で
、
多
様
な
学
問
分
野
す

な
わ
ち
複
数
の
デ
ィ
シ
プ
リ

ン
か
ら
の
参
加
に
も
と
づ
く
、

デ
ィ
シ
プ
リ
ン
を
超
越
し
た
問

題
解
決
の
枠
組
み
が
必
要
に
な

る
。
な
お
、
モ
ー
ド
２
に
対
し

て
、
モ
ー
ド
１
と
は
、
デ
ィ
シ

プ
リ
ン
す
な
わ
ち
個
別
学
問
分

野
の
内
的
論
理
で
研
究
の
方
向

や
進
め
方
を
決
め
る
従
来
の
知

識
生
産
の
方
法
論
の
こ
と
を
意

味
す
る
。  

従
来
、
学
際
的
研

究
つ
ま
り
複
数
分
野
の
接
合

点
、
言
い
換
え
れ
ば
「
学
」
の

「
際
（
き
わ
）」
を
研
究
す
る
、

イ
ン
タ
ー
デ
ィ
シ
プ
リ
ナ
リ
ー

研
究
は
し
ば
し
ば
行
わ
れ
て
き

た
。
モ
ー
ド
２
の
科
学
は
、
学

際
的
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ

領
域
横
断
的
・
領
域
統
合
的
で

あ
る
。
こ
こ
で
、
領
域
横
断
的

研
究
と
は
マ
ル
チ
（
マ
ル
タ

イ
）・
デ
ィ
シ
プ
リ
ナ
リ
ー
さ

ら
に
は
超
学
的
す
な
わ
ち
ト
ラ

ン
ス
デ
ィ
シ
プ
リ
ナ
リ
ー
な
研

究
を
意
味
す
る
。 

モ
ー
ド
２

の
科
学
で
は
、
現
実
社
会
の
大

問
題
、
た
と
え
ば
、
飢
餓
、
貧

困
、
戦
争
、
高
齢
化
、
少
子
化
、

エ
イ
ズ
、
地
球
温
暖
化
な
ど
を

研
究
課
題
と
す
る
。
こ
の
よ
う

な
問
題
は
、
福
祉
、
環
境
・
資

源
、
医
療
、
公
共
政
策
、
食
料

生
産
な
ど
複
数
の
学
問
分
野
の

専
門
家
に
加
え
て
、
市
民
、
政

策
決
定
者
な
ど
が
参
加
し
て
、

ト
ラ
ン
ス
デ
ィ
シ
プ
リ
ナ
リ
ー

に
研
究
を
し
な
け
れ
ば
解
決
策

が
見
い
だ
せ
な
い
。 

多
く
の

大
学
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、

千
葉
大
学
の
学
部
（
ま
た
は
研

究
科
）
は
、
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
に

よ
り
区
別
さ
れ
て
い
る
の
で
、

モ
ー
ド
１
の
科
学
の
発
展
に
は

貢
献
で
き
る
が
、
学
部
（
研

究
科
）
内
の
協
力
だ
け
で
は
、

モ
ー
ド
２
の
科
学
の
発
展
は
ほ

と
ん
ど
期
待
で
き
な
い
。
し
た

が
っ
て
、
モ
ー
ド
２
の
超
学
的

研
究
と
は
、
大
学
に
お
い
て

は
、
超
学
部
（
研
究
科
）
的
研

究
で
も
あ
る
。
こ
の
超
学
的
研

究
は
、
人
文
社
会
科
学
・
教
育

学
系
学
部
と
理
工
・
医
薬
看
学

系
学
部
が
そ
ろ
っ
た
、
千
葉
大

学
の
よ
う
な
総
合
大
学
で
は
進

展
さ
せ
や
す
い
。

５�　

西
洋
科
学
と
東
洋
科
学
の

統
合

　

分
離
・
分
析
を
突
き
詰
め
る

ゐ の は な 同 窓 会 報
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モ
ー
ド
２
の
領
域
横
断
型
研
究

　
　

に
よ
る
社
会
貢
献
を
千
葉
大
学
で　

千
葉
大
学
学
長　

古　

在　

豊　

樹　

―

そ
の
１―

2．現代都市における心理ストレスと環境ストレス 

廃棄物増大
環境汚染
自然喪失
資源枯渇

競争･競合激化
社会規範崩壊

犯罪増加
社会的監視強化
貧困層増加 ふれあい喪失

生きがい喪失
食品安全不安
生活不安増大
少子高齢化
医療費上昇

先端技術・過密都市における諸ストレスと心の病

ニート・
ひきこもり・

うつ症状・自殺
者の増加

図１�　現代都市における社会ストレス、
心理ストレス、環境ストレスの諸相



　
　

 

記
念
講
堂
設
計
当
時
を
回
顧
し
て

　
　
　
　
　
　

株
式
会
社　

槙
総
合
計
画
事
務
所
代
表
取
締
役

槙　
　
　

文　

彦　

回　顧

第 144 号 提　　  言　（ 34 ）

こ
と
を
基
礎
と
し
て
構
築
さ
れ

つ
つ
あ
る
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

や
分
子
生
物
学
は
要
素
還
元
的

（
西
洋
的
）
な
科
学
方
法
論
の

偉
大
な
成
果
で
あ
る
。
他
方
、

生
物
的
な
全
体
像
は
部
分
（
た

と
え
ば
、
ゲ
ノ
ム
）
の
集
合
で

は
表
せ
な
い
こ
と
は
、
西
洋
科

学
的
世
界
に
お
い
て
も
、
今
や

自
明
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

20
世
紀
後
半
か
ら
現
在
ま
で
に

爆
発
的
に
蓄
積
さ
れ
た
西
洋
科

学
的
な
知
が
、
世
界
お
よ
び
日

本
に
お
け
る
前
述
の
社
会
的
問

題
の
解
決
に
必
ず
し
も
利
用
で

き
な
い
こ
と
は
広
く
認
識
さ
れ

て
い
る
。 

そ
れ
で
は
、
心
身

の
一
体
性
、
心
身
・
環
境
・
情

報
の
一
体
性
と
有
限
性
を
科
学

技
術
お
よ
び
社
会
シ
ス
テ
ム
の

中
で
ど
の
よ
う
に
取
り
扱
え
ば

良
い
の
か
。
未
だ
、
そ
の
方
法

論
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
。
と

は
言
え
、
あ
い
ま
い
な
も
の
や

異
質
な
も
の
を
受
入
れ
、
そ
れ

ら
を
融
合
し
、
心
と
身
体
、
主

体
と
客
体
、
人
間
と
自
然
、
部

分
と
全
体
を
一
体
と
し
て
と
ら

え
る
東
洋
的
思
考
に
も
と
づ
く

方
法
論
（
ニ
ス
ベ
ッ
ト
、
2004
）

は
、
今
後
、
環
境
と
健
康
に
関

す
る
研
究
開
発
、
さ
ら
に
は

モ
ー
ド
２
の
科
学
を
進
め
る
際

の
１
つ
の
カ
ギ
に
な
る
。 

こ

の
方
法
論
を
考
え
る
上
で
の
契

機
の
１
つ
は
、
意
識
の
構
造

と
し
て
の
世
界
を
把
握
す
る

道
具
と
し
て
の
曼
陀
羅
（
マ

ン
ダ
ラ
）
的
方
法
論
（
今
泉
、

1987
、
立
川
、
2006
）
を
基
礎
と
し

て
、
西
洋
的
科
学
と
東
洋
的
経

験
科
学
の
統
合
を
果
敢
に
試
み

た
、
南
方
熊
楠
（
1867
〜
1941
）
の

仕
事
の
再
評
価
と
発
展
で
あ
ろ

う
（
鶴
見
、
1981
、
松
居･

岩
崎
、

2005
）。
南
方
熊
楠
は
、
1867
年
に

生
ま
れ
、
日
本
で
博
物
学
を
ほ

ぼ
独
学
し
た
後
、
21
才
か
ら
34

才
ま
で
の
14
年
間
を
主
に
米
国

と
イ
ギ
リ
ス
で
過
ご
し
、
そ
の

後
帰
国
し
て
1941
年
に
没
す
る
ま

で
に
、
昔
も
今
も
世
界
一
流
の

学
術
誌
で
あ
るN

ature
に
論

文
・
短
報
な
ど
を
50
編
ほ
ど
公

表
し
た
異
能
の
人
で
あ
る
。 

第
２
の
契
機
は
、
マ
ン
ダ
ラ
的

思
考
方
法
の
道
具
と
し
て
、
多

変
量
・
非
線
形
・
不
確
定
な
自

己
組
織
化
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
複

雑
系
の
理
解
を
扱
う
創
造
的
・

発
展
的
な
数
理
情
報
科
学
技
術

（
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
）
の
進
展
で

あ
ろ
う
（
梅
田
、
2006
）。
第
３

の
契
機
は
、
科
学
技
術
の
成
果

の
導
入
を
、
あ
る
生
活
地
域
に

お
い
て
、
前
述
の
課
題
に
関
し

て
、
人
文
社
会
系
と
理
工
医
薬

農
系
を
含
む
産
官
学
と
地
域
住

民
、N

PO

が
協
働
的
・
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
的
に
試
行
・
実
践
す

る
タ
イ
プ
の
活
動
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
関
係
者
の
協
働
に
よ
る

地
域
密
着
型
領
域
横
断
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
研
究
の
成
果
に
も
と
づ

く
社
会
提
言
・
政
策
提
言
・
技

術
提
供
は
、
大
学
が
主
体
と

な
っ
て
実
施
す
る
の
に
適
し
た

課
題
で
あ
る
。
こ
の
研
究
態
度

は
、
上
述
の
モ
ー
ド
２
の
科
学

と
共
通
す
る
側
面
が
あ
る
。  

西
洋
科
学
と
東
洋
科
学
の
統

合
、
理
工
医
薬
農
系
科
学
と
人

文
社
会
科
学
系
科
学
の
統
合
、

　

千
葉
大
学
記
念
講
堂
は
私
に

と
っ
て
想
い
出
の
深
い
建
物
で

あ
る
。
こ
の
完
成
に
先
立
っ
て

昭
和
35
年
に
名
古
屋
大
学
に
豊

田
記
念
講
堂
が
完
成
し
て
い

て
、
こ
れ
が
日
本
に
お
け
る
処

女
作
で
あ
っ
た
の
で
、
千
葉
大

学
記
念
講
堂
は
第
２
作
で
あ

る
。

　

建
築
家
に
と
っ
て
建
物
を
ど

う
設
計
し
た
か
と
い
う
事
は
勿

論
重
要
な
事
で
あ
る
が
、
同
時

に
ど
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
設

計
を
行
な
っ
た
か
と
い
う
事
も

重
要
で
あ
り
、
そ
れ
が
よ
く
記

憶
に
残
っ
て
居
る
場
合
が
多

い
。
私
は
大
学
を
卒
業
し
て
す

ぐ
に
米
国
に
留
学
し
、
こ
の
頃

は
丁
度
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
デ

ザ
イ
ン
学
部
で
建
築
と
ア
ー
バ

ン
・
デ
ザ
イ
ン
を
教
え
て
い
た
。

し
か
し
、
名
大
の
講
堂
を
完
成

し
た
頃
か
ら
、
既
に
近
い
う
ち

に
帰
国
し
て
、
日
本
で
本
格
的

に
建
築
設
計
の
仕
事
を
始
め
る

決
心
を
定
め
て
い
た
が
、
設
計

の
依
頼
の
あ
っ
た
頃
は
ま
だ
事

務
所
を
本
格
的
に
設
立
し
て
い

な
か
っ
た
の
で
、
竹
中
工
務
店

設
計
部
の
協
力
を
得
て
設
計
を

す
す
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

又
、
建
築
の
設
計
を
依
頼

さ
れ
る
側
に
は
必
ず
中
心
と

な
る
方
が
い
ら
れ
る
の
が
常

で
あ
る
。
名
大
豊
田
講
堂
の

場
合
は
豊
田
自
動
車
の
中
興

の
祖
と
い
わ
れ
た
石
田
退
三

氏
で
あ
り
、
千
葉
の
記
念
講

堂
の
場
合
は
寄
付
金
の
関
係

も
あ
っ
て
、
当
時
医
学
部
で

活
躍
さ
れ
て
い
た
中
山
恒
明

教
授
で
あ
っ
た
と
思
う
。
外

を
得
て
、
悌
形
の
屋
根
に
一
つ

の
記
念
性
を
表
現
し
よ
う
と
試

み
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
斜
面

の
屋
根
を
銅
板
葺
き
に
す
る
こ

と
も
、
殆
ど
同
時
に
決
定
さ
れ

た
。
悌
形
断
面
で
あ
る
為
に
室

内
オ
ー
デ
ィ
オ
空
間
は
広
々
と

し
た
感
じ
を
失
っ
て
い
な
い
。

室
内
の
打
放
し
部
分
は
今
で
も

し
っ
か
り
し
て
居
て
心
地
よ

い
。
こ
の
建
物
の
座
席
数
は
960

席
で
あ
る
。

　

完
成
後
ほ
ぼ
40
年
を
経
過
し

て
い
る
が
、
外
部
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
打
放
し
部
分
を
除
け
ば

建
物
は
よ
く
保
存
さ
れ
て
き
た

と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　

今
回
の
講
堂
の
改
装
、
保
全

の
為
に
努
力
さ
れ
て
こ
ら
れ
た

方
々
に
、
こ
の
機
会
に
あ
ら
た

め
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

科
手
術
の
権
威
で
も
あ
っ
た
中

山
教
授
は
我
々
と
話
さ
れ
て
い

る
時
も
、
指
を
柔
ら
か
く
す
る

為
か
指
を
動
か
さ
れ
て
い
た
の

が
今
で
も
強
く
印
象
に
残
っ
て

い
る
。

　

千
葉
大
の
敷
地
は
、
側
が
傾

斜
し
、
前
面
に
か
な
り
の
広
い

敷
地
を
有
し
て
い
た
。
当
時
日

本
の
建
築
界
は
巨
匠
、
前
川
國

男
、
板
垣
準
三
、
そ
し
て
丹
下

健
三
に
い
た
る
ま
で
、
彼
等
の

多
く
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
の
建
物
に

お
い
て
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
放

さ
ら
に
は
市
民
、
研
究
者
、
行

政
者
の
知
の
統
合
に
は
多
く
の

困
難
を
伴
う
で
あ
ろ
う
が
、
こ

の
統
合
は
、
今
後
、
人
類
が
叡

智
を
集
め
て
、
取
り
組
ま
ね
ば

な
ら
な
い
課
題
で
あ
ろ
う
。

（
次
号
に
つ
づ
く
）

し
仕
上
げ
が
全
盛
時

代
で
あ
っ
た
。
一
つ

は
、
ま
だ
現
在
の
様

に
様
々
な
素
材
の
自

由
が
な
い
時
代
で

あ
っ
た
か
ら
だ
が
、

そ
れ
だ
け
に
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
打
放
し
の

技
術
は
既
に
世
界
で

も
一
流
の
レ
ベ
ル
に

あ
っ
た
。

　

様
々
な
ス
タ
デ
ィ

ゐ の は な 同 窓 会 報

 

 

 

内　部

創建当時

▲

1963（昭和38）年

（
略
歴
）

東
京
大
学
工
学
部
建
築
課
卒

業
後
、
ク
ラ
ン
ブ
ル
ッ
ク
ア

カ
デ
ミ
ー
オ
ブ
ア
ー
ト
修
士

課
程
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
大

学
院
建
築
修
士
課
程
を
終
了

し
、
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
及
び

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
準
教
授
と

し
て
都
市
デ
ザ
イ
ン
の
教
鞭

を
と
る
。
帰
国
し
て
設
計
事

務
所
を
設
立
し
現
在
に
至
る
。

　

新
日
本
建
築
家
協
会
会

員
、
ア
メ
リ
カ
建
築
家
協

会
（A

IA

）
名
誉
会
員
、
イ

ギ
リ
ス
王
立
建
築
家
協
会

（R
IBA

）
名
誉
会
員　

他

（
受
賞
建
築
作
品
）

名
古
屋
大
学
豊
田
講
堂
（
日

本
建
築
学
会
作
品
賞
）、
ヒ

ル
サ
イ
ド
テ
ラ
ス
（
芸
術
選

奨
文
部
大
臣
賞
）、
ス
パ
イ
ラ

ル
（A

IA

レ
イ
ノ
ズ
ル
賞
・

ア
メ
リ
カ
）、
幕
張
メ
ッ
セ

を
中
核
と
し
た
幕
張
新
都
心

の
形
成
（
ト
ー
マ
ス
・
ジ
ェ

フ
ァ
ー
ソ
ン
建
築
賞
・
ア
メ

リ
カ
）、
代
官
山
ヒ
ル
サ
イ
ド

テ
ラ
ス
（
プ
リ
ン
ス
・
オ
ブ
・

ウ
エ
ー
ル
ズ
都
市
デ
ザ
イ
ン

賞
・
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
）
他



１
．
講
義
日
：

平
成
18
年
４
月
21
日

２
．
対
象
生
：
２
年
生

３
．
場　

所
：
第
一
講
義
室

４
．
回　

収
：
96
名

（
男
64
名　

女
32
名
）

５
．
集
計
し
て
判
明
し
た
こ
と

○ 『
講
義
で
興
味
を
引
い
た
点
』

で
は
、
米
国
で
Ｃ
Ａ
Ｍ
の
研

究
が
1990
年
初
頭
よ
り
急
展

開
し
、
Ｎ
Ｉ
Ｈ
に
お
い
て
他

の
部
門
に
匹
敵
す
る
規
模

に
成
長
し
た
こ
と
（
16.6
％
）

が
あ
り
ま
す
。
彼
ら
に
と
っ

て
米
国
で
の
動
向
は
意
思

決
定
に
大
き
な
影
響
を
与

え
て
い
る
可
能
性
を
う
か

が
わ
せ
ま
す
。

○ 

ま
た
、
Ｃ
Ａ
Ｍ
の
「
副
作

用
情
報
」（
30.2
％
）、「
Ｃ
Ａ

Ｍ
・
洋
薬
間
の
相
互
作
用
」

（
21.8
％
）
に
高
い
関
心
を
よ

せ
て
い
て
、『
４
漢
方
又

は
Ｃ
Ａ
Ｍ
へ
の
関
心
』
で
、

「
自
分
で
や
る
や
ら
な
い
は

別
に
し
て
Ｃ
Ａ
Ｍ
の
知
識

は
（
医
師
と
し
て
）
必
要
」

（
28.1
％
）
と
の
〝
距
離
を

保
っ
た
高
い
関
心
〞
に
結
び

つ
く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

○ 

「
千
葉
大
学
が
漢
方
あ
る

い
は
Ｃ
Ａ
Ｍ
の
先
駆
者
で

あ
っ
た
」（
12.5
％
）
こ
と
は
、

や
は
り
一
定
の
割
合
の
学

生
の
琴
線
に
触
れ
う
る
話

題
で
し
た
。
こ
れ
に
つ
い

て
、「
は
じ
め
て
聞
い
た
」

と
書
い
た
学
生
も
多
く
、
医

学
部
と
し
て
も
ウ
エ
ブ
上

な
ど
で
本
学
の
歴
史
の
一

端
と
し
て
紹
介
す
る
意
義

が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
（
既

に
や
っ
て
い
る
の
で
し
た

ら
ご
め
ん
な
さ
い
）。

○ 

『
漢
方
ま
た
は
Ｃ
Ａ
Ｍ
へ
の

関
心
』
で
は
、「
興
味
が
あ

る
」（
31.2
％
）
と
高
い
関
心

が
あ
り
、「
や
る
や
ら
な
い

は
別
に
Ｃ
Ａ
Ｍ
の
知
識
が

必
要
」（
28.1
％
）、「
西
洋
医

学
と
と
も
に
Ｃ
Ａ
Ｍ
、
漢
方

も
必
要
」（
32.3
％
）、「
自
分

で
も
Ｃ
Ａ
Ｍ
、
漢
方
を
積

極
的
に
知
り
た
い
」（
22.9
％
）

に
関
連
し
て
い
ま
す
。

○ 

『
授
業
へ
の
評
価
』
は
抽

出
す
る
項
目
設
定
が
あ
ま

り
適
切
で
な
か
っ
た
か
も

知
れ
ま
せ
ん
が
、〝
驚
い

た
〞
と
い
う
学
生
の
コ
メ

ン
ト
を
拾
い
だ
せ
な
い
か

と
考
え
て
、「
新
知
見
が

あ
っ
た
」
と
い
う
項
目
を

設
け
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

「
知
見
が
あ
っ
た
」（
68
名
、

70.8
％
）
と
い
う
結
果
を
得

ま
し
た
。

注
記

　

講
義
時
に
回
収
し
た
学
生
の
感

想
文
か
ら
、
学
生
達
の
反
応
を
読

み
取
り
デ
ー
タ
化
し
た
報
告
で
す
。

デ
ー
タ
化
す
る
た
め
の
設
問

は
、
１
．
講
義
で
興
味
を
覚
え

　

本
年
度
の
文
部
科
学
省
「
大

学
教
育
の
国
際
推
進
化
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
に
よ
り
イ
ス
ラ
エ
ル
の

ヘ
ブ
ラ
イ
大
学
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

画
像
研
究
所
に
６
月
よ
り
９
月

ま
で
滞
在
い
た
し
ま
し
た
の

で
、
見
聞
し
ま
し
た
医
療
事
情

な
ど
を
ご
報
告
申
し
上
げ
ま

す
。

　

私
に
と
っ
て
中
東
は
感
覚
的

に
も
地
理
的
に
も
遠
い
地
域
で

す
。
白
紙
に
地
図
を
描
い
て
み

て
、
欧
米
や
ア
ジ
ア
、
イ
ン
ド

は
描
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た

が
、
地
中
海
と
パ
キ
ス
タ
ン
の

間
の
整
理
が
つ
か
な
い
ま
ま
メ

デ
ィ
ア
の
情
報
を
眺
め
て
お
っ

た
次
第
で
す
。
私
が
滞
在
し
た

ヘ
ブ
ラ
イ
大
学
は
エ
ル
サ
レ
ム

に
あ
り
、
世
界
34
億
人
の
聖
地

か
ら
２
㎞
西
に
位
置
し
て
お
り

ま
す
。
エ
ル
サ
レ
ム
の
東
は
砂

漠
地
帯
と
な
り
、
急
峻
な
斜
面

が
一
気
に
海
面
下
400
ｍ
の
死
海

へ
と
連
な
り
ま
す
。
そ
の
遥
か

彼
方
に
ヨ
ル
ダ
ン
の
山
地
を
望

た
点
を
11
項
目
、
２
．
興
味
を

持
て
な
か
っ
た
点
を
６
項
目
、

３
．
漢
方
又
は
Ｃ
Ａ
Ｍ
へ
の
関

心
を
７
項
目
、
４
．
授
業
へ
の

評
価
を
５
項
目
に
分
け
て
あ
り

ま
す
が
省
略
し
て
あ
り
ま
す
。

む
と
、
古
代
を
し
の
ば
ず
に
は

い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

イ
ス
ラ
エ
ル
は
主
に
ユ
ダ
ヤ

人
と
ア
ラ
ブ
人
か
ら
構
成
さ
れ

る
共
和
制
の
国
家
で
す
。
建
国

ま
で
の
背
景
に
は
列
強
の
政
治

的
な
思
惑
や
ナ
チ
ス
な
ど
の
ホ

ロ
コ
ー
ス
ト
が
影
を
投
げ
か
け

て
お
り
、
現
在
の
不
安
定
な
状

況
を
醸
し
出
し
て
い
ま
す
。
国

民
皆
兵
が
国
是
で
あ
り
、
男
女

と
も
に
18
歳
か
ら
、
男
子
は
３

年
間
、
女
子
は
２
年
間
の
兵
役

義
務
が
あ
り
ま
す
。
退
役
し
て

か
ら
勉
強
を
始
め
て
、
医
学
部

の
入
学
は
24
歳
に
な
り
ま
す
。

医
学
部
の
修
学
年
限
は
７
年
、

卒
業
後
の
研
修
期
間
は
７
年

で
、
結
局
そ
れ
な
り
の
収
入
を

得
る
に
は
40
歳
に
手
が
届
く
年

齢
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。「
医

師
の
人
生
は
40
歳
以
降
」
で

す
。
ち
な
み
に
最
近
医
学
部
に

進
学
す
る
男
女
比
は
45

：

55

と
伺
い
ま
し
た
。
日
本
で
は
若

い
医
師
が
い
わ
ゆ
る
３
Ｋ
と
い

わ
れ
る
き
つ
い

就
労
環
境
を
敬

遠
す
る
傾
向
が

あ
り
ま
す
が
、

イ
ス
ラ
エ
ル
で

も
同
様
と
の
こ

と
で
す
。

　

ヘ
ブ
ラ
イ
大

学
附
属
病
院

はH
adassah 

U
niv. H

osp. 
E

in K
erem

と

M
t. S

copus

の
２
箇
所
に
あ

り
ま
す
。
こ
の

設
立
母
体
は

米
国
最
大
の

ユ
ダ
ヤ
人
団
体
で
あ
り
、
最

大
の
婦
人
団
体
で
も
あ
る
、

T
he W

om
en's Z

ionist 
O

rganization of A
m

erica

が
設
立
し
たH

adassah 
M

edical O
rganization

で

す
。
現
在
で
は
２
つ
の
病
院
で

1,000
床
を
数
え
る
規
模
に
な
っ
て

お
り
中
東
第
一
の
規
模
と
い
う

こ
と
で
す
。
1,000
床
規
模
の
病
院

は
日
本
で
は
珍
し
く
あ
り
ま
せ

ん
が
、
活
動
内
容
に
は
驚
嘆
し

ま
す
。
た
と
え
ば
、
2005
年
の
手

術
件
数
が
30,385
件
、
入
院
患
者

数
、
101,759
名
、
出
産
件
数
、
10,189

件
、
救
急
受
診
件
数
、
553,459
件
、

等
々
で
す
。
こ
れ
を
支
え
る
ス

タ
ッ
フ
は
、
医
師
850
名
、
看
護

師
1,940
名
、
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
等
1,020

名
で
、
手
術
室
31
室
、IC

U
 

９
部
署
を
数
え
ま
す
。
病
床
数

の
割
り
に
手
術
件
数
が
多
い
で

す
が
、
こ
れ
はSurgical day 

care

、
6,672
件
が
示
す
と
お
り
、

外
来
処
置
で
対
応
し
て
い
る
と

思
わ
れ
ま
す(

図
１)

。

　

手
術
室
、
病
棟
、
リ
ハ
ビ
リ

セ
ン
タ
ー
、
外
来
な
ど
を
見
学

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
病

院
内
の
雰
囲
気
は
日
本
と
あ
ま

り
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、
電
子
カ

ル
テ
が
徹
底
し
て
い
る
点
や
、

薬
剤
管
理
の
一
元
化
な
ど
、
機

能
性
が
重
視
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
見
受
け
ま
し
た
。
手
術
室
で

用
い
ら
れ
て
い
る
医
療
機
器
も

結
構
日
本
製
が
使
用
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
腹
腔
鏡
手
術
と
開
腹

手
術
が
平
行
し
て
行
わ
れ
て

い
る
点
も
日
本
と
一
緒
で
す
。

H
adassah H

ospital

の
研

究
を
一
覧
す
る
と
、
外
傷
や
移

（ 35 ）　話 題 研 究 第 144 号ゐ の は な 同 窓 会 報

話

題

研

究

　
医
学
研
究
の
現
場
レ
ポ
ー
ト

　
　

―
 

新
知
見
の
あ
っ
た
漢
方
と
Ｃ
Ａ
Ｍ
講
義 ―

　
医
療
法
人
社
団�

伝
統
医
学
研
究
会

　

あ
き
ば
伝
統
医
学
ク
リ
ニ
ッ
ク

秋　

葉　

哲　

生
（
昭
50
）　

　

生
化
学
（
酵
素
学
、
代
謝
学
、
栄
養
学
）
に
お
い
て

は
、
Ｐ
Ｓ
Ｔ
（practical self training)

と
い

う
新
し
い
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
（
詳

細
は
、
千
葉
医
学
82
巻
２
号
79
～
86
頁
に
掲
載
・
2006

年
４
月
発
行
）。
学
生
自
ら
が
自
由
に
テ
ー
マ
を
選
定

し
、
生
化
学
で
学
習
す
べ
き
内
容
と
連
結
さ
せ
る
こ
と

を
求
め
ら
れ
る
も
の
で
す
。
そ
の
過
程
で
、
漢
方
医

学
に
関
す
る
話
題
も
聴
講
す
る
機
会
が
与
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
聴
講
後
の
感
想
を
集
計
し
た
レ
ポ
ー

ト
で
す
。
Ｃ
Ａ
Ｍ
は
、
相
補
代
替
医
療
を
意
味
す
る

C
om

plem
entary A

lternative M
edicine

の
略
称
で
す
。

　
イ
ス
ラ
エ
ル
滞
在
報
告

千
葉
大
学
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
メ
デ
ィ
カ
ル

工
学
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー

五
十
嵐　

辰　

男
（
昭
52
）　

Hadassah Univ. Hosp. Mt. Scopus

図１　Hadassah�Univ.�Hosp.�Mt.�Scopus�玄関にて



で
、
こ
れ
に
よ
り
新
し
い
診

断
・
記
録
手
法
の
創
生
に
つ
な

が
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
（
図

２
、３
）。

　

私
が
滞
在
し
た
部
屋
の
そ
ば

で
は
、U

C
L

A

のB
erkeley

校
に
席
を
お
くB
oris R

ubinsky

教
授
が
研
究
を
さ
れ
て
い
ま

し
た
。R

ubinsky

教
授
は

C
ryo ablation

装
置
を
開
発

さ
れ
た
著
名
な
研
究
者
で
す
。

R
ubinsky

教
授
は
他
に
も
腸

管
の
虚
血
状
態
を
モ
ニ
タ
ー

す
る
機
械
を
商
品
化
し
て
お

り
、
直
接
う
か
が
っ
た
と
こ
ろ

単
純
な
手
法
で
あ
っ
た
の
に
は

驚
き
ま
し
た
。
現
在
は
凍
結
治

療
の
簡
便
な
モ
ニ
タ
ー
法
を
始

め
、
ま
っ
た
く
新
し
い
ナ
ノ
ロ

ボ
ッ
ト
な
ど
の

開
発
を
行
っ
て

お
り
大
変
刺
激

を
受
け
ま
し

た
。
ま
たL

eo 
Joskow

icz

教

授
は
医
工
学
で

膨
大
な
足
跡
を

残
さ
れ
て
お

り
、
特
に
ナ
ビ

ゲ
ー
シ
ョ
ン
シ

ス
テ
ム
や
ロ

ボ
ッ
ト
ア
ー
ム

の
こ
と
で
お
話

を
拝
聴
す
る
こ

と
が
で
き
大
変

勉
強
に
な
り
ま

し
た
。

　

日
本
と
異
な

る
点
で
興
味
深
い
の
は
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
画
像
研
究
所
で
学
ん

だ
優
秀
な
学

生
が
、
学
内

や
大
学
の
そ

ば
で
起
業
し

成
功
し
て
い

る
点
で
す
。

世
界
で
ト
ッ

プ
の
技
術
で

需
要
が
見
込

ま
れ
る
の
で

あ
れ
ば
、
投

資
が
入
り
優

秀
な
人
材
が

集
ま
る
仕
組

み
が
で
き
て

い
ま
す
。
し

か
も
起
業
の

費
用
は
か
か
ら
ず
、
ペ
ー
パ
ー

カ
ン
パ
ニ
ー
か
ら
始
ま
る
と
の

こ
と
で
す
。
日
本
で
も
少
な
い

資
金
か
ら
起
業
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
が
、
投
資
の
環
境

が
違
う
こ
と
を
痛
感
い
た
し
ま

し
た
。

　

こ
れ
ま
で
に
も
イ
ス
ラ
エ
ル

か
ら
工
学
系
の
医
療
機
器
が
い

く
つ
か
世
に
出
て
い
ま
す
。
結

石
治
療
の
体
外
衝
撃
波
砕
石
装

置
が
現
在
よ
り
も
大
変
高
価
で

あ
っ
た
時
代
に
、
一
桁
安
い
装

置
を
世
に
出
し
た
の
は
イ
ス
ラ

エ
ル
の
会
社
で
し
た
。
装
置
の

核
心
部
分
の
研
究
と
、
成
果
を

起
業
化
し
や
す
い
環
境
を
み
る

と
、
今
後
新
た
な
医
療
関
連
機

器
の
登
場
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

私
が
滞
在
し
て
い
た
間
に
、

レ
バ
ノ
ン
国
境
地
帯
で
戦
争
が

勃
発
し
ま
し
た
。
期
せ
ず
し
て

現
地
報
道
か
ら
銃
後
の
生
活
を

見
聞
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
毎
晩
夜
中
に
目
を
覚
ま
す

と
、
ジ
ェ
ッ
ト
機
の
爆
音
を
聞

く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
私

の
日
常
生
活
に
大
き
な
変
化
が

あ
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
８
月
14
日
の
停
戦
ま
で
の

間
に
起
こ
っ
た
こ
と
は
、
国
際

的
に
は
国
連
を
介
し
て
の
停
戦

協
議
、
軍
事
的
に
は
レ
バ
ノ
ン

に
対
す
る
イ
ス
ラ
エ
ル
空
軍
の

爆
撃
と
ヒ
ズ
ボ
ラ
に
よ
る
イ
ス

ラ
エ
ル
北
部
都
市
へ
の
ロ
ケ
ッ

ト
弾
攻
撃
、
お
よ
び
地
上
戦
で

す
。
近
代
戦
が
市
民
の
犠
牲
の

上
に
成
り
立
つ
と
い
う
現
実

と
、
こ
の
戦
争
が
代
理
戦
争
の

植
、
小
児
医
療
、
心
疾
患
治
療

な
ど
の
実
学
に
力
を
入
れ
て
い

る
の
が
わ
か
り
ま
す
。
戦
時
下

で
す
の
で
、
外
傷
へ
の
対
応
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
攻
撃
や
テ

ロ
に
さ
ら
さ
れ
た
状
況
下
で
の

精
神
面
の
ケ
ア
な
ど
が
良
く
研

究
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

私
は
工
学
系
の
研
究
室
に
滞

在
し
て
お
り
ま
し
た
。
隣
の
数

学
の
建
物
に
は
ノ
ー
ベ
ル
経
済

学
賞
を
受
賞
し
た
ゲ
ー
ム
理
論

の
オ
ー
マ
ン
教
授
が
働
い
て
お

り
ま
す
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
画
像

は
数
学
の
延
長
で
す
が
、
さ
ら

に
視
覚
の
生
理
機
能
を
知
悉
し

て
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
上
で
人
が

認
識
で
き
る
視
覚
情
報
を
飛
躍

的
に
拡
大
す
る
研
究
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
ビ
デ
オ
映
像
か
ら

多
様
な
情
報
を
抽
出
す
る
技
術

はShm
uel Peleg

教
授
が
手

が
け
て
お
り
、
こ
の
分
野
で
は

世
界
ト
ッ
プ
の
技
術
を
生
み
出

し
て
お
り
ま
す
。
私
は
こ
こ
で

ビ
デ
オ
映
像
の
ぶ
れ
補
正
技
術

や
、
立
体
情
報
の
抽
出
法
、
お

よ
び
ビ
デ
オ
映
像
を
つ
な
げ
て

静
止
画
を
つ
く
る
モ
ザ
イ
キ
ン

グ
の
医
療
面
で
の
応
用
を
研
究

し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
こ
れ

ま
で
の
課
題
で
あ
っ
た
体
内
全

体
画
像
の
作
成
や
、
内
視
鏡
を

は
じ
め
と
し
た
ビ
デ
オ
映
像
の

立
体
表
示
法
に
大
き
な
成
果
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
な
技
術
は
従
来
医
療
に

用
い
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
の

面
を
呈
し
て
い
る
こ
と
に
暗
澹

た
る
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　

世
界
の
宗
教
問
題
、
民
族
問

題
、
南
北
問
題
が
圧
縮
さ
れ
た

土
地
柄
で
す
が
、
民
度
は
高

く
、
知
的
財
産
に
し
て
も
国
の

未
来
を
背
負
う
迫
力
で
構
築
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
感
じ
ら
れ
ま

し
た
。
島
国
日
本
と
は
違
う
発

想
を
目
の
当
た
り
に
し
て
人
生

観
の
変
わ
る
思
い
を
収
穫
と
し

て
帰
国
し
た
次
第
で
す
。

　

こ
の
成
果
を
臨
床
応
用
す
る

た
め
に
今
後
と
も
精
進
を
す
る

所
存
で
す
。
今
後
と
も
先
生
方

の
ご
指
導
を
仰
ぐ
こ
と
が
多
い

と
存
じ
ま
す
が
、
そ
の
節
に
は

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

今
回
の
第
49
回
東
日
本
医
科

学
生
総
合
体
育
大
会
い
わ
ゆ
る

東
医
体
は
、
千
葉
大
学
医
学
部

に
入
学
し
て
３
年
に
な
る
私
に

と
っ
て
初
め
て
の
大
会
で
し

た
。

　

私
は
ラ
グ
ビ
ー
部
に
所
属
し

て
い
ま
す
。
他
の
競
技
は
東
医

体
を
至
上
の
目
標
と
し
て
い
る

よ
う
で
す
が
、
ラ
グ
ビ
ー
は
冬

の
競
技
で
す
の
で
私
た
ち
が
一

番
の
目
標
と
す
る
公
式
戦
は
冬

に
あ
り
ま
す
。
今
回
私
た
ち
が

東
医
体
に
久
し
ぶ
り
に
出
場
し

た
の
は
、
東
医
体
に
出
る
こ
と

に
よ
っ
て
一
試
合
一
試
合
の
大

事
さ
を
経
験
す
る
こ
と
に
よ

り
、
そ
の
経
験
を
冬
に
活
そ
う

と
い
う
こ
と
で
し
た
。
東
医
体

の
試
合
形
式
は
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

形
式
で
あ
る
た
め
、
一
回
負
け

て
し
ま
っ
た
ら
大
会
は
終
わ

り
、
千
葉
に
帰
っ
て
く
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
意
味
で
は
大
変
効
果
の

あ
る
大
会
で
あ
り
ま
し
た
し
、

な
ん
と
私
た
ち
は
千
葉
大
学
医

学
部
ラ
グ
ビ
ー
部
と
し
て
は
東

医
体
史
上
初
の
銅
メ
ダ
ル
を
獲

得
し
ま
し
た
。
万
歳
。

　

試
合
の
結
果
を
そ
れ
ぞ
れ
簡

単
に
説
明
し
ま
す
。
ま
ず
８
月

２
日
に
行
わ
れ
る
予
定
で
あ
っ

た
一
試
合
目
は
相
手
の
山
形
大

学
医
学
部
棄
権
の
た
め
不
戦
勝

と
な
り
ま
し
た
。
続
く
二
試
合

目
は
８
月
５
日
に
旭
川
医
科
大

学
と
対
戦
し
、
69

－

０
の
大

差
で
勝
利
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
三
試
合
目
は
８
月
８
日

に
医
歯
薬
リ
ー
グ
１
部
で
あ
る

慈
恵
医
科
大
学
と
対
戦
し
、
33

－

22
と
勝
利
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
二
回
戦
の
勢
い
を

そ
の
ま
ま
生
か
し
た
私
た
ち

は
、
初
戦
で
エ
ン
ジ
ン
の
か

か
っ
て
い
な
い
慈
恵
か
ら
多
く

の
得
点
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
後
半
の
怒
涛
の
追
い

上
げ
に
は
ひ
や
り
と
し
ま
し
た

が
、
何
と
か
リ
ー
ド
を
守
り
き

り
勝
利
し
ま
し
た
。
準
決
勝

は
、
８
月
11
日
に
同
じ
く
医
歯

薬
リ
ー
グ
１
部
で
あ
る
順
天
堂

大
学
医
学
部
と
対
戦
し
ま
し

た
。
私
た
ち
は
最
後
の
最
後
ま

で
攻
め
続
け
ま
し
た
が
、
順
天

堂
の
堅
い
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
を
打

ち
破
る
こ
と
は
で
き
ず
０

－

７
で
惜
し
く
も
メ
ダ
ル
を
確
定

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
し
て
、
最
終
試
合
で
あ
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る
３
位
決
定
戦
で
は
、
８
月
14

日
に
信
州
大
学
医
学
部
と
対
戦

し
ま
し
た
。
両
者
背
水
の
陣
で

臨
ん
だ
こ
の
試
合
で
は
、
両
者

と
も
に
ト
ラ
イ
を
譲
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
後
半
に
ペ
ナ
ル

テ
ィ
キ
ッ
ク
を
決
め
、
３
点
の

リ
ー
ド
を
し
、
試
合
終
了
の
直

前
に
は
待
望
の
ト
ラ
イ
を
決

め
、
10

－
０
で
勝
利
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
私
は

来
年
度
の
東
医
体
の
運
営
委
員

に
な
っ
て
い
る

の
で
、
今
回
の

東
医
体
は
自
分

が
出
る
部
活
の

競
技
だ
け
で
な

く
東
医
体
全
体

と
し
て
も
参
考

に
な
る
と
こ
ろ

が
多
か
っ
た
の

で
、
色
々
と
観

る
と
こ
ろ
の
多

い
東
医
体
で
し

た
。

　

ラ
グ
ビ
ー
と

い
う
競
技
は
そ

の
ス
ポ
ー
ツ

性
ゆ
え
に
暑
い

な
か
で
試
合
を

行
う
と
、
怪
我

や
日
射
病
が
多

発
し
や
す
い
の

で
、
涼
し
さ
を

求
め
て
ラ
グ

ビ
ー
競
技
の
開

催
地
は
北
海
道

で
や
る
の
で
す
が
、
今
年
の
北

海
道
は
約
80
年
ぶ
り
の
猛
暑
だ

と
い
う
こ
と
で
非
常
に
暑
か
っ

た
で
す
。
北
海
道
な
の
で
涼
し

い
の
か
と
思
い
、
厚
着
を
し
て

行
っ
た
の
で
す
が
見
事
に
裏
切

ら
れ
、
空
港
の
中
で
上
着
を
脱

ぐ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
猛
暑
の
な
か
で
試
合

が
行
わ
れ
た
の
で
す
が
、
や
は

り
ど
の
チ
ー
ム
も
暑
さ
の
せ
い

か
本
来
の
実
力
が
出
し
切
れ
て

い
な
い
よ
う
で
し
た
。
ラ
グ

ビ
ー
と
い
う
競
技
を
や
っ
た
こ

と
が
な
く
あ
ま
り
詳
し
く
な
い

方
は
、
ラ
グ
ビ
ー
は
よ
く
当
た

る
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る
た
め
、
ラ

ガ
ー
マ
ン
は
体
が
強
く
、
重
け

れ
ば
よ
い
と
考
え
が
ち
で
す
。

確
か
に
体
が
強
く
、
重
け
れ
ば

重
い
ほ
ど
よ
い
と
い
う
の
は
間

違
っ
て
は
い
ま
せ
ん
。
し
か
し

よ
り
必
要
な
の
は
試
合
の
最
初

か
ら
最
後
ま
で
走
り
き
る
こ
と

の
で
き
る
体
力
だ
と
思
い
ま

す
。
今
回
の
東
医
体
で
は
猛
暑

に
よ
り
そ
の
体
力
が
奪
わ
れ
て

し
ま
い
、
非
常
に
過
酷
な
条
件

の
も
と
で
試
合
が
行
わ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

ど
の
チ
ー
ム
も
明
ら
か
に
走

れ
て
い
な
い
な
か
、
千
葉
大
医

学
部
ラ
グ
ビ
ー
部
は
走
り
き
る

こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

な
ぜ
な
ら
私
た
ち
の
コ
ー
チ
が

北
海
道
ラ
グ
ビ
ー
協
会
に
所
属

し
て
い
る
方
と
知
り
合
い
で
あ

る
た
め
に
、
そ
の
人
の
伝
で
自

由
に
使
う
こ
と
の
で
き
る
グ
ラ

ウ
ン
ド
を
お
借
り
す
る
こ
と
が

で
き
た
か
ら
で
す
。

　

千
葉
か
ら
遠
く
離
れ
た
土
地

で
あ
る
た
め
に
北
海
道
で
グ
ラ

ウ
ン
ド
を
取
る
の
は
、
非
常
に

大
変
で
す
。
他
大
学
は
東
医
体

用
に
用
意
さ
れ
た
グ
ラ
ウ
ン
ド

を
と
り
あ
い
満
足
に
練
習
す
る

こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

し
か
し
、
私
た
ち
は
そ
の
方

の
お
か
げ
で
午
前
、
午
後
と
使

え
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
手
に
入

り
、
試
合
が
行
わ
れ
る
時
間
と

同
じ
時
間
、
日
が
照
っ
て
い
て

暑
い
な
か
十
分
に
走
り
、
ま
た

チ
ー
ム
プ
レ
ー
を
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
た
の
で
非
常
に
有
利

に
試
合
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
史
上
初
の
３
位
に
な

る
こ
と
が
で
き
た
の
も
そ
の
方

の
お
か
げ
で
あ
る
と
こ
ろ
が
非

常
に
大
き
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
今
回
の
東
医
体

を
通
じ
て
私
は
人
と
人
の
つ
な

が
り
の
大
事
さ
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

そ
も
そ
も
東
医
体
自
体
が
運

営
委
員
会
の
方
た
ち
の
努
力
の

結
果
と
し
て
行
う
こ
と
が
で
き

て
い
る
の
で
あ
る
し
、
Ｏ
Ｂ
・

Ｏ
Ｇ
の
方
々
が
い
た
の
で
今
の

ラ
グ
ビ
ー
部
が
あ
り
ま
す
。

　

私
た
ち
は
私
た
ち
の
力
だ
け

　

平
成
18
年
８
月
１
〜
６
日
、

山
中
湖
東
照
館
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

に
て
第
49
回
東
医
体
テ
ニ
ス
競

技
部
門
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

惜
し
く
も
準
優
勝
に
終
わ

り
、
次
こ
そ
は
絶
対
に
優
勝
し

よ
う
と
心
に
決
め
た
１
年
前
。

そ
れ
か
ら
は
ハ
ー
ド
な
練
習
を

こ
な
し
、
念
入
り
に
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
を
重
ね
、
精
一
杯
頑
張
っ

て
き
ま
し
た
。
東
医
体
直
前
に

は
今
年
度
の
関
東
医
科
歯
科

リ
ー
グ
で
の
３
部
優
勝
が
決
ま

り
、
チ
ー
ム
全
体
が
勢
い
づ
い

た
状
態
で
東
医
体
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
が
、
対
戦
相

手
校
は
ど
こ
も
強
く
、
選
手
一

人
ひ
と
り
の
力
は
も
ち
ろ
ん
、

選
手
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
チ
ー
ム

と
し
て
の
力
を
問
わ
れ
る
試
合

ば
か
り
で
し
た
。

　

決
勝
戦
で
は
昨
年
敗
れ
た
女

子
医
と
再
び
対
戦
し
、
チ
ー
ム

の
優
勝
の
か
か
っ
た
試
合
は
今

ま
で
誰
よ
り
も
努
力
し
て
き
た

６
年
生
の
引
退
試
合
で
し
た
。

し
か
も
彼
女
の
対
戦
相
手
も
昨

年
と
同
じ
で
、
チ
ー
ム
と
し
て

も
、
個
人
と
し
て
も
リ
ベ
ン
ジ

マ
ッ
チ
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し

て
、
抜
群
の
安
定
感
と
脅
威
の

精
神
力
で
見
事
に
勝
ち
、
優
勝

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
選

手
・
応
援
共
に
１
年
間
の
集
大

成
と
も
言
え
る
感
動
的
な
試
合

で
、
こ
の
１
年
間
の
部
員
の
一

回
り
の
成
長
を
感
じ
た
日
で
し

た
。

で
ラ
グ
ビ
ー
が
で
き
る
の
で
は

な
く
、
非
常
に
た
く
さ
ん
の

色
々
な
方
々
の
助
力
が
あ
っ
た

か
ら
こ
そ
今
回
の
東
医
体
に
も

参
加
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た

史
上
初
の
３
位
に
輝
く
こ
と
が

で
き
た
と
い
う
こ
と
は
忘
れ
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

今
回
の
東
医
体
は
私
に
と
っ

て
非
常
に
思
い
出
に
な
る
東
医

体
で
し
た
。
来
年
度
の
東
医
体

も
私
が
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た

以
上
の
感
動
を
誰
か
に
伝
え
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
開
催
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
に
微
力
な
が
ら
お
手
伝
い

し
て
い
き
ま
す
。
頑
張
り
ま

す
。
勉
強
も
。

　

こ
こ
ま
で
読
ん
で
い
た
だ
い

て
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

お
揃
い
の
ジ
ャ
ー
ジ
に
真
っ

黒
に
日
焼
け
し
た
部
員
た
ち
。

現
像
し
た
た
く
さ
ん
の
写
真
を

見
る
と
様
々
な
こ
と
を
思
い
出

し
ま
す
。
し
か
し
、
本
当
に
大

変
な
の
は
こ
れ
か
ら
。
新
た
な

チ
ー
ム
で
の
来
年
の
東
医
体
連

覇
を
目
指
し
、
今
日
も
コ
ー
ト

で
は
学
年
を
問
わ
ず
た
く
さ
ん

の
部
員
が
練
習
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
優
勝
に
甘
ん
じ
る
こ
と

な
く
、
ま
た
い
い
報
告
が
で
き

る
よ
う
に
部
員
一
同
こ
れ
か
ら

も
一
層
努
力
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
今
後
も
温
か

く
見
守
っ
て
頂
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。
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開催日 学 術 集 会 名 称 開催地 会　　場

1/13～1/14 第41回日本成人病（生活習慣病）学会学術集会 東 京 都市センターホテル

1月13日
早稲田大学国際シンポジウム
「現代の研究倫理 ―責任あ
る研究調査とは何か」

東 京 早稲田大学西早稲田
キャンパス

1/18～1/19 第40回日本無菌生物ノートバイオロジー学会総会 横 浜 メルパルク横浜

1/19～1/20 第12回日本脳神経外科救急学会 東 京 学士会館（本館）

1月19日 第66回大腸癌研究会 さいたま 大宮ソニックシティ

1/19～1/20 第19回日本脳神経外科救急学会 東 京 学士会館

1/20～1/21 第28回日本病院薬剤師会近畿学術大会 神 戸 神戸国際展示場

1/25～1/27 第586回日本泌尿器科学会東京地方会 東 京 第一製薬本社別館

1/25～1/26 第30回日本てんかん外科学会 福 岡 アクロス福岡

1/26～1/27 日本総合健診医学会第35回大会 岡 山 岡山コンベンションセンター

1/26～1/28 第30回日本眼科手術学会総会 京 都 国立京都国際会館

1/26～1/27 第46回日本定位・機能神経外科学会 福 岡 アクロス福岡

1月26日 第21回東日本手の外科研究会 東 京 高輪プリンスホテル

1/27～1/28 第112回北海道整形災害外科学会 札 幌 北海道大学学術交流会館

1月27日 第17回東北脊椎外科研究会 仙 台 斎藤報恩会館

1/27～1/28 第7回日本感染看護学会学術集会 東 京 板橋区立ハイライフプラザいたばし

1/29～1/31 第23回日本毒性病理学会総会および学術集会 東 京 一橋記念講堂

2/1～2/2 第3回日本消化管学会総会学術集会 東 京 東京プリンスホテルパークタワー

2/1～2/2 第17回日本頭頸部外科学会学術講演会 松 江 島根県民会館

2/1～2/3 第30回日本脳神経CI学会総会 大 阪 大阪国際会議場（グ
ランキューブ大阪）

2/2～2/3 第25回日本口腔腫瘍学会総会 名古屋 名古屋国際会議場

2/2～2/3 第37回日本人工関節学会 東 京 新高輪プリンスホテル
国際館パミール

2月3日 第203回日本循環器学会関東
甲信越地方会 東 京 学士会館

2月3日 第143回日本循環器学会東北地方会 仙 台 仙台国際センター

2月3日 第141回日本胸部外科学会関
東甲信越地方会 東 京 財団法人都道府県会館

2月3日 日本超音波医学会第33回関西
地方会学術集会 和歌山 ホテルアバローム紀

の国

2/8～2/10 第36回日本神経放射線学会 高 松 香川県県民ホール

2/9～2/10
第21回日本がん看護学会学術
集会／日本がん看護学会第2
回国際学術集会

東 京 東京国際フォーラム

2/9～2/11 日本医工学治療学会第23回学術大会 大 阪 大阪国際会議場

2/10～2/11 平成18年度後期日本消化器外科学会教育集会 横 浜 パシフィコ横浜　国
立大ホール

2月10日 第182回日本消化器病学会東北支部例会 仙 台 仙台国際センター

2月10日 第12回形成外科手術手技研究会 京 都 ぱ・る・るプラザ京都

2月10日 第19回日本肘関節学会 神 戸 神戸国際会議場

2/10～2/12 第13回日本胎児心臓病研究会 
学術集会 福 岡 筑水会館（久留米大

学医学部）

2/10～2/11 第21回冬季札幌がんセミナー 札 幌 北海道 ロイトン札幌

2/15～2/16 第40回  日本痛風・核酸代謝学会総会 東 京 京王プラザホテル

2/15～2/16 第27回アルコール医学生物学研究会学術集会 高 知 高知新阪急ホテル

2/16～2/17 第29回日本造血細胞移植学会総会 福 岡 福岡　国際会議場

2/16～2/17 第5回日本フットケア学会学術集会 神 戸 神戸国際会議場

2月16日 第40回制癌剤適応研究会 横 浜 横浜ロイヤルパークホテル

2/16～2/17 第24回日本ストーマ・排泄リハビリテーション学会総会 横 浜 パシフィコ横浜

2/17～2/18 第24回日本東方医学会 東 京 東京国際フォーラム

2/17～2/18 第18回日本臨床微生物学会総会 長 崎 長崎ブリックホール

2/17～2/18 第70回日本皮膚科学会東京支部学術大会 東 京 京王プラザホテル

2月17日 第86回日本消化器病学会近畿支部例会 京 都 京都テルサ

2/21～2/23 第37回日本心臓血管外科学会学術総会 東 京 京王プラザホテル

開催日 学 術 集 会 名 称 開催地 会　　場

2/23～2/24 第17回日本間脳下垂体腫瘍学会 山 形 ホテルメトロポリタン山形

2/23～2/24 第26回日本画像医学会 東 京 東京国際フォーラム

2/23～2/24 第22回日本環境感染学会総会 横 浜 パシフィコ横浜

2月24日 第293回日本消化器病学会関
東支部例会 東 京 日本海運倶楽部

2/28～3/2 第40回日本臨床腎移植学会 加 賀 ホテル百万石

3/1～3/3 第34回日本集中治療医学会学
術集会 神 戸 神戸国際会議場、神戸国

際展示場、ポートピアホテル

3/2～3/4

6th International Society for 
Apheres i s ( Wor ld  Apheres i s 
Association 11th Congressと27th 
Annual Meeting of the Japanese 
Society for Apheresisの合同開催)

横 浜 パシフィコ横浜

3/2～3/4 第13回日本糖尿病眼学会総会 京 都 国立京都国際会館

3/2～3/4
第27回日本アフェレシス学会
学術大会・第6回国際アフェ
レシス/第11回世界アフェレ
シス連合世界会議

横 浜 パシフィコ横浜

3/3～3/4 日本在宅ケア学会第11回学術集会 越 谷 埼玉県立大学

3/8～3/9 第19回日本喉頭科学会総会・
学術講演会 神 戸 神戸国際会議場

3月9日 第35回人工心臓と補助循環懇話会 水 上 水上温泉　「水上館」

3/10～3/11 第17回臨床内分泌代謝：Update 東 京 都市センターホテル

3月10日 第14回日本ペインクリニック
学会北陸地方会 富 山 富山大学　附属病院

臨床講義室（１）

3月10日 第42回日本脳神経外科学会東
北支部学術集会 新 潟 新潟大学脳研究所統合

脳機能研究センター

3月11日 第68回大阪透析研究会 大 阪 グランキューブ大阪

3/13～3/14 第6回日本再生医療学会総会 横 浜 パシフィコ横浜

3/13～3/15 第96回日本病理学会総会 大 阪 大阪国際会議場

3/14～3/16 第80回日本薬理学会年会 名古屋 名古屋国際会議場

3月15日 第71回日本循環器学会総会・学術集会 神 戸 神戸国際会議場

3/16～3/17 第9回日本ヒト脳機能マッピング学会大会 秋 田 秋田ビューホテル

3/16～3/17 第30回日本神経外傷学会 仙 台 仙台国際センター

3/17～3/21 第16回国際産婦人科内視鏡学会 大 阪 大阪国際会議場

3/17～3/18 第15回日本総合診療医学会 学術集会 金 沢 石川県文教会館

3/17～3/18 第8回アジア パシフィック婦
人科内視鏡学会 大阪府 大阪国際会議場

3/17～3/18 第22回ハイパフォーマンス・メンブレン研究会 東 京 日本消防会館 ニッシ
ョーホール

3/20～3/22 第84回日本生理学会大会 大 阪 大阪国際交流センター

3月20日 第47回日本産科婦人科内視鏡学会 大 阪 大阪国際会議場

3/22～3/23 第32回日本脳卒中学会総会 福 岡 JALリゾートシーホ
ークホテル福岡

3月22日 第26回日本社会精神医学会 横 浜 横浜市開港記念会館

3月22日 第23回スパズムシンポジウム 福 岡 JALリゾートシーホーク福岡

3/22～3/23
第44回九州外科学会・第44回
九州小児外科学会・第43回九
州内分泌外科学会

福 岡 福岡国際会議場

3/23～3/24 第36回日本脳卒中の外科学会 福 岡 JALリゾート　シーホークホテル福岡

3/23～3/25 第5回日本臨床腫瘍学会総会 札 幌 札幌コンベンションセンター

3/25～3/28 第77回日本衛生学会総会 大 阪 大阪国際交流センター

3/25～3/28 日本化学会第87春季年会 大 阪 関西大学千里山キャンパス

3/26～3/28 第80回日本細菌学会総会 大 阪 アジア太平洋トレード
センター（ATCホール）

3/27～3/29 第112回日本解剖学会総会・全国学術集会 大 阪 大阪国際会議場（グ
ランキューブ大阪）

3/27～3/30 第17回アジア太平洋肝臓病学会議 京 都 京都国際会館

3/28～3/30 第76回日本寄生虫学会大会 大 阪 大阪大学  コンベンションセンター

3/29～3/31 第25回日本耳鼻咽喉科免疫アレルギー学会 甲 府 ベルクラシック甲府

3月30日 第20回日本老年脳神経外科学会 京 都 京都府立医科大学　医
学部附属図書館ホール

3月31日 「心臓リハビリテーション学会」
第12巻　第1号 東 京 株式会社サンプラネット　メデ

ィカルコンベンション事業本部

学 術 集 会 一 覧（平成19年１月～４月）
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開催日 学 術 集 会 名 称 開催地 会　　場

4月7日 第53回日本脳神経外科学会近畿支部
学術集会第65回近畿脳腫瘍研究会 豊 中 千里ライフサイエンス

センター
4/10～4/11 第81回日本感染症学会総会 京 都 国立京都国際会館

4/11～4/13 第107回日本外科学会定期学術集会 大 阪 大阪国際会議場、
リーガロイヤルホテル

4/11～4/13 第50回日本形成外科学会総会・学術集会 東 京 ホテル日航東京

4/12～4/13 第19回日本神経免疫学会学術集会 金 沢 金沢市文化ホール

4/12～4/14 第18回日本心エコー図学会学術集会 軽井沢 軽井沢プリンスホテル

4/12～4/13 第16回脳神経外科手術と機器学会 東 京 東京ドームホテル

4/13～4/15 第66回日本医学放射線学会学術集会 横 浜 パシフィコ横浜

4/13～4/15 第63回日本放射線技術学会学術大会 横 浜 パシフィコ横浜

4/13～4/14 第108回中部日本整形外科災害外科学会　学術集会 広 島 広島国際会議場

4/14～4/17 第59回日本産科婦人科学会総会・学術講演会 京 都 国立京都国際会館

4/14～4/17 第95回日本泌尿器科学会総会 神 戸 神戸国際会議場

4/18～4/20 日本研究皮膚科学会第32回年次学術大会・総会 横 浜 パシフィコ横浜

開催日 学 術 集 会 名 称 開催地 会　　場

4/19～4/22 第111回日本眼科学会総会 大 阪 大阪国際会議場

4/19～4/20 第25回日本脳腫瘍病理学会 熊 本 熊本ニュースカイホテル

4/19～4/20 NPO法人第61回日本口腔科
学会学術集会 神 戸 神戸国際会議場

4/19～4/21 第93回日本消化器病学会総会 青 森 青森市文化会館、ホ
テル青森　他

4/19～4/20 第50回日本手の外科学会学術集会 山 形 山形国際ホテル

4/20～4/22 第106回日本皮膚科学会総会 横 浜 パシフィコ横浜

4/20～4/22 第110回日本小児科学会学術集会 京 都 国立京都国際会館

4/20～4/21 第11回日本神経麻酔・集中治療研究会 秋 田 秋田拠点センター
ALVE

4/24～4/25 第24回日本障害者歯科学会総会および学術大会 長 崎 長崎ブリックホール

4/25～4/28 第80回日本産業衛生学会 大 阪 大阪国際会議場

4/25～4/27 第46回日本生体医工学会大会 仙 台 仙台国際センター

4/26～4/27 第36回日本脊椎脊髄病学会 金 沢 石川県立音楽堂　金
沢全日空ホテル

4/26～4/29 第51回日本リウマチ学会総会・学術集会 横 浜 パシフィコ横浜
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91
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の
医
学
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し
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現
役
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が
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く
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書
き
下
ろ
し

　

名
門
医
家
四
代
に
し
て
、

「
図
書
館
長
と
呼
ば
れ
る
よ
り

も
、
艦
長
と
呼
ん
で
欲
し
い
気

分
」
と
い
う
、
90
代
に
し
て
な

お
、
子
供
心
を
持
つ
著
者
の
心

の
内
を
語
る
珠
玉
の
エ
ッ
セ
イ
。

医
学
博
士
。

東
大
医
学
部
卒　

千
葉
大
学
名
誉
教
授
。

元
千
葉
大
学
附
属
図
書
館
長
。

購
入
は
次
の
二
つ
の
方
法
で
で

き
ま
す
。

そ
の
１　

 

電
子
ブ
ッ
ク
で
一
冊

購
入
す
る
方
法

１
冊
：
300
円
（
税
込
み
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紙
の
単
行
本
を
買
う
の
と
同

じ
よ
う
に
、
電
子
ブ
ッ
ク
と
し

て
１
冊
購
入
す
る
方
法
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す
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申
し
込
ま
れ
ま
す
と
、
あ
な
た

の
パ
ソ
コ
ン
で
紙
面
同
様
に
読

書
で
き
ま
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デ
ー
タ
の
配
信
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で
、
場
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も
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り
ま
せ

ん
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閲
覧
ソ
フ
ト
「
で
じ
ブ
ッ

ク
リ
ー
ダ
ー
」
も
無
料
で
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
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そ
の
２　

 

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
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で

読
む
方
法

１
ヶ
月
：
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円
（
税
込
み
）

　

2006
年
９
月
１
日
か
ら
毎
月
２

回
、
１
日
と
15
日
に
連
載
の
形

で
、
あ
な
た
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
に
配
信
さ
れ
ま
す
。
７
ヶ
月

で
全
編
を
お
送
り
す
る
予
定
で

す
。

　

購
読
に
は
、
ま
ぐ
ま
ぐ
プ
レ

ミ
ア
ム
会
員
登
録
に　

登
録
す

る
必
要
が
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り
ま
す
。
登
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無
料
で
す
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申
込
み
当
月
は
購

読
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無
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。

（
ホ
ー
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l
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東
京
ゐ
の
は
な
会
発
行
誌
の
紹
介　
　
　

　

東
京
ゐ
の
は
な
会
に
は
勤
務
医
部
会
が
組
織
さ
れ
、
会
誌
「Inohana T

okyo

」

の
他
に
、
会
員
の
近
況
な
ど
を
伝
え
る
「
勤
務
医
通
信
」
が
年
２
回
発
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
、
第
９
号
が
発
行
さ
れ
ま
し
た
の
で
紹
介
い
た
し
ま
す
。
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質
問
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報
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号
の
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容
に

つ
い
て

⑴�

興
味
を
持
っ
た
内
容

（
複
数
回
答
）

　
　

新
年
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任
挨
拶 
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名

　
　

教
室
紹
介
（
別
冊
） 

11　

　
　

病
院
紹
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学
生
編
集 
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提
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ラ
ス
会 

 

６　

　
　

卒
後
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修 

 

５　

　
　

ゐ
の
は
な
会 

 

５　

　
　

話
題
研
究 

 

４　

　
　

企
画 

 

３　

　
　

惜
別 
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著
書
紹
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２　

　
　

編
集
後
記 

 

２　

⑵�

記
事
に
つ
い
て
の
感
想

・ 

先
ず
巻
頭
語
、
次
い
で
編
集

後
記
を
拝
読
。
現
在
の
問
題

点
と
今
後
の
方
針
、
ま
た
、

そ
れ
ら
を
ど
の
よ
う
に
広
報

し
、
編
集
さ
れ
た
の
か
を
知

り
た
い
の
で
。
あ
と
は
初
め

か
ら
順
に
総
て
目
を
通
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

・ 

母
校
を
遠
く
離
れ
て
い
る

と
、
紙
面
の
全
て
が
興
味

の
対
象
と
な
り
ま
す
。
ま

た
、
同
窓
会
報
と
し
て
は
大

変
充
実
し
た
内
容
と
な
っ
て

お
り
、
今
更
な
が
ら
千
葉
大

医
学
部
の
パ
ワ
ー
を
感
じ
ま

す
。

・ 

所
属
意
識
と
旧
懐
感
で
拝

読
し
て
い
ま
す
。

・ 

新
年
の
挨
拶
は
、
夫
々
の

先
生
の
個
性
的
な
文
で
興
味

深
く
拝
見
。
三
枝
一
雄
先
生

（
昭
32
）
の
文
は
同
世
代
な

の
で
共
感
を
覚
え
ま
し
た
。

・ 

教
授
就
任
、
病
院
の
状
況
、

友
人
の
状
況
な
ど
が
解
か
っ

て
よ
い
。

・ 

他
大
学
出
身
と
い
う
関
係

で
千
葉
大
学
出
身
の
先
生
方

の
名
前
を
熟
知
し
て
い
な
い

の
で
、
新
年
・
就
任
挨
拶
記

事
は
非
常
に
参
考
に
な
る
。

・ 

新
年
の
挨
拶
は
、
ど
う
い

う
方
が
書
い
た
（
に
書
い
て

も
ら
っ
た
）
の
か
わ
か
ら
な

か
っ
た
。

・ 

全
国
に
散
ら
ば
っ
て
い
る
ド

ク
タ
ー
方
の
ご
意
見
は
貴
重

で
あ
り
、
ま
た
学
生
に
と
っ

て
も
有
意
義
と
思
わ
れ
る
の

で
、
今
後
と
も
も
っ
と
学
生

編
集
記
事
を
増
や
し
て
も
ら

い
た
い
。

・ 

学
生
編
集
記
事
が
興
味
深

く
、
ど
ん
ど
ん
書
い
て
も
ら

い
た
い
。

・ 

学
生
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
学

生
の
意
見
、
疑
問
、
ツ
ッ
コ

ミ
が
な
く
て
残
念
。

・ 

教
室
紹
介
記
事
か
ら
、
母

校
で
の
仕
事
の
内
容
が
具
体

的
に
理
解
で
き
る
。

・ 

病
診
連
携
に
は
、
大
学
病
院

の
何
処
で
何
を
や
っ
て
い
る

の
か
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
ど
ん
な
こ

と
を
研
究
し
て
い
る
の
か
、

日
進
月
歩
の
医
学
は
今
ど
う

い
う
状
況
か
を
知
る
こ
と
、

新
知
識
も
必
要
で
す
。

・ 

千
葉
県
立
病
院
群
レ
ジ
デ

ン
ト
制
度
を
読
み
、
こ
の
２

年
の
間
に
臨
床
研
修
制
度
と

専
門
医
制
度
が
同
時
に
開
始

さ
れ
た
た
め
、
若
手
の
勤
務

医
が
都
会
の
大
病
院
に
集
中

す
る
よ
う
に
な
り
、
中
規
模

以
下
の
病
院
が
深
刻
な
医
師

不
足
に
陥
り
、
県
立
病
院
で

さ
え
も
部
分
的
に
診
療
科
を

縮
小
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
個

人
的
に
も
大
き
な
衝
撃
を
受

け
た
。

⑶�

今
後
取
り
上
げ
て
欲
し
い

記
事

・
卒
後
研
修
に
関
す
る
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
記
事

・
マ
ッ
チ
ン
グ
病
院
紹
介

・ 

研
修
医
の
現
状

・ 

各
教
室
の
研
究
会
発
表
と

解
説
、
新
知
見
又
は
症
例

・ 

個
別
の
医
療
相
談
：
個
人

的
に
個
別
の
相
談
が
よ
り
充

実
し
て
い
れ
ば
開
業
医
と
し

て
は
大
い
に
助
か
る

・ 

学
外
の
大
学
教
室
や
関
連

病
院
め
ぐ
り
：
特
に
紹
介
の

方
法
や
担
当
医
氏
名
な
ど

・ 

地
区
毎
の
医
療
状
況
と
そ

の
中
で
の
同
窓
会
員
の
状
況

・ 

現
在
活
躍
中
の
中
堅
医
師

の
診
療
Ｐ
Ｒ

質
問
２�　

会
報
の
記
事
内
容
を

①
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
②
冊

子
型
会
報
③
新
聞
型
会

報
の
３
部
に
分
け
る
こ

と
に
つ
い
て

・
３
部
に
分
け
る
こ
と
に
賛
成

と
す
る
意
見
が
３
名

・
３
部
に
分
け
る
こ
と
に
は
賛

成
で
あ
る
が
、
冊
子
型
と
新

聞
型
は
ま
と
め
て
現
在
の
形

態
の
も
の
で
よ
い
の
で
は
な

い
か
。

・
３
部
に
分
け
る
の
は
よ
い
と

思
う
が
、
時
に
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
の
後
で
、
新
聞
型

に
重
複
す
る
こ
と
が
出
て
も

よ
い
の
で
は
な
い
か
。

・
情
報
過
多
の
時
代
な
の
で
、

①
〜
③
の
よ
う
に
３
部
に
分

け
る
の
で
は
多
す
ぎ
る
。
多

い
と
皆
あ
ま
り
読
み
ま
せ

ん
。
せ
い
ぜ
い
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
と
冊
子
型
位
に
し
て
、
会

費
を
安
く
す
る
こ
と
考
え
た

ほ
う
が
よ
い
。

・
現
在
の
ま
ま
で
は
、
確
か
に

雑
然
と
し
て
お
り
、
あ
る
種

の
整
理
が
必
要
と
思
わ
れ
ま

す
。
そ
の
た
め
に
更
な
る
労

力
が
必
要
な
ら
、
新
た
な
雇

用
（
専
従
者
）
も
大
切
と
考

え
ま
す
。

・
従
来
の
ま
ま
で
よ
い
の
で
は

な
い
か
。
記
事
内
容
は
大

変
充
実
し
て
い
る
と
思
う

が
、
時
折
ス
ペ
ー
ス
を
存
分

に
活
か
し
切
れ
て
い
な
い
の

で
は
な
い
か
と
思
う
こ
と
も

あ
る
。
文
字
の
読
め
な
い
よ

う
な
ス
ラ
イ
ド
を
両
面
、
片

面
に
掲
載
す
る
の
は
如
何
な

も
の
か
と
思
っ
た
こ
と
が
あ

る
。

・
毎
日
ｅ
メ
ー
ル
を
何
回
か
開

い
て
Ｐ
Ｃ
の
前
に
は
よ
く
座

る
者
で
は
あ
る
が
、
多
分

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
開
く
こ
と

は
な
い
で
し
ょ
う
。
今
ま
で

通
り
を
希
望
し
ま
す
。

質
問
３�　

会
報
の
文
字
を
大
き

く
す
る
こ
と
に
つ
い
て

　
　

賛
成 

13
名

　
　

現
行
の
ま
ま
で
よ
い 

６　

　
　

そ
の
他

　
　
（
ど
ち
ら
で
も
良
い
） 

１　

質
問
４�　

カ
レ
ン
ダ
ー
の
作

成
、
内
容
等
に
つ
い
て

（
11
名
の
方
か
ら
ご
意

見
が
あ
り
ま
し
た
）

・
カ
レ
ン
ダ
ー
を
特
別
に
作
る

べ
き
か
疑
問
に
思
う

・
目
的
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

積
ん
だ
ま
ま
に
な
る
も
の
で

意
味
が
な
い

・
処
分
に
困
る
ほ
ど
他
か
ら
も

ら
う
た
め
、
配
布
し
て
も

ら
っ
て
も
屑
箱
直
行
と
な
る

と
思
う
の
で
止
め
た
方
が
よ

い
、
予
算
の
無
駄
で
す

・
必
要
な
し
の
意
見
が
３
名

・
昔
と
今
を
対
照
的
に
四
季
を

見
せ
て
く
だ
さ
い

・
写
真
を
探
し
て
み
ま
す

・
正
月
間
際
で
な
く
、
早
い
時

期
の
完
成
を
希
望
し
ま
す

・
旧
病
院
（
医
学
部
）
の
概
観
・

内
部
等

・
医
師
と
し
て
の
原
点
の
地
で

あ
り
、
何
よ
り
も
青
春
の
古

里
で
す
。
大
い
に
賛
成
で

す
。
各
学
年
の
卒
業
ア
ル
バ

ム
か
ら
、
そ
の
変
遷
を
比
較

で
き
る
と
思
う
の
で
す
が

質
問
５�　

そ
の
他
会
報
に
関
す

る
提
言
・
意
見

・
若
手
医
師
が
都
会
（
中
央
）

に
集
ま
り
す
ぎ
、
地
方
病
院

に
来
な
い
と
い
う
こ
と
は
、

大
き
な
問
題
。
こ
の
解
決
方

法
や
提
言
を
編
集
委
員
が

「
ゐ
の
は
な
」
や
日
本
医
師

会
誌
や
千
葉
県
医
師
会
誌
に

載
せ
た
り
、
伝
え
た
り
す
る

こ
と
も
必
要
か
と
思
う
。

・
表
紙
の
「
ゐ
の
は
な
」
の

バ
ッ
ク
（
葉
）
の
部
分
だ
け

で
も
カ
ラ
ー
に
な
れ
ば
と
感

じ
て
い
ま
す
。

・
日
本
医
学
史
の
な
か
で
も
千

葉
大
出
身
の
先
生
達
が
活
躍

さ
れ
た
場
面
が
あ
っ
た
は
ず

で
す
。
是
非
そ
の
よ
う
な

方
々
の
記
録
も
残
さ
れ
て
は

如
何
で
し
ょ
う
か
。

・
各
会
員
に
ア
ト
ラ
ン
ダ
ム
に

400
字
詰
め
１
枚
以
内
と
か
に

し
て
、
原
稿
依
頼
（
期
待
す

る
こ
と
、
世
相
、
感
慨
、
な

ど
）
し
て
は
如
何
で
し
ょ
う

か
。
も
う
少
し
一
般
会
員
と

の
か
か
わ
り
が
広
が
る
。

・
医
学
部
同
窓
会
報
の
外
に
教

育
毎
に
も
教
室
の
同
窓
に
配

布
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
の

で
、
そ
こ
を
考
え
て
編
集
す

る
こ
と
が
大
切
と
思
い
ま

す
。

・
今
回
は
内
容
豊
富
で
よ
か
っ

た
。

・
会
報
141
号
を
受
け
取
っ
た
そ

の
日
の
夜
、「
無
医
村
に
花

は
微
笑
む
」
の
テ
レ
ビ
を
見

た
。
途
中
、
木
更
津
と
い
う

こ
と
で
身
近
に
感
じ
て
い

た
。
ま
た
ま
た
、
途
中
、
会

報
の
最
終
頁
に
お
知
ら
せ
が

出
て
い
る
の
を
発
見
。
も
の

す
ご
い
感
動
を
受
け
た
。
私

の
５
学
年
下
の
著
者
が
こ
の

よ
う
な
生
き
方
を
さ
れ
素
晴

ら
し
い
と
思
っ
た
。

ゐ の は な 同 窓 会 報
　

ゐ
の
は
な
同
窓
会
の

　
　

広
報
・
編
集
を
よ
り
よ
く
す
る

　
　
　
　
　

た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
報
告

ゐ の は な 同 窓 会 報

　

会
報
141
号
（
2006
年
１
月
25
日
発
行
）
配
布
時
に
ア
ン

ケ
ー
ト
用
紙
を
同
封
し
、
会
員
21
名
か
ら
回
答
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
を
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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商業紙の報道に見る医療の動き
掲載日 掲載

新聞 タ イ ト ル サブタイトル

8月18日
読売

メタボリック症候群減らせ！
08年度から
検診時の指導強化

腹囲・血圧　改善具体策を
提案

読売 産科施設　大都市も不足 適齢期女性1万人当たり
埼玉、東京「１」切る

8月19日
読売 政府原案判明

医学部定員を一時増員
医師不足対策
深刻な都道府県

読売 厚労省まとめ「医師確保案」
実効性ある地域定着策を

8月20日

千葉
日報

列島ライトアップ
研修医確保に自治体奔走 学生は研修内容で選択

朝日 アジア留学生に奨学金
２千人国支給　日本で就職促す

朝日
「学習療法」300施設に
スタッフ目を見て会話、機
能改善の傾向

「脳トレ」川島教授が考案
認知症改善に効果 ?

8月21日

千葉
日報

精神障害者の長期入院解消
支援手引作成など提言

県研究会
モデル事業も盛る

朝日
うつ病や神経症
心の病30代社員急増
企業６割「最多の年代」

朝日 職場検診で原則40歳以上に
Ｘ線検査　有効 ?有害 ?

専門家、評価割れる
経団連は消極的

日経 国立大学病院に経営危機
「財政改革」医療の質直撃

交付金削除 /経営改善目標…
現場にしわ寄せ

日経 肝臓がん
再発原因の細胞発見

理研など
効率的な治療へ道

日経 第一三共など外資系に対抗
抗がん剤の開発本格化

日経 がん治療
ビフィズス菌利用

信州大など
腫瘍に薬剤集中

日経
人間発見
安心の医療を目指して ①
坪井栄孝（日本医療機能評価
機構理事長・元日本医師会長）

がん治療の地域格差縮小に努める
目先の効率性追う政策に問題
信頼確保に医師免許更新性
など必要

8月22日

日経 赤ちゃんの睡眠リズム気を
つけて

夜も明るいと遺伝子混乱
東北大など、マウスで確認

千葉
日報

国立大が看護師大募集
狙いは高度医療充実

人材確保に教授も行脚
地域でも人材確保を

朝日 私の視点　卒後臨床研修
研修医の待遇改善を

読売 女性医師
子育てから復職を支援しよう

読売 感染症研究で日中韓が連携 トップ機関が相互支援へ

読売 日本脳炎
新ワクチン来年以降 治験追加指示で　ずれ込み

日経
病を知る　がんを見つける④
PET/CTの実力
林田孝平（武田病院画像診
断センター長）

PET検査で陰性　3－4割救
う併用で発見率を向上

読売
スキャナー
研究論文不正に対策指針
信頼回復へ科学界正念場

罰則導入
検討体制、限界も
国ごと異なる対応

読売
厚労省　来年度予算倍増　
300億要求
がん対策大幅拡充

苦痛緩和ケア早期に
在宅支援センターも

8月23日

読売 医療不審死
究明機関設置へ

厚労省08年度にも
早期解決後押し

読売 医療ルネサンス　No.3927
「延命　最期の選択」反響 意思表示に公正証書も

日経 05年度　県立病院赤字14億円
幅縮小　累積は225億円に増加

朝日 医師不足
打つ手はたくさんある

厚労省
「医師の需給に関する検討
会」報告書

朝日「ヒトの新種」に異論
インドネシアで発見・身長１
メートルの化石「病気のホモ・
サピエンス」

朝日 厚労省方針
ヒト胎盤製剤の使用者献血制限

8月24日

日経 人工塩基で“改造DNA” 理研が複製
製薬応用に期待

千葉
日報

発達障害児支援
学校の要望で医師ら派遣 厚労省、就労対策も拡充

読売
日経

職場検診
Ｘ線検査40歳以上に

08年度以降
厚労省、制度改正の方針

千葉
日報

出産費用の準備今秋から不要に
一時手続き改善で

8月24日

日経
初の中皮腫医療機関
兵庫医科大今秋開設
予防や治療法解明

文科省調査
石綿飛散恐れ968か所

日経 育て「がん医療のプロ」
文科省来年度から大学院に財政支援 地域格差縮小狙う

朝日
日経
千葉
日報

受精卵壊さずES細胞
米企業開発　初期胚から培養 宗教問題を解消の可能性

掲載日 掲載
新聞 タ イ ト ル サブタイトル

8月25日

朝日 小児・産科
医師集約化へ補助金

厚労省が概算要求
患者拠出の病院支援

朝日 定年医師を地域医療に 山形大医学部
再教育し派遣計画

日経 がん・肝炎対策を充実 厚労省方針
拠点病院を整備

8月26日

朝日
終末期治療
深い人間性が医師には必要
加来信雄（久留米大学名誉
教授・救急医学）

日経 2004年度
国民医療費　最高の32兆円

高齢化・高度化が影響
65歳以上で5割越す

読売
出産時事故に保障制度
政府自民検討へ
医師過失、立証不要

訴訟リスク軽減
産科医不足解消も

日経 厚労省
地域の医師確保支援 小児科・産婦人科を集約化

日経 専門医制審議会
専門医認定機関創設目指す

千葉
日報

厚労省、がん対策本格化
「国民病」克服へ300億円 地域格差是正へ自治体支援

8月27日

日経 大学激動　第7部
「数と質」揺れる入試　読者から

科目削減に不安 /入試後こそ重要
ブランド演出　疑問 /二極化を懸念

読売 京大再生研
クローン胚研究「当面着手せず」

千葉
日報

健康サーチ
診療の苦痛から患者開放

名大病院
医療コンシェルジュ開始

8月28日

朝日 自分の組織で失った体の一部を復元
「再建外科」で機能も回復 機器使い、技が高度化

朝日 がんの痛み　ケア本格化
薬物処方　医師に研修

厚労省方針
在宅治療を支援

日経
遺伝子分析一度に300種
従来手法と同等の精度
がん早期診断

東大など実用化狙う

日経
厚労省
40病院を治験拠点に
新薬早期利用へ期間半減

日経 慶大と京大
新万能細胞性質を調査

8月29日

千葉
日報

医療現場からの提言
千葉県医師会に聞く No.46
広域医療の充実推進
李　笑求（千葉県医師会理事）

千葉
日報

みにがいど
千葉大学オープン・リサーチ
2006　産官学連携の新時代

8月30日
日経 医療機器改革のうねり

5年使える補助人工心臓
国内審査、長い道のり
厳しい基準、産学官で克服

千葉
日報

厚生年金保険料率アップ
9月から　年間約1万円の負担増

8月31日

日経
朝日

地方医師不足対策に本腰
医学部定員増を容認

臨床研修生で拍車
「新人」大学病院離れに対応

日経
読売

医学部定員増を容認
医師不足受け厚労省など
24年ぶりに方針転換

10県で最大1,000人規模

読売 献血時の細菌汚染を防止
日赤が採決法変更

9月1日

日経 厚労省調査
研修医、大学病院に不満

市立病院と満足度に差
「雑用が多い」

千葉
日報

医学部定員増を正式合意
10県と自治医大、各10人

朝日 臨床研修の医師
大学病院に不満　「雑用多い」

9月2日
日経 島根大と大分大

医学部学士編入に地域枠 医師の地元定着狙う

読売 堀内病院女産問題
産婦人科医団体　捜査を批判 「内診」法解釈で相違

9月3日

読売 大腸がん手術数の多い病院

読売 来年度にも、赤色灯やサイレンで
医師乗る車緊急車両に 災害・事故へ急行

読売 病院の実力
大腸がん腹腔鏡なら「認定医」を

肛門温存　分かれる判断
合格率39％

9月4日

朝日 変る病院食
新鮮でメニュー多彩

回復早める「おいしさ」に注目
良質の「ひとさじ」経費節減にも力

朝日 きょうの論点
医師の偏在どう対応

重点配置国の強制力で
難波吉雄（青森県健康福祉部長）
「縦割り」が最大の弊害
大橋俊夫（信州大医学部長）

9月13日 朝日 石綿被害　無料検診へ
厚労省　数千人規模、全国で実施

9月14日
読売

学会調査判明
心臓手術病院間で格差
死亡率2倍のデータ

日経 医薬情報担当の認定試験
社会人なら受験OK

ＭＲ教育センター、2008年度にも
転職組　受け入れ

9月15日 読売 厚労省原案
終末医療　初の指針

チームで方針決定
患者意思　文書に
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ゐ の は な 同 窓 会 報

掲載日 掲載
新聞 タ イ ト ル サブタイトル

9月15日

日経 国立がんセンター
膵臓がん、血液1滴で判明

日経 ゲノム活用し　がん研究
予算180億円　米英中心に始動

日経 死角部分も容易に確認
内視鏡に「バックミラー」

千葉
日報

エイズに厚い壁
76％が感染者拒否
「共に生きる社会」遠く

全国3,700療養・介護施設

千葉
日報

にとな文庫　（10）
私たちがサポート
ホットできる場を提供

医学専門書も収集
県がんセンター患者図書室司書
下原康子

日経 厚労省
終末医療の指針案

患者の意思文書で保存
医療チームで判断

9月16日
読売 東大チーム

メタボリックで胃がんリスク 「抗がんホルモン」分泌減少

朝日
私の視点　ウイークエンド
倫理委員会
医療受ける側の市民参画を

桜井浩子
中央大法学部兼任講師

9月17日
日経

過熱する看護師争奪戦
診療報酬改定で増収狙う
厚労省
総額で医療費削減

大学病院
大量募集へ全国を行脚
地方の中小病医院
不足に拍車存続危うく

千葉
日報

北大教授を県が提訴検討
無断開発で

掲載日 掲載
新聞 タ イ ト ル サブタイトル

9月17日 日経 岡山大、確立8割期待
便のDNAで大腸がん発見

9月18日

朝日 弁膜症抑える遺伝子を解明
慶大教授ら、新薬に期待

千葉
日報
日経

中皮腫をウイルスで破壊
岡山大、がん細胞だけ標的

朝日
輸血用　理研グループ開発
臍帯血で赤血球量産
幹細胞1個から70万個

日経
クイックサーベイ
医師の数「増やすべき」過半数
負担増はイヤだけど…

9月19日

読売
医療ルネサンス　No.3945
基準緩和への願い切実
岐路に立つ脳死移植　５

日経
神戸産業特集
神戸医療都市飛躍へ
医療産業都市、今後は誘致
の間口を広げて

施設建設急ピッチ：進む連
携、事業を拡大
バイオ「副産物」活用：基
礎固め　本業に弾み

9月20日 千葉日報
県が来年度実施を検討
中堅医師、県外から招へい

就業支援貸付
一定年数の県内勤務で返済免除も

9月29日 化学新聞
ベッドサイド端末へ配信
日本初の実証実験
入院患者に新聞記事

紙面イメージそのまま
特定部分の拡大、移動機能

滋賀県（４名）
小林　太郎 （昭17）
奥野　文雄 （専24）
市川　　武 （昭44）
佐伯　一善 （M 9）
三重県（５名）
石田　克久 （専24）
松下　徳良 （昭46）
鈴木登士彦 （平12）
吉永　容子 （平12）
近藤　裕樹 （平16）
京都府（13 名）
雨宮　　浩 （昭35）
伊藤　　靖 （昭56）
白波瀬　功 （昭60）
石塚　伸子 （平３）
金森　弘志 （平７）

李　　記瑋 （平15）
清水　愛子 （平16）
野口　貴志 （平16）
白井　利行 （平17）
重定　勝哉 （A 1）
星野　朗子 （D 1）
磯野　　理 （D 3）
長嶋　一昭 （M 3）
奈良県（９名）
湊　　忠雄 （昭17）
香月　三郎 （専25）
櫟　　輝子 （昭44）
池原千衣子 （昭48）
上野　　誠 （平５）
北山　稔大 （平７）
中谷　麗子 （平13）
木村　　弘 （B 2）

小野﨑　晃 （J 1）
和歌山県（５名）
三谷　涛美 （昭29）
玉置　哲也 （昭38）
向井　　稔 （昭47）
玉井　靖彦 （C 2）
平松　健司 （昭59）
大阪府（34 名）
賀陽豊麻呂 （専18）
奥　　真一 （昭24）
藤田龍五郎 （昭27）
石川　正士 （昭32）
村上　圭司 （昭32）
清島啓治郎 （昭35）
中尾　照逸 （昭50）
林　　良輔 （昭50）
上田真喜子 （昭50）

福井　博行 （昭56）
六反奈利子 （昭56）
川村　真代 （昭62）
稻垣　正司 （昭62）
永谷　憲歳 （平４）
西川　和宏 （平５）
橘　　公一 （平６）
廣瀬　　徹 （平６）
匂坂　敏朗 （平７）
中嶋　博之 （平７）
浅井　利大 （平８）
石川　　哲 （平８）
川崎　彰子 （平８）
小野　文明 （平９）
松浦　　馨 （平10）
椎木　創一 （平12）
田中　優子 （平14）

中土井　隆 （A 4）
北川　文夫 （C 2）
廖　 禹 銘 （D 1)
清水　公子 （F 5）
霞　　弘之 （G 4）
力久　直昭 （J 4）
横川　美樹 （M 4）
松尾　　章 （M 8）
兵庫県（25 名）
児嶋喜八郎 （昭17）
宇佐美暢久 （昭31）
林　　懐良 （昭39）
豊田　雄敬 （昭41）
栗原　　正 （昭47）
増村　道雄 （昭50）
林　富貴雄 （昭58）
伊豆　敦子 （昭59）

島　　正之 （昭59）
門澤　秀一 （昭60）
桂　　敏明 （平５）
松田　高明 （平５）
石川　昌彦 （平８）
石川　弓子 （平８）
小森　和彦 （平９）
平田　俊明 （平11）
寺山　修史 （平12）
塩見真理子 （平13）
平野　泰之 （平13）
中本　祐樹 （平15）
今井　義量 （C 1）
松川　　律 （F 6）
新海　　浤 （F 7）
及川　　貞 （K 1）
渡辺　弘之 （M 4）

◆◆◆ 近 畿 地 区 会 員 ◆◆◆
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会費納入のお願い
　平成18年度会費未納の方に振込用紙を同封しましたので、
五千円を納入してください。なお、行き違いに振り込まれた方
に届いた場合は、ご容赦ください。

ゐのはな同窓会ホームページがリニューアルされました。
　http://www/inohana.jp/
　ホームページのデザインと掲示板が新しくなりました。是非、一
度アクセスして下さい。
　掲示板利用ご希望の方は、氏名と卒業年度をinfo@inohana.jp
宛に電子メールで送って下さい。折り返し、利用するためのIDと
パスワードをご連絡致します。
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